
 
 
 
 

 

 



 

は し が き

ここに豊田市統計書（平成２ 年版）を刊行いたします。

本書は、豊田市の自然・人口・経済・社会・文化など各分野にわたる基本的

な統計資料を総合的かつ体系的に収録し、市勢の現況と推移を明らかにしたも

のです。

近年、情報社会の著しい進歩に伴い、各方面で統計の需要がますます高まっ

てきております。本書が、単に行政上の利用にとどまらず、学術研究、企業・

地域活動の計画立案、市民各位の生活指標などとして、幅広く御利用いただけ

れば幸いです。

編集に当たっては、利用しやすいよう内容の充実に努めましたが、まだ不十

分な点が数多くあると思います。今後とも皆様の御指導をいただき、より一層

内容の充実・改善を図っていきたいと考えています。

終わりに、本書の刊行にあたり貴重な資料を提供いただきました関係各機関

の方々に対し、深く感謝の意を表しますとともに、今後ともなお一層の御指導

と御協力を賜りますようお願いいたします。

平成３１年３月

豊 田 市 長 太 田 稔 彦

 



豊 田 市 民 の 誓 い

わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、
輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、
明日に向かって伸びゆく豊田市の市民です。

１．緑をはぐくみ、川を大切にして、
豊かな自然を愛しましょう。

１．スポーツに親しみ、教養を高めて、
文化の向上につとめましょう。

１．元気で働き、若い力をそだてて、
幸せな家庭をつくりましょう。

１．互いに助けあい、心の輪をひろげて、
あたたかい町をつくりましょう。

１．いのちを尊び、きまりを守って、
住みよい社会をつくりましょう。

※ 昭和５３年３月１日の市制２７周年記念日に制定・発表。これは

５２年に行った市民からのアンケートをもとに、豊田市民の誓い

制定市民会議によってまとめられたもので「自然」「文化」「生

活」「福祉」「道徳」の５項目を盛り込んでいます。
 



豊 田 市 民 の 誓 い

わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、
輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、
明日に向かって伸びゆく豊田市の市民です。

１．緑をはぐくみ、川を大切にして、
豊かな自然を愛しましょう。

１．スポーツに親しみ、教養を高めて、
文化の向上につとめましょう。

１．元気で働き、若い力をそだてて、
幸せな家庭をつくりましょう。

１．互いに助けあい、心の輪をひろげて、
あたたかい町をつくりましょう。

１．いのちを尊び、きまりを守って、
住みよい社会をつくりましょう。

※ 昭和５３年３月１日の市制２７周年記念日に制定・発表。これは

５２年に行った市民からのアンケートをもとに、豊田市民の誓い

制定市民会議によってまとめられたもので「自然」「文化」「生

活」「福祉」「道徳」の５項目を盛り込んでいます。
 

◆市 章
昭和 年 月に制定。豊

田市が昔「衣の里」と呼ばれ
ていたとことから「衣」の文
字を図案化し、旧挙母藩内藤
家の紋などに見られる「ひし
型」をかたどったものです。

◆市の花
ひまわり

昭和 年３月、公募により
決定。応募数 件の中か
ら市花制定推進協議会の審議
により、最も応募数の多かっ
た「ひまわり」に決定しまし
た。

◆市の木
けやき

昭和 年３月､市制 周
年を記念して公募により決
定。応募数 件の中から
市の木制定協議会の審議によ
り、 件の応募のあった
「けやき」に決定しました。



 

凡 例

１ 本書は、豊田市に関する市勢全般にわたる基本的な統計資料を集録したものです。

２ 本書の数値は、現在の市域に組み替えたものですが、表によっては旧豊田市域のものも

あります。旧豊田市域と注記がある場合は、平成１７年４月１日の市町村合併以前の市域

（次ページ①～⑧の地区）をあらわします。

３ 本書は、平成２ 年（度）までの数値ですが、基本的な事項でその後調査を行わなかっ

たものについては、直近の数値を再録しています。

４ 資料は、官公庁、民間諸機関、本市各部課等から当課において直接収集したものです。

５ 各表中、「年次」は１月から１２月までの暦年を、「年度」は４月から翌年の３月までの

会計年度を示し、「年月日」の記入のあるものは、その期日現在を示しています。

６ 統計表中の符号の用法は次のとおりです。

「 － 」 ……………皆 無

「 … 」 ……………不 詳

「 △ 」 ……………負 数

「 ０ 」 ……………単位未満

「 Ｘ 」 ……………該当数字はあるが、秘密保護上特にさしひかえたもの

「 ＊ 」 ……………該当項目なし、又は制度等の実施前、廃止で該当数字のない

もの

７ 統計資料について、さらに詳細な数字が必要な場合、あるいは疑義がある場合には、総

務部庶務課統計担当までお問い合わせください。
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①挙母地区（旧挙母町） 昭和 年 月 日 市制施行
②高橋地区（旧高橋村） 昭和 年 月 日 合併
③上郷地区（旧上郷町） 昭和 年 月 日 合併
④高岡地区（旧高岡町） 昭和 年 月 日 合併
⑤猿投（中部）地区 猿投地区（旧猿投町）
⑥保見地区 昭和 年 月 日 合併
⑦石野地区
⑧松平地区（旧松平町） 昭和 年 月 日 合併
⑨藤岡地区（旧藤岡町）
⑩小原地区（旧小原村）
⑪足助地区（旧足助町） 平成 年 月 日 合併
⑫下山地区（旧下山村）
⑬旭地区 （旧旭町）
⑭稲武地区（旧稲武町）

 

豊田市 地区区分・旧町村名

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
⑭

 Ｎ 



県内面積・人口順位
（上位５市町）

平成２９年１０月１日現在

面 積 人 口

１ 豊 田 市 ９１８．３２ ㎡ １ 名 古 屋 市 ２，３１４，１２５人

２ 新 城 市 ４９９．２３ ２ 豊 田 市 ４２５，７３８

３ 岡 崎 市 ３８７．２０ ３ 岡 崎 市 ３８５，２２１

４ 名 古 屋 市 ３２６．４５ ４ 一 宮 市 ３８０，６７２

５ 設 楽 町 ２７３．９４ ５ 豊 橋 市 ３７３，８１１

※ あいちの人口 愛知県人口動向調査結果 による
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豊田市のルーツは約１万６千年前にあった

● “ むら” の誕生 豊田地方のれい明期 －先土器時代～奈良時代－

豊田市のルーツをたどっていくと、今からおよそ１万６千年前の先土器時代、そ

してそれに続く縄文時代へと行き当たる。狩猟や採集に明け暮れた当時の人々の生

活は、市内各所の丘陵、松平地区の酒呑
しゃちのみ

、野見山ろく、猿投神郷下などにある遺跡

から出土する石器・土器の分布状況からもうかがい知ることができる。

彼らは、狩猟採集を基調にした「むら」を社会の構成単位としてきた。しかし、

西方から米づくりが伝わり、生活の様式が変化していく中で、大きな社会の転換期

を迎えることになった。つまり、食糧生産経済を基調にした「むら」社会への転換

だ。このような「むら」の跡は、高橋や梅坪、保見、鴛鴨など市内各所で発見され

ているが、昭和４６年に手呂団地の造成工事中に見つかった銅鐸も、こうした「む

ら」をとりまとめる“ 祭り” の道具ではなかったかと思われる。

弥生文化のもたらした新しい生活は、一方で特定の「むら」への富の集中を引き

起こすことになった。ここからいわゆる「小国家」が誕生し、分離、統合を繰り返

しながら、やがて「国家」が形成されていった。現在も矢作川沿岸には数百の古墳

が残っているが、これらは当時大和朝廷の支配下に組み込まれていった有力者たち

の身分を表すものと言える。

豊田市域が、古墳時代の最盛期を迎えたころ、大和朝廷では「クニ」の結束を強

化するため、仏教の輸入を積極的に進めていった。仏教文化の影響はやがて豊田市

域にも及び、国指定の史跡「舞木廃寺塔址」などにもその影響を見ることができる。

● 戦国の世と城下町 「衣」から「挙母」へ －平安時代～江戸時代－

平安時代を迎えるころには、豊田地方にも朝廷の支配のもとで１０ほどの「郷（ご

う）」が形成されていった。現在の保見、高橋、挙母（衣）、畝部、若林などはそう

した「郷」の一部だった。また、かつての村落集団の田券（地券）などに押された

古印と思われる「伊保郷印」（市指定文化財）も、平安時代の数少ない資料だ。

平安時代も後期に入ると、国による土地の統制が崩れ始め、地方に「荘園」と呼

ばれる私有地が増加した。「荘園」の出現は朝廷の権威を弱めることになり、地方

へ下って勢力を持った国司・郡司たちによる新興の武家勢力の台頭を招くことにな

った。これが鎌倉幕府成立へとつながっていった。

鎌倉幕府は、とくに西三河地方に重臣を送って支配の強化に努めた。金谷町にあ

る金谷城は、中条氏代々の居館跡で、空堀の跡をはじめとする数々の遺溝に当時の

様子をしのぶことができる。今日見られる古くからの集落がほとんどできあがった

のもこのころのことだ。
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源氏の治世が終わりを告げ、戦国時代を迎えると、中条氏の勢力は衰え始め、こ

の地方では松平氏（後の徳川氏）、鈴木氏、三宅氏などの「土豪」が互いに勢力を

競い合うようになった。豊田の地は今川、織田、松平の３者の接点ということもあ

って、絶えず戦が繰り返されていた。市内に残る山城の大給
お ぎ ゅ う

城、岩倉城、平山城の

伊保西古城、広瀬城などの城跡は、戦国時代の様子を今に伝えている。

時代は江戸の世を迎え、慶長９年（１６０４年）になると、戦国の土豪出身の三

宅康貞が１万石の大名としてこの地方に封じられた。彼が衣城（桜城）の初代城主

だ。康貞は衣城の築城とともに、西町、中町、竹生など七つの区分けをして城下町

の体制を整えた。以後、衣の地は幕府の代官・鳥山牛之助精元、本多忠利、内藤政

苗といった藩主に統治されることになり、その中で地名の「衣」は「挙母」に改め

られ、町割も八町に増えた。

● 自動車産業の誘致 養蚕からクルマへ －明治時代～昭和（戦前）－

明治から大正にかけて、挙母町は養蚕・製糸業を中心に発展を遂げた。乗合自動

車の開業や三河鉄道（現・名鉄三河線）の開通など、大正時代半ばまでに挙母町が

大幅な交通網の近代化に成功したのも、「三河地方有数のマユの集散地」だったと

いう点を無視しては語れない。

しかし、昭和に入ると国内・外の生糸の需要は急速に陰りを見せ始めた。「養蚕

の町」として栄えてきた挙母町も、その影響から免れられず、かつての勢いをしだ

いに失っていった。

養蚕業の衰退により危機を迎えた挙母町だったが、ちょうどこの時期、刈谷の豊

田自動織機製作所が、新しく設置した自動車製造の工場用地をさがしていた。これ

を知った当時の町長・中村寿一は、町の繁栄を取り戻すため町議会の協力を要請し、

いち早く工場の誘致に乗り出した。

町長はじめ大勢の人々の努力の末、工場の誘致が実現した。昭和１３年にはトヨ

タ自動車工業株式会社（現・トヨタ自動車株式会社）の挙母工場が論地ケ原（現・

トヨタ町）の丘陵地に完成した。工場では、普通トラック・バス・乗用車などの生

産が開始され、ここに「クルマのまち・豊田」としての第一歩を踏み出した。町に

も再び活気が戻り、人口も、昭和１０年に１万４千人、１５年に２万５千人と急速

に増えていった。

● 市制施行そして豊田市へ －昭和（戦後）～－

戦前から挙母町を市にしようとする動きはあったが、深刻化する戦時体制や、人

口が規定に満たないなどの事情から、なかなか実現には至らなかった。しかし戦後

に入ると、碧南市や刈谷市など近隣の町でも次々と市制施行が実現し、「挙母市」
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養蚕業の衰退により危機を迎えた挙母町だったが、ちょうどこの時期、刈谷の豊

田自動織機製作所が、新しく設置した自動車製造の工場用地をさがしていた。これ

を知った当時の町長・中村寿一は、町の繁栄を取り戻すため町議会の協力を要請し、

いち早く工場の誘致に乗り出した。

町長はじめ大勢の人々の努力の末、工場の誘致が実現した。昭和１３年にはトヨ

タ自動車工業株式会社（現・トヨタ自動車株式会社）の挙母工場が論地ケ原（現・

トヨタ町）の丘陵地に完成した。工場では、普通トラック・バス・乗用車などの生

産が開始され、ここに「クルマのまち・豊田」としての第一歩を踏み出した。町に

も再び活気が戻り、人口も、昭和１０年に１万４千人、１５年に２万５千人と急速

に増えていった。

● 市制施行そして豊田市へ －昭和（戦後）～－

戦前から挙母町を市にしようとする動きはあったが、深刻化する戦時体制や、人

口が規定に満たないなどの事情から、なかなか実現には至らなかった。しかし戦後

に入ると、碧南市や刈谷市など近隣の町でも次々と市制施行が実現し、「挙母市」

に向けての要望はいっそう高まった。こうして昭和２５年１２月、臨時町議会が「挙

母市制施行申請書」を県に提出し、翌年２月の県議会で全会一致の可決を得て待望

の「挙母市」が誕生した。

トヨタ自動車工業株式会社の工場誘致により危機を免れたとはいえ、挙母市には、

まだ自動車関連工場が全部で１７社しかなかった。挙母市が自動車産業を中心にし

た工業都市に向けて本格的に乗り出したのは、昭和２９年の「工場誘致奨励条例」

の公布後のことだった。この条例に従って積極的な工場誘致が行われ、関連工場数

を大小合わせて６０数社にまで増やすことができた。

自動車産業が本格的に軌道に乗り始めた昭和３３年、商工会議所から市にあてて

一つの請願書が出された。それは、挙母市が全国有数の「クルマのまち」に成長し

たこと、地名の「挙母」が読みにくいなどの理由から市名を変更したいという旨の

請願書だった。こうして、名称変更の討議が行われ、翌３４年１月、自動車産業と

ともに発展することを誓って市名が「豊田市」に変更された。さらに、昭和３５年

には市制施行１０周年記念として、アメリカ・デトロイト市と姉妹都市提携を行っ

た。このように、豊田市は国内にとどまらず広く海外に向けても「クルマのまち」

として積極的なＰＲ活動を続けて行くことになる。

対外的な知名度が高まっていく一方で、市としての規模も充実してきた。市制発

足以来、西加茂郡高橋村をはじめ隣接する町村との合併が積極的に行われ、昭和４

５年の東加茂郡松平町との合併によって、ついに挙母市発足当時の７．５倍にまで

市域は拡大した。この県下２番目の広大な面積に加え、人口も県下３番目になり、

平成６年には「地方拠点都市地域」にも指定された。そして、ますます多様化す る

地域のニーズに的確かつ効率的に対応しながら、地方分権の先駆けとしての役割を

担っていくために、平成１０年４月には中核市に移行した。

● 平成の大合併そして持続可能な社会を目指して

平成１７年４月１日、西加茂郡藤岡町・小原村、東加茂郡足助町・下山村・旭町・

稲武町との合併により都市部と農山村部を併せ持つ、人口約４０万人、面積約９１

８平方キロメートルの広大な都市となる。

平成２９年３月、「第８次豊田市総合計画」を策定し、「つながる つくる 暮ら

し楽しむまち・とよた」を将来都市像に掲げ、人と人、人と地域、自然とのつなが

りを深め、認め合い、生かし合う中で、多様な価値や可能性をつくりだし、暮らし

を楽しむことができるまちを目指している。
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降水量

28年降水量
29年降水量
平均気温
℃
28年気温
29年気温

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

年降水量

年降水量

年気温

年気温

℃
月間平均気温と降水量

宅地

田

山林

雑種地

畑

池沼・牧場・原野

その他

地目別土地利用の状況

総面積

平成 年 月 日現在

注：土地に関する概要調書の数値であり、市の総面積には一致しない。

注：平均気温は 日平均気温の か月の平均である。降水量は か月の計である。
：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。
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Ａ－１　豊田市の位置

区          分

極           東 稲武町 東経 137゜34′52″ 北緯 35°11′26″

極           西 駒新町 東経 137゜ 2′24″ 北緯 35° 1′18″

　　（137゜ 2′35″)  　　(35° 1′ 7″)

極           南 福受町 東経 137゜ 7′22″ 北緯 34°59′25″

　 　(137゜ 7′33″) 　 　(34°59′14″)

極           北 大ケ蔵連町 東経 137゜18′28″ 北緯 35°17′27″

広  ぼ う 東 西 49.36  ㎞

          南 北 33.37  ㎞

位    置    及    び    広    ぼ    う

注：平成14年4月1日から測量法の改正により、緯度・経度を世界測地系に基づく値とした。
　：（　）内は、日本測地系の数値である。
　：広ぼうについては、測量系の座標を用いた。

東経 137゜9′24″

豊 田 市 豊田市西町３－６０ 北緯 35°5′00″

海抜 36.73  ｍ

　（　）内は、日本測地系の数値である。

東経 137°12′24″

藤岡支所 豊田市藤岡飯野町田中２４５ 北緯 35°11′52″

海抜 133.5  ｍ

東経 137゜17′17″

小原支所 豊田市小原町上平４４１－１ 北緯 35°13′36″

海抜 290  ｍ

東経 137°19′26″

足助支所 豊田市足助町宮ノ後２６－２ 北緯 35°07′58″

海抜 120  ｍ

東経 137°19′18″

下山支所 豊田市大沼町越田和３７－１ 北緯 35°02′23″

海抜 411  ｍ

東経 137°21′58″

旭 支 所 豊田市小渡町船戸１５－１ 北緯 35°13′40″

海抜 174  ｍ

東経 137°31′00" 

稲武支所 豊田市稲武町竹ノ下１－１ 北緯 35°13′00" 

海抜 505  ｍ

Ａ－２　市役所・支所（旧町村）の位置

(137゜9′35″）

( 35°4′49″）

※平成14年4月1日から測量法の改正により、緯度・経度を世界測地系に基づく値とした。
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Ａ－３　豊田市の地勢

面　積 最   高   地 海　抜 最   低   地 海　抜

ｋ㎡ ｍ ｍ

  稲   武   町   駒   新   町

  坂   上   町(炮烙山)   駒   新   町

  貞   宝   町   河   合   町

  池   田   町   渡   合   町

  豊   栄   町   畝 部 東  町

  竜   神   町   駒   新   町

保見   広   幡   町   伊   保   町

猿投   猿   投   町(猿投山)   荒   井   町

石野   野   口   町   勘   八   町

  坂   上   町   桂   野   町

　　　 … … 　　　 … …

　小 原 田 代 町 　　　 … …

　御　 内　 町 　　　 … …

　阿　 蔵　 町 　立岩町・平瀬町

　　　 … … 　　　 … …

  稲   武   町   川   手   町

　　高橋

地　区　名

全         市

豊田地区

　　挙母

足助地区

下山地区

旭　地区

稲武地区

　　上郷

　　高岡

猿投

　　松平

藤岡地区

小原地区

Ａ－４　市域の変遷

単位：ｋ㎡、人

施 行 年 月 日 沿                    革 面　積 人　口

 明治 4年 8月 廃藩置県を経て挙母村となる … …

     17年 7月 挙母村に梅坪村を合併 … …

     22年10月 町村制が実施され、梅坪村を分離 … …

　　 25年 1月29日 挙母村を挙母町とする(町制の施行) … …

     39年 7月 1日 梅坪村･逢妻村･根川村･宮口村を廃止、挙母町に編入 …

 昭和26年 3月 1日 西加茂郡挙母町を挙母市とする(市制の施行)

     31年 9月30日 西加茂郡高橋村を廃止、挙母市に編入

     34年 1月 1日 挙母市を豊田市とする(市名変更)

     39年 3月 1日 碧海郡上郷町を廃止、豊田市に編入

     40年 9月 1日 碧海郡高岡町を廃止、豊田市に編入

     42年 4月 1日 西加茂郡猿投町を廃止、豊田市に編入

     45年 4月 1日 東加茂郡松平町を廃止、豊田市に編入

 平成17年 4月 1日 西加茂郡藤岡町・小原村、東加茂郡足助町・下山村・

旭町・稲武町を廃止、豊田市に編入

注：平成4年10月1日建設省国土地理院公表により、面積を290.12ｋ㎡に修正。

　：平成5年10月1日建設省国土地理院公表により、面積を290.11ｋ㎡に修正。

　：平成27年5月1日国土交通省国土地理院公表により、全市面積を918.32ｋ㎡に修正。
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Ａ－５　都市計画区域の変遷

豊田都市計画区域 単位：ｋ㎡
決 定 年 月 日 区             　　　　  域 面　積

昭和10年 7月12日    豊   田   市   内   全   域
昭和36年 3月16日    豊田市（高橋地区を含む）
昭和37年 7月 7日    豊田市（上郷・高岡地区を含む）
昭和44年 5月20日    豊田市（猿投・松平地区を含む）
平成12年10月31日    豊田市
平成22年12月24日    豊田市（藤岡地区を含む）

（参考）旧藤岡都市計画区域
平成 6年 4月 1日 　藤岡町
平成22年12月24日 　豊田都市計画区域に統合

注：「豊田都市計画区域」としては、昭和44年12月24日西加茂郡三好町（現みよし市）3,220haを
　　編入（32.19ｋ㎡）。
　：上表「豊田都市計画区域」の面積には、みよし市域は含まない。
　：平成22年12月24日より、藤岡都市計画と豊田都市計画を合わせて豊田都市計画（355.69ｋ㎡）。
　　 資料：都市計画課

Ａ－７　用途別農地転用状況（農地法４条・５条）

年
総    数 工場用地 住宅用地 そ の 他 総    数

平成25年
　26
　27
　28
　29

注：農地法４条とは自己所有地の転用、５条は他人所有地の転用をいう。

総                     数 田
面                積 　　面                積

件    数

Ａ－６　地目別土地利用の状況

平成 25 年

注：「土地に関する概要調書報告書」による数値であり、市の総面積等には一致しない。
　：四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

年 総  数 田 畑 宅  地 鉱泉地 池  沼 山  林
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Ａ－５　都市計画区域の変遷

豊田都市計画区域 単位：ｋ㎡
決 定 年 月 日 区             　　　　  域 面　積
昭和10年 7月12日    豊   田   市   内   全   域
昭和36年 3月16日    豊田市（高橋地区を含む）
昭和37年 7月 7日    豊田市（上郷・高岡地区を含む）
昭和44年 5月20日    豊田市（猿投・松平地区を含む）
平成12年10月31日    豊田市
平成22年12月24日    豊田市（藤岡地区を含む）

（参考）旧藤岡都市計画区域
平成 6年 4月 1日 　藤岡町
平成22年12月24日 　豊田都市計画区域に統合

注：「豊田都市計画区域」としては、昭和44年12月24日西加茂郡三好町（現みよし市）3,220haを
　　編入（32.19ｋ㎡）。
　：上表「豊田都市計画区域」の面積には、みよし市域は含まない。
　：平成22年12月24日より、藤岡都市計画と豊田都市計画を合わせて豊田都市計画（355.69ｋ㎡）。
　　 資料：都市計画課

Ａ－７　用途別農地転用状況（農地法４条・５条）

年
総    数 工場用地 住宅用地 そ の 他 総    数

平成25年
　26
　27
　28
　29

注：農地法４条とは自己所有地の転用、５条は他人所有地の転用をいう。

総                     数 田
面                積 　　面                積

件    数

Ａ－６　地目別土地利用の状況

平成 25 年

注：「土地に関する概要調書報告書」による数値であり、市の総面積等には一致しない。
　：四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

年 総  数 田 畑 宅  地 鉱泉地 池  沼 山  林

各年1月1日現在  単位：ha

総　数 ゴルフ場 遊園地等 鉄 軌 道 そ の 他

資料：資産税課

そ の 他牧  場 原  野
雑         種         地

単位：㎡

工場用地 住宅用地 そ の 他 総    数 工場用地 住宅用地 そ の 他

資料：農業委員会事務局

田 畑
　　面                積 面                積
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Ａ－９　最高最低気温

単位：℃

温　　度 観   測   日 温　　度 観   測   日
平成 年 7月12日 △ 5.0 1月5日

7月25日 △ 4.3 1月7日
8月1日 △ 3.0 1月18日
8月8日 △ 4.5 1月25日
8月24日 △ 4.3 1月24日

29年 月 1月2日 △ 4.3 1月24日
2月23日 △ 3.1 2月13日
3月30日 △ 1.2 3月9日
4月30日 4月3日
5月30日 5月2日
6月19日 6月5日
7月16日 7月6日
8月24日 8月27日
9月13日 9月29日

10月11日 10月31日
11月3日 11月26日
12月3日 △ 2.4 12月22日

注：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。 資料：豊田市消防本部

年　　月

24  時  間  観  測  結  果
最        高 最        低

Ａ－８　用途別農地転用状況（農地法４条・５条）明細

転 用 用 途 区 分
総   数 田 畑

総               数

農業倉庫・その他農業用施設用地
住 宅 敷 地（含付属地）
工 場 ・ そ の 他 の 鉱 工 業 用 地
学 校 用 地
そ の 他 の 建 物 用 地
鉄 道 ・ 軌 道 事 業 用 地
道 路 ・ 水 路 等 敷 地
そ の 他 の 施 設 用 地
植 林

総           　   数 ４                 条
面          積

件   数 件   数
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（平成29年）単位：㎡

総   数 田 畑 総   数 田 畑

資料：農業委員会事務局

４                 条 ５                 条
面          積 面          積

件   数

Ａ－８　用途別農地転用状況（農地法４条・５条）明細

転 用 用 途 区 分
総   数 田 畑

総               数

農業倉庫・その他農業用施設用地
住 宅 敷 地（含付属地）
工 場 ・ そ の 他 の 鉱 工 業 用 地
学 校 用 地
そ の 他 の 建 物 用 地
鉄 道 ・ 軌 道 事 業 用 地
道 路 ・ 水 路 等 敷 地
そ の 他 の 施 設 用 地
植 林

総           　   数 ４                 条
面          積

件   数 件   数
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単位：日

総日数 快   晴 晴   天 曇   天 雨   天 降   雪
平成 年

29年 月

注：午前9時観測の状況である。 資料：豊田市消防本部
  ：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１３　天気状況

年　月
天　　　　　　気　　　　　　状　　　　　　況

Ａ－１０ 　平均気温

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：１日の平均気温の１か月の平均である。
  ：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１１　降水量

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１２　降水日数

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。
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単位：日

総日数 快   晴 晴   天 曇   天 雨   天 降   雪
平成 年

29年 月

注：午前9時観測の状況である。 資料：豊田市消防本部
  ：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１３　天気状況

年　月
天　　　　　　気　　　　　　状　　　　　　況

単位：℃
６    月 ７    月 ８    月 ９    月 １０  月 １１  月 １２  月

資料：豊田市消防本部

単位：mm
６    月 ７    月 ８    月 ９    月 １０  月 １１  月 １２  月

資料：豊田市消防本部

単位：日
６    月 ７    月 ８    月 ９    月 １０  月 １１  月 １２  月

資料：豊田市消防本部

Ａ－１０ 　平均気温

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：１日の平均気温の１か月の平均である。
  ：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１１　降水量

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。

Ａ－１２　降水日数

年 年　　間 １   月 ２   月 ３   月 ４   月 ５   月
平成 年

注：豊田市消防本部（長興寺５－１７－１）が観測地である。





Ａ

土 地 及 び

気 象

Ｂ

人 口
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平成29年10月1日現在
５歳階級人口ピラミッド

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳以上

男 人

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳以上

女 人

人

月

月間住民異動の推移（平成 年 月～ 年 月）

出生

死亡

転入

転出



− 16 −

Ｂ－１　人口・世帯数の推移       

(1)  現在市域

面 積 人口密度 対前年人口
(ｈａ) 総 数 男 女 (人/ｋ㎡) 増減率 (%)

大正 年 …
昭和 年   〃 …

  〃 …
  〃 …
  〃 …
  〃 …

…
  〃 …
  〃
  〃
  〃
  〃 …

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃 …

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃

平成 元 年
  〃

  〃

年
現　　在　　市　　域

人　　　　　口
世帯数
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各年10月1日現在

面 積 人口密度   対前年人口
(ｈａ) 総 数 男 女 (人/ｋ㎡) 増減率 (%)

平成 年
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

  〃 △ 0.15
  〃
  〃 △ 0.25

△ 0.12
  〃

  〃
  〃

注：1 市町村合併の年月日に関わらず、現在の市域で集計した数値である。
　　2 昭和31～33年の世帯数は、昭和33～34年の世帯数の平均増加率による推計値である。
    3 昭和40年以前で国勢調査の行われた年次については国勢調査人口であり、その他は登録人口である。
    4 昭和40年以降の登録人口については、外国人人口を含む｡
    5 昭和43年以降の世帯数については、準世帯を含む｡
    6 （　）内は国勢調査人口である｡
    7 平成4年の面積変更は、建設省国土地理院が平成4年10月1日に公表した全国都道府県市区町村別面積
      調に基づく修正である。
    8 平成5年の面積変更は、建設省国土地理院が平成5年10月1日に公表した全国都道府県市区町村別面積
      調に基づく修正である。
    9 平成26年の面積変更は、国土交通省国土地理院が平成26年10月1日に公表した全国都道府県市区町村
      別面積調に基づく修正である。

年
現　　在　　市　　域

人　　　　　口
世帯数
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Ｂ－１　人口・世帯数の推移（続き）       

(2)  当時区域

面 積 人口密度 備　考
(ｈａ) 総 数 男 女 (人/ｋ㎡)

大正 元 年
  〃
  〃 第１回国勢調査
  〃 第２回   〃

昭和 年   〃 第３回　 〃
  〃 第４回   〃
  〃 第５回   〃
  〃
  〃 第６回   〃
  〃 第７回   〃
  〃 第８回   〃

高橋村を合併
  〃
  〃
  〃 豊田市となる
  〃 第９回国勢調査

  〃
  〃
  〃

上郷町を合併
高岡町を合併
第10回国勢調査

  〃
猿投町を合併

  〃
  〃

松平町を合併
第11回国勢調査

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃 第12回国勢調査

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃 第13回国勢調査

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃 第14回国勢調査

  〃
  〃
  〃

平成 元 年
  〃 第15回国勢調査

  〃

年
当　　時　　区　　域

人　　　　　口
世帯数
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各年10月1日現在

面 積 人口密度 備　考
(ｈａ) 総 数 男 女 (人/ｋ㎡)

平成 年
  〃 第16回国勢調査

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃 第17回国勢調査

  〃
  〃
  〃
  〃

第18回国勢調査

(現在市域と同じ）

注：1 市町村合併の年月日に従って、当時の区域で集計した数値である。
　　2 国勢調査の行われた年次については国勢調査人口で、他の年次は登録人口である。
 　 3 昭和40年以降の人口は外国人人口を含む｡

藤岡町･小原村・
足助町・下山村･
旭町・稲武町を合併

年
当　　時　　区　　域

人　　　　　口
世帯数
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Ｂ－２　地区別人口・世帯数の推移

人口密度 人口増減率
総　数 男 女 (人/ｋ㎡) (年平均%)

△ 0.6
△ 0.5

△ 1.8
△ 0.3
△ 0.6

△ 1.1
△ 0.4

…
…
…
…
…
…
…

… …
…
…
…
…

△ 0.2
△ 0.2

△ 0.0
△ 0.8
△ 0.5
△ 0.6
△ 0.3

△ 0.1
△ 0.4

… △ 0.6
△ 0.1
△ 0.0

△ 0.4

△ 0.0
△ 0.9

△ 0.2
△ 0.2
△ 0.5
△ 0.2

… △ 0.6
△ 0.5
△ 0.6

大

正

年

昭

和

年

年

盛 岡 村
 東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

旭 　 村
三 濃 村
稲 武 町

松 平 村
藤 岡 村

賀 茂 村

小 原 村
足 助 町
阿 摺 村

挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村

猿 投 村
保 見 村
石 野 村

高 岡 村

賀 茂 村
盛 岡 村

 東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

旭 　 村
三 濃 村
稲 橋 村
武 節 村
総　　数

足 助 町
阿 摺 村

稲 橋 村
武 節 村
総　　数
挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村
高 岡 村
猿 投 村

旭 　 村
三 濃 村

小 原 村

保 見 村
石 野 村
松 平 村
藤 岡 村

猿 投 村
保 見 村
石 野 村
松 平 村
藤 岡 村

賀 茂 村

年 地　　区
人　　　　口

世帯数

総　　数

高 岡 村

挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村

小 原 村
足 助 町
阿 摺 村

盛 岡 村
東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部
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Ｂ－２　地区別人口・世帯数の推移

人口密度 人口増減率
総　数 男 女 (人/ｋ㎡) (年平均%)

△ 0.6
△ 0.5

△ 1.8
△ 0.3
△ 0.6

△ 1.1
△ 0.4

…
…
…
…
…
…
…

… …
…
…
…
…

△ 0.2
△ 0.2

△ 0.0
△ 0.8
△ 0.5
△ 0.6
△ 0.3

△ 0.1
△ 0.4

… △ 0.6
△ 0.1
△ 0.0

△ 0.4

△ 0.0
△ 0.9

△ 0.2
△ 0.2
△ 0.5
△ 0.2

… △ 0.6
△ 0.5
△ 0.6

大

正

年

昭

和

年

年

盛 岡 村
 東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

旭 　 村
三 濃 村
稲 武 町

松 平 村
藤 岡 村

賀 茂 村

小 原 村
足 助 町
阿 摺 村

挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村

猿 投 村
保 見 村
石 野 村

高 岡 村

賀 茂 村
盛 岡 村

 東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

旭 　 村
三 濃 村
稲 橋 村
武 節 村
総　　数

足 助 町
阿 摺 村

稲 橋 村
武 節 村
総　　数
挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村
高 岡 村
猿 投 村

旭 　 村
三 濃 村

小 原 村

保 見 村
石 野 村
松 平 村
藤 岡 村

猿 投 村
保 見 村
石 野 村
松 平 村
藤 岡 村

賀 茂 村

年 地　　区
人　　　　口

世帯数

総　　数

高 岡 村

挙 母 町
高 橋 村
上 郷 村

小 原 村
足 助 町
阿 摺 村

盛 岡 村
東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

各年10月1日現在
人口密度 人口増減率

総　数 男 女 (人/ｋ㎡) (年平均%)

…

△ 0.2
△ 1.2
△ 1.6
△ 0.9
△ 0.1
△ 2.1
△ 0.8

　挙 母
　高 橋 …
　上 郷
　高 岡

△ 2.2
△ 0.9
△ 3.1
△ 2.7
△ 3.4
△ 2.6
△ 2.3

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平 △ 0.6

△ 1.9
△ 2.1
△ 4.0
△ 2.2
△ 2.7

年

年

下 山 村
旭    町
稲 武 町

下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

藤 岡 村
小 原 村
足 助 町

年

猿 投 町
松 平 町
藤 岡 村
小 原 村
足 助 町

足 助 町
下 山 村
旭 　 村
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

稲 武 町
総　　数
豊 田 市
上 郷 村
高 岡 町
猿 投 町

小 原 村

松 平 村
藤 岡 村
小 原 村

賀 茂 村
盛 岡 村

 東加茂郡下山村

額田郡下山村の一部

旭 　 村
三 濃 村

高 岡 村
猿 投 村
保 見 村
石 野 村
松 平 村
藤 岡 村

足 助 町

総　　数
挙 母 町
高 橋 村

年 地　　区
人　　　　口

世帯数

年

阿 摺 村

上 郷 村
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Ｂ－２　地区別人口・世帯数の推移（続き）

人口密度 人口増減率
総　数 男 女 (人/ｋ㎡) (年平均%)

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平

△ 1.8
△ 1.3
△ 0.6
△ 3.2
△ 1.8

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平

△ 0.4
△ 0.6
△ 0.3
△ 1.6
△ 0.8

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平

△ 0.3

△ 1.0
△ 0.3

　挙 母
　高 橋
　上 郷 △ 0.5
　高 岡
　猿 投
　松 平

△ 0.4
△ 0.3

△ 1.0
△ 0.8

　挙 母
　高 橋
　上 郷 △ 0.6
　高 岡
　猿 投
　松 平

△ 0.7

△ 0.8
△ 1.1

昭

和

年

年

年

平

成

年

年

稲 武 町

藤 岡 町
小 原 村
足 助 町
下 山 村
旭    町

下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

藤 岡 町
小 原 村
足 助 町

下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

藤 岡 町
小 原 村
足 助 町

下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊
田
市

藤 岡 町
小 原 村
足 助 町

総　　数

豊
田
市

藤 岡 村
小 原 村
足 助 町

地　　区
人　　　　口

年 世帯数
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各年10月1日現在
人口密度 人口増減率

総　数 男 女 (人/ｋ㎡) (年平均%)

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投 △ 0.3
　松 平

△ 1.1
△ 0.9

△ 1.8
△ 1.2

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平
　藤 岡
　小 原
　足 助 △ 1.2
　下 山 △ 0.4

旭 △ 1.3
　稲 武 △ 1.2

　挙 母
　高 橋
　上 郷
　高 岡
　猿 投
　松 平 △ 0.1
　藤 岡
　小 原 △ 1.0
　足 助 △ 1.4
　下 山 △ 1.0

旭 △ 1.9
　稲 武 △ 2.5

　挙 母
　高 橋 △ 0.1
　上 郷 △ 0.2
　高 岡
　猿 投
　松 平 △ 0.6
　藤 岡 △ 0.3
　小 原 △ 1.8
　足 助 △ 1.7
　下 山 △ 2.0

旭 △ 1.9
　稲 武 △ 1.5

注：1　国勢調査人口である。
 　 2  三濃村には、昭和30年4月1日に岐阜県恵那郡明智町と合併した横通村が含まれている。
　  3  平成7年と12年の世帯の内訳は一般世帯数であり、総数（施設等の世帯及び不詳を含む）
     　とは一致しない。
    4  人口増減率は表中の前段の年からの増減率を年平均したものである｡ただし、大正9年に
　　 　ついては、大正4年の現在人口との比較である。

年

年

年

年

総　　数

豊

　
田

　
市

総　　数

豊

　
田

　
市

足 助 町
下 山 村
旭    町
稲 武 町
総　　数

豊

　
田

　
市

総　　数

豊
田
市

藤 岡 町
小 原 村

年 地　　区
人　　　　口

世帯数
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Ｂ－３　外国人国籍別人口・世帯数

総　数 ブラジル 中　国 フィリピン 韓国・朝鮮 ベトナム
  平成20年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　口 
年

Ｂ－４　合併当初の人口・世帯数

総 数 男 女
 　昭和 挙  母  市 …

31年 9月30日 高  橋  村 …
総　　　数
豊  田  市

39年 3月 1日 上  郷  町
総　　　数
豊  田  市

40年 9月 1日 高  岡  町
総　　　数
豊  田  市

42年 4月 1日 猿  投　町
総　　　数
豊  田  市

45年 4月 1日 松  平  町
総　　　数

 　平成 豊　田　市
17年 4月 1日 藤　岡　町

小　原　村
足　助　町
下　山　村
旭　　　町
稲　武　町
総　　　数

合併年月日
総　　　数

人　　　口
世帯数
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各年9月30日現在

インドネシア ペルー ネパール タ　イ その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　口 

世帯数

Ｂ－４　合併当初の人口・世帯数

総 数 男 女
 　昭和 挙  母  市 …

31年 9月30日 高  橋  村 …
総　　　数
豊  田  市

39年 3月 1日 上  郷  町
総　　　数
豊  田  市

40年 9月 1日 高  岡  町
総　　　数
豊  田  市

42年 4月 1日 猿  投　町
総　　　数
豊  田  市

45年 4月 1日 松  平  町
総　　　数

 　平成 豊　田　市
17年 4月 1日 藤　岡　町

小　原　村
足　助　町
下　山　村
旭　　　町
稲　武　町
総　　　数

合併年月日
総　　　数

人　　　口
世帯数

総 数 男 女 総 数 男 女
…
…

日　　本　　人 外　　国　　人
人　　　口

世帯数
人　　　口

世帯数
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Ｂ－５　世帯類型別人口・世帯数

総  数 男 女 総  数
平成 年

年 人 口
総 数 日 本 人

世帯数
人 口
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各年10月1日現在

男 女 総  数 男 女

外 国 人
人 口

日 本 人

世帯数 世帯数
人 口
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Ｂ－６  人口動態

年
 計 男 女 計 男 女

昭和45年

平成元年

　　 2
　　 3 
　　 4
　　 5
　　 6

　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11

　　12
　　13
　　14
　　15
　　16

　　17
　　18
　　19
　　20
　　21

　　22
　　23
　　24
　　25
　　26

　　27
　　28
　　29
注：1 この表は人口動態調査によるもので、本市（市民課）発表の数値と異なる。　　
   　(1)乳児死亡のうち生後４週未満の死亡で、乳児死亡の再掲である｡
   　(2)妊娠満12週以後の死産である｡
    2 平成16年までは旧豊田市域の数値である。

出  生  児  数

総 数 男 女
（内）乳 児 死 亡

死　　　　　　亡　　　　　　者　　　　　　数
総　　　　数
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死産胎数 婚姻件数 離婚件数
計 男 女

総  数 男

自　 然   増   減
新　生　児 (1)

女

資料：人口動態調査

死　　　　　　亡　　　　　　者　　　　　　数

Ｂ－６  人口動態

年
 計 男 女 計 男 女

昭和45年

平成元年

　　 2
　　 3 
　　 4
　　 5
　　 6

　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11

　　12
　　13
　　14
　　15
　　16

　　17
　　18
　　19
　　20
　　21

　　22
　　23
　　24
　　25
　　26

　　27
　　28
　　29
注：1 この表は人口動態調査によるもので、本市（市民課）発表の数値と異なる。　　
   　(1)乳児死亡のうち生後４週未満の死亡で、乳児死亡の再掲である｡
   　(2)妊娠満12週以後の死産である｡
    2 平成16年までは旧豊田市域の数値である。

出  生  児  数

総 数 男 女
（内）乳 児 死 亡

死　　　　　　亡　　　　　　者　　　　　　数
総　　　　数
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Ｂ－７　登録人口異動

総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女
昭和 年

平成 元 年

　

平成 年

月
月
月
月
月
月

月
月
月
月
月
月

注: 1　その他の増減は職権によるもの｡
  　2  平成16年までは旧豊田市域の数値である。また、平成17年は3月までの旧豊田市域の数値と4月
　　　 からの現在市域の数値を合計した数値である。

自　　　然　　　動　　　態 社　　　　　　会　　　　　　動　　　　　　態
年・月 出 生 死 亡 転　　　　入
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総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女
△ 212 △ 185 △ 27
△ 198 △ 175 △ 23

△ 144 △ 121 △ 23
△ 140 △ 158
△ 53 △ 79
△ 63 △ 79
△ 59 △ 84

△ 12 △ 34

△ 34

△ 25

△ 3

△ 124 △ 120 △ 4
△ 89 △ 97
△ 75 △ 92

△ 3 △ 22
△ 111 △ 110 △ 1
△ 161 △ 155 △ 6
△ 16 △ 27

△ 10 △ 30

△425
△ 7 △ 73 △ 623

△ 21 △ 43 △ 205

△ 1,168 △ 663 △ 505 △ 466 △ 266 △ 200
△ 765 △ 461 △ 304 △ 652 △ 490 △ 162
△ 384 △ 234 △ 150 △ 411 △ 250 △ 161
△ 485 △ 324 △ 161
△ 221 △ 153 △ 68

△ 300 △ 216 △ 84

△ 22 △ 13 △ 9
△ 20 △ 13 △ 7 △ 239 △ 245
△ 10 △ 6 △ 4 △ 174
△ 26 △ 25 △ 1
△ 28 △ 18 △ 10
△ 39 △ 28 △ 11

△ 22 △ 17 △ 5
△ 16 △ 10 △ 6
△ 14 △ 9 △ 5 △ 147 △ 184
△ 19 △ 11 △ 8
△ 33 △ 22 △ 11 △ 224 △ 176 △ 48
△ 51 △ 44 △ 7 △ 812 △ 519 △ 293

社　　　　　　会　　　　　　動　　　　　　態
年 間・月 間 増 減

転 出 そ　の　他　の　増　減
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Ｂ－８　県内市町村別人口移動数

転　入 転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減

愛知県総数 △ 2,336 △ 1,838

名古屋市計 △ 413 △ 197
千 種 区 △ 35 △ 30
東    区 △ 10 △ 17
北    区 △ 3
西    区 △ 16 △ 2
中 村 区 △ 6
中    区 △ 59 △ 12
昭 和 区 △ 21
瑞 穂 区 △ 32 △ 18
熱 田 区 △ 9 △ 10
中 川 区
港    区 △ 25
南    区
守 山 区 △ 35 △ 34
緑    区 △ 88 △ 29
名 東 区 △ 41 △ 40
天 白 区 △ 112 △ 155

豊  橋  市
岡  崎  市 △ 445 △ 401
一  宮  市
瀬  戸  市 △ 231 △ 222
半  田  市 △ 42 △ 9
春 日 井市
豊  川  市
津  島  市 △ 3
碧  南  市 △ 9 △ 41
刈  谷  市 △ 171

安  城  市 △ 96 △ 107
西  尾  市 △ 43
蒲  郡  市 △ 21
犬  山  市 △ 12
常  滑  市 △ 3
江  南  市
小  牧  市
稲  沢  市
新  城  市

東  海  市 △ 1
大  府  市 △ 28 △ 8
知  多  市 △ 2
知  立  市 △ 140 △ 121
尾 張 旭市 △ 6 △ 11
高  浜  市 △ 11 △ 22
岩  倉  市
豊  明  市 △ 10 △ 30
日　進　市 △ 293 △ 379
田　原　市 △ 43 △ 80

愛　西　市 △ 3
清　須　市 △ 8 △ 13
北名古屋市
弥　富　市 △ 13
み よ し市 △ 376 △ 292
あ　ま　市 △ 11
長 久 手市 △ 66 △ 98

平　　成　　28　　年 29　　年
市区町村名
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転　入 転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減

東　郷　町 △ 172 △ 93

豊  山  町

大  口  町 △ 3
扶  桑  町

大  治  町 △ 2
蟹  江  町
飛  島　村 △ 4

阿 久 比町 △ 7
東  浦  町 △ 1
南 知 多町
美  浜  町 △ 2 △ 10
武  豊  町 △ 8

幸　田　町 △ 30

設  楽  町
東  栄  町 △ 2
豊  根  村 △ 3

注：市町村合併等があった場合は、各年末の市町村の状況で算定している。

平　　成　　28　　年 29　　年
市区町村名
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Ｂ－９  都道府県別人口移動数

転　入 転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減 転　入

総  　　  数 △ 1,143 △ 1,216

北   海   道
青   森   県
岩   手   県
宮   城   県 △ 7
秋   田   県
山   形   県
福   島   県 △ 9 △ 21
茨   城   県
栃   木   県 △ 1 △ 9
群   馬   県 △ 12 △ 76

埼   玉   県 △ 15 △ 26
千   葉   県 △ 9
東   京   都 △ 114 △ 187
神 奈 川  県 △ 21
新   潟   県
富   山   県 △ 11 △ 4
石   川   県
福   井   県
山   梨   県
長   野   県

岐   阜   県
静   岡   県 △ 93 △ 53
愛   知   県 △ 2,221 △ 1,967
三   重   県
滋   賀   県 △ 5
京   都   府
大   阪   府
兵   庫   県
奈   良   県
和 歌 山  県 △ 3

鳥   取   県
島   根   県
岡   山   県
広   島   県 △ 2
山   口   県
徳   島   県
香   川   県
愛   媛   県
高   知   県
福   岡   県

佐   賀   県
長   崎   県
熊   本   県
大   分   県 △ 5
宮   崎   県
鹿 児 島  県 △ 14
沖   縄   県 △ 39

国　　　  外 △ 1,663 △ 1,656

従前の住所なし

都道府県
平　成　25　年　 26　年 27　年
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Ｂ－９  都道府県別人口移動数

転　入 転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減 転　入

総  　　  数 △ 1,143 △ 1,216

北   海   道
青   森   県
岩   手   県
宮   城   県 △ 7
秋   田   県
山   形   県
福   島   県 △ 9 △ 21
茨   城   県
栃   木   県 △ 1 △ 9
群   馬   県 △ 12 △ 76

埼   玉   県 △ 15 △ 26
千   葉   県 △ 9
東   京   都 △ 114 △ 187
神 奈 川  県 △ 21
新   潟   県
富   山   県 △ 11 △ 4
石   川   県
福   井   県
山   梨   県
長   野   県

岐   阜   県
静   岡   県 △ 93 △ 53
愛   知   県 △ 2,221 △ 1,967
三   重   県
滋   賀   県 △ 5
京   都   府
大   阪   府
兵   庫   県
奈   良   県
和 歌 山  県 △ 3

鳥   取   県
島   根   県
岡   山   県
広   島   県 △ 2
山   口   県
徳   島   県
香   川   県
愛   媛   県
高   知   県
福   岡   県

佐   賀   県
長   崎   県
熊   本   県
大   分   県 △ 5
宮   崎   県
鹿 児 島  県 △ 14
沖   縄   県 △ 39

国　　　  外 △ 1,663 △ 1,656

従前の住所なし

都道府県
平　成　25　年　 26　年 27　年

転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減 転　入 転　出 差引増減

△ 2
△ 9 △ 5

△ 4

△ 20

△ 25

△ 72 △ 79 △ 210
△ 17 △ 38

△ 2,159 △ 2,336 △ 1,838

△ 2

△ 1

△ 1,393 △ 1,320 △ 1,503

27　年 28　年 29　年
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田
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町
京

町
久

保
町

鴻
ノ

巣
町
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町
小

坂
本

町
寿

町
挙

母
町

衣
ケ

原
栄

町
桜

町
三

軒
町

汐
見

町

清
水

町
下

市
場

町
下

林
町

樹
木

町
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白
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町
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町
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平
町

高
崎

町
高
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町
田

代
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中
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田
町

長
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町
月
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町
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貞
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町
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日
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手
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宝
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1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

李
町

川
見

町
千

洗
町

寺
平

町
東

郷
町

百
月

町

荷
掛

町
西

丹
波

町
西

萩
平

町
西

細
田

町
日

面
町

平
岩

町
平

畑
町

前
洞

町
松

名
町

三
ツ

久
保

町

宮
代

町
簗

平
町

遊
屋

町

足
助

地
区

安
実

京
町

明
川

町
足

助
町

足
助

白
山

町
綾

渡
町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

井
ノ

口
町

岩
谷

町
有

洞
町

上
八

木
町

漆
畑

町

大
井

町
大

河
原

町
大

蔵
町

大
蔵

連
町

大
多

賀
町

大
塚

町
国

閑
町

篭
林

町
上

切
山

町
上

小
田

町

上
佐

切
町

上
脇

町
川

面
町

北
小

田
町

霧
山

町

国
谷

町
桑

田
和

町
桑

原
田

町
小

町
五

反
田

町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

小
手

沢
町

沢
ノ

堂
町

塩
ノ

沢
町

下
国

谷
町

下
佐

切
町

下
平

町
白

倉
町

新
盛

町
菅

生
町

摺
町

千
田

町
竜

岡
町

田
振

町
玉

野
町

近
岡

町

葛
町

葛
沢

町
椿

立
町

栃
ノ

沢
町

栃
本

町

戸
中

町
富

岡
町

中
立

町
永

野
町

西
樫

尾
町

怒
田

沢
町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

野
林

町
則

定
町

冷
田

町
東

大
島

町

東
大

見
町

東
川

端
町

東
渡

合
町

東
中

山
町

久
木

町

平
沢

町
平

折
町

二
タ

宮
町

細
田

町
御

内
町

御
蔵

町
実

栗
町

室
口

町
岩

神
町

山
谷

町

山
ノ

中
立

町
四

ツ
松

町
連

谷
町

月
原

町

下
山

地
区

阿
蔵

町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

蘭
町

宇
連

野
町

大
桑

町
大

沼
町

蕪
木

町
神

殿
町

黒
坂

町
小

松
野

町
下

山
田

代
町

田
折

町
高

野
町

立
岩

町
田

平
沢

町
栃

立
町

梨
野

町
野

原
町

花
沢

町
羽

布
町

東
大

林
町

平
瀬

町
和

合
町

旭
地

区

浅
谷

町
旭

八
幡

町
明

賀
町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

有
間

町
伊

熊
町

池
島

町
一

色
町

市
平

町
牛

地
町

太
田

町

大
坪

町
押

井
町

小
滝

野
町

小
渡

町
伯

母
沢

町

加
塩

町
上

切
町

上
中

町
日

下
部

町
小

田
町

小
畑

町
榊

野
町

笹
戸

町
三

分
山

町
閑

羅
瀬

町

島
崎

町
下

切
町

下
中

町
杉

本
町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ
－
１
０
　
町
別
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
（
続
き
）

平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
現
在

総
 
数

男
女

０
～

１
４

歳
割

合
１

５
～

６
４

歳
割

合
６

５
歳

以
上

割
合

性
比

平
均

世
帯
員

人
口
密
度

(
人

/
ｋ

㎡
)

町
コ

ー
ド

町
 
 
 
 
 
名

面
積

（
h
a
）

人
　

　
　

口
世

帯
数

年
齢

階
級

別
人
口

須
渕

町

惣
田

町
田

津
原

町
坪

崎
町

時
瀬

町
東

萩
平

町

槙
本

町
万

町
町

万
根

町
余

平
町

稲
武

地
区

稲
武

町
大

野
瀬

町
押

山
町

小
田

木
町

川
手

町

黒
田

町
桑

原
町

御
所

貝
津

町
富

永
町

中
当

町

夏
焼

町
野

入
町

武
節

町

注
：

1
　

年
齢

計
算
は
平
成
3
0
年
4
月
1
日
現
在
（
学

齢
）

。
　
　

2
　

性
比

と
は
、
女
性
1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
数

で
あ

る
。
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Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 

（１）小学校区

総 数 男 女

全市

飯野 ｲｲﾉ
石畳 ｲｼﾀﾞﾀﾐ
御作 ﾐﾂｸﾘ
中山 ﾅｶﾔﾏ
道慈 ﾄﾞｳｼﾞ

本城 ﾎﾝｼﾞｮｳ
小原中部 ｵﾊﾞﾗﾁｭｳﾌﾞ
足助 ｱｽｹ
冷田 ﾋｴﾀﾞ
追分 ｵｲﾜｹ

佐切 ｻｷﾞﾘ
則定 ﾉﾘｻﾀﾞ
萩野 ﾊｷﾞﾉ
明和 ﾒｲﾜ
新盛 ｼﾝﾓﾘ

大蔵 ｵｵｸﾗ
御蔵 ﾐｸﾗ
大沼 ｵｵﾇﾏ
花山 ﾊﾅﾔﾏ
巴ケ丘 ﾄﾓｴｶﾞｵｶ

小渡 ｵﾄﾞ
敷島 ｼｷｼﾏ
稲武 ｲﾅﾌﾞ
童子山 ﾄﾞｳｼﾞﾔﾏ
挙母 ｺﾛﾓ

根川 ﾈｶﾞﾜ
小清水 ｺｼﾐｽﾞ
前山 ﾏｴﾔﾏ
山之手 ﾔﾏﾉﾃ
美山 ﾐﾔﾏ

寺部 ﾃﾗﾍﾞ
平井 ﾋﾗｲ
野見 ﾉﾐ
古瀬間 ｺｾﾏ
矢並 ﾔﾅﾐ

高嶺 ﾀｶﾈ
寿恵野 ｽｴﾉ
畝部 ｳﾈﾍﾞ
堤 ﾂﾂﾐ
若園 ﾜｶｿﾞﾉ

竹村 ﾀｹﾑﾗ
駒場 ｺﾏﾊﾞ
大林 ｵｵﾊﾞﾔｼ
大畑 ｵｵﾊﾞﾀ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数
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Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 

（１）小学校区

総 数 男 女

全市

飯野 ｲｲﾉ
石畳 ｲｼﾀﾞﾀﾐ
御作 ﾐﾂｸﾘ
中山 ﾅｶﾔﾏ
道慈 ﾄﾞｳｼﾞ

本城 ﾎﾝｼﾞｮｳ
小原中部 ｵﾊﾞﾗﾁｭｳﾌﾞ
足助 ｱｽｹ
冷田 ﾋｴﾀﾞ
追分 ｵｲﾜｹ

佐切 ｻｷﾞﾘ
則定 ﾉﾘｻﾀﾞ
萩野 ﾊｷﾞﾉ
明和 ﾒｲﾜ
新盛 ｼﾝﾓﾘ

大蔵 ｵｵｸﾗ
御蔵 ﾐｸﾗ
大沼 ｵｵﾇﾏ
花山 ﾊﾅﾔﾏ
巴ケ丘 ﾄﾓｴｶﾞｵｶ

小渡 ｵﾄﾞ
敷島 ｼｷｼﾏ
稲武 ｲﾅﾌﾞ
童子山 ﾄﾞｳｼﾞﾔﾏ
挙母 ｺﾛﾓ

根川 ﾈｶﾞﾜ
小清水 ｺｼﾐｽﾞ
前山 ﾏｴﾔﾏ
山之手 ﾔﾏﾉﾃ
美山 ﾐﾔﾏ

寺部 ﾃﾗﾍﾞ
平井 ﾋﾗｲ
野見 ﾉﾐ
古瀬間 ｺｾﾏ
矢並 ﾔﾅﾐ

高嶺 ﾀｶﾈ
寿恵野 ｽｴﾉ
畝部 ｳﾈﾍﾞ
堤 ﾂﾂﾐ
若園 ﾜｶｿﾞﾉ

竹村 ﾀｹﾑﾗ
駒場 ｺﾏﾊﾞ
大林 ｵｵﾊﾞﾔｼ
大畑 ｵｵﾊﾞﾀ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数

平成30年4月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女

日　　　本　　　人 外　　　国　　　人
人　　　　　　口

世帯数
人　　　　　　口

世帯数
コード
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Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 （続き）

（１）小学校区

総 数 男 女
伊保 ｲﾎﾞ
加納 ｶﾉｳ
青木 ｱｵｷ
西広瀬 ﾆｼﾋﾛｾ
東広瀬 ﾋｶﾞｼﾋﾛｾ

中金 ﾅｶｶﾞﾈ
上鷹見 ｶﾐﾀｷﾐ
幸海 ｺｳｶｲ
岩倉 ｲﾜｸﾗ
九久平 ｸｷﾞｭｳﾀﾞｲﾗ

滝脇 ﾀｷﾜｷ
豊松 ﾄﾖﾏﾂ
東山 ﾋｶﾞｼﾔﾏ
元城 ﾓﾄｼﾛ
梅坪 ｳﾒﾂﾎﾞ

朝日 ｱｻﾋ
若林東 ﾜｶﾊﾞﾔｼﾋｶﾞｼ
東保見 ﾋｶﾞｼﾎﾐ
四郷 ｼｺﾞｳ
浄水 ｼﾞｮｳｽｲ

平和 ﾍｲﾜ
市木 ｲﾁｷﾞ
若林西 ﾜｶﾊﾞﾔｼﾆｼ
衣丘 ｺﾛﾓｶﾞｵｶ
土橋 ﾂﾁﾊｼ

広川台 ﾋﾛｶﾜﾀﾞｲ
井上 ｲﾉｳｴ
五ケ丘 ｲﾂﾂｶﾞｵｶ
西保見 ﾆｼﾎﾐ
五ケ丘東 ｲﾂﾂｶﾞｵｶﾋｶﾞｼ

浄水北 ｼﾞｮｳｽｲｷﾀ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数



− 59 −

Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 （続き）

（１）小学校区

総 数 男 女
伊保 ｲﾎﾞ
加納 ｶﾉｳ
青木 ｱｵｷ
西広瀬 ﾆｼﾋﾛｾ
東広瀬 ﾋｶﾞｼﾋﾛｾ

中金 ﾅｶｶﾞﾈ
上鷹見 ｶﾐﾀｷﾐ
幸海 ｺｳｶｲ
岩倉 ｲﾜｸﾗ
九久平 ｸｷﾞｭｳﾀﾞｲﾗ

滝脇 ﾀｷﾜｷ
豊松 ﾄﾖﾏﾂ
東山 ﾋｶﾞｼﾔﾏ
元城 ﾓﾄｼﾛ
梅坪 ｳﾒﾂﾎﾞ

朝日 ｱｻﾋ
若林東 ﾜｶﾊﾞﾔｼﾋｶﾞｼ
東保見 ﾋｶﾞｼﾎﾐ
四郷 ｼｺﾞｳ
浄水 ｼﾞｮｳｽｲ

平和 ﾍｲﾜ
市木 ｲﾁｷﾞ
若林西 ﾜｶﾊﾞﾔｼﾆｼ
衣丘 ｺﾛﾓｶﾞｵｶ
土橋 ﾂﾁﾊｼ

広川台 ﾋﾛｶﾜﾀﾞｲ
井上 ｲﾉｳｴ
五ケ丘 ｲﾂﾂｶﾞｵｶ
西保見 ﾆｼﾎﾐ
五ケ丘東 ｲﾂﾂｶﾞｵｶﾋｶﾞｼ

浄水北 ｼﾞｮｳｽｲｷﾀ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数

平成30年4月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女
世帯数

コード
日　　　本　　　人 外　　　国　　　人

人　　　　　　口
世帯数

人　　　　　　口
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Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 （続き）

（２）中学校区

総 数 男 女

全市

崇化館 ｿｳｶｶﾝ
朝日丘 ｱｻﾋｶﾞｵｶ
豊南 ﾎｳﾅﾝ
高橋 ﾀｶﾊｼ
上郷 ｶﾐｺﾞｳ

高岡 ﾀｶｵｶ
保見 ﾎﾐ
猿投 ｻﾅｹﾞ
猿投台 ｻﾅｹﾞﾀﾞｲ
石野 ｲｼﾉ

松平 ﾏﾂﾀﾞｲﾗ
竜神 ﾘｭｳｼﾞﾝ
美里 ﾐｻﾄ
逢妻 ｱｲﾂﾞﾏ
若園 ﾜｶｿﾞﾉ

梅坪台 ｳﾒﾂﾎﾞﾀﾞｲ
前林 ﾏｴﾊﾞﾔｼ
益富 ﾏｽﾄﾐ
末野原 ｽｴﾉﾊﾗ
井郷 ｲｻﾄ

藤岡 ﾌｼﾞｵｶ
小原 ｵﾊﾞﾗ
足助 ｱｽｹ
下山 ｼﾓﾔﾏ
旭 ｱｻﾋ

稲武 ｲﾅﾌﾞ
藤岡南 ﾌｼﾞｵｶﾐﾅﾐ
浄水 ｼﾞｮｳｽｲ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数



− 61 −

Ｂ－１１　学校区別人口・世帯数 （続き）

（２）中学校区

総 数 男 女

全市

崇化館 ｿｳｶｶﾝ
朝日丘 ｱｻﾋｶﾞｵｶ
豊南 ﾎｳﾅﾝ
高橋 ﾀｶﾊｼ
上郷 ｶﾐｺﾞｳ

高岡 ﾀｶｵｶ
保見 ﾎﾐ
猿投 ｻﾅｹﾞ
猿投台 ｻﾅｹﾞﾀﾞｲ
石野 ｲｼﾉ

松平 ﾏﾂﾀﾞｲﾗ
竜神 ﾘｭｳｼﾞﾝ
美里 ﾐｻﾄ
逢妻 ｱｲﾂﾞﾏ
若園 ﾜｶｿﾞﾉ

梅坪台 ｳﾒﾂﾎﾞﾀﾞｲ
前林 ﾏｴﾊﾞﾔｼ
益富 ﾏｽﾄﾐ
末野原 ｽｴﾉﾊﾗ
井郷 ｲｻﾄ

藤岡 ﾌｼﾞｵｶ
小原 ｵﾊﾞﾗ
足助 ｱｽｹ
下山 ｼﾓﾔﾏ
旭 ｱｻﾋ

稲武 ｲﾅﾌﾞ
藤岡南 ﾌｼﾞｵｶﾐﾅﾐ
浄水 ｼﾞｮｳｽｲ

コード 学校名
総　　　　　　　数

人　　　　　　口
世帯数

平成30年4月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女
人　　　　　　口

世帯数
コード

日　　　本　　　人 外　　　国　　　人
人　　　　　　口

世帯数



− 62 −

Ｂ－１２　全市年齢別男女別人口
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 63 −

Ｂ－１２　全市年齢別男女別人口
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［挙母地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 64 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［高橋地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 65 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［高橋地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［上郷地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 66 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［高岡地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 67 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［高岡地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［猿投地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 68 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［松平地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 69 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［松平地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［藤岡地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 70 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［小原地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 71 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［小原地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［足助地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 72 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［下山地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 73 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［下山地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［旭地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



− 74 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［稲武地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢



Ｃ

国 勢 調 査



− 75 −

Ｂ－１３　地区別年齢別男女別人口　［稲武地区]
平成29年10月1日現在

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女
総 数

　０歳 ４５
１ ４６
２ ４７
３ ４８
４ ４９

０～４ ４５～４９

５ ５０
６ ５１
７ ５２
８ ５３
９ ５４

５～９ ５０～５４

１０ ５５
１１ ５６
１２ ５７
１３ ５８
１４ ５９

１０～１４ ５５～５９

１５ ６０
１６ ６１
１７ ６２
１８ ６３
１９ ６４

１５～１９ ６０～６４

２０ ６５
２１ ６６
２２ ６７
２３ ６８
２４ ６９

２０～２４ ６５～６９

２５ ７０
２６ ７１
２７ ７２
２８ ７３
２９ ７４

２５～２９ ７０～７４

３０ ７５
３１ ７６
３２ ７７
３３ ７８
３４ ７９

３０～３４ ７５～７９

３５ ８０
３６ ８１
３７ ８２
３８ ８３
３９ ８４

３５～３９ ８０～８４

４０ ８５
４１ ８６
４２ ８７
４３ ８８
４４ ８９

４０～４４ ８５～８９

９０歳以上

（再掲）
６５歳以上

平均年齢

15歳　　

20歳　　

25歳　　

30歳　　

35歳　　

40歳　　

45歳　　

50歳　　

55歳　　

全市人口ピラミッド　

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳以上

男

男

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳以上

女

女

各年 月 日現在
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大正 昭和 平成

女

男

世帯

万人 万世帯

稲武

旭

下山

足助

小原

藤岡

松平

猿投

高岡

上郷

高橋

挙母

持ち家 公営借家 民営借家 給与住宅 間借り

平成 年 月 日現在

年

住宅に住む一般世帯数と所有の関係

世帯

国勢調査人口・世帯数の推移
各年 月 日現在
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大正 昭和 平成

女

男

世帯

万人 万世帯

稲武

旭

下山

足助

小原

藤岡

松平

猿投

高岡

上郷

高橋

挙母

持ち家 公営借家 民営借家 給与住宅 間借り

平成 年 月 日現在

年

住宅に住む一般世帯数と所有の関係

世帯

国勢調査人口・世帯数の推移
各年 月 日現在

Ｃ－１　地区別人口・世帯数 
各年10月1日現在

人 口 世　　　帯　　　数

総　数 男 女 総　数 一般世帯 施設等の世帯

総　　数

挙　　母 … …

高　　橋 … …

上　　郷 … …

高　　岡 … …

猿　　投 … …

松　　平 … …

総　　数

挙　　母 …

高　　橋 …

上　　郷 …

高　　岡 …

猿　　投 …

松　　平 …

総　　数

挙　　母

高　　橋

上　　郷

高　　岡

猿　　投

松　　平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

　旭　

稲　　武

総　　数

挙　　母

高　　橋

上　　郷

高　　岡

猿　　投

松　　平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

　旭　

稲　　武

総　　数

挙　　母

高　　橋

上　　郷

高　　岡

猿　　投

松　　平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

　旭　

稲　　武

注：世帯の総数と内訳との差は不詳世帯である。 資料：国勢調査

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

年

年 地　　区

平
成

年

年

年

年
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Ｃ－２　年齢別・男女別人口

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数
総　数

    0 歳

20～24
25～29
30～34
35～39
40～44

45～49
50～54
55～59
60～64
65～69

70～74
75～79
80～84
85～89
90～94

95歳以上
 不　詳

注：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

17　年
年　齢

平　成　7　年 12　年
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Ｃ－２　年齢別・男女別人口

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数
総　数

    0 歳

20～24
25～29
30～34
35～39
40～44

45～49
50～54
55～59
60～64
65～69

70～74
75～79
80～84
85～89
90～94

95歳以上
 不　詳

注：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

17　年
年　齢

平　成　7　年 12　年
男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

資料：国勢調査

17　年 22　年 27　年
各年10月1日現在
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Ｃ－３　配偶関係、年齢(５歳階級)別･男女別１５歳以上人口

年 年  齢

計 有配偶 死 別 離 別

総　　数

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75歳以上

総　　数

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75歳以上

総　　数

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75歳以上

年

年

未 婚

平

成

年

総　　　　　　　　　　　　　数 男

総 数 未 婚
既　 　　　　婚

不 詳 総 数
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各年10月1日現在

計 有配偶 死 別 離 別 計 有配偶 死 別 離 別

資料：国勢調査

不 詳 総 数 未 婚
既　 　　　　婚既　 　　　　婚

不 詳

男 女
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Ｃ－４　人口集中地区別人口

区　　分 平成2年 7年 12年 17年 22年

地 区 数

人      　口

面 積 (ｋ㎡)

人 口 増加数 △ 1,054

人 口 増加率 △ 0.4

人口密度(人／ｋ㎡)

Ｃ－５　国籍別外国人数

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数

総　　　　数

韓 国 ・ 朝 鮮

中 国

東南ｱｼﾞｱ・南ｱｼﾞｱ

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

ブ ラ ジ ル

ペ ル ー

そ の 他

注：その他に無国籍及び国名「不詳」を含む。

　：東南アジア・南アジアは、平成17年以降フィリピン、タイ、インドネシア、ベトナムの合

　　計である。

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

区　　分
平　成　7　年 12　年 17　年

Ｃ－６  昼間人口・夜間人口

総  数 通勤者 通学者 総  数 通勤者 通学者

総　数 …

　Ａ　夜間人口 男 …

女 …

総　数

　Ｂ　流出人口 男

女

総　数

　Ｃ　流入人口 男

女

　Ｄ　流入超過数 総　数

　　 （Ｃ－Ｂ） 男

　　　△は流出超過 女 △1,453 △1,823 △ 85 △ 1,050

総　数 …

男 …

女 …

注：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

　：平成17年以前は年齢不詳は含まれていない。

　：15歳未満の通勤者･通学者を含む。
　：平成22年以降のＡ、Ｅの通学者は労働力状態不詳を含む。

　Ｅ　昼間人口
　　 （Ａ＋Ｄ）

区　　　　分
平　成　7　年 12　年
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Ｃ－４　人口集中地区別人口

区　　分 平成2年 7年 12年 17年 22年

地 区 数

人      　口

面 積 (ｋ㎡)

人 口 増加数 △ 1,054

人 口 増加率 △ 0.4

人口密度(人／ｋ㎡)

各年10月1日現在

計 第１地区 第２地区 第３地区 第４地区 第５地区 第６地区 第７地区 第８地区

△ 21 △ 276 △ 1,077 △ 483

△ 0.0 △ 0.8 △ 9.5 △ 7.9

資料：国勢調査

27　　　　年

各年10月1日現在

男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

資料：国勢調査

22　年 27　年17　年

Ｃ－６  昼間人口・夜間人口

総  数 通勤者 通学者 総  数 通勤者 通学者

総　数 …

　Ａ　夜間人口 男 …

女 …

総　数

　Ｂ　流出人口 男

女

総　数

　Ｃ　流入人口 男

女

　Ｄ　流入超過数 総　数

　　 （Ｃ－Ｂ） 男

　　　△は流出超過 女 △1,453 △1,823 △ 85 △ 1,050

総　数 …

男 …

女 …

注：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

　：平成17年以前は年齢不詳は含まれていない。

　：15歳未満の通勤者･通学者を含む。
　：平成22年以降のＡ、Ｅの通学者は労働力状態不詳を含む。

　Ｅ　昼間人口
　　 （Ａ＋Ｄ）

区　　　　分
平　成　7　年 12　年

各年10月1日現在

総  数 通勤者 通学者 総  数 通勤者 通学者 総  数 通勤者 通学者

△ 1,481 △ 1,779 △ 1,815

資料：国勢調査

27　年17　年 22　年
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Ｃ－７　流出入人口 

県市区町村名

総　　数 通 勤 者 通 学 者 総　　数 通 勤 者 通 学 者

総　　　　　数

 県    　　外

　　岐 阜 県

    三 重 県

　　静 岡 県

　　そ の 他

 県    　　内

  名 古 屋 市

　　千 種 区

　　東    区

　　北    区

    西    区

    中 村 区

    中    区

    昭 和 区

    瑞 穂 区

    熱 田 区

    中 川 区

    港    区

    南    区

    守 山 区

    緑    区

    名 東 区

    天 白 区

豊　橋　市

岡　崎　市

一　宮　市

瀬　戸　市

 春 日 井 市

豊　川　市

碧　南　市

刈　谷　市

安　城　市

西　尾　市

東　海　市

大　府　市

知　立　市

 尾 張 旭 市

高　浜　市

豊　明　市

日　進　市

田　原　市

 み よ し 市

 長 久 手 市

東　郷　町

その他の市町村

注：15歳未満の通勤者･通学者は含まない。

  ：従業地・通学地「不詳」は含まない。

  ：流出人口とは、豊田市から他の市区町村へ通勤・通学する人口をいう。

  ：流入人口とは、他の市区町村から豊田市へ通勤・通学する人口をいう。

平　　成　　22　　年

流　 出 　人 　口 流 　入 　人 　口
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Ｃ－７　流出入人口 

県市区町村名

総　　数 通 勤 者 通 学 者 総　　数 通 勤 者 通 学 者

総　　　　　数

 県    　　外

　　岐 阜 県

    三 重 県

　　静 岡 県

　　そ の 他

 県    　　内

  名 古 屋 市

　　千 種 区

　　東    区

　　北    区

    西    区

    中 村 区

    中    区

    昭 和 区

    瑞 穂 区

    熱 田 区

    中 川 区

    港    区

    南    区

    守 山 区

    緑    区

    名 東 区

    天 白 区

豊　橋　市

岡　崎　市

一　宮　市

瀬　戸　市

 春 日 井 市

豊　川　市

碧　南　市

刈　谷　市

安　城　市

西　尾　市

東　海　市

大　府　市

知　立　市

 尾 張 旭 市

高　浜　市

豊　明　市

日　進　市

田　原　市

 み よ し 市

 長 久 手 市

東　郷　町

その他の市町村

注：15歳未満の通勤者･通学者は含まない。

  ：従業地・通学地「不詳」は含まない。

  ：流出人口とは、豊田市から他の市区町村へ通勤・通学する人口をいう。

  ：流入人口とは、他の市区町村から豊田市へ通勤・通学する人口をいう。

平　　成　　22　　年

流　 出 　人 　口 流 　入 　人 　口

各年10月1日現在

県市区町村名

総　　数 通 勤 者 通 学 者 総　　数 通 勤 者 通 学 者

総　　　　　数

 県    　　外

　　岐 阜 県

    三 重 県

　　静 岡 県

　　そ の 他

 県    　　内

  名 古 屋 市

　　千 種 区

　　東    区

　　北    区

    西    区

    中 村 区

    中    区

    昭 和 区

    瑞 穂 区

    熱 田 区

    中 川 区

    港    区

    南    区

    守 山 区

    緑    区

    名 東 区

    天 白 区

豊　橋　市

岡　崎　市

一　宮　市

瀬　戸　市

 春 日 井 市

豊　川　市

碧　南　市

刈　谷　市

安　城　市

西　尾　市

東　海　市

大　府　市

知　立　市

 尾 張 旭 市

高　浜　市

豊　明　市

日　進　市

田　原　市

 み よ し 市

 長 久 手 市

東　郷　町

その他の市町村

資料：国勢調査

27　　年

流　 出 　人 　口 流 　入 　人 　口
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Ｃ－８　労働力状態別・地区別・男女別１５歳以上人口

完　全 不詳

失業者

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

平
成

年

年

年

年

総　数 就業者 総　数

総　　　　　　　　　　　　数 男

年 地　　区 15歳以上
人　口

労　　　働　　　力

非労働力
15歳以上
人　口

労　　　働　　　力
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Ｃ－８　労働力状態別・地区別・男女別１５歳以上人口

完　全 不詳

失業者

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

平
成

年

年

年

年

総　数 就業者 総　数

総　　　　　　　　　　　　数 男

年 地　　区 15歳以上
人　口

労　　　働　　　力

非労働力
15歳以上
人　口

労　　　働　　　力

各年10月1日現在

完　全 不詳 完　全 不詳

失業者 失業者

資料：国勢調査

非労働力
15歳以上
人　口

労　　　働　　　力

非労働力
就業者 総　数 就業者

男 女

労　　　働　　　力
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Ｃ－９　産業(大分類)別・従業上の地位別・男女別１５歳以上就業者数

年 性別

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

注：総数には従業上の地位「不詳」を含み、自営業主には「家庭内職者」を含む。

　：平成27年国勢調査に用いた産業分類項目で集計した。

年

総

数

男

女

年

総

数

男

女

平

成

年

総

数

男

女

鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業

従業上
の地位

総数
農業,
林業

漁業



− 89 −

Ｃ－９　産業(大分類)別・従業上の地位別・男女別１５歳以上就業者数

年 性別

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

総　　数

雇 用 者

役　　員

自営業主

家族従業者

注：総数には従業上の地位「不詳」を含み、自営業主には「家庭内職者」を含む。

　：平成27年国勢調査に用いた産業分類項目で集計した。

年

総

数

男

女

年

総

数

男

女

平

成

年

総

数

男

女

鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業

従業上
の地位

総数
農業,
林業

漁業

各年10月1日現在

資料：国勢調査

教育,学習
支援業

医療,
福祉

複合サー
ビス事業

ｻｰﾋﾞｽ業(他
に分類され
ないもの)

公務（他に
分類されな
いもの）

分類不能
の産業

卸売業,
小売業

金融業,
保険業

不動産業,
物品賃貸業

学術研究,
専門･技術
サービス業

宿泊業,
飲食サー
ビス業

生活関連
サービス
業,娯楽業
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Ｃ－１０　地区別・従業上の地位別１５歳以上就業者数

年 地　　区 家　　族

従 業 者

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：雇用者には「役員」を含む。自営業主には「家庭内職者」を含む。

　：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

総　　　　　　　　　　　数 男

年

年

平
成

年

総　　数

年

総　　数 雇 用 者 自営業主 不 　詳
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Ｃ－１０　地区別・従業上の地位別１５歳以上就業者数

年 地　　区 家　　族

従 業 者

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：雇用者には「役員」を含む。自営業主には「家庭内職者」を含む。

　：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

総　　　　　　　　　　　数 男

年

年

平
成

年

総　　数

年

総　　数 雇 用 者 自営業主 不 　詳

各年10月1日現在

家　　族 家　　族

従 業 者 従 業 者

資料：国勢調査

男 女

自営業主 不　詳総　　数 雇 用 者雇 用 者 自営業主 不　詳
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Ｃ－１１　産業(大分類)別・年齢(５歳階級)別・男女別１５歳以上就業者数

性別 年　齢

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

注：役員を含む。

女

総

数

男

総 数
農業,
林業

漁業
鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業

卸売業,
小売業
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Ｃ－１１　産業(大分類)別・年齢(５歳階級)別・男女別１５歳以上就業者数

性別 年　齢

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

総　数

  15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

注：役員を含む。

女

総

数

男

総 数
農業,
林業

漁業
鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業

卸売業,
小売業

平成27年10月1日現在

資料：国勢調査

金融業,
保険業

不動産業,
物品賃貸業

学術研究,専
門･技術サー

ビス業

宿泊業,
飲食サー
ビス業

生活関連
サービス
業,娯楽業

教育,学習
支援業

医療,
福祉

複合サー
ビス事業

ｻｰﾋﾞｽ業(他
に分類され
ないもの)

公務（他に
分類されな
いもの）

分類不能
の産業
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Ｃ－１２　地区別・産業大分類別１５歳以上就業者数 　　　　

地　　区 性別

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

高　　岡

猿　　投

松　　平

総　　数

挙　　母

高　　橋

上　　郷

旭

稲　　武

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

総　数
農業,
林業

漁業
鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業
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Ｃ－１２　地区別・産業大分類別１５歳以上就業者数 　　　　

地　　区 性別

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

高　　岡

猿　　投

松　　平

総　　数

挙　　母

高　　橋

上　　郷

旭

稲　　武

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

総　数
農業,
林業

漁業
鉱業,採石
業,砂利採

取業
建設業 製造業

電気･ｶﾞｽ
･熱供給
･水道業

情報
通信業

運輸業,
郵便業

平成27年10月1日現在

資料：国勢調査

卸売業,
小売業

金融業,
保険業

不動産業,物
品賃貸業

学術研究,専
門･技術サー

ビス業

宿泊業,
飲食サービ

ス業

生活関連
サービス業,

娯楽業

教育,学習
支援業

医療,
福祉

複合サービ
ス事業

ｻｰﾋﾞｽ業(他に
分類されない

もの)

公務（他に分
類されないも

の）

分類不能の
産業
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Ｃ－１３　地区別・世帯の種類別・世帯人員別一般世帯数・一般世帯人員

世帯人員が

１　　人 ２　　人 ３　　人

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

　：平成12年は旧豊田市域の数値である。

平

成

年

年

　　　　一　　　　　　　　　般　

年

年

世 帯 数
年 地　　区



− 97 −

Ｃ－１３　地区別・世帯の種類別・世帯人員別一般世帯数・一般世帯人員

世帯人員が

１　　人 ２　　人 ３　　人

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

　：平成12年は旧豊田市域の数値である。

平

成

年

年

　　　　一　　　　　　　　　般　

年

年

世 帯 数
年 地　　区

各年10月1日現在

７　　人

４　　人 ５　　人 ６　　人 以　　上

資料：国勢調査

世 帯 人 員

世　　　　　　帯　　　　　　数　　　　
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Ｃ－１４　世帯の経済構成（１２区分）別一般世帯数、一般世帯人員及び就業者数

一    般 一    般

世 帯 数 世帯人員

総　　　　　　　　　　　数

Ⅰ  農林漁業就業者世帯

     (1)農林漁業・業主世帯

     (2)農林漁業・雇用者世帯

Ⅱ  農林漁業・非農林漁業就業者混合世帯

     (3)農林漁業・業主混合世帯

     (4)農林漁業・雇用者混合世帯

     (5)非農林漁業・業主混合世帯

     (6)非農林漁業・雇用者混合世帯

総　　　　　　　　　　　数

Ⅰ  農林漁業就業者世帯

     (1)農林漁業・業主世帯

     (2)農林漁業・雇用者世帯

Ⅱ  農林漁業・非農林漁業就業者混合世帯

     (3)農林漁業・業主混合世帯

     (4)農林漁業・雇用者混合世帯

     (5)非農林漁業・業主混合世帯

     (6)非農林漁業・雇用者混合世帯

年

平

成

年

１世帯当た
り世帯人員世帯の経済構成（１２区分）年 就業者数

Ｃ－１５  施設等の世帯の種類（５区分）別世帯数及び世帯人員

平成 7 年

　12

　17

　22

　27

注：｢自衛隊営舎内居住者｣は、該当するものがないため表中に掲載していない。

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。

総　数
社会施設の

入所者
矯正施設の

入所者
年

その他

世　　　　　　帯　　　　　　数

寮･寄宿舎の
学生生徒

病院・療養
所の入院者



− 99 −

各年10月1日現在

一    般 一    般

世 帯 数 世帯人員

Ⅲ  非農林漁業就業者世帯

     (7)非農林漁業・業主世帯

     (8)非農林漁業・雇用者世帯

     (9)非農林漁業・業主・雇用者世帯

         (世帯の主な就業者が業主)

    (10)非農林漁業・業主・雇用者世帯

         (世帯の主な就業者が雇用者)

Ⅳ  非就業者世帯

Ⅴ  分類不能の世帯

Ⅲ  非農林漁業就業者世帯

     (7)非農林漁業・業主世帯

     (8)非農林漁業・雇用者世帯

     (9)非農林漁業・業主・雇用者世帯

         (世帯の主な就業者が業主)

    (10)非農林漁業・業主・雇用者世帯

         (世帯の主な就業者が雇用者)

Ⅳ  非就業者世帯

Ⅴ  分類不能の世帯

資料：国勢調査

１世帯当た
り世帯人員世帯の経済構成（１２区分） 就業者数

各年10月1日現在

資料：国勢調査

病院・療養
所の入院者

社会施設の
入所者

矯正施設の
入所者

世　　　　帯　　　　人　　　　員

総　数 その他
寮･寄宿舎の
学生生徒
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Ｃ－１６  世帯の家族類型別一般世帯数・一般世帯人員

夫  婦

世 帯 数

世 帯 人 員

６歳未満親族人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳未満親族人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳以上親族人員

世 帯 数

世 帯 人 員

６歳未満世帯人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳未満世帯人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳以上世帯人員

世 帯 数

世 帯 人 員

６歳未満世帯人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳未満世帯人員

世 帯 数

世 帯 人 員

歳以上世帯人員

注：総数に家族類型「不詳」を含む。

平

成

年

年

年

女親と
子供

夫婦と
両親

夫婦と
ひとり親

男親と
子供

そ　の　他　の　親　族　世　帯核　家　族　世　帯

夫婦と
子供

６歳未
満の者
のいる

歳未
満の者
のいる

歳以
上の者
のいる

世 帯 数

世 帯 人 員

親 族 人 員

１ 世 帯 当 た り 親 族 人 員

世　　帯　　区　　分 総   数

歳以
上の者
のいる

世 帯 数

世 帯 人 員

親 族 人 員

１ 世 帯 当 た り 親 族 人 員

年

歳以
上の者
のいる

世 帯 数

世 帯 人 員

親 族 人 員

１ 世 帯 当 た り 親 族 人 員

６歳未
満の者
のいる

歳未
満の者
のいる

６歳未
満の者
のいる

歳未
満の者
のいる
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各年10月1日現在

資料：国勢調査

非親族世帯 単独世帯
夫婦と

他の親族

夫婦と
子供と
両親

夫婦、
子供と

他の親族

夫婦、
親と

他の親族

兄　弟
姉　妹

そ　の　他　の　親　族　世　帯
夫婦、子
供、親と
他の親族

他に分類
されない

世帯

そ　の　他
夫婦と
子供と

ひとり親
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Ｃ－１７　住宅の所有関係別住宅に住む一般世帯数

各年10月1日現在

１世帯当 １世帯当 １人当たり

たり人員 たり室数 延べ面積

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

総　　　　数

持　　　ち　　　家

公   営    借   家

民   営    借   家

給   与    住   宅

間      借      り

注：平成12年までは旧豊田市域の数値である。 資料：国勢調査

年

世 帯 人 員

年

年

年

年 区　　　分 世 帯 数

平
成

年

年
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Ｃ－１８　地区別住宅に住む一般世帯数

各年10月1日現在

１世帯当

年 地　　区 公　営 民　営 給　与 たりの延

借　家 借　家 住　宅 べ床面積

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

総　　数

挙    母

高　　橋

上    郷

高    岡

猿    投

松    平

藤　　岡

小　　原

足　　助

下　　山

旭

稲　　武

注：延べ床面積の単位は㎡。 資料：国勢調査

　：平成22、27年は集計の都合上、落合町が挙母地区ではなく高橋地区に集計されている。

　：平成12年は旧豊田市域の数値である。

年

年

総　 数 持ち家 間借り

住  宅  に  住  む  一  般  世  帯  数

平

成

年

年
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Ｃ－１９  都市計画区域別人口・世帯数
　　　　　　　　　　　　　

うち うち
15歳未満 65歳以上

都市計画区域
Ⅰ 市街化区域
  １ 工業区域
　　［1］ 工業専用地域
  　［2］ 工業専用地域とその他
　  ［3］ 工業地域
 　 ［4］ 工業地域とその他
 　 ［5］ 準工業地域
  　［6］ 準工業地域とその他
  ２ 商業区域
 　 ［7］ 商業地域
　  ［8］ 商業地域とその他
  　［9］ 近隣商業地域
  　［10］近隣商業地域とその他
  ３ 住居区域
　　［11］準住居地域
 　 ［12］第２種住居地域
 　 ［13］第１種住居地域
 　 ［14］住居地域混合
 　 ［15］住居地域とその他
 　 ［16］第２種中高層住居専用地域
 　 ［17］第１種中高層住居専用地域
  　［18］中高層住居専用地域混合
  　［19］中高層住居専用地域とその他
  　［20］第２種低層住居専用地域
　  ［21］第１種低層住居専用地域
 　 ［22］低層住居専用地域混合    
Ⅱ 市街化調整区域

都 市 計 画 の 地 域 区 分

人            口

総  数 男 女

Ｃ－２０  労働力状態、年齢（２区分）別人口

家  事  の
ほか仕事

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

注：総数に労働力状態不詳を含む。
　：非労働力人口に「その他」を含む。

年　　齢
主に仕事

労             働                   力             人             口
総      数

(15歳以上人口)

男

女

平

成

年

総数

年

総数

男

女

就　業　者
性 別年
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平成27年10月1日現在

資料：国勢調査

世 帯 人 員世　　帯　　数

施設等
の世帯

施設等
の世帯

総  数 一般世帯 一般世帯

Ｃ－２０  労働力状態、年齢（２区分）別人口

家  事  の
ほか仕事

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

計
　 15～64歳
　 65歳以上

注：総数に労働力状態不詳を含む。
　：非労働力人口に「その他」を含む。

年　　齢
主に仕事

労             働                   力             人             口
総      数

(15歳以上人口)

男

女

平

成

年

総数

年

総数

男

女

就　業　者
性 別年

各年10月1日現在

通学のかた 完全失業者 家　事 通　学
わら仕事

資料：国勢調査

非労働力
人　　口

労             働                   力             人             口

休  業  者
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Ｃ－２１  労働力状態、年齢（５歳階級）別人口

完　全 非労働

失業者 人    口
総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

注：総数に労働力状態不詳を含む。

年　　齢
就業者 就業者

年

平

成

年

年

年 男
総　数

(15歳以上
人口)
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Ｃ－２１  労働力状態、年齢（５歳階級）別人口

完　全 非労働

失業者 人    口
総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

総　　数

  15～19歳

  20～24

  25～29

  30～34

  35～39

  40～44

  45～49

  50～54

  55～59

  60～64

  65～69

  70～74

  75～79

  80～84

  85歳以上

注：総数に労働力状態不詳を含む。

年　　齢
就業者 就業者

年

平

成

年

年

年 男
総　数

(15歳以上
人口)

各年10月1日現在

完　全 非労働 完　全 非労働

失業者 人    口 失業者 人    口

資料：国勢調査

就業者
女



− 108 −

Ｃ－２２　職業大分類別・年齢(５歳階級)別・男女別１５歳以上就業者数

管　理　的 専 門 的・ サ ービ ス

性別 年　　齢 総　　数 職　　　業 技　術　的 職　　　業

従　事　者 職業従事者 従　事　者

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総

数

男

女

事　　　務
従　事　者

販　　　売
従　事　者
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Ｃ－２２　職業大分類別・年齢(５歳階級)別・男女別１５歳以上就業者数

管　理　的 専 門 的・ サ ービ ス

性別 年　　齢 総　　数 職　　　業 技　術　的 職　　　業

従　事　者 職業従事者 従　事　者

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総　　数

  15 ～ 19歳

  20 ～ 24

  25 ～ 29

  30 ～ 34

  35 ～ 39

  40 ～ 44

  45 ～ 49

  50 ～ 54

  55 ～ 59

  60 ～ 64

  65 ～ 69

  70 ～ 74

  75 ～ 79

  80 ～ 84

  85歳以上

総

数

男

女

事　　　務
従　事　者

販　　　売
従　事　者

平成27年10月1日現在

輸　送　・ 建　設　・ 運搬・清掃

機 械 運 転 採　　　掘 ・ 包 装 等

従　事　者 従　事　者 従　事　者

資料：国勢調査

保 安 職 業
従　事　者

農 林 漁 業
従　事　者

生 産 工 程
従　事　者

分 類 不 能
の　職　業
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Ｃ－２３　産業大分類別・職業大分類別・男女別１５歳以上就業者数

管　理　的 専 門 的・

区       分 総　　数 職　　　業 技　術　的

従　事　者 職業従事者

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

男

女

総

数

性別
事　　　務
従　業　者

販　　　売
従　業　者
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Ｃ－２３　産業大分類別・職業大分類別・男女別１５歳以上就業者数

管　理　的 専 門 的・

区       分 総　　数 職　　　業 技　術　的

従　事　者 職業従事者

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分 類 不 能 の 産 業

男

女

総

数

性別
事　　　務
従　業　者

販　　　売
従　業　者

平成27年10月1日現在

サ ービ ス 輸　送　・ 建　設　・ 運搬・清掃

職　　　業 機 械 運 転 採　　　掘 ・ 包 装 等

従　事　者 従　事　者 従　事　者 従　事　者

資料：国勢調査

分 類 不 能
の　職　業

保 安 職 業
従　業　者

農 林 漁 業
従　業　者

生 産 工 程
従　事　者
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Ｃ－２４  産業中分類別・男女別１５歳以上就業者数

　うち
　雇用者

区                            分

平　成　27　年

男 女

　Ａ 農業，林業

　　(1) 農業

　　(2) 林業

　Ｂ 漁業

　　(3) 漁業（水産養殖業を除く）

　　(4) 水産養殖業

　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業

　　(12) パルプ・紙・紙加工品製造業

　　(13) 印刷・同関連業

　　(5) 鉱業，採石業，砂利採取業

　Ｄ 建設業

　　(6) 建設業

　Ｅ 製造業

　　(7) 食料品製造業

　　(8) 飲料・たばこ・飼料製造業

　　(9) 繊維工業

　　(10) 木材・木製品製造業（家具を除く）

　　(11) 家具・装備品製造業

　　(14) 化学工業

　　(15) 石油製品・石炭製品製造業

　　(16) プラスチック製品製造業（別掲を除く）

　　(17) ゴム製品製造業

　　(18) なめし革・同製品・毛皮製造業

　　(19) 窯業・土石製品製造業

　　(20) 鉄鋼業

　　(21) 非鉄金属製造業

　　(22) 金属製品製造業

　　(23) はん用機械器具製造業

　　(24) 生産用機械器具製造業

　　(25) 業務用機械器具製造業

　　(26) 電子部品・デバイス・電子回路製造業

　　(27) 電気機械器具製造業

　　(28) 情報通信機械器具製造業

　　(29) 輸送用機械器具製造業

　　(30) その他の製造業

総                          数

総        数
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Ｃ－２４  産業中分類別・男女別１５歳以上就業者数

　うち
　雇用者

区                            分

平　成　27　年

男 女

　Ａ 農業，林業

　　(1) 農業

　　(2) 林業

　Ｂ 漁業

　　(3) 漁業（水産養殖業を除く）

　　(4) 水産養殖業

　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業

　　(12) パルプ・紙・紙加工品製造業

　　(13) 印刷・同関連業

　　(5) 鉱業，採石業，砂利採取業

　Ｄ 建設業

　　(6) 建設業

　Ｅ 製造業

　　(7) 食料品製造業

　　(8) 飲料・たばこ・飼料製造業

　　(9) 繊維工業

　　(10) 木材・木製品製造業（家具を除く）

　　(11) 家具・装備品製造業

　　(14) 化学工業

　　(15) 石油製品・石炭製品製造業

　　(16) プラスチック製品製造業（別掲を除く）

　　(17) ゴム製品製造業

　　(18) なめし革・同製品・毛皮製造業

　　(19) 窯業・土石製品製造業

　　(20) 鉄鋼業

　　(21) 非鉄金属製造業

　　(22) 金属製品製造業

　　(23) はん用機械器具製造業

　　(24) 生産用機械器具製造業

　　(25) 業務用機械器具製造業

　　(26) 電子部品・デバイス・電子回路製造業

　　(27) 電気機械器具製造業

　　(28) 情報通信機械器具製造業

　　(29) 輸送用機械器具製造業

　　(30) その他の製造業

総                          数

総        数

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

区                            分

平　成　27　年

男 女

　Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業

　　(31) 電気・ガス・熱供給・水道業

　Ｇ 情報通信業

　　(32) 通信業

　　(33) 放送業

　　(34) 情報サービス業

　　(35) インターネット附随サービス業

　　(36) 映像・音声・文字情報制作業

　Ｈ 運輸業，郵便業

　　(37) 鉄道業

　　(38) 道路旅客運送業

　　(39) 道路貨物運送業

　　(40) 水運業

　　(41) 航空運輸業

　　(42) 倉庫業

　　(43) 運輸に附帯するサービス業

　　(44) 郵便業(信書便事業を含む)

　Ｉ 卸売業，小売業

　　(45) 卸売業

　　(46) 各種商品小売業

　　(55) 専門サービス業（他に分類されないもの）

　　(47) 織物・衣服・身の回り品小売業

　　(48) 飲食料品小売業

　　(49) 機械器具小売業

　　(50) その他の小売業

　Ｊ 金融業，保険業

　　(51) 金融業，保険業

　　(56) 広告業

　　(57) 技術サービス業（他に分類されないもの）

　Ｍ 宿泊業，飲食サービス業

　　(58) 宿泊業

　Ｋ 不動産業，物品賃貸業

　　(52) 不動産業

　　(53) 物品賃貸業

　Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業

　　(54) 学術・開発研究機関

総        数
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Ｃ－２４  産業中分類別・男女別１５歳以上就業者数（続き）

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

注：調査票の一部を統計的手法により抽出して集計している。 資料：国勢調査

平　成　27　年

区                            分
男 女

　　(60) 持ち帰り・配達飲食サービス業

　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業

　　(61) 洗濯・理容・美容・浴場業

　　(62) その他の生活関連サービス業

　　(63) 娯楽業

　Ｏ 教育，学習支援業

　　(64) 学校教育

　　(65) その他の教育，学習支援業

　Ｐ 医療，福祉

　　(66) 医療業

　　(67) 保健衛生

　　(68) 社会保険・社会福祉・介護事業

　Ｑ 複合サービス事業

　　(69) 郵便局

　　(70) 協同組合（他に分類されないもの）

　Ｒ サービス業（他に分類されないもの）

　　(71) 廃棄物処理業

　　(72) 自動車整備業

　　(73) 機械等修理業（別掲を除く）

　　(74) 職業紹介・労働者派遣業

　　(75) その他の事業サービス業

　　(76) 政治・経済・文化団体

　　(77) 宗教

　　(81) 地方公務

　Ｔ 分類不能の産業

　　(59) 飲食店

総        数

　　(82) 分類不能の産業

　　(78) その他のサービス業

　　(79) 外国公務

　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く）

　　(80) 国家公務
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Ｃ－２４  産業中分類別・男女別１５歳以上就業者数（続き）

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

注：調査票の一部を統計的手法により抽出して集計している。 資料：国勢調査

平　成　27　年

区                            分
男 女

　　(60) 持ち帰り・配達飲食サービス業

　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業

　　(61) 洗濯・理容・美容・浴場業

　　(62) その他の生活関連サービス業

　　(63) 娯楽業

　Ｏ 教育，学習支援業

　　(64) 学校教育

　　(65) その他の教育，学習支援業

　Ｐ 医療，福祉

　　(66) 医療業

　　(67) 保健衛生

　　(68) 社会保険・社会福祉・介護事業

　Ｑ 複合サービス事業

　　(69) 郵便局

　　(70) 協同組合（他に分類されないもの）

　Ｒ サービス業（他に分類されないもの）

　　(71) 廃棄物処理業

　　(72) 自動車整備業

　　(73) 機械等修理業（別掲を除く）

　　(74) 職業紹介・労働者派遣業

　　(75) その他の事業サービス業

　　(76) 政治・経済・文化団体

　　(77) 宗教

　　(81) 地方公務

　Ｔ 分類不能の産業

　　(59) 飲食店

総        数

　　(82) 分類不能の産業

　　(78) その他のサービス業

　　(79) 外国公務

　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く）

　　(80) 国家公務

Ｃ－２５　社会経済分類別１５歳以上人口

各年10月1日現在

年 総   数 農　　林
漁 業 者

農林漁業
雇 用 者

会社団体
役　　員

商 店 主 工 場 主
ｻｰﾋﾞｽ・その
他の事業主

専　　門
職 業 者

平成 7 年

　12

　17

　22

　27

年 技 術 者 教 員 ・
宗 教 家

文筆家･芸術
家･芸能家

管 理 職 事 務 職 販 売 人 技 能 者 労　　務
作 業 者

平成 7 年

　12

　17

　22

　27

年
個　 人
ｻｰﾋﾞｽ人

保 安 職 内 職 者 学 生 ･
生　 徒

家　　事
従 事 者

非就業者

平成 7 年

　12

　17

　22

　27

注：調査票の一部を統計的手法により抽出して集計している。資料：国勢調査

　：総数に「分類不能」を含む。

　：平成12年までは旧豊田市域の数値である。
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Ｃ－２６　職業中分類別１５歳以上就業者数

　うち
　雇用者

総数（職業中分類）

　Ａ 管理的職業従事者

　　(1) 管理的公務員

　　(2) 法人・団体役員

　　(3) その他の管理的職業従事者

　Ｂ 専門的・技術的職業従事者

　　(4) 研究者

　　(5) 技術者

　　(6) 保健医療従事者

　　(7) 社会福祉専門職業従事者

　　(8) 法務従事者

　　(9) 経営・金融・保険専門職業従事者

　　(10) 教員

　　(11) 宗教家

　　(12) 著述家，記者，編集者

　　(13) 美術家，デザイナー，写真家，映像撮影者

　　(14) 音楽家，舞台芸術家

　　(15) その他の専門的職業従事者

　Ｃ 事務従事者

　　(16) 一般事務従事者

　　(17) 会計事務従事者

　　(18) 生産関連事務従事者

　　(19) 営業・販売事務従事者

　　(20) 外勤事務従事者

　　(21) 運輸・郵便事務従事者

　　(22) 事務用機器操作員

　Ｄ 販売従事者

　　(23) 商品販売従事者

　　(24) 販売類似職業従事者

　　(25) 営業職業従事者

　Ｅ サービス職業従事者

総　数

平　成　27　年

男 女
区      　　　　      分
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Ｃ－２６　職業中分類別１５歳以上就業者数

　うち
　雇用者

総数（職業中分類）

　Ａ 管理的職業従事者

　　(1) 管理的公務員

　　(2) 法人・団体役員

　　(3) その他の管理的職業従事者

　Ｂ 専門的・技術的職業従事者

　　(4) 研究者

　　(5) 技術者

　　(6) 保健医療従事者

　　(7) 社会福祉専門職業従事者

　　(8) 法務従事者

　　(9) 経営・金融・保険専門職業従事者

　　(10) 教員

　　(11) 宗教家

　　(12) 著述家，記者，編集者

　　(13) 美術家，デザイナー，写真家，映像撮影者

　　(14) 音楽家，舞台芸術家

　　(15) その他の専門的職業従事者

　Ｃ 事務従事者

　　(16) 一般事務従事者

　　(17) 会計事務従事者

　　(18) 生産関連事務従事者

　　(19) 営業・販売事務従事者

　　(20) 外勤事務従事者

　　(21) 運輸・郵便事務従事者

　　(22) 事務用機器操作員

　Ｄ 販売従事者

　　(23) 商品販売従事者

　　(24) 販売類似職業従事者

　　(25) 営業職業従事者

　Ｅ サービス職業従事者

総　数

平　成　27　年

男 女
区      　　　　      分

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

　　(26) 家庭生活支援サービス職業従事者

　　(27) 介護サービス職業従事者

　　(28) 保健医療サービス職業従事者

　　(29) 生活衛生サービス職業従事者

　　(30) 飲食物調理従事者

　　(31) 接客・給仕職業従事者

　　(32) 居住施設・ビル等管理人

　　(33) その他のサービス職業従事者

　Ｆ 保安職業従事者

　　(34) 保安職業従事者

　Ｇ 農林漁業従事者

　　(35) 農業従事者

　　(36) 林業従事者

　　(37) 漁業従事者

　Ｈ 生産工程従事者

　　(38) 製品製造・加工処理従事者（金属製品）

　　(39) 製品製造・加工処理従事者（金属製品を除く）

　　(40) 機械組立従事者

　　(41) 機械整備・修理従事者

　　(42) 製品検査従事者

　　(43) 機械検査従事者

　　(44) 生産関連・生産類似作業従事者

　Ｉ 輸送・機械運転従事者

　　(45) 鉄道運転従事者

　　(46) 自動車運転従事者

　　(47) 船舶・航空機運転従事者

　　(48) その他の輸送従事者

　　(49) 定置・建設機械運転従事者

　Ｊ 建設・採掘従事者

　　(50) 建設・土木作業従事者

　　(51) 電気工事従事者

男 女総　数
区         　　　　   分

平　成　27　年
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Ｃ－２６  職業中分類別１５歳以上就業者数（続き）

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

　　(52) 採掘従事者

　Ｋ 運搬・清掃・包装等従事者

　　(53) 運搬従事者

　　(54) 清掃従事者

　　(55) 包装従事者

　　(56) その他の運搬・清掃・包装等従事者

　Ｌ 分類不能の職業

　　(57) 分類不能の職業

資料：国勢調査注：調査票の一部を統計的手法により抽出して集計している。

総　数
区          　　　　  分

平　成　27　年

男 女
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Ｃ－２６  職業中分類別１５歳以上就業者数（続き）

平成27年10月1日現在

　うち
　雇用者

　　(52) 採掘従事者

　Ｋ 運搬・清掃・包装等従事者

　　(53) 運搬従事者

　　(54) 清掃従事者

　　(55) 包装従事者

　　(56) その他の運搬・清掃・包装等従事者

　Ｌ 分類不能の職業

　　(57) 分類不能の職業

資料：国勢調査注：調査票の一部を統計的手法により抽出して集計している。

総　数
区          　　　　  分

平　成　27　年

男 女

Ｃ－２７　常住地又は従業地・通学地による年齢(５歳階級)別、男女別人口　　　

平成27年10月1日現在

性別 年　　齢

総　数 うち市外

に 常 住

総　　数

15歳未満

15 ～ 19

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

65歳以上

総　　数

15歳未満

15 ～ 19

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

65歳以上

総　　数

15歳未満

15 ～ 19

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

65歳以上

注：年齢における総数に年齢「不詳」を含む。 資料：国勢調査

  ：常住地による人口における総数に労働力状態「不詳」を含む。

  ：市外で従業・通学に従業地・通学地「不詳」を含む。

  ：従業地・通学地による人口における総数に従業地・通学地「不詳」で、当地に常住している者を含む。

総

数

男

女

市 外 で
従 業 ・
通　　学

総　数

従業地・通学地

に よ る 人 口
従業も通
学もして
い な い

自 宅 で
従　　業

市内（自
宅外）従
業・通学

常　住　地　に　よ　る　人　口



− 120 −

Ｃ－２８　常住地又は従業地による産業大分類別１５歳以上就業者数

平成27年10月1日現在

総　数 うち 総　数 うち
県　内 県　内

総　　　　　数

農　業，林　業

漁　　　　　業

鉱業，採石業，砂利採取業

建　　設　　業

製　　造　　業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医　療，福　祉

複合サービス事業

サ ー ビ ス 業
(他に分類されないもの）

公　　　　　務
(他に分類されるものを除く）

分類不能の産業
注：常住地による就業者数＝本市に常住する就業者数である。 資料：国勢調査

  ：従業地による就業者数＝本市に常住する就業者に市外から通勤する者を加え、

　　　　　　　　　　　　　本市から市外へ通勤する者を差し引いた就業者数である。

  ：常住地による就業者数における総数に労働力状態「不詳」を含む。

  ：市外で従業に従業地「不詳」を含む。

  ：従業地による就業者数における総数に従業地「不詳」で、当地に常住している者を含む。

市外で
常　住

従業地による就業者数

自  宅 自宅外
産 業 大 分 類

常 住 地 に よ る 就 業 者 数

市内で従業
市外で
従　業
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Ｃ－２８　常住地又は従業地による産業大分類別１５歳以上就業者数

平成27年10月1日現在

総　数 うち 総　数 うち
県　内 県　内

総　　　　　数

農　業，林　業

漁　　　　　業

鉱業，採石業，砂利採取業

建　　設　　業

製　　造　　業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医　療，福　祉

複合サービス事業

サ ー ビ ス 業
(他に分類されないもの）

公　　　　　務
(他に分類されるものを除く）

分類不能の産業
注：常住地による就業者数＝本市に常住する就業者数である。 資料：国勢調査

  ：従業地による就業者数＝本市に常住する就業者に市外から通勤する者を加え、

　　　　　　　　　　　　　本市から市外へ通勤する者を差し引いた就業者数である。

  ：常住地による就業者数における総数に労働力状態「不詳」を含む。

  ：市外で従業に従業地「不詳」を含む。

  ：従業地による就業者数における総数に従業地「不詳」で、当地に常住している者を含む。

市外で
常　住

従業地による就業者数

自  宅 自宅外
産 業 大 分 類

常 住 地 に よ る 就 業 者 数

市内で従業
市外で
従　業

Ｃ－２９　常住地及び従業地･通学地による市町村別就業者・通学者数(１５歳以上)

平成27年10月1日現在

総　数 就 業 者 通 学 者 総　数 就 業 者 通 学 者

本市に常住/本市で従業･通学

本市で従業･通学/本市に常住

  　自　　　　　　宅

    自 　　宅　 　外

他で従業･通学/他に常住

　　県        　　内

名  古  屋  市

　　　　　　 千 種 区

　　　　　　 東    区

　　　　　　 北    区

 　　　　　　西    区

　　　　　　 中 村 区

 　　　　　　中    区

　　　　　　 昭 和 区

 　　　　　　瑞 穂 区

　　　　　　 熱 田 区

 　　　　　　中 川 区

　　　　　　 港    区

 　　　　　　南    区

　　　　　　 守 山 区

 　　　　　　緑    区

　　　　　　 名 東 区

 　　　　　　天 白 区

豊  　橋  　市

岡　  崎  　市

一　  宮　  市

瀬  　戸  　市

春  日  井　市

豊  　川  　市

碧　  南　  市

刈　  谷　  市

安  　城  　市

西  　尾  　市

東  　海  　市

大　  府　  市

知　  立　  市

尾  張  旭　市

高  　浜  　市

豊　  明　  市

日　  進  　市

田　　原　　市

み  よ  し　市

長  久  手  市

東  　郷  　町

その他の市町村

    県        　　外

岐    阜    県

三    重    県

静    岡    県

そ    の    他

注：従業地・通学地「不詳」を含む項目があるので、内訳の計が必ずしも一致しない。

資料：国勢調査

県 市 区 町 村 名
常　　　住　　　地 従 業 地 ・ 通 学 地





Ｃ

国 勢 調 査

Ｄ

事 業 所



− 123 −

産業大分類
総数

卸売業，小売業
宿泊業，飲食サービス業
製造業
建設業
生活関連サービス業，娯楽業
サービス業(他に分類されないもの)
医療，福祉
不動産業，物品賃貸業
教育，学習支援業
学術研究，専門・技術サービス業
その他

産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）

構成比 構成比
総 数

農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

資料：経済センサス‐基礎調査

産 業 大 分 類
事 業 所 数 従 業 員 数

卸売業，小売業

宿泊業，

飲食サービス業

製造業

建設業

生活関連

サービス業，

娯楽業

サービス業

他に分類さ

れないもの

医療，福祉

不動産業，

物品賃貸業

教育，学習支援業

学術研究，専門・

技術サービス業
その他

産業大分類別事業所数の割合

製造業

卸売業，小売業
宿泊業，

飲食サービス業医療，福祉

サービス業

他に分類され

ないもの

建設業

運輸業，郵便業

学術研究，専門・

技術サービス業

生活関連サー

ビス業，娯楽業
教育，学習支援業

その他

産業大分類別従業者数の割合

平成 年 月 日現在

事業所数
事業所

従業者数
人
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平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

Ｄ－１　産業大分類別総括表（民営事業所）

産 業 大 分 類

事 業 所 数

総 数 経 営 組 織 別

Ｄ－２　従業者規模別事業所数及び従業者数（民営事業所）

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相 互 会 社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会 社 以 外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

  総        数

    1 ～  4 人

    5 ～  9 人

   10 ～ 19 人

   20 ～ 29 人

   30 ～ 49 人

   50 ～ 99 人

  100 ～299 人

  300 ～499 人

  500 ～999 人

  1,000人 以上

派遣従業者のみ

従 業 者 規 模

事 業 所 数

総 数 経 営 組 織 別
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平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

Ｄ－１　産業大分類別総括表（民営事業所）

産 業 大 分 類

事 業 所 数

総 数 経 営 組 織 別

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～
　299人

300～
　499人

500～
　999人

1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従　業　者　数

従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

Ｄ－２　従業者規模別事業所数及び従業者数（民営事業所）

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相 互 会 社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会 社 以 外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

  総        数

    1 ～  4 人

    5 ～  9 人

   10 ～ 19 人

   20 ～ 29 人

   30 ～ 49 人

   50 ～ 99 人

  100 ～299 人

  300 ～499 人

  500 ～999 人

  1,000人 以上

派遣従業者のみ

従 業 者 規 模

事 業 所 数

総 数 経 営 組 織 別

平成26年7月1日現在

法人でない
団 体

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相 互 会 社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会 社 以 外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でない
団 体

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数

経 営 組 織 別 総 数 経 営 組 織 別
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Ｄ－３　産業大分類、開設年別事業所数（民営事業所）

総 数
昭 和 年
以 前

昭和 年
～平成 年

平 成 年
～ 年

17年 18年

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

注：総数に開設年の不詳を含む。

産 業 大 分 類
事　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　数

Ｄ－４　産業大分類、本所・支所別事業所数及び従業者数（民営事業所）

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類
事　　　　　　　業　　　　　　　所　　　　　　　数

総　　数 単独事業所
本　所　・
本社・本店

支　所　・
支社・支店
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Ｄ－３　産業大分類、開設年別事業所数（民営事業所）

総 数
昭 和 年
以 前

昭和 年
～平成 年

平 成 年
～ 年

17年 18年

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

注：総数に開設年の不詳を含む。

産 業 大 分 類
事　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　数

平成26年7月1日現在

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

資料：経済センサス‐基礎調査

事　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　数

平成26年7月1日現在

資料：経済センサス‐基礎調査

法人でない
団　　　体

総　　数 単独事業所
本　所　・
本社・本店

支　所　・
支社・支店

法人でない
団　　　体

事　　　　　　　業　　　　　　　所　　　　　　　数 従　　　　　　　業　　　　　　　者　　　　　　　数
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Ｄ－５　産業大分類、従業上の地位、男女別従業者数（民営事業所）

個人業主

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

（上表　続き）

正 社 員 ・

男 女 正 職 員 男

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

男 女 男
総　　数

総　　数

注：男女別の不詳を含むため、男・女の合計と総数は必ずしも一致しない。

産 業 大 分 類

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

常 用 雇 用 者

産 業 大 分 類
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Ｄ－５　産業大分類、従業上の地位、男女別従業者数（民営事業所）

個人業主

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

（上表　続き）

正 社 員 ・

男 女 正 職 員 男

総 数

農 業 ， 林 業

漁 業

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業 他に分類されないもの

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

男 女 男
総　　数

総　　数

注：男女別の不詳を含むため、男・女の合計と総数は必ずしも一致しない。

産 業 大 分 類

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

常 用 雇 用 者

産 業 大 分 類

平成26年7月1日現在

有給役員

正 社 員 ・ 臨 時 雇 用 者

女 正 職 員 以 外 男 女

資料：経済センサス‐基礎調査

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

男 女
無　給　の
家族従業者女 男 女

従　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　数

常 用 雇 用 者

男 女
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
A～R 全 産 業 （ Ｓ 公 務 を 除 く ）

A～B 農 林 漁 業

農 業 ， 林 業
農 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
耕 種 農 業
畜 産 農 業
農 業 サ ー ビ ス 業 ※
園 芸 サ ー ビ ス 業
林 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
育 林 業
素 材 生 産 業
特 用 林 産 物 生 産 業 ※
林 業 サ ー ビ ス 業
そ の 他 の 林 業

漁 業
漁 業 （ 水 産 養 殖 業 を 除 く ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
海 面 漁 業
内 水 面 漁 業
水 産 養 殖 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
海 面 養 殖 業
内 水 面 養 殖 業

C～R 非 農 林 漁 業 （ Ｓ 公 務 を 除 く ）

鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
金 属 鉱 業
石 炭 ・ 亜 炭 鉱 業
原 油 ・ 天 然 ガ ス 鉱 業
採 石 業 ， 砂 ・ 砂 利 ・ 玉 石 採 取 業
窯 業 原 料 用 鉱 物 鉱 業 ※
そ の 他 の 鉱 業

建 設 業
総 合 工 事 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
一 般 土 木 建 築 工 事 業
土 木 工 事 業 （ 舗 装 工 事 業 を 除 く ）
舗 装 工 事 業
建築工事業（木造建築工事業を除く）
木 造 建 築 工 事 業
建 築 リ フ ォ ー ム 工 事 業
職 別 工 事 業 （ 設 備 工 事 業 を 除 く ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
大 工 工 事 業
と び ・ 土 工 ・ コ ン ク リ ー ト 工 事 業
鉄 骨 ・ 鉄 筋 工 事 業
石 工 ・ れ ん が 等 工 事 業 ※
左 官 工 事 業
板 金 ・ 金 物 工 事 業
塗 装 工 事 業
床 ・ 内 装 工 事 業
そ の 他 の 職 別 工 事 業
設 備 工 事 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
電 気 工 事 業
電 気 通 信 ・ 信 号 装 置 工 事 業
管 工 事 業 （ さ く 井 工 事 業 を 除 く ）
機 械 器 具 設 置 工 事 業
そ の 他 の 設 備 工 事 業

製 造 業
食 料 品 製 造 業

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数
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平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
畜 産 食 料 品 製 造 業
水 産 食 料 品 製 造 業
野 菜 缶 詰 等 製 造 業 ※
調 味 料 製 造 業
糖 類 製 造 業
精 穀 ・ 製 粉 業
パ ン ・ 菓 子 製 造 業
動 植 物 油 脂 製 造 業
そ の 他 の 食 料 品 製 造 業
飲 料 ・ た ば こ ・ 飼 料 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
清 涼 飲 料 製 造 業
酒 類 製 造 業
茶 ・ コ ー ヒ ー 製 造 業 ※
製 氷 業
た ば こ 製 造 業
飼 料 ・ 有 機 質 肥 料 製 造 業
繊 維 工 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
製 糸 業 ， 紡 績 業 ， 化 学 繊 維 等 製 造 業 ※
織 物 業
ニ ッ ト 生 地 製 造 業
染 色 整 理 業
綱 ・ 網 ・ レ ー ス 等 製 造 業 ※
外 衣 ・ シ ャ ツ 製 造 業 ※
下 着 類 製 造 業
和 装 製 品 ・ そ の 他 の 衣 服 等 製 造 業 ※
そ の 他 の 繊 維 製 品 製 造 業
木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 （ 家 具 を 除 く ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
製 材 業 ， 木 製 品 製 造 業
造 作 材 ・ 合 板 等 材 料 製 造 業 ※
木 製 容 器 製 造 業 （ 竹 ， と う を 含 む ）
そ の 他 の 木 製 品 製 造 業 ※
家 具 ・ 装 備 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
家 具 製 造 業
宗 教 用 具 製 造 業
建 具 製 造 業
そ の 他 の 家 具 ・ 装 備 品 製 造 業
パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
パ ル プ 製 造 業
紙 製 造 業
加 工 紙 製 造 業
紙 製 品 製 造 業
紙 製 容 器 製 造 業
そ の 他 の パ ル プ 等 製 造 業 ※
印 刷 ・ 同 関 連 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
印 刷 業
製 版 業
製 本 業 ， 印 刷 物 加 工 業
印 刷 関 連 サ ー ビ ス 業
化 学 工 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
化 学 肥 料 製 造 業
無 機 化 学 工 業 製 品 製 造 業
有 機 化 学 工 業 製 品 製 造 業
油脂加工製品・石けん・塗料等製造業 ※
医 薬 品 製 造 業
化 粧 品 ・ 歯 磨 等 化 粧 用 調 整 品 製 造 業 ※
そ の 他 の 化 学 工 業
石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
石 油 精 製 業
潤 滑 油 ・ グ リ ー ス 製 造 業 ※
コ ー ク ス 製 造 業
舗 装 材 料 製 造 業
そ の 他 の 石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数
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平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業 ※
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
プ ラ ス チ ッ ク 板 ・ 棒 ・ 管 等 製 造 業 ※
プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 等 製 造 業 ※
工 業 用 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業
発 泡 ・ 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業
プ ラ ス チ ッ ク 成 形 材 料 製 造 業 ※
そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業
ゴ ム 製 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
タ イ ヤ ・ チ ュ ー ブ 製 造 業
ゴム製・プラスチック製履物等製造業 ※
ゴ ム ベ ル ト ・ ゴ ム ホ ー ス 等 製 造 業 ※
そ の 他 の ゴ ム 製 品 製 造 業
な め し 革 ・ 同 製 品 ・ 毛 皮 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
な め し 革 製 造 業
工 業 用 革 製 品 製 造 業 （ 手 袋 を 除 く ）
革 製 履 物 用 材 料 ・ 同 附 属 品 製 造 業
革 製 履 物 製 造 業
革 製 手 袋 製 造 業
か ば ん 製 造 業
袋 物 製 造 業
毛 皮 製 造 業
そ の 他 の な め し 革 製 品 製 造 業
窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
ガ ラ ス ・ 同 製 品 製 造 業
セ メ ン ト ・ 同 製 品 製 造 業
建 設 用 粘 土 製 品 製 造 業 ※
陶 磁 器 ・ 同 関 連 製 品 製 造 業
耐 火 物 製 造 業
炭 素 ・ 黒 鉛 製 品 製 造 業
研 磨 材 ・ 同 製 品 製 造 業
骨 材 ・ 石 工 品 等 製 造 業
そ の 他 の 窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業
鉄 鋼 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
製 鉄 業
製 鋼 ・ 製 鋼 圧 延 業
製 鋼 を 行 わ な い 鋼 材 製 造 業 ※
表 面 処 理 鋼 材 製 造 業
鉄 素 形 材 製 造 業
そ の 他 の 鉄 鋼 業
非 鉄 金 属 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
非 鉄 金 属 第 １ 次 製 錬 ・ 精 製 業
非 鉄 金 属 第 ２ 次 製 錬 ・ 精 製 業 ※
非 鉄 金 属 ・ 同 合 金 圧 延 業 ※
電 線 ・ ケ ー ブ ル 製 造 業
非 鉄 金 属 素 形 材 製 造 業
そ の 他 の 非 鉄 金 属 製 造 業
金 属 製 品 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
め っ き 板 等 製 品 製 造 業 ※
洋食器・刃物・手道具・金物類製造業
暖房・調理等装置，配管工事用附属品製造業
建 設 用 ・ 建 築 用 金 属 製 品 製 造 業 ※
金 属 素 形 材 製 品 製 造 業
金 属 被 覆 ・ 彫 刻 業 ， 熱 処 理 業 ※
金 属 線 製 品 製 造 業 （ ね じ 類 を 除 く ）
ボ ル ト ・ ナ ッ ト ・ リ ベ ッ ト 等 製 造 業 ※
そ の 他 の 金 属 製 品 製 造 業
は ん 用 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
ボ イ ラ ・ 原 動 機 製 造 業
ポ ン プ ・ 圧 縮 機 器 製 造 業
一 般 産 業 用 機 械 ・ 装 置 製 造 業
その他のはん用機械・同部分品製造業
生 産 用 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数
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平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
農 業 用 機 械 製 造 業 ※
建 設 機 械 ・ 鉱 山 機 械 製 造 業
繊 維 機 械 製 造 業
生 活 関 連 産 業 用 機 械 製 造 業
基 礎 素 材 産 業 用 機 械 製 造 業
金 属 加 工 機 械 製 造 業
半 導 体 等 製 造 装 置 製 造 業 ※
その他の生産用機械・同部分品製造業
業 務 用 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
事 務 用 機 械 器 具 製 造 業
サ ー ビ ス 用 ・ 娯 楽 用 機 械 器 具 製 造 業
計 量 器 ・ 測 定 器 ・ 分 析 機 器 等 製 造 業 ※
医 療 用 機 械 器 具 ・ 医 療 用 品 製 造 業
光 学 機 械 器 具 ・ レ ン ズ 製 造 業
武 器 製 造 業
電子部品・デバイス・電子回路製造業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
電 子 デ バ イ ス 製 造 業
電 子 部 品 製 造 業
記 録 メ デ ィ ア 製 造 業
電 子 回 路 製 造 業
ユ ニ ッ ト 部 品 製 造 業
その他の電子部品・デバイス等製造業 ※
電 気 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
発電用・送電用等電気機械器具製造業 ※
産 業 用 電 気 機 械 器 具 製 造 業
民 生 用 電 気 機 械 器 具 製 造 業
電 球 ・ 電 気 照 明 器 具 製 造 業
電 池 製 造 業
電 子 応 用 装 置 製 造 業
電 気 計 測 器 製 造 業
そ の 他 の 電 気 機 械 器 具 製 造 業
情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
通信機械器具・同関連機械器具製造業
映 像 ・ 音 響 機 械 器 具 製 造 業
電 子 計 算 機 ・ 同 附 属 装 置 製 造 業
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
自 動 車 ・ 同 附 属 品 製 造 業
鉄 道 車 両 ・ 同 部 分 品 製 造 業
船 舶 製 造 ・ 修 理 業 ， 舶 用 機 関 製 造 業
航 空 機 ・ 同 附 属 品 製 造 業
産 業 用 運 搬 車 両 ・ 同 部 分 品 等 製 造 業 ※
そ の 他 の 輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
そ の 他 の 製 造 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
貴 金 属 ・ 宝 石 製 品 製 造 業
装 身 具 ・ 装 飾 品 等 製 造 業 ※
時 計 ・ 同 部 分 品 製 造 業
楽 器 製 造 業
が ん 具 ・ 運 動 用 具 製 造 業
が ん 具 製 造 業
運 動 用 具 製 造 業
ペ ン ・ 鉛 筆 等 事 務 用 品 製 造 業 ※
漆 器 製 造 業
畳 等 生 活 雑 貨 製 品 製 造 業
他 に 分 類 さ れ な い 製 造 業
情 報 記 録 物 製 造 業 ※
他 に 分 類 さ れ な い そ の 他 の 製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
電 気 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
電 気 業
ガ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
ガ ス 業
熱 供 給 業

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数
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平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人



− 138 −

Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
熱 供 給 業
水 道 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
上 水 道 業
工 業 用 水 道 業
下 水 道 業

情 報 通 信 業
通 信 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
固 定 電 気 通 信 業
移 動 電 気 通 信 業
電 気 通 信 に 附 帯 す る サ ー ビ ス 業
放 送 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
公 共 放 送 業 （ 有 線 放 送 業 を 除 く ）
民 間 放 送 業 （ 有 線 放 送 業 を 除 く ）
有 線 放 送 業
情 報 サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
ソ フ ト ウ ェ ア 業
情 報 処 理 ・ 提 供 サ ー ビ ス 業
情 報 処 理 サ ー ビ ス 業
情 報 提 供 サ ー ビ ス 業
そ の 他 の 情 報 処 理 ・ 提 供 サ ー ビ ス 業
イ ン タ ー ネ ッ ト 附 随 サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
イ ン タ ー ネ ッ ト 附 随 サ ー ビ ス 業
映 像 ・ 音 声 ・ 文 字 情 報 制 作 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
映 像 情 報 制 作 ・ 配 給 業
音 声 情 報 制 作 業
新 聞 業
出 版 業
広 告 制 作 業
映像等情報制作に附帯するサービス業 ※

運 輸 業 ， 郵 便 業
鉄 道 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
鉄 道 業
道 路 旅 客 運 送 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 業
一 般 乗 用 旅 客 自 動 車 運 送 業
一 般 貸 切 旅 客 自 動 車 運 送 業
そ の 他 の 道 路 旅 客 運 送 業
道 路 貨 物 運 送 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
一 般 貨 物 自 動 車 運 送 業
特 定 貨 物 自 動 車 運 送 業
貨 物 軽 自 動 車 運 送 業
集 配 利 用 運 送 業
そ の 他 の 道 路 貨 物 運 送 業
水 運 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
外 航 海 運 業
沿 海 海 運 業
内 陸 水 運 業
船 舶 貸 渡 業
航 空 運 輸 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
航 空 運 送 業
航 空 機 使 用 業 （ 航 空 運 送 業 を 除 く ）
倉 庫 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
倉 庫 業 （ 冷 蔵 倉 庫 業 を 除 く ）
冷 蔵 倉 庫 業
運 輸 に 附 帯 す る サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 139 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人



− 140 −

Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
港 湾 運 送 業
貨 物 運 送 取 扱 業 ※
運 送 代 理 店
こ ん 包 業
運 輸 施 設 提 供 業
そ の 他 の 運 輸 に 附 帯 す る サ ー ビ ス 業
郵 便 業 （ 信 書 便 事 業 を 含 む ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
郵 便 業 （ 信 書 便 事 業 を 含 む ）

卸 売 業 ， 小 売 業
各 種 商 品 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
各 種 商 品 卸 売 業
各 種 商 品 卸 売 業 ※
そ の 他 の 各 種 商 品 卸 売 業
繊 維 ・ 衣 服 等 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
繊 維 品 卸 売 業 ※
衣 服 卸 売 業
身 の 回 り 品 卸 売 業
飲 食 料 品 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
農 畜 産 物 ・ 水 産 物 卸 売 業
米 穀 類 卸 売 業
野 菜 ・ 果 実 卸 売 業
食 肉 卸 売 業
生 鮮 魚 介 卸 売 業
そ の 他 の 農 畜 産 物 ・ 水 産 物 卸 売 業
食 料 ・ 飲 料 卸 売 業
建 築 材 料 ， 鉱 物 ・ 金 属 材 料 等 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
建 築 材 料 卸 売 業
化 学 製 品 卸 売 業
石 油 ・ 鉱 物 卸 売 業
鉄 鋼 製 品 卸 売 業
非 鉄 金 属 卸 売 業
再 生 資 源 卸 売 業
機 械 器 具 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
産 業 機 械 器 具 卸 売 業
自 動 車 卸 売 業
電 気 機 械 器 具 卸 売 業
そ の 他 の 機 械 器 具 卸 売 業
そ の 他 の 卸 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
家 具 ・ 建 具 ・ じ ゅ う 器 等 卸 売 業
医 薬 品 ・ 化 粧 品 等 卸 売 業
紙 ・ 紙 製 品 卸 売 業
他 に 分 類 さ れ な い 卸 売 業
代 理 商 ， 仲 立 業
他 に 分 類 さ れ な い そ の 他 の 卸 売 業
各 種 商 品 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
百 貨 店 ， 総 合 ス ー パ ー
そ の 他 の 各 種 商 品 小 売 業 ※
織 物 ・ 衣 服 ・ 身 の 回 り 品 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
呉 服 ・ 服 地 ・ 寝 具 小 売 業
男 子 服 小 売 業
婦 人 ・ 子 供 服 小 売 業
靴 ・ 履 物 小 売 業
そ の 他 の 織 物 等 小 売 業 ※
飲 食 料 品 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
各 種 食 料 品 小 売 業
野 菜 ・ 果 実 小 売 業
食 肉 小 売 業
鮮 魚 小 売 業
酒 小 売 業
菓 子 ・ パ ン 小 売 業

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 141 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
そ の 他 の 飲 食 料 品 小 売 業
料 理 品 小 売 業
他 に 分 類 さ れ な い 飲 食 料 品 小 売 業
機 械 器 具 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
自 動 車 小 売 業
自 転 車 小 売 業
機 械 器 具 小 売 業 ※
そ の 他 の 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
家 具 ・ 建 具 ・ 畳 小 売 業
じ ゅ う 器 小 売 業
医 薬 品 ・ 化 粧 品 小 売 業
農 耕 用 品 小 売 業
燃 料 小 売 業
書 籍 ・ 文 房 具 小 売 業
ス ポ ー ツ 用 品 ・ が ん 具 等 小 売 業 ※
ス ポ ー ツ 用 品 小 売 業
が ん 具 ・ 娯 楽 用 品 小 売 業
楽 器 小 売 業
写 真 機 ・ 時 計 ・ 眼 鏡 小 売 業
他 に 分 類 さ れ な い 小 売 業
花 ・ 植 木 小 売 業
ペ ッ ト ・ ペ ッ ト 用 品 小 売 業
中 古 品 小 売 業 ※
他 に 分 類 さ れ な い そ の 他 の 小 売 業
無 店 舗 小 売 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
通 信 販 売 ・ 訪 問 販 売 小 売 業
自 動 販 売 機 に よ る 小 売 業
そ の 他 の 無 店 舗 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業
銀 行 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
中 央 銀 行
銀 行 （ 中 央 銀 行 を 除 く ）
協 同 組 織 金 融 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
中 小 企 業 等 金 融 業
農 林 水 産 金 融 業
クレジットカード業等非預金信用機関 ※
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
貸 金 業
質 屋
ク レ ジ ッ ト カ ー ド 業 ， 割 賦 金 融 業
そ の 他 の 非 預 金 信 用 機 関
金 融 商 品 取 引 業 ， 商 品 先 物 取 引 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
金 融 商 品 取 引 業
商 品 先 物 取 引 業 ， 商 品 投 資 顧 問 業
補 助 的 金 融 業 等
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
補 助 的 金 融 業 ， 金 融 附 帯 業
信 託 業
金 融 代 理 業
保 険 業 （ 保 険 媒 介 代 理 業 等 を 含 む ） ※
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
生 命 保 険 業
損 害 保 険 業
共 済 事 業 ， 少 額 短 期 保 険 業
保 険 媒 介 代 理 業
保 険 サ ー ビ ス 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
不 動 産 取 引 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
建 物 売 買 業 ， 土 地 売 買 業
不 動 産 代 理 業 ・ 仲 介 業
不 動 産 賃 貸 業 ・ 管 理 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 143 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人



− 144 −

Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
不 動 産 賃 貸 業 ※
貸 家 業 ， 貸 間 業
駐 車 場 業
不 動 産 管 理 業
物 品 賃 貸 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
各 種 物 品 賃 貸 業
産 業 用 機 械 器 具 賃 貸 業
事 務 用 機 械 器 具 賃 貸 業
自 動 車 賃 貸 業
ス ポ ー ツ ・ 娯 楽 用 品 賃 貸 業
そ の 他 の 物 品 賃 貸 業
音 楽 ・ 映 像 記 録 物 賃 貸 業 ※
他 に 分 類 さ れ な い 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業
学 術 ・ 開 発 研 究 機 関
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
自 然 科 学 研 究 所
人 文 ・ 社 会 科 学 研 究 所
専 門 サ ー ビ ス 業 ※
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
法 律 事 務 所 ， 特 許 事 務 所
法 律 事 務 所
特 許 事 務 所
公 証 人 役 場 ， 司 法 書 士 事 務 所 等 ※
行 政 書 士 事 務 所
公 認 会 計 士 事 務 所 ， 税 理 士 事 務 所
公 認 会 計 士 事 務 所
税 理 士 事 務 所
社 会 保 険 労 務 士 事 務 所
デ ザ イ ン 業
著 述 ・ 芸 術 家 業
経営コンサルタント業，純粋持株会社
経 営 コ ン サ ル タ ン ト 業
純 粋 持 株 会 社
そ の 他 の 専 門 サ ー ビ ス 業
興 信 所
他 に 分 類 さ れ な い 専 門 サ ー ビ ス 業
広 告 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
広 告 業
技 術 サ ー ビ ス 業 ※
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
獣 医 業
土 木 建 築 サ ー ビ ス 業
建 築 設 計 業
測 量 業
そ の 他 の 土 木 建 築 サ ー ビ ス 業
機 械 設 計 業
商 品 ・ 非 破 壊 検 査 業
計 量 証 明 業
写 真 業
そ の 他 の 技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
宿 泊 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
旅 館 ， ホ テ ル
簡 易 宿 所
下 宿 業
そ の 他 の 宿 泊 業
会 社 ・ 団 体 の 宿 泊 所
他 に 分 類 さ れ な い 宿 泊 業
飲 食 店
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
食 堂 ， レ ス ト ラ ン ※
専 門 料 理 店
日 本 料 理 店
中 華 料 理 店
焼 肉 店

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 145 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
そ の 他 の 専 門 料 理 店
そ ば ・ う ど ん 店
す し 店
酒 場 ， ビ ヤ ホ ー ル
バ ー ， キ ャ バ レ ー ， ナ イ ト ク ラ ブ
喫 茶 店
そ の 他 の 飲 食 店
ハ ン バ ー ガ ー 店
お 好 み 焼 ・ 焼 き そ ば ・ た こ 焼 店
他 に 分 類 さ れ な い 飲 食 店
持 ち 帰 り ・ 配 達 飲 食 サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
持 ち 帰 り 飲 食 サ ー ビ ス 業
配 達 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
洗 濯 ・ 理 容 ・ 美 容 ・ 浴 場 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
洗 濯 業
普 通 洗 濯 業
リ ネ ン サ プ ラ イ 業
理 容 業
美 容 業
一 般 公 衆 浴 場 業
そ の 他 の 公 衆 浴 場 業
そ の 他 の 洗 濯 ・ 理 容 ・ 美 容 ・ 浴 場 業
そ の 他 の 生 活 関 連 サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
旅 行 業
衣 服 裁 縫 修 理 業
物 品 預 り 業
火 葬 ・ 墓 地 管 理 業
冠 婚 葬 祭 業
葬 儀 業
結 婚 式 場 業
冠 婚 葬 祭 互 助 会
他に分類されない生活関連サービス業
写 真 プ リ ン ト ， 現 像 ・ 焼 付 業
他に分類されない生活関連サービス業 ※
娯 楽 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
映 画 館
興 行 場 （ 別 掲 を 除 く ） ， 興 行 団
競 輪 ・ 競 馬 等 の 競 走 場 ， 競 技 団
ス ポ ー ツ 施 設 提 供 業
ス ポ ー ツ 施 設 提 供 業 （ 別 掲 を 除 く ）
体 育 館
ゴ ル フ 場
ゴ ル フ 練 習 場
ボ ウ リ ン グ 場
テ ニ ス 場
バ ッ テ ィ ン グ ・ テ ニ ス 練 習 場
フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ
公 園 ， 遊 園 地
遊 戯 場
マ ー ジ ャ ン ク ラ ブ
パ チ ン コ ホ ー ル
ゲ ー ム セ ン タ ー
そ の 他 の 遊 戯 場
そ の 他 の 娯 楽 業
カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 業
他 に 分 類 さ れ な い 娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業
学 校 教 育
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
幼 稚 園
小 学 校
中 学 校
高 等 学 校 ， 中 等 教 育 学 校
特 別 支 援 学 校

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 147 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
高 等 教 育 機 関
専 修 学 校 ， 各 種 学 校
学 校 教 育 支 援 機 関
そ の 他 の 教 育 ， 学 習 支 援 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
社 会 教 育
公 民 館
図 書 館
博 物 館 ， 美 術 館
動 物 園 ， 植 物 園 ， 水 族 館
そ の 他 の 社 会 教 育
職 業 ・ 教 育 支 援 施 設
学 習 塾
教 養 ・ 技 能 教 授 業
音 楽 教 授 業
書 道 教 授 業
生 花 ・ 茶 道 教 授 業
そ ろ ば ん 教 授 業
外 国 語 会 話 教 授 業
ス ポ ー ツ ・ 健 康 教 授 業
そ の 他 の 教 養 ・ 技 能 教 授 業
他 に 分 類 さ れ な い 教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉
医 療 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
病 院
一 般 診 療 所
歯 科 診 療 所
助 産 ・ 看 護 業
助 産 所
看 護 業
療 術 業
医 療 に 附 帯 す る サ ー ビ ス 業
歯 科 技 工 所
そ の 他 の 医 療 に 附 帯 す る サ ー ビ ス 業
保 健 衛 生
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
保 健 所
健 康 相 談 施 設
そ の 他 の 保 健 衛 生
社 会 保 険 ・ 社 会 福 祉 ・ 介 護 事 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
社 会 保 険 事 業 団 体
福 祉 事 務 所
児 童 福 祉 事 業
保 育 所
そ の 他 の 児 童 福 祉 事 業
老 人 福 祉 ・ 介 護 事 業
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
介 護 老 人 保 健 施 設
通 所 ・ 短 期 入 所 介 護 事 業
訪 問 介 護 事 業
認 知 症 老 人 グ ル ー プ ホ ー ム
有 料 老 人 ホ ー ム
そ の 他 の 老 人 福 祉 ・ 介 護 事 業
障 害 者 福 祉 事 業
そ の 他 の 社 会 保 険 等 ※
更 生 保 護 事 業
他 に 分 類 さ れ な い 社 会 保 険 等 ※

複 合 サ ー ビ ス 事 業
郵 便 局
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
郵 便 局
郵 便 局 受 託 業
協 同 組 合 （ 他 に 分 類 さ れ な い も の ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
農 林 水 産 業 協 同 組 合 ※
事 業 協 同 組 合 ※

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 149 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－６　産業小分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
サービス業（他に分類されないもの）
廃 棄 物 処 理 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
一 般 廃 棄 物 処 理 業
産 業 廃 棄 物 処 理 業
そ の 他 の 廃 棄 物 処 理 業
自 動 車 整 備 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
自 動 車 整 備 業
機 械 等 修 理 業 （ 別 掲 を 除 く ）
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
機 械 修 理 業 （ 電 気 機 械 器 具 を 除 く ）
電 気 機 械 器 具 修 理 業
表 具 業
そ の 他 の 修 理 業
職 業 紹 介 ・ 労 働 者 派 遣 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
職 業 紹 介 業
労 働 者 派 遣 業
そ の 他 の 事 業 サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
速 記 ・ ワ ー プ ロ 入 力 ・ 複 写 業
建 物 サ ー ビ ス 業
警 備 業
他 に 分 類 さ れ な い 事 業 サ ー ビ ス 業
政 治 ・ 経 済 ・ 文 化 団 体
経 済 団 体
労 働 団 体
学 術 ・ 文 化 団 体
政 治 団 体
他 に 分 類 さ れ な い 非 営 利 的 団 体
宗 教
神 道 系 宗 教
仏 教 系 宗 教
キ リ ス ト 教 系 宗 教
そ の 他 の 宗 教
そ の 他 の サ ー ビ ス 業
管 理 ， 補 助 的 経 済 活 動 を 行 う 事 業 所 ※
集 会 場
と 畜 場
他 に 分 類 さ れ な い サ ー ビ ス 業

注：「※」が付された産業分類項目名は、名称を短縮したもの。

産　　　業　　　小　　　分　　　類
う　ち　個　人 う　ち　法　人

う ち 会 社

経 営 組 織 別

総 数



− 151 −

平成26年7月1日現在

事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数 事 業 所 数

資料：経済センサス‐基礎調査

300～499人 500～999人 1,000人以上
派遣従業者

の み

従 業 者 規 模 別

～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）

（１）挙母地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（２）高橋地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）

（１）挙母地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（２）高橋地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（３）上郷地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（４）高岡地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（３）上郷地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（４）高岡地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（５）猿投地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（６）松平地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（５）猿投地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（６）松平地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（７）藤岡地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（８）小原地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（７）藤岡地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（８）小原地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（９）足助地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（10）下山地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（９）足助地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（10）下山地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年



− 162 −

Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（11）旭地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（12）稲武地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数
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Ｄ－７　地区別・産業大分類別事業所数及び従業者数（民営事業所）（続き）

（11）旭地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

（12）稲武地区

平成21年 26年
株 式 ・
有 限 ・
相互会社

合 名 ･
合資会社

合 同
会 社

会社以外
の 法 人

個 人
経 営

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

総 数
農 業 ， 林 業
漁 業
鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業
建 設 業
製 造 業
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業
学術研究，専門・技術サービス業
宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ， 娯 楽 業
教 育 ， 学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サービス業 他に分類されないもの

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

産 業 大 分 類

事 業 所 数
経 営 組 織 別総 数

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

平成26年7月1日現在

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～

　299人
300～

　499人
500～

　999人
1,000人
以上

派遣従業
者 の み

資料：経済センサス‐基礎調査

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年

事 業 所 数 従 業 者 数
従 業 者 規 模 別

平成21年 26年





Ｅ

農 林

水 産 業
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昭和50

平成2

　　　専・兼業農家数の推移

昭和 平成

戸

第 種兼業

第 種兼業

専業農家

昭和 平成

経営耕地面積の推移

樹園地

畑

田

注：平成 年は農業経営体のうち家族経営。
：平成 年、 年は農業経営体のうち販売農家。
：平成 年までは、旧豊田市域の数値である。

注 ：平成 年は、第 種兼業農家数に自給的農家 戸を含む。
：平成 年、 年、 年は販売農家の数値。
：平成 年までは、旧豊田市域の数値である。

年

年
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Ｅ－１　専兼業別・主副業別農家数（販売農家）

男子生産 女子生産 第 １ 種
年齢人口 年齢人口 兼業農家
が い る が い る

挙 母
高 橋
上 郷
高 岡
猿 投
保 見
石 野
松 平
藤 岡
小 原
足 助
盛岡村
賀茂村
阿摺村
下 山

下山村2－2
旭

三濃村2－1
稲 武

＜用語の定義＞
・農    家　  　：経営耕地面積が10アール以上の農業を営む世帯又は過去1年間の農産物
　　　　　　　　　販売金額が15万円以上あった世帯
・販売農家　　　：経営耕地面積が30アール以上又は農産物販売金額が50万円以上の農家
・自給的農家　　：経営耕地面積が30アール未満かつ農産物販売金額が50万円未満の農家
・例外規程　　　：経営耕地面積が30アール未満で、かつ、過去1年間の農産物販売金額が
　　　　　　　　　50万円以上の農家
・専業農家　　　：世帯員のうちに兼業従事者が１人もいない農家
・兼業農家　　　：世帯員のうちに兼業従事者が１人以上いる農家
・第１種兼業農家：兼業農家のうち、農業所得を主とする農家
・第２種兼業農家：兼業農家のうち、農業所得を従とする農家
・主業農家　　　：農業所得が主で、過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未
　　　　　　　　　満の世帯員がいる農家
・準主業農家　　：農外所得が主で、過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未
　　　　　　　　　満の世帯員がいる農家
・副業的農家　　：過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未満の世帯員がいな
　　　　　　　　　い農家
・生産年齢人    ：満15歳以上65歳未満の者
・経営耕地　　　：農家が経営している耕地で、他から借りて耕作している耕地（借入耕
　　　　　　　　　地）を加えたもの。なお、貸付耕地、耕作放棄地は除く
・農業専従者　　：自営農業に年間150日以上従事した者

専 兼 業 別 農 家 数

総　数
専業農家 兼業農家

下
山

旭

地　　　区

足
助

区　　分

合　　　計
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Ｅ－１　専兼業別・主副業別農家数（販売農家）

男子生産 女子生産 第 １ 種
年齢人口 年齢人口 兼業農家
が い る が い る

挙 母
高 橋
上 郷
高 岡
猿 投
保 見
石 野
松 平
藤 岡
小 原
足 助
盛岡村
賀茂村
阿摺村
下 山

下山村2－2
旭

三濃村2－1
稲 武

＜用語の定義＞
・農    家　  　：経営耕地面積が10アール以上の農業を営む世帯又は過去1年間の農産物
　　　　　　　　　販売金額が15万円以上あった世帯
・販売農家　　　：経営耕地面積が30アール以上又は農産物販売金額が50万円以上の農家
・自給的農家　　：経営耕地面積が30アール未満かつ農産物販売金額が50万円未満の農家
・例外規程　　　：経営耕地面積が30アール未満で、かつ、過去1年間の農産物販売金額が
　　　　　　　　　50万円以上の農家
・専業農家　　　：世帯員のうちに兼業従事者が１人もいない農家
・兼業農家　　　：世帯員のうちに兼業従事者が１人以上いる農家
・第１種兼業農家：兼業農家のうち、農業所得を主とする農家
・第２種兼業農家：兼業農家のうち、農業所得を従とする農家
・主業農家　　　：農業所得が主で、過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未
　　　　　　　　　満の世帯員がいる農家
・準主業農家　　：農外所得が主で、過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未
　　　　　　　　　満の世帯員がいる農家
・副業的農家　　：過去1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未満の世帯員がいな
　　　　　　　　　い農家
・生産年齢人    ：満15歳以上65歳未満の者
・経営耕地　　　：農家が経営している耕地で、他から借りて耕作している耕地（借入耕
　　　　　　　　　地）を加えたもの。なお、貸付耕地、耕作放棄地は除く
・農業専従者　　：自営農業に年間150日以上従事した者

専 兼 業 別 農 家 数

総　数
専業農家 兼業農家

下
山

旭

地　　　区

足
助

区　　分

合　　　計

平成27年2月1日現在　単位：戸

第 ２ 種 65歳未満の 65歳未満の
兼業農家 農業専従者 農業専従者

が　い　る が　い　る

資料：農林業センサス

主 副 業 別 農 家 数

主業農家 準主業農家 副業的農家
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Ｅ－４　作付け（栽培）作物別農家数（販売農家）

工　芸
農作物

平成 年

注：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

Ｅ－５　栽培果樹・飼育家畜別農家数（販売農家）

りんご ぶどう なし もも かき みかん
平成 年

注：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

(参考)H17新豊田市

果　　 　　　　　　　　　　　　　　　樹

稲 麦類

(参考)H17新豊田市

年

年 雑穀 いも類 豆類

Ｅ－２　経営耕地規模別農家数

平成 年

…
…
…
…

注：平成12・17・22・27年は、販売農家のみの集計である。
　：平成17年調査から経営耕地規模の区分が一部変更された。
　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。
　

Ｅ－３　農産物販売金額規模別農家数

平成 年

注：平成12・17・22・27年は、販売農家のみの集計である。
　：平成17年調査から販売金額規模の区分が一部変更された。
　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

(参考)H17新豊田市

(参考)H17新豊田市

年 総農家数

年 総農家数 50～100

例外規程 0.3ha未満 0.3～0.5 0.5～1.0 1.0～1.5

販売なし 50万円未満 100～200 200～300
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各年2月1日現在　単位：戸

うち2.0～2.5 うち2.5～3.0

… …
… …
… …
… …

資料：農林業センサス

各年2月1日現在　単位：戸

うち500～700 うち700～1,000
… …
… …

資料：農林業センサス

1.5～2.0 2.0～3.0 3.0～5.0 5.0ha以上

1,500万円以上300～500 500～1000 1,000～1,500

各年2月1日現在　単位：戸
その他の
作　　物

…
…
…

… …
… …

資料：農林業センサス

各年2月1日現在　単位：戸

くり うめ 乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏

…
…
…
…
…

資料：農林業センサス

花き

果　　 　　　　　　　　　　　　　　　樹

種苗

養　蚕
畜　　　　　　　　　産

飼料用野菜類

Ｅ－２　経営耕地規模別農家数

平成 年

…
…
…
…

注：平成12・17・22・27年は、販売農家のみの集計である。
　：平成17年調査から経営耕地規模の区分が一部変更された。
　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。
　

Ｅ－３　農産物販売金額規模別農家数

平成 年

注：平成12・17・22・27年は、販売農家のみの集計である。
　：平成17年調査から販売金額規模の区分が一部変更された。
　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

(参考)H17新豊田市

(参考)H17新豊田市

年 総農家数

年 総農家数 50～100

例外規程 0.3ha未満 0.3～0.5 0.5～1.0 1.0～1.5

販売なし 50万円未満 100～200 200～300
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Ｅ－６　農産物販売部門別農家数（販売農家）

雑穀・
総　数 稲 麦　類 いも類 工芸農作物 野菜類 果樹類

・豆類

挙　母

高　橋

上　郷

高　岡

猿　投

保　見

石　野

松　平

藤　岡

小　原

足　助

盛岡村

賀茂村

阿摺村

下　山

下山村2－2

旭

三濃村2－1

稲　武

農　　　産　　　物　　　販　　　売　　　金　　　額　　　１　　　位　　　の　　　部　　　門　　　別　　　農　　　家　　　数

区　　　　　分

合　　　　計

下
山

旭

足
助

地　　　　区

Ｅ－７　年齢別・外部労働力別農業労働（販売農家）

総 数 15～29歳 30～39 40～49 50～59 60～64 65歳以上

平成 年

注：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

  ：平成22年以降の農業臨時雇は、手伝い等を含んだ数値である。

(参考)H17新豊田市

年
年齢別の農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）
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　　  平成27年2月1日現在　単位：戸

花き・花木 酪　農 肉用牛 養　豚 養　鶏 養　蚕

資料：農林業センサス

農　　　産　　　物　　　販　　　売　　　金　　　額　　　１　　　位　　　の　　　部　　　門　　　別　　　農　　　家　　　数

その他
の作物

その他
の畜産

Ｅ－６　農産物販売部門別農家数（販売農家）

雑穀・
総　数 稲 麦　類 いも類 工芸農作物 野菜類 果樹類

・豆類

挙　母

高　橋

上　郷

高　岡

猿　投

保　見

石　野

松　平

藤　岡

小　原

足　助

盛岡村

賀茂村

阿摺村

下　山

下山村2－2

旭

三濃村2－1

稲　武

農　　　産　　　物　　　販　　　売　　　金　　　額　　　１　　　位　　　の　　　部　　　門　　　別　　　農　　　家　　　数

区　　　　　分

合　　　　計

下
山

旭

足
助

地　　　　区

各年2月1日現在　単位：人、戸、日

実農家数 全作業 育 苗
耕起・
代かき

田 植 防 除
稲刈り
・脱穀

 乾燥・
 調　整

雇入れた
農 家 数 延べ人日

… … …

… … …

資料：農林業センサス

農業臨時雇水稲作の作業を委託した農家数
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Ｅ－８　日数別農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）（販売農家）

年

区　 分 総　数 男 女 総　数 男 女

  29日以下

 30～ 59

 60～ 99

100～149

 150日以上

計

注：平成17年までは、旧豊田市域の数値である。

平　成　12　年 17　年

Ｅ－９　面積別農家数・年齢別農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）(販売農家）

単位：戸

未満 ～0.5 ～1.0 ～1.5 ～2.0 ～3.0 ～5.0 ～10 ～20 以上

挙　母

高　橋

上　郷

高　岡

猿　投

保　見

石　野

松　平

藤　岡

小　原

足助町

盛岡村

賀茂村

阿摺村

下山村

下山村2-2

旭　村

三濃村2-1

稲　武

合　　　計

足
助

下
山

旭

農　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　数

経営
耕地
なし

総 数

地　　　区

区　　　分
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Ｅ－８　日数別農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）（販売農家）

年

区　 分 総　数 男 女 総　数 男 女

  29日以下

 30～ 59

 60～ 99

100～149

 150日以上

計

注：平成17年までは、旧豊田市域の数値である。

平　成　12　年 17　年

各年2月1日現在　単位：人

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

資料：農林業センサス

（参考）H17新豊田市 22　年 27　年

単位：戸 平成27年2月1日現在　単位：人

75歳
 ～19 ～24 ～29 ～34 ～39 ～44 ～49 ～54 ～59 ～64 ～69 ～74 以上

資料：農林業センサス

農　　　　　　業　　　　　　従　　　　　　事　　　　　　者　　　　　　数

総 数



− 174 −

Ｅ－１０　農作物・果樹・畜産の状況（販売農家）

総　数 稲 麦 類 雑 穀 いも類 豆 類 工芸農作物 野菜類

挙　母
高　橋
上　郷
高　岡
猿　投
保　見
石　野
松　平
藤　岡
小　原
足助町
盛岡村
賀茂村
阿摺村
下山村

下山村2－2
旭　村

三濃村2－1
稲武町

地　　　区

足
助

下
山

旭

区　　　分

合　　　計

　農　　　作　　　物　　　の　　　作　　　付　　　（　栽　培　）　　　面　　　積

Ｅ－１１　経営耕地種別面積（販売農家）

総　数   作付地  未作付地 総　数   作付地

挙　母
高　橋
上　郷
高　岡
猿　投
保　見
石　野
松　平
藤　岡
小　原
足助町
盛岡村
賀茂村
阿摺村
下山村

下山村2－2
旭　村

三濃村2－1
稲武町

地　　　区

足
助

下
山

旭

総面積
田 　の 　面 　積区　　　分

合　　　計

経　　　　営　　　　耕　　　　地　　　　面　　　　積
畑 　の 　面 　積
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Ｅ－１０　農作物・果樹・畜産の状況（販売農家）

総　数 稲 麦 類 雑 穀 いも類 豆 類 工芸農作物 野菜類

挙　母
高　橋
上　郷
高　岡
猿　投
保　見
石　野
松　平
藤　岡
小　原
足助町
盛岡村
賀茂村
阿摺村
下山村

下山村2－2
旭　村

三濃村2－1
稲武町

地　　　区

足
助

下
山

旭

区　　　分

合　　　計

　農　　　作　　　物　　　の　　　作　　　付　　　（　栽　培　）　　　面　　　積
平成27年2月1日現在　単位：ａ･戸

花き花木 果樹類 その他 農家数 面 積 農家数 面 積 農家数 面 積

資料：農林業センサス

畑 の あ る 樹園地のある田 の あ る　農　　　作　　　物　　　の　　　作　　　付　　　（　栽　培　）　　　面　　　積

平成27年2月1日現在　単位：ａ

 未作付地 借入地 貸付地

資料：農林業センサス

耕　作
放棄地

樹園地
の面積

経　　　　営　　　　耕　　　　地　　　　面　　　　積
畑 　の 　面 　積

借入・貸付地
（再　掲）
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Ｅ－１２　農業用機械の所有経営体数と所有台数

　　15　～
実農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数

農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数

注：平成17年までは旧豊田市域の数値である。 資料：農林業センサス

15馬力未満

平成７年

総　　　数 歩 行 型区　　分

動　　力　　耕　　う　　ん　　機　　・　　農　　用　　ト　　ラ　　ク　　タ　　ー

バインダー コンバイン 米麦用乾燥機

参考)H17新豊田市

乗　　　　　用　　　　　　型

区　　分

平成７年

参考)H17新豊田市
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各年2月1日現在　単位：経営体･台

台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数 農業経営体数 台 数

資料：農林業センサス

動力田植機
乗用型スピード

スプレヤー
30馬力以上

動力防除機
動　　力　　耕　　う　　ん　　機　　・　　農　　用　　ト　　ラ　　ク　　タ　　ー

乗　　　　　用　　　　　　型
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家） 

第１種 第２種

一 区
二 区
三 区
四 区
小 坂

三 軒 屋
樹 木
梅 坪
西 山
宮 口 上

宮 口 一 色
宮 口 新 田
本 地 新 田
本 地 本 郷
千 足

土 橋
金 谷
下 市 場
下 林
長 興 寺

今
西 山 室
深 田 山
東 田
前 山

新 生 町
釜 ケ 前
西 衣

寺 部
平 井
岩 滝
池 田
矢 並

市 木
上 野 山
広 川

森
御 立

野 見
渡 合
大 見

泉
志 賀

古 瀬 間

豊 田 市 計

挙 母 地 区 計

高 橋 地 区 計

畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家） 

第１種 第２種

一 区
二 区
三 区
四 区
小 坂

三 軒 屋
樹 木
梅 坪
西 山
宮 口 上

宮 口 一 色
宮 口 新 田
本 地 新 田
本 地 本 郷
千 足

土 橋
金 谷
下 市 場
下 林
長 興 寺

今
西 山 室
深 田 山
東 田
前 山

新 生 町
釜 ケ 前
西 衣

寺 部
平 井
岩 滝
池 田
矢 並

市 木
上 野 山
広 川

森
御 立

野 見
渡 合
大 見

泉
志 賀

古 瀬 間

豊 田 市 計

挙 母 地 区 計

高 橋 地 区 計

畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田

平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

資料：農林業センサス

そ の 他 うち稲総　数
主　　に　　仕　　事

主に家事
 ・育児

学　生

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

上 渡 刈
下 渡 刈
鴛 鴨
隣 松 寺
永 覚

上 長 根
上 和 会
中 和 会
下 和 会
広 畔

福 受
中 切
宗 定
川 端
上 中 島

阿 弥 陀 堂
国 江
配 津
上 野
西 桝 塚

東 桝 塚

大 林
西 田
一 本 木
竹 上
竹 中

竹 下
若 林
中 根
吉 原
花 園

駒 場
中 田
大 島
西 山
本 田

前 林
中 部
新 馬 場
本 地

町

乙 尾

上 郷 地 区 計

高 岡 地 区 計

猿 投 地 区 計

（ 保 見 ）

樹園地総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

上 渡 刈
下 渡 刈
鴛 鴨
隣 松 寺
永 覚

上 長 根
上 和 会
中 和 会
下 和 会
広 畔

福 受
中 切
宗 定
川 端
上 中 島

阿 弥 陀 堂
国 江
配 津
上 野
西 桝 塚

東 桝 塚

大 林
西 田
一 本 木
竹 上
竹 中

竹 下
若 林
中 根
吉 原
花 園

駒 場
中 田
大 島
西 山
本 田

前 林
中 部
新 馬 場
本 地

町

乙 尾

上 郷 地 区 計

高 岡 地 区 計

猿 投 地 区 計

（ 保 見 ）

樹園地総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

…

資料：農林業センサス

うち稲総　数
主　　に　　仕　　事

主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

西 広 見
八 草
大 畑
篠 原
田 籾

上 伊 保
伊 保 堂
殿 貝 津
下 伊 保
伊 保 原

大 清 水

猿 投
加 納
舞 木
本 徳
乙 部

亀 首
四 郷
花 本
荒 井
越 戸

御 船
西 枝 下
西 広 瀬
第 １ 開 拓
第 ２ 開 拓

富 田
押 沢
松 嶺
藤 沢
国 附

小 峯
上 切
下 切
東 枝 下
力 石

下 室
平 戸 橋
勘 八
中 切
野 口

小 白 見
中 金

室
山 路 椿
手 呂

（ 猿 投 ）

（ 石 野 ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

西 広 見
八 草
大 畑
篠 原
田 籾

上 伊 保
伊 保 堂
殿 貝 津
下 伊 保
伊 保 原

大 清 水

猿 投
加 納
舞 木
本 徳
乙 部

亀 首
四 郷
花 本
荒 井
越 戸

御 船
西 枝 下
西 広 瀬
第 １ 開 拓
第 ２ 開 拓

富 田
押 沢
松 嶺
藤 沢
国 附

小 峯
上 切
下 切
東 枝 下
力 石

下 室
平 戸 橋
勘 八
中 切
野 口

小 白 見
中 金

室
山 路 椿
手 呂

（ 猿 投 ）

（ 石 野 ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

資料：農林業センサス

主　　に　　仕　　事
主に家事
 ・育児

うち稲学　生 そ の 他総　数

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

下 鷹 見
寺 谷 下
小 呂
上 鷹 見
成 合

千 鳥
元 山 中

酒 呑
白 瀬
重 田 和
西 野
二 本 木

六 ツ 木
赤 原
岩 倉 東
岩 倉 南
岩 倉 西

山 中
菅 沼
日 向
九 久 平
鵜 ケ 瀬

中
中 垣 内
桂 野
川 向
七 売

滝 脇
長 沢 西
長 沢 東
林 添
下 河 内

大 給
鍋 田
曲 り
築 山
大 楠

堤 立
椿 木
歌 石
大 田
茅 原

羽 明
大 津
所 石
豊 栄
東 宮 口

松 平 地 区 計

兼 業
総　数 田 畑総　数 専 業 樹園地

農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

下 鷹 見
寺 谷 下
小 呂
上 鷹 見
成 合

千 鳥
元 山 中

酒 呑
白 瀬
重 田 和
西 野
二 本 木

六 ツ 木
赤 原
岩 倉 東
岩 倉 南
岩 倉 西

山 中
菅 沼
日 向
九 久 平
鵜 ケ 瀬

中
中 垣 内
桂 野
川 向
七 売

滝 脇
長 沢 西
長 沢 東
林 添
下 河 内

大 給
鍋 田
曲 り
築 山
大 楠

堤 立
椿 木
歌 石
大 田
茅 原

羽 明
大 津
所 石
豊 栄
東 宮 口

松 平 地 区 計

兼 業
総　数 田 畑総　数 専 業 樹園地

農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

資料：農林業センサス

うち稲

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）

主　　に　　仕　　事
主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他総　数
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

真 垣 内
日 明
松 平

飯 野
石 飛
北 一 色

迫
深 見

御 内 平
田 茂 平
西 中 山 北
西 中 山 南
藤 営

御 作
上 川 口
下 川 口
木 瀬
三 箇

大 岩
白 川
西 市 野 々
石 畳
北 曽 木

折 平
上 渡 合

大 平 上
大 平 下
寺 平
荷 掛
大 洞

乙 ケ 林
三 ツ 久 保
沢 田
西 萩 平
千 洗

喜 佐 平
上 仁 木
東 市 野 々
北 篠 平

小

川 見
柏 雑
前 洞
大 ケ 蔵 連
田 代

藤 岡 地 区 計

小 原 地 区 計

畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

真 垣 内
日 明
松 平

飯 野
石 飛
北 一 色

迫
深 見

御 内 平
田 茂 平
西 中 山 北
西 中 山 南
藤 営

御 作
上 川 口
下 川 口
木 瀬
三 箇

大 岩
白 川
西 市 野 々
石 畳
北 曽 木

折 平
上 渡 合

大 平 上
大 平 下
寺 平
荷 掛
大 洞

乙 ケ 林
三 ツ 久 保
沢 田
西 萩 平
千 洗

喜 佐 平
上 仁 木
東 市 野 々
北 篠 平

小

川 見
柏 雑
前 洞
大 ケ 蔵 連
田 代

藤 岡 地 区 計

小 原 地 区 計

畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数 専 業
兼 業

総　数 田

平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

資料：農林業センサス

そ の 他 うち稲総　数
主　　に　　仕　　事

主に家事
 ・育児

学　生

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

北
永 太 郎
倉 野
西 丹 波
平 岩

岩 下
苅 萱
宮 代
松 名
遊 屋

市 場
大 草
大 坂
鍛 治 屋 敷

李

川 下
百 月
簗 平
日 面
平 畑

榑 俣
西 細 田
下 仁 木

宮 町
田 町
親 王 町

川 端
戸 中
岩 下
平 折
国 閑

上 脇
下 佐 切
上 佐 切
下 国 谷
白 倉

国 谷
栃 原
四 ツ 松
上 冷 田
沢 ノ 堂

野 林
中 川
岩 神
近 岡
井 ノ 口

足 助 地 区 計

足 助 地 区

盛 岡 地 区

専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

北
永 太 郎
倉 野
西 丹 波
平 岩

岩 下
苅 萱
宮 代
松 名
遊 屋

市 場
大 草
大 坂
鍛 治 屋 敷

李

川 下
百 月
簗 平
日 面
平 畑

榑 俣
西 細 田
下 仁 木

宮 町
田 町
親 王 町

川 端
戸 中
岩 下
平 折
国 閑

上 脇
下 佐 切
上 佐 切
下 国 谷
白 倉

国 谷
栃 原
四 ツ 松
上 冷 田
沢 ノ 堂

野 林
中 川
岩 神
近 岡
井 ノ 口

足 助 地 区 計

足 助 地 区

盛 岡 地 区

専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）

総　数

平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

… …

資料：農林業センサス

総　数
主　　に　　仕　　事

主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他 うち稲

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）



− 190 −

Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

大 島
則 定
霧 山

桑 田 和
菅 生
龍 岡
怒 田 沢
川 面

上 八 木
五 反 田
千 田
玉 野
二 夕 宮

葛 沢
東 大 見
山 ノ 中 立
御 内 蔵 連
綾 渡

三 沢
山 ケ 谷
有 京
平 沢
大 多 賀

連 谷
明 川

阿 摺
西 樫 尾
切 山
小 町
御 蔵

渡 合
実 栗
月 原
白 山
大 沢

中 立
摺

大 河 原
葛

富 岡

久 木
新 盛
大 和

阿 摺 地 区

下 山 地 区 計

下 山 地 区

賀 茂 地 区

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

大 島
則 定
霧 山

桑 田 和
菅 生
龍 岡
怒 田 沢
川 面

上 八 木
五 反 田
千 田
玉 野
二 夕 宮

葛 沢
東 大 見
山 ノ 中 立
御 内 蔵 連
綾 渡

三 沢
山 ケ 谷
有 京
平 沢
大 多 賀

連 谷
明 川

阿 摺
西 樫 尾
切 山
小 町
御 蔵

渡 合
実 栗
月 原
白 山
大 沢

中 立
摺

大 河 原
葛

富 岡

久 木
新 盛
大 和

阿 摺 地 区

下 山 地 区 計

下 山 地 区

賀 茂 地 区

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

…

資料：農林業センサス

主　　に　　仕　　事
主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他 うち稲

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）総　数
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

花 沢 １ 区
花 沢 ２ 区
花 沢 ３ 区
花 沢 ４ 区
花 沢 ５ 区

東大沼１区
東大沼２区
東大沼３区
東大沼４区
小 松 野

東 蘭
黒 坂
和 合
神 殿
大 桑

梶
平 瀬
田 平 沢
栃 立
立 岩

大 林
高 野
野 原
羽 布
吉 平

宇 連 野
阿 蔵
梨 野

蘭 村
田 折
蕪 木
田 代 上
田 代 嶋

田 代 中
田 代 日 影

田 津 原
閑 羅 瀬
時 瀬
小 渡
有 間

笹 戸
市 平
池 島
東 萩 平
大 坪

旭 地 区 計

旭 地 区

下 山 地 区

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

花 沢 １ 区
花 沢 ２ 区
花 沢 ３ 区
花 沢 ４ 区
花 沢 ５ 区

東大沼１区
東大沼２区
東大沼３区
東大沼４区
小 松 野

東 蘭
黒 坂
和 合
神 殿
大 桑

梶
平 瀬
田 平 沢
栃 立
立 岩

大 林
高 野
野 原
羽 布
吉 平

宇 連 野
阿 蔵
梨 野

蘭 村
田 折
蕪 木
田 代 上
田 代 嶋

田 代 中
田 代 日 影

田 津 原
閑 羅 瀬
時 瀬
小 渡
有 間

笹 戸
市 平
池 島
東 萩 平
大 坪

旭 地 区 計

旭 地 区

下 山 地 区

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

… …

資料：農林業センサス

主　　に　　仕　　事
主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他 うち稲

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）
作物の作付
（栽培)

面積（a）総　数
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

万 根
榊 野
杉 本
押 井
東 加 塩

惣 田
小 畑
坪 崎
日 下 部
槙 本

伊 熊
伯 母 沢
八 幡
余 平
万 町

太 田
明 賀
小 田

島 崎
下 切
下 中 切
上 中 切
上 切

一 色
浅 谷
須 淵

稲 橋
中 当
夏 焼
野 入
大 野 瀬

押 山
武 節 町
桑 原
御 所 貝 津
川 手

黒 田
小 田 木
富 永

三 濃 地 区

稲 武 地 区 計

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
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Ｅ－１３　農業集落別結果表（販売農家）（続き）

第１種 第２種

万 根
榊 野
杉 本
押 井
東 加 塩

惣 田
小 畑
坪 崎
日 下 部
槙 本

伊 熊
伯 母 沢
八 幡
余 平
万 町

太 田
明 賀
小 田

島 崎
下 切
下 中 切
上 中 切
上 切

一 色
浅 谷
須 淵

稲 橋
中 当
夏 焼
野 入
大 野 瀬

押 山
武 節 町
桑 原
御 所 貝 津
川 手

黒 田
小 田 木
富 永

三 濃 地 区

稲 武 地 区 計

総　数 専 業
兼 業

総　数 田 畑 樹園地
農業集落名

農   家 　数　（戸） 経　営　耕　地　面　積　（ａ）
平成27年2月1日現在

自営農業が主 勤務が主
農業以外の
自営業が主

資料：農林業センサス

うち稲

作物の作付
（栽培)

面積（a）総　数
主　　に　　仕　　事

過 去 １ 年 間 の 生 活 の 主 な 状 態 別 世 帯 員 数（15才以上）

主に家事
 ・育児

学　生 そ の 他
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Ｅ－１４　保有山林面積規模別農家林家数

各年2月1日  単位：戸

年 総 数 0.1～1 1～5 5～10 10～20 20～50 50～100 100ha以上

  平成  2 年

　　 　12 …

…

(参考)H17新豊田市 …

　　 　22 …

　　 　27 …

注：平成12年以降の集計は林家数である。 資料：農林業センサス

　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

Ｅ－１５　林業生産量

各年12月31日現在

製  材 チップ等 合  計

(1,000束) (100㎏) (100束)

平成25年

資料：愛知県豊田加茂農林水産事務所林務課

生しいたけ
年

素        材
木  毛 薪 木  炭 竹  材

Ｅ－１６　利用地種別民有林面積・蓄積量

各年3月31日現在  単位：面積 ha，蓄積 m

竹林 無立木地

面 積 蓄 積 面 積 蓄 積 面 積 蓄 積 面積 面積

平成25年

　26

　27

　28

　29

資料：森林課

年 総面積
人  工  林 天  然  林 計
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Ｅ－１７　保有形態別林野面積・森林面積

単位：ha

公  有 私  有 公  有 私  有

 平成 2年

(参考)H17新豊田市

注：独立行政法人等は公有分に含む。 資料：農林業センサス

　：平成17年までは旧豊田市域の数値である。

年

林　　野　　面　　積 森　　林　　面　　積

総　数 国　有
民　　　有

総　数 国　有
民　　　有

Ｅ－１８　保安林面積

 単位：ha

年 　度 総　 数
水源かん
養保安林

土砂流出
防備保安林

土砂崩壊
防備保安林

干害防備
保安林

保健保安林 風致保安林

平成25年度

注：兼種保安林は上位の保安林に含まれる。 資料：愛知県豊田加茂農林水産事務所林務課

　：国有林を除いた民有林の保安林面積のみ。

Ｅ－１９　矢作川水系における内水面漁業の魚種別漁獲量

単位：ｔ

計
さけ・
ます類

あゆ こい ふな うなぎ

注：四捨五入のため、計と内訳の和は必ずしも一致しない。 資料：東海農林水産統計年報

　：数値は愛知県内の漁獲量である。

貝　類
その他
の水産

動植物類
総 数年

　28

平成24年

　26

　25

魚　　　  　　　  　類

　27





Ｅ

農 林

水 産 業

Ｆ

工 業

※従業者４人以上の事業所の集計である。
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総　　　数

輸送機械
生産用機械
金属製品
プラスチック
窯業・土石
はん用機械
電気機械
食料品
その他

(万円)
従業者１人当たり製造品出荷額等 
総　　　数

業　　　種
皮革製品
飲料・飼料
家具・装備品
食料品
印刷
窯業・土石
業務用機械
繊維
金属製品
生産用機械
木材・木製品
はん用機械
化学
電気機械
パルプ・紙
プラスチック
その他
ゴム製品
電子部品
鉄鋼
非鉄金属
情報通信機械
石油・石炭
輸送機械

輸送機械

生産用機械

金属製品
プラスチック

窯業・土石

はん用機械

電気機械

食料品

その他

産業別工場数 構成比

平成 年 月 日現在

皮革製品

飲料・飼料

家具・装備品

食料品

印刷

窯業・土石

業務用機械

繊維

金属製品

生産用機械

木材・木製品

はん用機械

化学

電気機械

パルプ・紙

プラスチック

その他

ゴム製品

電子部品

鉄鋼

非鉄金属

情報通信機械

石油・石炭

輸送機械

単位：万円

従業者 人当たり製造品出荷額等

工場数
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Ｆ－１　産業中分類別総括表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

Ｆ－２　従業者規模別表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　　数

４～９人　　　　　
１０～１９人　　　　  
２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　
５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　
２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　
５００～９９９人　　　　　

　　 １,０００人以上

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

業　　　　種

工　　場　　数

総　　　　　数
総 数 法 人 個 人

( 内 ) 常 用 労 働 者

従 業 者 規 模

工　　場　　数

総 数
総　　　　　数

法 人 個 人
( 内 ) 常 用 労 働 者
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Ｆ－１　産業中分類別総括表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

Ｆ－２　従業者規模別表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　　数

４～９人　　　　　
１０～１９人　　　　  
２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　
５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　
２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　
５００～９９９人　　　　　

　　 １,０００人以上

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

業　　　　種

工　　場　　数

総　　　　　数
総 数 法 人 個 人

( 内 ) 常 用 労 働 者

従 業 者 規 模

工　　場　　数

総 数
総　　　　　数

法 人 個 人
( 内 ) 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原　材　料

使 用 額 等

(万円) (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原　材　料

使 用 額 等

(万円) (万円) (万円)

資料：工業統計調査

製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

生　産　額 付加価値額
総　　数

製　造　品
出　荷　額

加　工　賃
収　入　額

そ　の　他
収　入　額

生　産　額 付加価値額
総　　数

製　造　品
出　荷　額

加　工　賃
収　入　額

そ　の　他
収　入　額
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Ｆ－１　産業中分類別総括表（続き）
平成29年6月1日現在

(注1) (注1) (注1)
１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)
総　　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他
注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

Ｆ－２　従業者規模別表（続き）
平成29年6月1日現在

(注1) (注1) (注1)
１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)
総　　　　数

４～９人　　　　　
１０～１９人　　　　  
２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　
５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　
２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　
５００～９９９人　　　　　

　 　１,０００人以上
注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

除　却　額 減 価 償 却 額 年 初 現 在 高
業　　　　種 敷 地 面 積

有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

取　得　額

従 業 者 規 模 敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

減 価 償 却 額 年 初 現 在 高取　得　額 除　却　額
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平成29年6月1日現在

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

資料：工業統計調査

原 材 料 等
使 用 率 (%)

現 金 給 与
比　率　(%)

総 合 比 率
　　　　　(%)

原 材 料 等
使 用 率 (%)

現 金 給 与
比　率　(%)

総 合 比 率
　　　　　(%)

製造品出荷額等
に対する

付加価値率（%）

製造品出荷額等
に対する

付加価値率（%）

年 末 現 在 高

原 価 に 関 す る 比 率
対 製 造 品 出 荷 額 等(土地を含む)(万円)

投　資　額

原 価 に 関 す る 比 率
対 製 造 品 出 荷 額 等(土地を含む)(万円)

年 末 現 在 高 投　資　額

Ｆ－１　産業中分類別総括表（続き）
平成29年6月1日現在

(注1) (注1) (注1)
１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)
総　　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他
注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

Ｆ－２　従業者規模別表（続き）
平成29年6月1日現在

(注1) (注1) (注1)
１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)
総　　　　数

４～９人　　　　　
１０～１９人　　　　  
２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　
５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　
２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　
５００～９９９人　　　　　

　 　１,０００人以上
注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

除　却　額 減 価 償 却 額 年 初 現 在 高
業　　　　種 敷 地 面 積

有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

取　得　額

従 業 者 規 模 敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

減 価 償 却 額 年 初 現 在 高取　得　額 除　却　額
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Ｆ－３　主要項目の産業中分類別数値及び加工数値

業　　　種
(内)常用労働者

総　　　数
食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他
注：従業者１人当たりの数値のうち、現金給与額については常用労働者を分母とし、他は従
    業者総数を分母としている。

工場数
従　　業　　者　　数

製造品出荷額等(万円)
総　　数

Ｆ－４　産業中分類別従業者規模別表

総 数 4～9人 10～29人 30～299人 300人以上 総 数 4～9人 10～29人
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工      場      数 　　従    業    者    数     
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Ｆ－３　主要項目の産業中分類別数値及び加工数値

業　　　種
(内)常用労働者

総　　　数
食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他
注：従業者１人当たりの数値のうち、現金給与額については常用労働者を分母とし、他は従
    業者総数を分母としている。

工場数
従　　業　　者　　数

製造品出荷額等(万円)
総　　数

平成29年6月1日現在

従 業 製 造 品 付  加 現   金 製 造 品 付  加
者 数 出荷額等 価値額 給与総額 出荷額等 価値額

資料：工業統計調査

 　１ 工 場 当 た り (万円) (注) 従業者１人当たり (万円)

平成29年6月1日現在

30～299人 300人以上 総 　  数 4～9人 10～29人 30～299人 300人以上

資料：工業統計調査

　　従    業    者    数     製    造    品    出    荷    額    等    (万円)
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表

（１）挙母地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（２）高橋地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表（続き）

（３）上郷地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（４）高岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表（続き）

（５）猿投地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（６）松平地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表（続き）

（７）藤岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（８）小原地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表（続き）

（９）足助地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（10）下山地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－５　産業中分類別地区別表（続き）

（11）旭地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（12）稲武地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

食料品
飲料・飼料
繊維
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙
印刷
化学
石油・石炭
プラスチック
ゴム製品
皮革製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

工 場 数
総 数

業　　　種
工 場 数

総 数

業　　　種

従　　　　業　　　　者　　　　数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数



− 217 −

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
生 産 額

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－６  自動車関連製造業産業中分類別総括表

現 金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)

総　　　数

繊維

木材・木製品

家具・装備品

印刷

化学

プラスチック

ゴム製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

Ｆ－７  自動車関連製造業従業者規模別表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)

総　　　数

４～９人　　　　　

１０～１９人　　　　  

２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　

５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　

２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　

５００～９９９人　　　　　

　　 １,０００人以上

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数

従 業 者 規 模

工　　場　　数

総 数

業 種

工 場 数

総　　　　　数

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

法 人 個 人
( 内 ) 常 用 労 働 者
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Ｆ－６  自動車関連製造業産業中分類別総括表

現 金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)

総　　　数

繊維

木材・木製品

家具・装備品

印刷

化学

プラスチック

ゴム製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

Ｆ－７  自動車関連製造業従業者規模別表

現　金

給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)

総　　　数

４～９人　　　　　

１０～１９人　　　　  

２０～２９人　　　　　

３０～４９人　　　　　

５０～９９人　　　　　

１００～１９９人　　　　　

２００～２９９人　　　　　

３００～４９９人　　　　　

５００～９９９人　　　　　

　　 １,０００人以上

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数

従 業 者 規 模

工　　場　　数

総 数

業 種

工 場 数

総　　　　　数

従　　　　　業　　　　　者　　　　　数

法 人 個 人
( 内 ) 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料

使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原　材　料

使 用 額 等 製　造　品 加　工　賃 そ　の　他

(万円) 出　荷　額 収　入　額 収　入　額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

生 産 額 付 加 価 値 額

総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

生　産　額 付加価値額

総　　数
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Ｆ－６  自動車関連製造業産業中分類別総括表（続き）
平成29年6月1日現在

(注) (注) (注)

１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)

総　　　数

繊維

木材・木製品

家具・装備品

印刷

化学

プラスチック

ゴム製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

Ｆ－７  自動車関連製造業従業者規模別表（続き）
平成29年6月1日現在

(注) (注) (注)

１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)

総　　　数

４～９人　　　

１０～１９人　　　

２０～２９人　　　

３０～４９人　　　

５０～９９人　　　

１００～１９９人　　　

２００～２９９人　　　

３００～４９９人　　　

５００～９９９人　　　

１,０００人以上

注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

除　却　額 減 価 償 却 額 年 初 現 在 高

業　　　種

従 業 者 規 模

取　得　額

敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

減 価 償 却 額 年 初 現 在 高取　得　額 除　却　額
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Ｆ－６  自動車関連製造業産業中分類別総括表（続き）
平成29年6月1日現在

(注) (注) (注)

１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)

総　　　数

繊維

木材・木製品

家具・装備品

印刷

化学

プラスチック

ゴム製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

Ｆ－７  自動車関連製造業従業者規模別表（続き）
平成29年6月1日現在

(注) (注) (注)

１ 日 当 た り

使 用 水 量

(㎡)

総　　　数

４～９人　　　

１０～１９人　　　

２０～２９人　　　

３０～４９人　　　

５０～９９人　　　

１００～１９９人　　　

２００～２９９人　　　

３００～４９９人　　　

５００～９９９人　　　

１,０００人以上

注：使用水量・敷地面積・有形固定資産額は、従業者30人以上の工場。

敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

除　却　額 減 価 償 却 額 年 初 現 在 高

業　　　種

従 業 者 規 模

取　得　額

敷 地 面 積
有　　　形　　　固　　　定　　　資　　　産　　　額

減 価 償 却 額 年 初 現 在 高取　得　額 除　却　額

平成29年6月1日現在

原材料等 現金給与 総合比率

使用率(%) 比率(%)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原材料等 現金給与 総合比率

使用率(%) 比率(%)

資料：工業統計調査

原 価 に 関 す る 比 率
対 製 造 品 出 荷 額 等

年 末 現 在 高 投　資　額

(土地を含む)(万円)

原 価 に 関 す る 比 率
対 製 造 品 出 荷 額 等(土地を含む)(万円)

製造品出荷額等
に対する
付加価値率

（%）

製造品出荷額等
に対する
付加価値率

（%）

年 末 現 在 高 投　資　額
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表

（１）挙母地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（２）高橋地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数
総 数 法 人 個 人

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表

（１）挙母地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（２）高橋地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数
総 数 法 人 個 人

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

付 加 価 値 額
総 数

生 産 額

生 産 額

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
付 加 価 値 額

総 数
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（３）上郷地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（４）高岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（３）上郷地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（４）高岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

総 数
生 産 額

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

生 産 額

付 加 価 値 額

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（５）猿投地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（６）松平地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（５）猿投地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（６）松平地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

業　　　種
工 場 数

総 数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

従　　　　業　　　　者　　　　数

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

総 数
生 産 額

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

生 産 額

付 加 価 値 額

付 加 価 値 額
総 数

　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（７）藤岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（８）小原地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（７）藤岡地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（８）小原地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（９）足助地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（10）下山地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（９）足助地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（10）下山地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数



− 232 −

Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（11）旭地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（12）稲武地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者
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Ｆ－８　自動車関連製造業地区別表（続き）

（11）旭地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

（12）稲武地区

現 金
給 与 総 額

計 男 女 計 男 女 (万円)
総　　　数

繊維
木材・木製品
家具・装備品
印刷
化学
プラスチック
ゴム製品
窯業・土石
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
はん用機械
生産用機械
業務用機械
電子部品
電気機械
情報通信機械
輸送機械
その他

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

業　　　種
工 場 数

総 数

従　　　　業　　　　者　　　　数

総 数 法 人 個 人
内 常 用 労 働 者

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

平成29年6月1日現在

原 材 料
使 用 額 等 製 造 品 加 工 賃 そ の 他

(万円) 出 荷 額 収 入 額 収 入 額 (万円) (万円)

資料：工業統計調査

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数

生 産 額
　　　　製　　造　　品　　出　　荷　　額　　等　　（万円）

付 加 価 値 額
総 数
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Ｆ－９　産業中分類別工場数（推移）

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１０　産業中分類別従業者数（推移）
単位：人

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査
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Ｆ－９　産業中分類別工場数（推移）

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１０　産業中分類別従業者数（推移）
単位：人

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１１　産業中分類別原材料使用額等（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査 資料：工業統計調査

Ｆ－１２　産業中分類別製造品出荷額等（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査 資料：工業統計調査
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Ｆ－１３　産業中分類別加工賃・その他収入額（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１４　産業中分類別生産額（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査
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Ｆ－１３　産業中分類別加工賃・その他収入額（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１４　産業中分類別生産額（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査

Ｆ－１５　産業中分類別付加価値額（推移）
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査 資料：工業統計調査

Ｆ－１６　産業中分類別有形固定資産投資額 (推移) (従業者30人以上の事業所)
単位：万円

業　　　種 平成22年 24年 25年 26年 29年

総 　   数

食料品

飲料・飼料

繊維

木材・木製品 △635

家具・装備品

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム製品

皮革製品

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

はん用機械

生産用機械

業務用機械

電子部品

電気機械

情報通信機械

輸送機械

その他

資料：工業統計調査 資料：工業統計調査





Ｇ

商 業
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61　無店舗小売業
卸売業計
小売業計
総計

卸売業

小売業

その他の小売業

建築材料・鉱物・

金属材料等卸売業

機械器具卸売業

その他の卸売業

各種商品小売業

織物・衣服・
身の回り品小売業

機械器具小売業

飲食料品小売業

無店舗小売業

事業所数

卸売業

小売業

繊維・衣服等卸売業

飲食料品卸売業

建築材料，鉱物・

金属材料等卸売業

その他の卸売業

織物・衣服・

身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

従業者数
人

機械器具卸売業

各種商品小売業

無店舗小売業

各種商品卸売業

卸売業

小売業

各種商品卸売業 及び

その他の卸売業

繊維・衣服等卸売業

建築材料，鉱物・

金属材料等卸売業

機械器具卸売業

各種商品小売業

織物・衣服・

身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

無店舗小売業

年間商品
販売額

兆 億円

飲食料品卸売業

注：以下の 表は平成 年 月 日現在

業種別事業所数構成比

業種別従業者数構成比

業種別年間商品販売額構成比

各種商品卸売業
繊維・衣服等卸売業

飲食料品卸売業

61　無店舗小売業
卸売業計
小売業計
総計

卸売業

小売業

その他の小売業

建築材料・鉱物・

金属材料等卸売業

機械器具卸売業

その他の卸売業

各種商品小売業

織物・衣服・
身の回り品小売業

機械器具小売業

飲食料品小売業

無店舗小売業

事業所数

卸売業

小売業

繊維・衣服等卸売業

飲食料品卸売業

建築材料，鉱物・

金属材料等卸売業

その他の卸売業

織物・衣服・

身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

従業者数
人

機械器具卸売業

各種商品小売業

無店舗小売業

各種商品卸売業

卸売業

小売業

各種商品卸売業 及び

その他の卸売業

繊維・衣服等卸売業

建築材料，鉱物・

金属材料等卸売業

機械器具卸売業

各種商品小売業

織物・衣服・

身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

無店舗小売業

年間商品
販売額

兆 億円

飲食料品卸売業

注：以下の 表は平成 年 月 日現在

業種別事業所数構成比

業種別従業者数構成比

業種別年間商品販売額構成比

各種商品卸売業
繊維・衣服等卸売業

飲食料品卸売業
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Ｇ－１　産業小分類別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積

50　各種商品卸売業

　501　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

　511　繊維品卸売業（衣服，身の回り品を除く）

　512　衣服卸売業

　513　身の回り品卸売業

52　飲食料品卸売業

　521　農畜産物・水産物卸売業

　522　食料・飲料卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

　531　建築材料卸売業

　532　化学製品卸売業

　533　石油・鉱物卸売業

　534　鉄鋼製品卸売業

　535　非鉄金属卸売業

　536　再生資源卸売業

54　機械器具卸売業

　541　産業機械器具卸売業

　542　自動車卸売業

　543　電気機械器具卸売業

　549　その他の機械器具卸売業

55　その他の卸売業

　551　家具・建具・じゅう器等卸売業

　552　医薬品・化粧品等卸売業

　553　紙・紙製品卸売業

　559　他に分類されない卸売業

56　各種商品小売業

　561　百貨店，総合スーパー

　569　その他の各種商品小売業

（従業者が常時50人未満のもの）

57　織物・衣服・身の回り品小売業

　571　呉服・服地・寝具小売業

　572　男子服小売業

　573　婦人・子供服小売業

　574　靴・履物小売業

　579　その他の織物・衣服・身の回り品小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類

総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別） 株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営

豊田市総数

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

人 以 下

卸売業計

小売業計
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Ｇ－１　産業小分類別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積

50　各種商品卸売業

　501　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

　511　繊維品卸売業（衣服，身の回り品を除く）

　512　衣服卸売業

　513　身の回り品卸売業

52　飲食料品卸売業

　521　農畜産物・水産物卸売業

　522　食料・飲料卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

　531　建築材料卸売業

　532　化学製品卸売業

　533　石油・鉱物卸売業

　534　鉄鋼製品卸売業

　535　非鉄金属卸売業

　536　再生資源卸売業

54　機械器具卸売業

　541　産業機械器具卸売業

　542　自動車卸売業

　543　電気機械器具卸売業

　549　その他の機械器具卸売業

55　その他の卸売業

　551　家具・建具・じゅう器等卸売業

　552　医薬品・化粧品等卸売業

　553　紙・紙製品卸売業

　559　他に分類されない卸売業

56　各種商品小売業

　561　百貨店，総合スーパー

　569　その他の各種商品小売業

（従業者が常時50人未満のもの）

57　織物・衣服・身の回り品小売業

　571　呉服・服地・寝具小売業

　572　男子服小売業

　573　婦人・子供服小売業

　574　靴・履物小売業

　579　その他の織物・衣服・身の回り品小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類

総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別） 株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営

豊田市総数

外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

人 以 下

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別

総 数 男 女
～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 100人以上～ 人
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Ｇ－１　産業小分類別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

58　飲食料品小売業

　581　各種食料品小売業

　582　野菜・果実小売業

　583　食肉小売業

　584　鮮魚小売業

　585　酒小売業

　586　菓子・パン小売業

　589　その他の飲食料品小売業

59　機械器具小売業

　591　自動車小売業

　592　自転車小売業

　593　機械器具小売業（自動車，自転車を除く）

60　その他の小売業

　601　家具・建具・畳小売業

　602　じゅう器小売業

　603　医薬品・化粧品小売業

　604　農耕用品小売業

　605　燃料小売業

　606　書籍・文房具小売業

　607　スポーツ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業

　608　写真機・時計・眼鏡小売業

　609　他に分類されない小売業

61　無店舗小売業

　611　通信販売・訪問販売小売業

　612　自動販売機による小売業

　619　その他の無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類

総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別） 株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

人 以 下

Ｇ－２　従業者規模別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積

卸 売 業 小 売 業
株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合 資 会 社

合 同 会 社
会社以外の
法 人

個 人 経 営
外 国 の
会 社

法人でない
団 体

総　数

　 2人以下

　 3～ 4人

　 5～ 9人

  10～19人

  20～29人

  30～49人

  50～99人

 100人以上

従業者規模

事 業 所 数 従 業 者 数

総　　数

卸 ・ 小 売 別 経 営 組 織 別

総　　数
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Ｇ－１　産業小分類別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

58　飲食料品小売業

　581　各種食料品小売業

　582　野菜・果実小売業

　583　食肉小売業

　584　鮮魚小売業

　585　酒小売業

　586　菓子・パン小売業

　589　その他の飲食料品小売業

59　機械器具小売業

　591　自動車小売業

　592　自転車小売業

　593　機械器具小売業（自動車，自転車を除く）

60　その他の小売業

　601　家具・建具・畳小売業

　602　じゅう器小売業

　603　医薬品・化粧品小売業

　604　農耕用品小売業

　605　燃料小売業

　606　書籍・文房具小売業

　607　スポーツ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業

　608　写真機・時計・眼鏡小売業

　609　他に分類されない小売業

61　無店舗小売業

　611　通信販売・訪問販売小売業

　612　自動販売機による小売業

　619　その他の無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類

総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別） 株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

人 以 下

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別

総 数 男 女
～ 人 100人以上～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

卸 売 業 小 売 業
株式・有限・
相 互 会 社

合名・合資
会 社

合 同 会 社
会社以外の
法 人

個 人 経 営 外国の会社
法人でない
団 体 （万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

従 業 者 数
売 場 面 積

卸 ・ 小 売 別 経 営 組 織 別
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積

（１）挙母地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（２）高橋地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積

（１）挙母地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（２）高橋地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（３）上郷地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（４）高岡地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（３）上郷地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（４）高岡地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女



− 248 −

Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（５）猿投地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（６）松平地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（５）猿投地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（６）松平地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（７）藤岡地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（８）小原地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（７）藤岡地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（８）小原地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（９）足助地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（10）下山地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（９）足助地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（10）下山地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（11）旭地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（12）稲武地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

小売業計

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計
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Ｇ－３　地区別事業所数・従業者数・年間商品販売額・その他の収入額・売場面積（続き）

（11）旭地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

（12）稲武地区

株式・有限・
相 互 会 社

合 名 ・
合資会社

合同会社
会社以外
の 法 人

個人経営
外 国 の
会 社

法人でな
い 団 体

2人以下

50　各種商品卸売業

51　繊維・衣服等卸売業

52　飲食料品卸売業

53　建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

54　機械器具卸売業

55　その他の卸売業

56　各種商品小売業

57　織物・衣服・身の回り品小売業

58　飲食料品小売業

59　機械器具小売業

60　その他の小売業

61　無店舗小売業

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

小売業計

事 業 所 数

産　　業　　分　　類
総 数

経 営 組 織 別 従 業 者 規 模 別

小売業計

（番号及び分類別）

総　　数

卸売業計

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

平成26年7月1日現在

年 間 商 品 そ の 他 の

販 売 額 収 入 額

3～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上
（万円） （万円） （㎡）

資料：商業統計調査

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女

事 業 所 数 従 業 者 数
売 場 面 積

従 業 者 規 模 別
総 数 男 女





Ｇ

商 業

Ｈ

交通 、 運輸

及 び 通 信
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　電車駅乗降客数（一日平均）

平成 年度

三河八橋

若林

竹村

土橋

上挙母

豊田市

梅坪

越戸

平戸橋

猿投

上豊田

浄水

三河上郷

永覚

末野原

三河豊田

新上挙母

新豊田

愛環梅坪

四郷

貝津

保見

篠原

八草 愛環

八草リニモ

陶磁資料館南 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 人
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Ｈ－１　電車駅乗降客数(一日平均)

総　数 定　期 定期外 総　数 定　期 定期外

　三　河　線　計

　　三 河　八 橋

　　若　　　　林

　　竹　　　　村

　　土　　　　橋

　　上　 挙　 母

　　豊　 田　 市

　　梅　　　　坪

　　越　　　　戸

　　平　 戸　 橋

　　猿　　　　投

　豊　田　線　計

　　上　 豊　 田

　　浄　　　　水

計

　　三 河　上 郷

　　永　　　　覚

　　末　 野　 原

　　三 河　豊 田

　　新　上 挙 母

　　新　 豊　 田

　　愛 環  梅 坪

　　四　　　　郷

　　貝　　　　津

　　保　　　　見

　　篠　　　　原

　　八　　　　草

計

　八　　　　草

　陶磁資料館南

総　　　　数

26　年　度

愛
知
高
速
交
通

（

リ
ニ
モ
）

駅　　　　名

愛

知

環

状

鉄

道

名

古

屋

鉄

道

平　成　25　年　度



− 259 −

Ｈ－１　電車駅乗降客数(一日平均)

総　数 定　期 定期外 総　数 定　期 定期外

　三　河　線　計

　　三 河　八 橋

　　若　　　　林

　　竹　　　　村

　　土　　　　橋

　　上　 挙　 母

　　豊　 田　 市

　　梅　　　　坪

　　越　　　　戸

　　平　 戸　 橋

　　猿　　　　投

　豊　田　線　計

　　上　 豊　 田

　　浄　　　　水

計

　　三 河　上 郷

　　永　　　　覚

　　末　 野　 原

　　三 河　豊 田

　　新　上 挙 母

　　新　 豊　 田

　　愛 環  梅 坪

　　四　　　　郷

　　貝　　　　津

　　保　　　　見

　　篠　　　　原

　　八　　　　草

計

　八　　　　草

　陶磁資料館南

総　　　　数

26　年　度

愛
知
高
速
交
通

（

リ
ニ
モ
）

駅　　　　名

愛

知

環

状

鉄

道

名

古

屋

鉄

道

平　成　25　年　度

単位：人

総　数 定　期 定期外 総　数 定　期 定期外 総　数 定　期 定期外

資料：交通政策課

29　年　度27　年　度 28　年　度
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）

交通量観測地点地名

東名高速道路 岡崎市・豊田市境 伊勢湾岸自動車道 豊田JCT 岡崎～豊田JCT

伊勢湾岸自動車道 豊田JCT 一般国道１５５号 豊田IC 豊田JCT～豊田

一般国道１５５号 豊田IC 豊田市・みよし市境 豊田～東名三好

伊勢湾岸自動車道 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田東JCT 一般国道２４８号 豊田東IC 豊田東JCT～豊田東

一般国道２４８号 豊田東IC 東名高速道路 豊田JCT 豊田東～豊田JCT

東名高速道路 豊田JCT 豊田市・安城市境 豊田JCT～豊田南

安城市・豊田市境 一般国道４１９号 豊田南IC 豊田JCT～豊田南

一般国道４１９号 豊田南IC 豊田市・刈谷市境 豊田JCT～豊田南

一般国道１５３号 鴛鴨みよし線 和合豊田線 豊田南～豊明

和合豊田線 宮上知立線 みよし市三好町東山

宮上知立線 一般国道１５５号 豊田市本新町７丁目

一般国道１５５号 豊田環状線 豊田市東新町６丁目

豊田環状線 (市道）豊田刈谷線 豊田市衣ケ原１丁目

(市道）豊田刈谷線 一般国道４１９号 豊田市小坂町12丁目

一般国道４１９号 一般国道２４８号 豊田市元城町４丁目

一般国道２４８号 一般国道２４８号 豊田市久保町３丁目

一般国道２４８号 豊田市停車場線 豊田市久保町３丁目

豊田市停車場線 則定豊田線 豊田市久保町３丁目

則定豊田線 一般国道４１９号 豊田市久保町３丁目

一般国道４１９号 越戸停車場線

越戸停車場線 豊田明智線

豊田明智線 細川豊田線 豊田市勘八町長根

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市勘八町長根

一般国道１５３号 島崎豊田線 豊田市勘八町長根

島崎豊田線 力石名古屋線 豊田市勘八町長根

力石名古屋線 中金百々線 豊田市中金町申堂

中金百々線 松平志賀中金線 豊田市中金町申堂

松平志賀中金線 久木中金線 豊田市中金町申堂

久木中金線 岡崎足助線 豊田市中切町足ノ口

岡崎足助線 足助下山線 豊田市近岡町吉田

足助下山線 一般国道４２０号 豊田市近岡町吉田

一般国道４２０号 瀬戸設楽線 豊田市足助町引陣

瀬戸設楽線 瀬戸設楽線 豊田市富岡町羽根

瀬戸設楽線 久木中金線 豊田市新盛

久木中金線 土岐足助線 豊田市新盛

土岐足助線 小渡明川足助線 豊田市明川町

小渡明川足助線 平沢御蔵線 豊田市明川町

平沢御蔵線 小渡明川足助線 豊田市明川町

小渡明川足助線 牛地大多賀線 豊田市明川町

牛地大多賀線 笹戸小田木線 豊田市明川町

笹戸小田木線 一般国道２５７号 豊田市明川町

一般国道２５７号 瑞浪大野瀬線 豊田市野入町

瑞浪大野瀬線 一般国道１５３号 豊田市野入町
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市勘八町中根

一般国道１５５号 知立市・豊田市境 宮上知立線 豊田市駒場町雲目

宮上知立線 一般国道４１９号 豊田市駒場町雲目

一般国道４１９号 一般国道４１９号

一般国道４１９号 名古屋岡崎線

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市若林西町西山

名古屋岡崎線 (市道）堤竹1号線

(市道）堤竹1号線 鴛鴨みよし線

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）

交通量観測地点地名

東名高速道路 岡崎市・豊田市境 伊勢湾岸自動車道 豊田JCT 岡崎～豊田JCT

伊勢湾岸自動車道 豊田JCT 一般国道１５５号 豊田IC 豊田JCT～豊田

一般国道１５５号 豊田IC 豊田市・みよし市境 豊田～東名三好

伊勢湾岸自動車道 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田東JCT 一般国道２４８号 豊田東IC 豊田東JCT～豊田東

一般国道２４８号 豊田東IC 東名高速道路 豊田JCT 豊田東～豊田JCT

東名高速道路 豊田JCT 豊田市・安城市境 豊田JCT～豊田南

安城市・豊田市境 一般国道４１９号 豊田南IC 豊田JCT～豊田南

一般国道４１９号 豊田南IC 豊田市・刈谷市境 豊田JCT～豊田南

一般国道１５３号 鴛鴨みよし線 和合豊田線 豊田南～豊明

和合豊田線 宮上知立線 みよし市三好町東山

宮上知立線 一般国道１５５号 豊田市本新町７丁目

一般国道１５５号 豊田環状線 豊田市東新町６丁目

豊田環状線 (市道）豊田刈谷線 豊田市衣ケ原１丁目

(市道）豊田刈谷線 一般国道４１９号 豊田市小坂町12丁目

一般国道４１９号 一般国道２４８号 豊田市元城町４丁目

一般国道２４８号 一般国道２４８号 豊田市久保町３丁目

一般国道２４８号 豊田市停車場線 豊田市久保町３丁目

豊田市停車場線 則定豊田線 豊田市久保町３丁目

則定豊田線 一般国道４１９号 豊田市久保町３丁目

一般国道４１９号 越戸停車場線

越戸停車場線 豊田明智線

豊田明智線 細川豊田線 豊田市勘八町長根

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市勘八町長根

一般国道１５３号 島崎豊田線 豊田市勘八町長根

島崎豊田線 力石名古屋線 豊田市勘八町長根

力石名古屋線 中金百々線 豊田市中金町申堂

中金百々線 松平志賀中金線 豊田市中金町申堂

松平志賀中金線 久木中金線 豊田市中金町申堂

久木中金線 岡崎足助線 豊田市中切町足ノ口

岡崎足助線 足助下山線 豊田市近岡町吉田

足助下山線 一般国道４２０号 豊田市近岡町吉田

一般国道４２０号 瀬戸設楽線 豊田市足助町引陣

瀬戸設楽線 瀬戸設楽線 豊田市富岡町羽根

瀬戸設楽線 久木中金線 豊田市新盛

久木中金線 土岐足助線 豊田市新盛

土岐足助線 小渡明川足助線 豊田市明川町

小渡明川足助線 平沢御蔵線 豊田市明川町

平沢御蔵線 小渡明川足助線 豊田市明川町

小渡明川足助線 牛地大多賀線 豊田市明川町

牛地大多賀線 笹戸小田木線 豊田市明川町

笹戸小田木線 一般国道２５７号 豊田市明川町

一般国道２５７号 瑞浪大野瀬線 豊田市野入町

瑞浪大野瀬線 一般国道１５３号 豊田市野入町
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市勘八町中根

一般国道１５５号 知立市・豊田市境 宮上知立線 豊田市駒場町雲目

宮上知立線 一般国道４１９号 豊田市駒場町雲目

一般国道４１９号 一般国道４１９号

一般国道４１９号 名古屋岡崎線

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市若林西町西山

名古屋岡崎線 (市道）堤竹1号線

(市道）堤竹1号線 鴛鴨みよし線

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

一般国道１５５号 鴛鴨みよし線 (市道）一般国道１５５号接続道路 豊田市田中町４丁目

(市道）一般国道１５５号接続道路 本地鴛鴨線 豊田市田中町４丁目

本地鴛鴨線 東名高速道路 豊田市田中町４丁目

東名高速道路 一般国道１５３号 豊田市柿本町２丁目

一般国道１５３号 一般国道２４８号 豊田市若宮町１丁目

一般国道２４８号 (市道）則定豊田線 豊田市若宮町１丁目

(市道）則定豊田線 名古屋豊田線 豊田市浄水町伊保原

名古屋豊田線 豊田知立線 豊田市大畑町不流

豊田知立線 力石名古屋線 豊田市大畑町不流

力石名古屋線 豊田市・瀬戸市境 瀬戸市上之山町２丁目

一般国道２４８号 岡崎市・豊田市境 伊勢湾岸自動車道 豊田市鴛鴨町長根

伊勢湾岸自動車道 鴛鴨みよし線 豊田市鴛鴨町長根

鴛鴨みよし線 豊田環状線 豊田市鴛鴨町長根

豊田環状線 一般国道１５３号 豊田市トヨタ町

一般国道１５３号 一般国道１５５号 豊田市元城町1丁目

一般国道２５７号 設楽町・豊田市境 東栄稲武線

東栄稲武線 一般国道１５３号

一般国道１５３号 大野瀬小渡線 豊田市稲武町中シモ田

大野瀬小渡線 大野瀬小渡線 豊田市稲武町中シモ田

大野瀬小渡線 瑞浪大野瀬線 豊田市稲武町中シモ田

瑞浪大野瀬線 一般国道２５７号 豊田市稲武町中シモ田

一般国道３０１号 岡崎市・豊田市境 一般国道４７３号 豊田市花沢町小御堂

一般国道４７３号 一般国道４７３号 豊田市花沢町小御堂

一般国道４７３号 東蘭鍛埜線 豊田市花沢町小御堂

東蘭鍛埜線 足助下山線 豊田市花沢町小御堂

足助下山線 東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

東大見岡崎線 坂上花沢線 豊田市花沢町小御堂

坂上花沢線 東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

花沢桑原線 豊田市花沢町小御堂

花沢桑原線 坂上大内線 豊田市花沢町小御堂

坂上大内線 岡崎足助線 豊田市鵜ケ瀬町桐山

岡崎足助線 岡崎足助線 豊田市鵜ケ瀬町桐山

岡崎足助線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市志賀町山ノ神
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 細川豊田線 豊田市志賀町山ノ神

細川豊田線 細川豊田線 豊田市森町2丁目

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市森町2丁目

一般国道４１９号 一般国道４１９号 瑞浪大野瀬線 豊田市大ケ蔵連町

瑞浪大野瀬線 平畑土岐線 豊田市大ケ蔵連町

平畑土岐線 土岐足助線 豊田市大ケ蔵連町

土岐足助線 土岐足助線 豊田市大ケ蔵連町

土岐足助線 平畑土岐線 豊田市大ケ蔵連町

平畑土岐線 沢田御作線 豊田市大ケ蔵連町

沢田御作線 沢田御作線 豊田市大ケ蔵連町

沢田御作線 豊田多治見線 豊田市北篠平町七々山

豊田多治見線 木瀬富田線 豊田市北篠平町七々山

木瀬富田線 瀬戸設楽線 豊田市北篠平町七々山

瀬戸設楽線 北一色東広瀬線 豊田市深見町常楽

北一色東広瀬線 北一色東広瀬線 豊田市深見町常楽

北一色東広瀬線 深見亀首線 豊田市深見町常楽

深見亀首線 豊田多治見線 豊田市深見町常楽

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

一般国道１５５号 鴛鴨みよし線 (市道）一般国道１５５号接続道路 豊田市田中町４丁目

(市道）一般国道１５５号接続道路 本地鴛鴨線 豊田市田中町４丁目

本地鴛鴨線 東名高速道路 豊田市田中町４丁目

東名高速道路 一般国道１５３号 豊田市柿本町２丁目

一般国道１５３号 一般国道２４８号 豊田市若宮町１丁目

一般国道２４８号 (市道）則定豊田線 豊田市若宮町１丁目

(市道）則定豊田線 名古屋豊田線 豊田市浄水町伊保原

名古屋豊田線 豊田知立線 豊田市大畑町不流

豊田知立線 力石名古屋線 豊田市大畑町不流

力石名古屋線 豊田市・瀬戸市境 瀬戸市上之山町２丁目

一般国道２４８号 岡崎市・豊田市境 伊勢湾岸自動車道 豊田市鴛鴨町長根

伊勢湾岸自動車道 鴛鴨みよし線 豊田市鴛鴨町長根

鴛鴨みよし線 豊田環状線 豊田市鴛鴨町長根

豊田環状線 一般国道１５３号 豊田市トヨタ町

一般国道１５３号 一般国道１５５号 豊田市元城町1丁目

一般国道２５７号 設楽町・豊田市境 東栄稲武線

東栄稲武線 一般国道１５３号

一般国道１５３号 大野瀬小渡線 豊田市稲武町中シモ田

大野瀬小渡線 大野瀬小渡線 豊田市稲武町中シモ田

大野瀬小渡線 瑞浪大野瀬線 豊田市稲武町中シモ田

瑞浪大野瀬線 一般国道２５７号 豊田市稲武町中シモ田

一般国道３０１号 岡崎市・豊田市境 一般国道４７３号 豊田市花沢町小御堂

一般国道４７３号 一般国道４７３号 豊田市花沢町小御堂

一般国道４７３号 東蘭鍛埜線 豊田市花沢町小御堂

東蘭鍛埜線 足助下山線 豊田市花沢町小御堂

足助下山線 東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

東大見岡崎線 坂上花沢線 豊田市花沢町小御堂

坂上花沢線 東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

東大見岡崎線 豊田市花沢町小御堂

花沢桑原線 豊田市花沢町小御堂

花沢桑原線 坂上大内線 豊田市花沢町小御堂

坂上大内線 岡崎足助線 豊田市鵜ケ瀬町桐山

岡崎足助線 岡崎足助線 豊田市鵜ケ瀬町桐山

岡崎足助線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市志賀町山ノ神
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 細川豊田線 豊田市志賀町山ノ神

細川豊田線 細川豊田線 豊田市森町2丁目

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市森町2丁目

一般国道４１９号 一般国道４１９号 瑞浪大野瀬線 豊田市大ケ蔵連町

瑞浪大野瀬線 平畑土岐線 豊田市大ケ蔵連町

平畑土岐線 土岐足助線 豊田市大ケ蔵連町

土岐足助線 土岐足助線 豊田市大ケ蔵連町

土岐足助線 平畑土岐線 豊田市大ケ蔵連町

平畑土岐線 沢田御作線 豊田市大ケ蔵連町

沢田御作線 沢田御作線 豊田市大ケ蔵連町

沢田御作線 豊田多治見線 豊田市北篠平町七々山

豊田多治見線 木瀬富田線 豊田市北篠平町七々山

木瀬富田線 瀬戸設楽線 豊田市北篠平町七々山

瀬戸設楽線 北一色東広瀬線 豊田市深見町常楽

北一色東広瀬線 北一色東広瀬線 豊田市深見町常楽

北一色東広瀬線 深見亀首線 豊田市深見町常楽

深見亀首線 豊田多治見線 豊田市深見町常楽

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

一般国道４１９号 豊田多治見線 力石名古屋線 豊田市深見町常楽

力石名古屋線 西中山越戸停車場線 豊田市深見町常楽

西中山越戸停車場線 深見亀首線 豊田市深見町常楽

深見亀首線 名古屋豊田線 豊田市深見町常楽

名古屋豊田線 一般国道１５３号 豊田市東梅坪町1丁目

一般国道１５３号 (市道）豊田刈谷線

(市道）豊田刈谷線 (市道）豊田刈谷線

(市道）豊田刈谷線 鴛鴨みよし線 豊田市清水町7丁目

鴛鴨みよし線 岡崎豊明線

岡崎豊明線 伊勢湾岸自動車道 豊田市高岡本町中根山

伊勢湾岸自動車道 一般国道１５５号

一般国道１５５号

豊田市・知立市境 牛田料金所

一般国道４２０号 一般国道１５３号 小渡明川足助線

小渡明川足助線 大沼足助線 豊田市足助町水戸

大沼足助線 田峯東大見線 豊田市足助町水戸

田峯東大見線 東大見岡崎線 豊田市足助町水戸

東大見岡崎線 梨野川面線 豊田市足助町水戸

梨野川面線 一般国道４７３号 豊田市足助町水戸

一般国道４７３号 豊田市・設楽町境 新城市作手守義字沢戸日向

一般国道４７３号 一般国道３０１号 作手善夫大沼線 豊田市神殿町

作手善夫大沼線 作手善夫大沼線 豊田市神殿町

作手善夫大沼線 作手菅沼平瀬線 豊田市神殿町

作手菅沼平瀬線 作手菅沼平瀬線 豊田市神殿町

作手菅沼平瀬線 一般国道４２０号 豊田市神殿町
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 伊勢湾岸自動車道 豊田東JCT 一般国道３０１号 豊田松平IC 豊田東JCT～豊田松平

一般国道３０１号 豊田松平IC 則定豊田線 鞍ヶ池SIC 豊田松平～鞍ヶ池スマート

則定豊田線 鞍ヶ池SIC 一般国道１５３号 豊田勘八IC 鞍ヶ池スマート～豊田勘八

一般国道１５３号 豊田勘八IC 豊田多治見線 豊田藤岡IC 豊田勘八～豊田藤岡

豊田多治見線 豊田藤岡IC 豊田市・瀬戸市境 豊田藤岡～せと赤津

力石名古屋線 一般国道１５３号 力石IC 豊田明智線 枝下IC 西広瀬料金所

豊田明智線 枝下IC 一般国道４１９号 中山IC 西広瀬料金所

一般国道４１９号 中山IC 豊田多治見線 猿投東IC 八草料金所

豊田多治見線 猿投東IC 深見亀首線 猿投IC 八草料金所

深見亀首線 猿投IC 力石名古屋線 八草料金所

力石名古屋線 力石名古屋線 八草料金所

力石名古屋線 広久手八草線 八草東IC 八草料金所

広久手八草線 八草東IC 一般国道１５５号 八草IC 八草料金所

一般国道１５５号 豊田市・長久手市境 豊田市八草町秋合

力石名古屋線 力石名古屋線 八草料金所

豊田明智線 一般国道１５３号 力石名古屋線 豊田市御船町山屋敷

力石名古屋線 北一色東広瀬線 豊田市御船町山屋敷

北一色東広瀬線 木瀬富田線 豊田市御船町山屋敷

木瀬富田線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 島崎豊田線 豊田市上川口町洞

島崎豊田線 島崎豊田線 豊田市上川口町洞

島崎豊田線 土岐足助線 豊田市上川口町洞

土岐足助線 大野瀬小渡線 豊田市下切町川端

大野瀬小渡線 島崎豊田線 豊田市下切町川端

島崎豊田線 土岐足助線 豊田市下切町川端

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

一般国道４１９号 豊田多治見線 力石名古屋線 豊田市深見町常楽

力石名古屋線 西中山越戸停車場線 豊田市深見町常楽

西中山越戸停車場線 深見亀首線 豊田市深見町常楽

深見亀首線 名古屋豊田線 豊田市深見町常楽

名古屋豊田線 一般国道１５３号 豊田市東梅坪町1丁目

一般国道１５３号 (市道）豊田刈谷線

(市道）豊田刈谷線 (市道）豊田刈谷線

(市道）豊田刈谷線 鴛鴨みよし線 豊田市清水町7丁目

鴛鴨みよし線 岡崎豊明線

岡崎豊明線 伊勢湾岸自動車道 豊田市高岡本町中根山

伊勢湾岸自動車道 一般国道１５５号

一般国道１５５号

豊田市・知立市境 牛田料金所

一般国道４２０号 一般国道１５３号 小渡明川足助線

小渡明川足助線 大沼足助線 豊田市足助町水戸

大沼足助線 田峯東大見線 豊田市足助町水戸

田峯東大見線 東大見岡崎線 豊田市足助町水戸

東大見岡崎線 梨野川面線 豊田市足助町水戸

梨野川面線 一般国道４７３号 豊田市足助町水戸

一般国道４７３号 豊田市・設楽町境 新城市作手守義字沢戸日向

一般国道４７３号 一般国道３０１号 作手善夫大沼線 豊田市神殿町

作手善夫大沼線 作手善夫大沼線 豊田市神殿町

作手善夫大沼線 作手菅沼平瀬線 豊田市神殿町

作手菅沼平瀬線 作手菅沼平瀬線 豊田市神殿町

作手菅沼平瀬線 一般国道４２０号 豊田市神殿町
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 伊勢湾岸自動車道 豊田東JCT 一般国道３０１号 豊田松平IC 豊田東JCT～豊田松平

一般国道３０１号 豊田松平IC 則定豊田線 鞍ヶ池SIC 豊田松平～鞍ヶ池スマート

則定豊田線 鞍ヶ池SIC 一般国道１５３号 豊田勘八IC 鞍ヶ池スマート～豊田勘八

一般国道１５３号 豊田勘八IC 豊田多治見線 豊田藤岡IC 豊田勘八～豊田藤岡

豊田多治見線 豊田藤岡IC 豊田市・瀬戸市境 豊田藤岡～せと赤津

力石名古屋線 一般国道１５３号 力石IC 豊田明智線 枝下IC 西広瀬料金所

豊田明智線 枝下IC 一般国道４１９号 中山IC 西広瀬料金所

一般国道４１９号 中山IC 豊田多治見線 猿投東IC 八草料金所

豊田多治見線 猿投東IC 深見亀首線 猿投IC 八草料金所

深見亀首線 猿投IC 力石名古屋線 八草料金所

力石名古屋線 力石名古屋線 八草料金所

力石名古屋線 広久手八草線 八草東IC 八草料金所

広久手八草線 八草東IC 一般国道１５５号 八草IC 八草料金所

一般国道１５５号 豊田市・長久手市境 豊田市八草町秋合

力石名古屋線 力石名古屋線 八草料金所

豊田明智線 一般国道１５３号 力石名古屋線 豊田市御船町山屋敷

力石名古屋線 北一色東広瀬線 豊田市御船町山屋敷

北一色東広瀬線 木瀬富田線 豊田市御船町山屋敷

木瀬富田線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 島崎豊田線 豊田市上川口町洞

島崎豊田線 島崎豊田線 豊田市上川口町洞

島崎豊田線 土岐足助線 豊田市上川口町洞

土岐足助線 大野瀬小渡線 豊田市下切町川端

大野瀬小渡線 島崎豊田線 豊田市下切町川端

島崎豊田線 土岐足助線 豊田市下切町川端

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

豊田明智線 土岐足助線 瑞浪大野瀬線 豊田市下切町川端

瑞浪大野瀬線 瑞浪大野瀬線 豊田市下切町川端

瑞浪大野瀬線 豊田明智線 豊田市下切町川端

豊田一色線 豊田安城線 鴛鴨みよし線 豊田市宝町玉泉

鴛鴨みよし線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 豊田市・安城市境 安城市里町東山ノ田

豊田多治見線 力石名古屋線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市西中山町三ツ田
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 一般国道４１９号 豊田市西中山町三ツ田

一般国道４１９号 大平折平線 豊田市木瀬町横枕

大平折平線 大平折平線 豊田市木瀬町横枕

大平折平線 豊田多治見線 豊田市木瀬町横枕

土岐足助線 土岐足助線 大平折平線 豊田市乙ケ林町岩谷戸

大平折平線 沢田御作線 豊田市乙ケ林町岩谷戸

沢田御作線 一般国道４１９号 豊田市乙ケ林町岩谷戸

一般国道４１９号 上仁木明智線

上仁木明智線 豊田明智線

豊田明智線 小渡明川足助線

小渡明川足助線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 平沢御蔵線

平沢御蔵線 一般国道１５３号

瑞浪大野瀬線 一般国道４１９号 瑞浪大野瀬線

瑞浪大野瀬線 豊田明智線 豊田市浅谷町大屋

瑞浪大野瀬線 一般国道１５３号

瀬戸設楽線 一般国道１５３号 小渡明川足助線

小渡明川足助線 小渡明川足助線 豊田市菅生町

小渡明川足助線 梨野川面線 豊田市菅生町

梨野川面線 牛地大多賀線 豊田市菅生町

牛地大多賀線 豊田市・設楽町境 豊田市菅生町

瀬戸市・豊田市境 大平折平線

大平折平線 北一色東広瀬線 豊田市藤岡飯野町二反田

北一色東広瀬線 上渡合土岐線 豊田市藤岡飯野町二反田

上渡合土岐線 一般国道４１９号 豊田市藤岡飯野町二反田

一般国道４１９号 木瀬富田線

木瀬富田線 木瀬富田線

木瀬富田線 沢田御作線

沢田御作線 豊田明智線

豊田明智線 島崎豊田線 豊田市月原町宮ノ前

島崎豊田線 平沢御蔵線 豊田市月原町宮ノ前

平沢御蔵線 久木中金線 豊田市月原町宮ノ前

久木中金線 久木中金線 豊田市月原町宮ノ前

久木中金線 一般国道１５３号 豊田市月原町宮ノ前

岡崎足助線 岡崎市・豊田市境 加茂川志賀線 岡崎市細川町石田

加茂川志賀線 （豊田市道） 豊田市中垣内町西ノ平

（豊田市道） 一般国道３０１号 豊田市中垣内町西ノ平

一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市鍋田町後山

則定豊田線 坂上田振線 豊田市東大島町上河原

坂上田振線 一般国道１５３号 豊田市東大島町上河原

豊田知立線 一般国道１５５号 豊田市・みよし市境 みよし市莇生町並木

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

豊田明智線 土岐足助線 瑞浪大野瀬線 豊田市下切町川端

瑞浪大野瀬線 瑞浪大野瀬線 豊田市下切町川端

瑞浪大野瀬線 豊田明智線 豊田市下切町川端

豊田一色線 豊田安城線 鴛鴨みよし線 豊田市宝町玉泉

鴛鴨みよし線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市宝町玉泉

名古屋岡崎線 豊田市・安城市境 安城市里町東山ノ田

豊田多治見線 力石名古屋線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市西中山町三ツ田
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 一般国道４１９号 豊田市西中山町三ツ田

一般国道４１９号 大平折平線 豊田市木瀬町横枕

大平折平線 大平折平線 豊田市木瀬町横枕

大平折平線 豊田多治見線 豊田市木瀬町横枕

土岐足助線 土岐足助線 大平折平線 豊田市乙ケ林町岩谷戸

大平折平線 沢田御作線 豊田市乙ケ林町岩谷戸

沢田御作線 一般国道４１９号 豊田市乙ケ林町岩谷戸

一般国道４１９号 上仁木明智線

上仁木明智線 豊田明智線

豊田明智線 小渡明川足助線

小渡明川足助線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 平沢御蔵線

平沢御蔵線 一般国道１５３号

瑞浪大野瀬線 一般国道４１９号 瑞浪大野瀬線

瑞浪大野瀬線 豊田明智線 豊田市浅谷町大屋

瑞浪大野瀬線 一般国道１５３号

瀬戸設楽線 一般国道１５３号 小渡明川足助線

小渡明川足助線 小渡明川足助線 豊田市菅生町

小渡明川足助線 梨野川面線 豊田市菅生町

梨野川面線 牛地大多賀線 豊田市菅生町

牛地大多賀線 豊田市・設楽町境 豊田市菅生町

瀬戸市・豊田市境 大平折平線

大平折平線 北一色東広瀬線 豊田市藤岡飯野町二反田

北一色東広瀬線 上渡合土岐線 豊田市藤岡飯野町二反田

上渡合土岐線 一般国道４１９号 豊田市藤岡飯野町二反田

一般国道４１９号 木瀬富田線

木瀬富田線 木瀬富田線

木瀬富田線 沢田御作線

沢田御作線 豊田明智線

豊田明智線 島崎豊田線 豊田市月原町宮ノ前

島崎豊田線 平沢御蔵線 豊田市月原町宮ノ前

平沢御蔵線 久木中金線 豊田市月原町宮ノ前

久木中金線 久木中金線 豊田市月原町宮ノ前

久木中金線 一般国道１５３号 豊田市月原町宮ノ前

岡崎足助線 岡崎市・豊田市境 加茂川志賀線 岡崎市細川町石田

加茂川志賀線 （豊田市道） 豊田市中垣内町西ノ平

（豊田市道） 一般国道３０１号 豊田市中垣内町西ノ平

一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市鍋田町後山

則定豊田線 坂上田振線 豊田市東大島町上河原

坂上田振線 一般国道１５３号 豊田市東大島町上河原

豊田知立線 一般国道１５５号 豊田市・みよし市境 みよし市莇生町並木

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

名古屋岡崎線 みよし市・豊田市境 宮上知立線 豊田市本田町金池

宮上知立線 宮上知立線 豊田市本田町金池

宮上知立線 一般国道１５５号 豊田市本田町金池

一般国道１５５号 豊田一色線 豊田市若林西町向屋敷

豊田一色線 豊田市・安城市境 豊田市吉原町下細池

豊田安城線 豊田安城線 豊田市吉原町下細池

豊田安城線 豊田市・岡崎市境

刈谷市・豊田市境 宮上知立線 刈谷市東境町松ヶ枝

宮上知立線 伊勢湾岸自動車道

伊勢湾岸自動車道 一般国道１５５号

一般国道１５５号 豊田一色線

豊田安城線 豊田安城線 安城市橋目町茶臼

名古屋豊田線 日進市・豊田市境 田籾名古屋線 日進市米野木町丸山

田籾名古屋線 一般国道１５５号

一般国道１５５号 加納東保見線 豊田市保見町起間

加納東保見線 一般国道４１９号 豊田市保見町起間

一般国道４１９号 猿投停車場線 豊田市保見町起間

猿投停車場線 西中山越戸停車場線 豊田市保見町起間

西中山越戸停車場線 一般国道１５３号 豊田市保見町起間

豊田安城線 東名高速道路 豊田環状線 豊田市深田町1丁目

豊田環状線 豊田環状線 豊田市深田町1丁目

豊田環状線 本地鴛鴨線

本地鴛鴨線 豊田一色線

豊田一色線 鴛鴨みよし線

鴛鴨みよし線 岡崎豊明線 豊田市福受町下ノ切

岡崎豊明線 名古屋岡崎線 豊田市福受町下ノ切

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市福受町下ノ切

足助下山線 一般国道１５３号 作手善夫大沼線 豊田市四ツ松町

作手善夫大沼線 一般国道３０１号 豊田市大沼町船橋

東栄稲武線 茶臼山高原設楽線 一般国道２５７号 設楽町津具字上町裏

月瀬上矢作線 月瀬上矢作線 月瀬上矢作線

田籾名古屋線 名古屋豊田線 豊田市・日進市境 長久手市前熊溝下

和合豊田線 みよし市・豊田市境 一般国道１５３号 みよし市三好町中鯰ヶ池

鴛鴨安城線 鴛鴨みよし線 岡崎豊明線 安城市柿碕町大土井

岡崎豊明線 豊田市・岡崎市境 安城市柿碕町大土井

鴛鴨みよし線 宮上知立線 宮上知立線

宮上知立線 一般国道１５５号

一般国道１５５号 一般国道４１９号 豊田市西田町小分

一般国道４１９号 豊田一色線 豊田市西田町小分

豊田一色線 豊田安城線 豊田市西田町小分

豊田安城線 本地鴛鴨線 豊田市西田町小分

本地鴛鴨線 鴛鴨安城線 豊田市西田町小分

鴛鴨安城線 一般国道２４８号 豊田市西田町小分

岡崎豊明線 岡崎市・豊田市境 鴛鴨安城線 豊田市畝部東町馬場西

鴛鴨安城線 豊田安城線 豊田市畝部東町馬場西

豊田安城線 豊田一色線 豊田市畝部東町馬場西

一般国道４１９号 宮上知立線 豊田市高岡町長根

宮上知立線 宮上知立線 豊田市高岡町長根

宮上知立線 豊田市・刈谷市境 刈谷市西境町池下

加納東保見線 深見亀首線 名古屋豊田線 豊田市乙部町北屋敷

宮上知立線 豊田東郷線 一般国道１５３号

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

名古屋岡崎線 みよし市・豊田市境 宮上知立線 豊田市本田町金池

宮上知立線 宮上知立線 豊田市本田町金池

宮上知立線 一般国道１５５号 豊田市本田町金池

一般国道１５５号 豊田一色線 豊田市若林西町向屋敷

豊田一色線 豊田市・安城市境 豊田市吉原町下細池

豊田安城線 豊田安城線 豊田市吉原町下細池

豊田安城線 豊田市・岡崎市境

刈谷市・豊田市境 宮上知立線 刈谷市東境町松ヶ枝

宮上知立線 伊勢湾岸自動車道

伊勢湾岸自動車道 一般国道１５５号

一般国道１５５号 豊田一色線

豊田安城線 豊田安城線 安城市橋目町茶臼

名古屋豊田線 日進市・豊田市境 田籾名古屋線 日進市米野木町丸山

田籾名古屋線 一般国道１５５号

一般国道１５５号 加納東保見線 豊田市保見町起間

加納東保見線 一般国道４１９号 豊田市保見町起間

一般国道４１９号 猿投停車場線 豊田市保見町起間

猿投停車場線 西中山越戸停車場線 豊田市保見町起間

西中山越戸停車場線 一般国道１５３号 豊田市保見町起間

豊田安城線 東名高速道路 豊田環状線 豊田市深田町1丁目

豊田環状線 豊田環状線 豊田市深田町1丁目

豊田環状線 本地鴛鴨線

本地鴛鴨線 豊田一色線

豊田一色線 鴛鴨みよし線

鴛鴨みよし線 岡崎豊明線 豊田市福受町下ノ切

岡崎豊明線 名古屋岡崎線 豊田市福受町下ノ切

名古屋岡崎線 名古屋岡崎線 豊田市福受町下ノ切

足助下山線 一般国道１５３号 作手善夫大沼線 豊田市四ツ松町

作手善夫大沼線 一般国道３０１号 豊田市大沼町船橋

東栄稲武線 茶臼山高原設楽線 一般国道２５７号 設楽町津具字上町裏

月瀬上矢作線 月瀬上矢作線 月瀬上矢作線

田籾名古屋線 名古屋豊田線 豊田市・日進市境 長久手市前熊溝下

和合豊田線 みよし市・豊田市境 一般国道１５３号 みよし市三好町中鯰ヶ池

鴛鴨安城線 鴛鴨みよし線 岡崎豊明線 安城市柿碕町大土井

岡崎豊明線 豊田市・岡崎市境 安城市柿碕町大土井

鴛鴨みよし線 宮上知立線 宮上知立線

宮上知立線 一般国道１５５号

一般国道１５５号 一般国道４１９号 豊田市西田町小分

一般国道４１９号 豊田一色線 豊田市西田町小分

豊田一色線 豊田安城線 豊田市西田町小分

豊田安城線 本地鴛鴨線 豊田市西田町小分

本地鴛鴨線 鴛鴨安城線 豊田市西田町小分

鴛鴨安城線 一般国道２４８号 豊田市西田町小分

岡崎豊明線 岡崎市・豊田市境 鴛鴨安城線 豊田市畝部東町馬場西

鴛鴨安城線 豊田安城線 豊田市畝部東町馬場西

豊田安城線 豊田一色線 豊田市畝部東町馬場西

一般国道４１９号 宮上知立線 豊田市高岡町長根

宮上知立線 宮上知立線 豊田市高岡町長根

宮上知立線 豊田市・刈谷市境 刈谷市西境町池下

加納東保見線 深見亀首線 名古屋豊田線 豊田市乙部町北屋敷

宮上知立線 豊田東郷線 一般国道１５３号

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

宮上知立線 一般国道１５３号 本地鴛鴨線

本地鴛鴨線 鴛鴨みよし線

（豊田市道） 名古屋岡崎線 豊田市堤町御竿

名古屋岡崎線 岡崎豊明線 豊田市堤町御竿

岡崎豊明線 名古屋岡崎線 豊田市大島町旭

名古屋岡崎線 一般国道１５５号 豊田市大島町旭

みよし市・豊田市境 豊田市・みよし市境 豊田市堤町大田

みよし市・豊田市境 名古屋岡崎線 豊田市堤町大田

東蘭鍛埜線 一般国道３０１号 豊田市・岡崎市境

作手菅沼平瀬線 新城市・豊田市境 一般国道４７３号

一般国道４７３号 東大見岡崎線

花沢桑原線 一般国道３０１号 長沢東蔵前線 岡崎市宮石イセキ

長沢東蔵前線 加茂川志賀線 岡崎市宮石イセキ

細川豊田線 岡崎市・豊田市境 豊田環状線 豊田市渡合町3丁目

豊田環状線 一般国道３０１号 豊田市渡合町3丁目

一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市上野町3丁目

則定豊田線 中金百々線 豊田市上野町3丁目

中金百々線 一般国道１５３号 豊田市上野町3丁目

加茂川志賀線 花沢桑原線 岡崎足助線 豊田市岩倉町福田

岡崎足助線 （豊田市道） 豊田市岩倉町福田

（豊田市道） 豊田環状線 豊田市岩倉町福田

豊田市停車場線 一般国道１５３号

則定豊田線 岡崎足助線 松平志賀中金線 豊田市霧山町下切

松平志賀中金線 松平志賀中金線 豊田市霧山町下切

松平志賀中金線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市市木町西山
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 細川豊田線 豊田市市木町西山

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市市木町西山

久木中金線 一般国道１５３号 瀬戸設楽線 豊田市久木町

瀬戸設楽線 月原近岡線 豊田市久木町

月原近岡線 一般国道１５３号 豊田市久木町

中金百々線 一般国道１５３号 細川豊田線 豊田市中金町山之神

越戸停車場線 一般国道１５３号

猿投停車場線 名古屋豊田線

西中山越戸停車場線 一般国道４１９号 名古屋豊田線 豊田市御船町山屋敷

名古屋豊田線 豊田市御船町山屋敷

深見亀首線 一般国道４１９号 力石名古屋線 豊田市舞木町笠松

力石名古屋線 加納東保見線 豊田市舞木町笠松

加納東保見線 一般国道４１９号 豊田市舞木町笠松

北一色東広瀬線 瀬戸設楽線 一般国道４１９号 豊田市田茂平町井ノ口

一般国道４１９号 豊田明智線 豊田市田茂平町井ノ口

豊田明智線 島崎豊田線 豊田市田茂平町井ノ口

上仁木明智線 土岐足助線 瑞浪大野瀬線

上渡合土岐線 瀬戸設楽線 大平折平線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 大平折平線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 上渡合土岐線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 土岐足助線 豊田多治見線

上渡合土岐線 豊田多治見線

上渡合土岐線 瀬戸設楽線

平畑土岐線 島崎豊田線 一般国道４１９号

一般国道４１９号 平畑土岐線

島崎豊田線 豊田明智線 平畑土岐線

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

宮上知立線 一般国道１５３号 本地鴛鴨線

本地鴛鴨線 鴛鴨みよし線

（豊田市道） 名古屋岡崎線 豊田市堤町御竿

名古屋岡崎線 岡崎豊明線 豊田市堤町御竿

岡崎豊明線 名古屋岡崎線 豊田市大島町旭

名古屋岡崎線 一般国道１５５号 豊田市大島町旭

みよし市・豊田市境 豊田市・みよし市境 豊田市堤町大田

みよし市・豊田市境 名古屋岡崎線 豊田市堤町大田

東蘭鍛埜線 一般国道３０１号 豊田市・岡崎市境

作手菅沼平瀬線 新城市・豊田市境 一般国道４７３号

一般国道４７３号 東大見岡崎線

花沢桑原線 一般国道３０１号 長沢東蔵前線 岡崎市宮石イセキ

長沢東蔵前線 加茂川志賀線 岡崎市宮石イセキ

細川豊田線 岡崎市・豊田市境 豊田環状線 豊田市渡合町3丁目

豊田環状線 一般国道３０１号 豊田市渡合町3丁目

一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市上野町3丁目

則定豊田線 中金百々線 豊田市上野町3丁目

中金百々線 一般国道１５３号 豊田市上野町3丁目

加茂川志賀線 花沢桑原線 岡崎足助線 豊田市岩倉町福田

岡崎足助線 （豊田市道） 豊田市岩倉町福田

（豊田市道） 豊田環状線 豊田市岩倉町福田

豊田市停車場線 一般国道１５３号

則定豊田線 岡崎足助線 松平志賀中金線 豊田市霧山町下切

松平志賀中金線 松平志賀中金線 豊田市霧山町下切

松平志賀中金線 一般国道４７５号（東海環状自動車道） 豊田市市木町西山
一般国道４７５号（東海環状自動車道） 細川豊田線 豊田市市木町西山

細川豊田線 一般国道１５３号 豊田市市木町西山

久木中金線 一般国道１５３号 瀬戸設楽線 豊田市久木町

瀬戸設楽線 月原近岡線 豊田市久木町

月原近岡線 一般国道１５３号 豊田市久木町

中金百々線 一般国道１５３号 細川豊田線 豊田市中金町山之神

越戸停車場線 一般国道１５３号

猿投停車場線 名古屋豊田線

西中山越戸停車場線 一般国道４１９号 名古屋豊田線 豊田市御船町山屋敷

名古屋豊田線 豊田市御船町山屋敷

深見亀首線 一般国道４１９号 力石名古屋線 豊田市舞木町笠松

力石名古屋線 加納東保見線 豊田市舞木町笠松

加納東保見線 一般国道４１９号 豊田市舞木町笠松

北一色東広瀬線 瀬戸設楽線 一般国道４１９号 豊田市田茂平町井ノ口

一般国道４１９号 豊田明智線 豊田市田茂平町井ノ口

豊田明智線 島崎豊田線 豊田市田茂平町井ノ口

上仁木明智線 土岐足助線 瑞浪大野瀬線

上渡合土岐線 瀬戸設楽線 大平折平線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 大平折平線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 上渡合土岐線 豊田市石畳町池ノ平

大平折平線 土岐足助線 豊田多治見線

上渡合土岐線 豊田多治見線

上渡合土岐線 瀬戸設楽線

平畑土岐線 島崎豊田線 一般国道４１９号

一般国道４１９号 平畑土岐線

島崎豊田線 豊田明智線 平畑土岐線

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

島崎豊田線 平畑土岐線 豊田明智線

豊田明智線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 月原近岡線

月原近岡線 北一色東広瀬線

北一色東広瀬線 一般国道１５３号

大野瀬小渡線

一般国道２５７号

一般国道２５７号 牛地大多賀線 豊田市小渡町船戸

牛地大多賀線 豊田明智線 豊田市小渡町船戸

平沢御蔵線 一般国道１５３号 土岐足助線 豊田市小町

土岐足助線 瀬戸設楽線 豊田市小町

月原近岡線 島崎豊田線 久木中金線

久木中金線 一般国道１５３号

坂上田振線 坂上花沢線 岡崎足助線

坂上大内線 坂上花沢線 豊田市豊松町人見

坂上花沢線 一般国道３０１号 豊田市豊松町人見

坂上花沢線 坂上大内線 坂上田振線

坂上田振線 一般国道３０１号

大沼足助線 作手善夫大沼線 東大見岡崎線 豊田市平瀬町簗瀬

東大見岡崎線 一般国道４２０号 豊田市平瀬町簗瀬

作手善夫大沼線 新城市・豊田市境 一般国道４７３号 豊田市羽布町

一般国道４７３号 大沼足助線 豊田市羽布町

大沼足助線 足助下山線 豊田市羽布町

田峯東大見線 設楽町・豊田市境 梨野川面線

梨野川面線 梨野川面線 豊田市東大見町市平

梨野川面線 一般国道４２０号 豊田市東大見町市平

小渡明川足助線 土岐足助線 笹戸小田木線 豊田市余平町

笹戸小田木線 笹戸小田木線 豊田市余平町

笹戸小田木線 一般国道１５３号 豊田市余平町

一般国道１５３号 瀬戸設楽線 豊田市余平町

一般国道４２０号 瀬戸設楽線 豊田市足助町広畑

梨野川面線 一般国道４２０号 田峯東大見線

田峯東大見線 瀬戸設楽線

東大見岡崎線 一般国道４２０号 作手菅沼平瀬線

作手菅沼平瀬線 大沼足助線

一般国道３０１号 豊田市・岡崎市境 岡崎市安戸町カミカイト

一般国道３０１号

牛地大多賀線 大野瀬小渡線 笹戸小田木線 豊田市牛地町西久保

笹戸小田木線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 一般国道１５３号

一般国道１５３号 瀬戸設楽線

沢田御作線 土岐足助線 一般国道４１９号

一般国道４１９号 瀬戸設楽線

木瀬富田線 一般国道４１９号 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 豊田明智線

松平志賀中金線 一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市鵜ヶ瀬町高瀬

則定豊田線 一般国道１５３号 豊田市鵜ヶ瀬町高瀬

三河豊田停車場大林線 豊田環状線 豊田市御幸本町2丁目

豊田環状線 本地鴛鴨線 豊田市御幸本町2丁目

本地鴛鴨線 豊田一色線 豊田市御幸本町2丁目

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

島崎豊田線 平畑土岐線 豊田明智線

豊田明智線 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 月原近岡線

月原近岡線 北一色東広瀬線

北一色東広瀬線 一般国道１５３号

大野瀬小渡線

一般国道２５７号

一般国道２５７号 牛地大多賀線 豊田市小渡町船戸

牛地大多賀線 豊田明智線 豊田市小渡町船戸

平沢御蔵線 一般国道１５３号 土岐足助線 豊田市小町

土岐足助線 瀬戸設楽線 豊田市小町

月原近岡線 島崎豊田線 久木中金線

久木中金線 一般国道１５３号

坂上田振線 坂上花沢線 岡崎足助線

坂上大内線 坂上花沢線 豊田市豊松町人見

坂上花沢線 一般国道３０１号 豊田市豊松町人見

坂上花沢線 坂上大内線 坂上田振線

坂上田振線 一般国道３０１号

大沼足助線 作手善夫大沼線 東大見岡崎線 豊田市平瀬町簗瀬

東大見岡崎線 一般国道４２０号 豊田市平瀬町簗瀬

作手善夫大沼線 新城市・豊田市境 一般国道４７３号 豊田市羽布町

一般国道４７３号 大沼足助線 豊田市羽布町

大沼足助線 足助下山線 豊田市羽布町

田峯東大見線 設楽町・豊田市境 梨野川面線

梨野川面線 梨野川面線 豊田市東大見町市平

梨野川面線 一般国道４２０号 豊田市東大見町市平

小渡明川足助線 土岐足助線 笹戸小田木線 豊田市余平町

笹戸小田木線 笹戸小田木線 豊田市余平町

笹戸小田木線 一般国道１５３号 豊田市余平町

一般国道１５３号 瀬戸設楽線 豊田市余平町

一般国道４２０号 瀬戸設楽線 豊田市足助町広畑

梨野川面線 一般国道４２０号 田峯東大見線

田峯東大見線 瀬戸設楽線

東大見岡崎線 一般国道４２０号 作手菅沼平瀬線

作手菅沼平瀬線 大沼足助線

一般国道３０１号 豊田市・岡崎市境 岡崎市安戸町カミカイト

一般国道３０１号

牛地大多賀線 大野瀬小渡線 笹戸小田木線 豊田市牛地町西久保

笹戸小田木線 笹戸小田木線

笹戸小田木線 一般国道１５３号

一般国道１５３号 瀬戸設楽線

沢田御作線 土岐足助線 一般国道４１９号

一般国道４１９号 瀬戸設楽線

木瀬富田線 一般国道４１９号 瀬戸設楽線

瀬戸設楽線 豊田明智線

松平志賀中金線 一般国道３０１号 則定豊田線 豊田市鵜ヶ瀬町高瀬

則定豊田線 一般国道１５３号 豊田市鵜ヶ瀬町高瀬

三河豊田停車場大林線 豊田環状線 豊田市御幸本町2丁目

豊田環状線 本地鴛鴨線 豊田市御幸本町2丁目

本地鴛鴨線 豊田一色線 豊田市御幸本町2丁目

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

本地鴛鴨線 宮上知立線 一般国道１５５号

豊田安城線 三河豊田停車場大林線

三河豊田停車場大林線 鴛鴨みよし線

笹戸小田木線 豊田明智線 土岐足助線

土岐足助線 小渡明川足助線

小渡明川足助線 牛地大多賀線

牛地大多賀線 一般国道１５３号

豊田環状線 （豊田市道） 加茂川志賀線 豊田市大見町1丁目

加茂川志賀線 細川豊田線 豊田市大見町1丁目

細川豊田線 一般国道２４８号 豊田市前山町3丁目

一般国道２４８号 三河豊田停車場大林線 豊田市トヨタ町

三河豊田停車場大林線 豊田安城線 豊田市トヨタ町

豊田安城線 一般国道１５３号

豊田東郷線 一般国道１５５号 宮上知立線 豊田市小坂本町2丁目

宮上知立線 豊田市・みよし市境 豊田市宮上町8丁目

広久手八草線 力石名古屋線 豊田市八草町立田川

力石名古屋線 豊田市・瀬戸市境 豊田市八草町立田川

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－２　交通量調査結果（国・県道分）（続き）

交通量観測地点地名

本地鴛鴨線 宮上知立線 一般国道１５５号

豊田安城線 三河豊田停車場大林線

三河豊田停車場大林線 鴛鴨みよし線

笹戸小田木線 豊田明智線 土岐足助線

土岐足助線 小渡明川足助線

小渡明川足助線 牛地大多賀線

牛地大多賀線 一般国道１５３号

豊田環状線 （豊田市道） 加茂川志賀線 豊田市大見町1丁目

加茂川志賀線 細川豊田線 豊田市大見町1丁目

細川豊田線 一般国道２４８号 豊田市前山町3丁目

一般国道２４８号 三河豊田停車場大林線 豊田市トヨタ町

三河豊田停車場大林線 豊田安城線 豊田市トヨタ町

豊田安城線 一般国道１５３号

豊田東郷線 一般国道１５５号 宮上知立線 豊田市小坂本町2丁目

宮上知立線 豊田市・みよし市境 豊田市宮上町8丁目

広久手八草線 力石名古屋線 豊田市八草町立田川

力石名古屋線 豊田市・瀬戸市境 豊田市八草町立田川

注：斜体で示した交通量及びピーク比率、大型車混入率、混雑度は推定値。

　：斜体で示した旅行速度は、旅行速度が取得できず、異なる方向や時間帯で取得できた旅行速度またはH22の混雑時旅行速度で補った値。
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Ｈ－３　豊田市幹線市道交通量調査結果    

車
線
数

乗
用
車

小
型
貨
物
車

保見浄水線 保見町 平
西山上挙母線1 若草町 平

平
休
休

西山上挙母線2 小坂本町 平
平
休
休

平戸橋土橋線1 平芝町 平

平
休
休

平戸橋土橋線2 宮上町 平
平戸橋土橋線3 宮上町 平

平
休
休

豊田則定線 若宮町 平
休

公園線 日南町 平
休

昭和町線 西町 平
初陣線 樹木町 平

休

梅坪堤線1 陣中町 平
休

梅坪堤線2 長興寺 平
梅坪堤線3 トヨタ町 平

休

梅坪堤線4 永覚町 平
高橋細谷線1 美里 平

平
休
休

高橋細谷線2 野見町 平
平

高橋細谷線3 下市場町 平
高橋細谷線4 下市場町 平

休

平戸橋水源線1 市木町 平
平
休
休

平戸橋水源線2 五ヶ丘 平

平
休
休

豊田今本線 鴻ノ巣町 平
小坂若林線1 山之手 平

平
休
休

小坂若林線2 本町 平
休

渡刈畝部線 幸町 平
三好ヶ丘駒場線 前林町 平

平
浄水駅北通り線 浄水町 平
市道中切金山線 亀首町 平

市道旧多治見線 亀首町 平
市道四郷西山1号線 四郷町 平
豊田刈谷線1 小坂町 平

休
豊田刈谷線2 細谷町 平

小　　　　型　　　　車
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行
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類

自  　 　動　  　 車　  　 類　  （台/12時間）（台/24時間）
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転
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番
号
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町　名

調
査
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・
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の
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Ｈ－３　豊田市幹線市道交通量調査結果    

車
線
数

乗
用
車

小
型
貨
物
車

保見浄水線 保見町 平
西山上挙母線1 若草町 平

平
休
休

西山上挙母線2 小坂本町 平
平
休
休

平戸橋土橋線1 平芝町 平

平
休
休

平戸橋土橋線2 宮上町 平
平戸橋土橋線3 宮上町 平

平
休
休

豊田則定線 若宮町 平
休

公園線 日南町 平
休

昭和町線 西町 平
初陣線 樹木町 平

休

梅坪堤線1 陣中町 平
休

梅坪堤線2 長興寺 平
梅坪堤線3 トヨタ町 平

休

梅坪堤線4 永覚町 平
高橋細谷線1 美里 平

平
休
休

高橋細谷線2 野見町 平
平

高橋細谷線3 下市場町 平
高橋細谷線4 下市場町 平

休

平戸橋水源線1 市木町 平
平
休
休

平戸橋水源線2 五ヶ丘 平

平
休
休

豊田今本線 鴻ノ巣町 平
小坂若林線1 山之手 平

平
休
休

小坂若林線2 本町 平
休

渡刈畝部線 幸町 平
三好ヶ丘駒場線 前林町 平

平
浄水駅北通り線 浄水町 平
市道中切金山線 亀首町 平

市道旧多治見線 亀首町 平
市道四郷西山1号線 四郷町 平
豊田刈谷線1 小坂町 平

休
豊田刈谷線2 細谷町 平

小　　　　型　　　　車

歩
行
者
類

自  　 　動　  　 車　  　 類　  （台/12時間）（台/24時間）
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平日12時間、24時間  観測日：平成27年10月22日、平成27年10月27日
休日12時間、24時間  観測日：平成27年11月1日　　　　　　　　　 

計
バ
ス

普
通
貨
物
車

計

資料：建設企画課
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Ｈ－３　豊田市幹線市道交通量調査結果（続き）

車
線
数

乗
用
車

小
型
貨
物
車

平
休
休

豊田刈谷線3 聖心町 平
市道福谷一色線 大池町 平

休
市道小久手本地1号線 丸根町 平
市道西山土橋線 朝日町 平
市道白浜線 中島町 平
市道西山越戸線 東梅坪町 平

市道山之手下林線 司町 平
市道樹木小丸線 司町 平

平
市道堤竹1号線 堤町 平
市道旧名岡線 若林西町 平

市道和会大林線 和会町 平
豊田市停車場線 渋谷町 平

休
大林豊栄線 豊栄町 平
猿投公園線 亀首町 平

勘八峡線 勘八町 平
荒井高橋線 水間町 平
小坂若林線3 小坂町 平
高橋細谷線 緑ヶ丘 平
市道長興寺野見線 秋葉町 平

梅坪堤線5 渡刈町 平
平

小坂若林線4 若林西町 平
平

大林桝塚線 畝部西町 平

市道山手線第26号線 丸山町 平
市道下北野向山線 伊保町 平
市道中部吉原線 中根町 平
井上高橋線 花本町 平
豊田市停車場線 千石町 平

休
市道豊田環状1号線 水源町 平

平
休
休

市道四郷西山線 上原町 平
浄水駅中央通り線 大清水町 平
市道竜宮平山線 秋葉町 平
三好ヶ丘駒場線2 高岡町 平

平

市道貞宝白山1号線 久岡町 平
豊田知立線 保見町 平
豊田刈谷線4 朝日町 平
市道浄水貝津線 貝津町 平
市道的場大皿田線 西広瀬町 平

市道藤岡御作御船線 西広瀬町 平
市道旧名岡線2 堤町 平
梅坪堤線7 堤町 平
小坂若林線5 山之手 平
梅坪堤線8 前山町 平

西山上挙母線3 平芝町 平
市道藤岡深見田茂平線 深見町 平
梅坪堤線9 挙母町 平
市道堤竹1号線2 堤町 平
初陣線2 十塚町 平
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Ｈ－３　豊田市幹線市道交通量調査結果（続き）

車
線
数

乗
用
車

小
型
貨
物
車

平
休
休

豊田刈谷線3 聖心町 平
市道福谷一色線 大池町 平

休
市道小久手本地1号線 丸根町 平
市道西山土橋線 朝日町 平
市道白浜線 中島町 平
市道西山越戸線 東梅坪町 平

市道山之手下林線 司町 平
市道樹木小丸線 司町 平

平
市道堤竹1号線 堤町 平
市道旧名岡線 若林西町 平

市道和会大林線 和会町 平
豊田市停車場線 渋谷町 平

休
大林豊栄線 豊栄町 平
猿投公園線 亀首町 平

勘八峡線 勘八町 平
荒井高橋線 水間町 平
小坂若林線3 小坂町 平
高橋細谷線 緑ヶ丘 平
市道長興寺野見線 秋葉町 平

梅坪堤線5 渡刈町 平
平

小坂若林線4 若林西町 平
平

大林桝塚線 畝部西町 平

市道山手線第26号線 丸山町 平
市道下北野向山線 伊保町 平
市道中部吉原線 中根町 平
井上高橋線 花本町 平
豊田市停車場線 千石町 平

休
市道豊田環状1号線 水源町 平

平
休
休

市道四郷西山線 上原町 平
浄水駅中央通り線 大清水町 平
市道竜宮平山線 秋葉町 平
三好ヶ丘駒場線2 高岡町 平

平

市道貞宝白山1号線 久岡町 平
豊田知立線 保見町 平
豊田刈谷線4 朝日町 平
市道浄水貝津線 貝津町 平
市道的場大皿田線 西広瀬町 平

市道藤岡御作御船線 西広瀬町 平
市道旧名岡線2 堤町 平
梅坪堤線7 堤町 平
小坂若林線5 山之手 平
梅坪堤線8 前山町 平

西山上挙母線3 平芝町 平
市道藤岡深見田茂平線 深見町 平
梅坪堤線9 挙母町 平
市道堤竹1号線2 堤町 平
初陣線2 十塚町 平

小　　　　型　　　　車

観
測
点
番
号

路　線　名
観測地点

町　名

調
査
時
間
の
別

平
日
・
休
日
の
別

自  　 　動　  　 車　  　 類　  （台/12時間）（台/24時間）

歩
行
者
類

自
転
車
類

動
力
付
二
輪
車
類

平日12時間、24時間  観測日：平成27年10月22日、平成27年10月27日
休日12時間、24時間  観測日：平成27年11月1日　　　　　　　　　 

計
バ
ス

普
通
貨
物
車

計

資料：建設企画課

大
型
車
混
入
率

小　　　　型　　　　車 大　　　　型　　　　車

合
　
　
計

自  　 　動　  　 車　  　 類　  （台/12時間）（台/24時間）
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Ｈ－４　電話加入数

各年度末現在

INSﾈｯﾄ 街　　頭

計 事務用 住宅用 計 事務用 住宅用 公衆電話

平成25年度

資料：ＮＴＴ西日本名古屋支店

年　度 総　数
加  入  電  話 ＩＮＳネット６４
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Ｈ－４　電話加入数

各年度末現在

INSﾈｯﾄ 街　　頭

計 事務用 住宅用 計 事務用 住宅用 公衆電話

平成25年度

資料：ＮＴＴ西日本名古屋支店

年　度 総　数
加  入  電  話 ＩＮＳネット６４

Ｈ－５　車種別自動車・軽自動車登録台数

各年3月31日現在

平成26年 27年 28年 29年 30年

　　　　　　計

　貨物車

　　普通貨物車

　　小型貨物車

　　被けん引車

　乗合用車

　乗用車【②】

　　普通乗用車

　　小型乗用車

　その他

　　特種用途車

　　大型特殊車

　　　　　　計

　軽四輪・軽三輪自動車

　　軽四輪乗用車【③】

　　軽四輪貨物車

　　軽三輪自動車

　小型二輪車（250㏄超）

　軽二輪車(125㏄超～250㏄以下)

　原動機付自転車

　　二種甲(90㏄超～125㏄以下)

　　二種乙(50㏄超～90㏄以下)

　　一種　(50㏄以下)

　　ミニカー

　小型特殊自動車

　　農耕用

　　その他

　雪上・トレー

　総人口　（各年4月1日）

　総世帯数（　　〃　　）

　総人口÷(上記の①)　　:人/台

　総人口÷(上記の②＋③):人/台

(上記の②＋③)÷総世帯数:台/世帯

注：自動車の数値は運輸支局の車検登録台数である。　　 資料：愛知運輸支局・資産税課

　：軽自動車の数値は本市(資産税課)による。

自
　
　
　
動
　
　
　
車

備

考

車　　　　種　　　　別

総　　　　　　　　数【①】

軽
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車





そ の 他 の 統 計

Ｉ 土木、都市計画及び住宅

Ｊ ガス及び水道

Ｋ 金融及び経済

Ｌ 教育及び文化

Ｍ 福祉

Ｎ 労働

Ｏ 衛生

Ｐ 市民所得

Ｑ 司法及び公安

Ｒ 財政

Ｓ 選挙及び行政
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都市計画区域の割合
総面積
市街化調整区域
市街化区域

第一種･第二種低層住居専用地域

第一種･第二種・準住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域
工業地域
工業専用地域

市街化調整区域

市街化区域

都市計画区域の割合

平成 年 月 日現在

総面積

第一種･第二種低

層住居専用地域

第一種･第二種中

高層住居専用地域

第一種･第二種・準

住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

市街化
区域面積
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Ｉ－１　道路状況
平成29年4月1日現在　単位：ｍ・㎡

道　 路　 状　 況
市　　内
実 延 長 未改良 舗 装 道 未舗装道

　総　　　　　計

　東名高速道路
　伊勢湾岸自動車道
　東海環状自動車道
　新東名高速道路

　猿投ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ

　国　 道　 計
　　１ ５ ３ 号
　　１ ５ ５ 号
　　２ ４ ８ 号
　　２ ５ ７ 号
　　３ ０ １ 号
　　４ １ ９ 号
　　４ ２ ０ 号
　　４ ７ ３ 号

　 主要地方県道計
　　06 力石名古屋線
　　11 豊田明智線
　　12 豊田一色線
　　13 豊田多治見線
    19 土岐足助線
    20 瑞浪大野瀬線
　　33 瀬戸設楽線
　　39 岡崎足助線
　　54 豊田知立線
　　56 名古屋岡崎線
　　58 名古屋豊田線
　　76 豊田安城線
    77 足助下山線
    80 東栄稲武線

　一 般 県 道 計
　　(51路線)

　市　 道　 計
　　　(5,611路線）
　　 １級229路線
　　 ２級225路線
　　 その他4,927路線
注：東名高速道路・猿投ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞの道路部面積は車道部のみ。
　：一般県道計には豊田安城自転車道線を含む。
　：市道の路線数(5,611路線)には歩行者･自転車専用道路数（230路線）を含むが、市道及び
　　面積には含まない。

資料：国土交通省名古屋国道事務所
中日本高速道路㈱

愛知県豊田加茂建設事務所
愛知県道路公社

土木管理課

路　 線　 名 規　格
改良済

道 路 部
面　　積
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Ｉ－２　都市公園の状況
平成30年3月31日現在  単位：ha

箇  所  数 計 画 面 積 箇  所  数 面      積
公   園   計

    街  区  公  園
    近  隣    〃
    地  区    〃
    総  合    〃
    運  動    〃
    風  致    〃
    動植物   〃
    緑          道
    墓          園
    都  市  緑  地
参考：市民１人当たりの公園面積 10.96㎡ 資料：公園緑地管理課

種      類 全            公            園
開     設     公     園

Ｉ－３　広場・遊園地の状況

平成29年4月1日現在  単位：ha

設置数 面 積 設置数 面 積 設置数 面 積 設置数 面 積

 地  区  計

 崇化館地区

 梅坪台 〃

 朝日丘 〃

逢 妻  〃

 高 橋  〃

 美 里  〃

 益 富  〃

 豊 南  〃

 末野原 〃

 上 郷  〃

 竜 神  〃

 若 林  〃

 前 林  〃

 若 園  〃

 猿投台 〃

 井 郷  〃

 猿 投  〃

 保 見  〃

 石 野  〃

 松 平  〃

 藤 岡  〃

 小 原  〃

 足 助  〃

 下 山  〃

  旭    〃

 稲 武  〃

資料：公園緑地管理課、スポ－ツ課

区    分 運 動 広 場 児 童 遊 園 ちびっこ広場 ふれあい広場
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Ｉ－４　河川の状況

平成30年3月31日現在

河川区分 河川数

一 級 河 川 ｍ k㎡ ｍ … ｍ … ｍ

二 級 河 川 … …

準 用 河 川 …

普 通 河 川 …

河川延長 流域面積 計画区間 改修済区間 未改修区間

資料：河川課

Ｉ－５　観光施設の状況

単位：人

平成25年 26年 27年 28年 29年

  鞍ケ池（植物園・遊具広場等）

  王滝渓谷（遊園地･遊歩道）

 猿投山 東海自然歩道･登山道･展望台

  松平郷（園地･史跡･祭り）

　ふじの回廊（ふじ回廊・ふじまつり）

　四季桜の回廊（公園・四季桜まつり）

　香嵐渓（園地・遊歩道・紅葉まつり）

　三州足助屋敷

　三河湖

　三河高原

　奥矢作湖

　旭高原（元気村）

　どんぐりの湯（温泉）

　道の駅どんぐりの里

資料：商業観光課

観 光 地 名 （ 施 設 名 ）
観　　光　　客　　数
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Ｉ－６  土地区画整理事業

平成29年4月1日現在

施行者

         年   月 日 年

挙 母 駅前 市  S 31   ～   S 36

北      部 〃 S 35   ～   S 46

上      野 〃 S 41   ～   S 47

南      部 〃 S 42   ～   S 54

豊 田 駅西 〃 S 43   ～   S 60

梅  坪  西 〃 S 58   ～   H 15

梅  坪  東 〃 S 61   ～   H 17

五  ケ  丘 公団 S 54   ～   S 61

高      橋 組合 S 42   ～   S 46

東      部 〃 S 45   ～   S 50

石      平 〃 S 48   ～   S 51

竹      上 〃 S 50   ～   S 53

泉 〃 S 49   ～   S 56

花園町才兼 〃 S 57   ～   S 58

市      木 〃 S 53   ～   H  4

加茂川特定 〃 S 53   ～   H  4

野  見  山 〃 S 59   ～   H  4

田      中 〃 S 58   ～   H  5

御 幸 本 町 〃 S 53   ～   H  8

大      林 〃 S 45   ～   H  9

市  木  南 〃 S 62   ～   H 10

竹元・中町 〃  H  3   ～   H 16

入      沢 〃 H  4   ～   H 16

日      南 〃 H 10   ～   H 18

越戸平戸橋 〃 H  5   ～   H 19

宮　　　上 〃 H 20   ～   H 25

土　　　橋 市 　 H 11 . 9 . 21 H 11   ～   H 37

寺　　　部 〃 H 19   ～   H 34

花　　　園 〃 H 22   ～   H 36

浄 水 特定 組合 H  5   ～   H 34

平　戸　橋 〃 　 H 25 . 6 . 27 H 25   ～   H 35

四郷駅周辺 〃 　 H 27 . 1 .  7 H 26   ～   H 37

大 林 本畑 〃 　 H 28 .10 . 21 H 28   ～   H 31

注：改元後の日付は新元号に読み替え 資料：市街地整備課

施

行

中

地   区   名 施行面積 事業認可年月日 施行及び施行予定年度

完
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
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Ｉ－７　都市計画用途地域の変遷

豊田都市計画 平成30年3月31日現在　単位：ha

第 専
一
種 用
低
層 地
住
居 域

第 専
二
種 用
低
層 地
住
居 域

第 住

一 居

種 専

中 用

高 地

層 域

第 住

二 居

種 専

中 用

高 地

層 域

第
一
種
住
居
地
域

第
二
種
住
居
地
域

準

住

居

地

域

近

隣

商

業

地

域

商

業

地

域

準

工

業

地

域

工

業

地

域

工

業

専

用

地

域

 昭和29年 4月27日

   31年 9月 1日

   36年 3月16日

   41年10月13日

   46年 2月15日

   47年11月29日

   52年 3月 2日

   53年 4月19日

   54年 3月 2日

   55年 4月 7日

   56年 3月30日

   58年 9月14日

   59年 4月 4日

   60年 5月13日

   61年 9月29日

 平成元年 2月15日

    3年 2月27日

    4年 3月30日

    7年12月 1日

    8年11月 1日

    9年 4月18日

   10年 3月27日

   11年 3月31日

12年10月31日

17年 3月29日

18年 4月 7日

19年 4月 6日

20年 3月28日

21年12月22日

22年12月24日

24年 3月23日

26年 3月25日

28年 1月15日

30年 3月26日

資料：都市計画課

決 定 告 示
年  月  日

総　数

地                              域
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（参考）旧藤岡都市計画 単位：ha

第 専
一
種 用
低
層 地
住
居 域

第 専
二
種 用
低
層 地
住
居 域

第 住

一 居

種 専

中 用

高 地

層 域

第 住

二 居

種 専

中 用

高 地

層 域

第
一
種
住
居
地
域

第
二
種
住
居
地
域

準

住

居

地

域

近

隣

商

業

地

域

商

業

地

域

準

工

業

地

域

工

業

地

域

工

業

専

用

地

域

平成12年 4月 4日

14年12月27日

18年 2月24日

資料：都市計画課

決 定 告 示
年  月  日

総　数

地                              域
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Ｉ－８　木造家屋用途別床面積

年 総   　 数 専用住宅 併用住宅 農家住宅 共同住宅

平成25年
　26
　27
　28
　29

注：非課税家屋を除く。
  ：平成27年から農家住宅を専用住宅に含める。

Ｉ－９　非木造家屋用途別構造別床面積

住宅・アパート 事務所･銀行･店舗 病院･ホテル
平成25年
　26
　27
　28
　29

注：非課税家屋を除く。

年 総   　  数 用                                            途                                            別

Ｉ－１０　住宅の建設棟数

新 増 築 滅    失 新 増 築 滅    失 新 増 築
 平成25年
 　　26
 　　27
 　　28
 　　29
注：非課税家屋を除く。
  ：非木造住宅･アパートは専用住宅に含む。
　：平成27年から農家住宅を専用住宅に含める。

年
総          　      数 専　用　住　宅 併　用　住　宅

Ｉ－１１　住宅機能による分類
各年1月1日現在　単位：棟

種      類
総　　　　　数
非　　木　　造
木　　　　　造

  　   専 用 住 宅
       併 用 住 宅
　     農 家 住 宅
       共 同 住 宅
注：非課税家屋を除く。
　：平成27年から農家住宅を専用住宅に含める。

28年27年平成25年 26年

資料：資産税課

29年
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各年1月1日現在　単位：㎡
事 務 所･
銀行･店舗

公衆浴場
病院･劇場
･映 画 館

旅館･ホテル 工場･倉庫 土    蔵 付 属 家

資料：資産税課

各年1月1日現在　単位：㎡

工場･倉庫･市場 そ　の　他 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 鉄　骨　造 その他造

資料：資産税課

用                                            途                                            別 構                造                別

各年1月1日現在  単位：棟

滅    失 新 増 築 滅    失 新 増 築 滅    失

資料：資産税課

農　家　住　宅併　用　住　宅 共　同　住　宅

Ｉ－１１　住宅機能による分類
各年1月1日現在　単位：棟

種      類
総　　　　　数
非　　木　　造
木　　　　　造

  　   専 用 住 宅
       併 用 住 宅
　     農 家 住 宅
       共 同 住 宅
注：非課税家屋を除く。
　：平成27年から農家住宅を専用住宅に含める。

28年27年平成25年 26年

資料：資産税課

29年
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Ｉ－１３　着工建築物構造別建築物の数、床面積の合計、工事費予定額

総　　　　　　　数 木　　　　　　造
建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

棟 ㎡ 万円 棟 ㎡ 万円 棟 ㎡ 万円

平成24年度

注：建築物の数が1か2の場合、工事費予定額はｘで表示。

年　度
鉄骨鉄筋コンクリート造

Ｉ－１２　建築確認申請及び住宅着工件数の状況

（建築確認申請の状況）

１～３号 ４号 工作物 設　備 計 １～３号 ４号
平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29
注：計画変更は含まない。
　　確認済件数、検査済件数には工作物、昇降機を含む。

（住宅着工件数の状況）

新　築 増　築 新　築 増　築 新　築
平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29
注：着工件数には、工作物、建築設備は含まない。
　　着工予定日で算出した。

住　　宅
その他

住　　宅
その他

住　宅年
着工
総数

市着工件数 民間着工件数 市　着工面積（㎡）

年
受　　　　　　　　付　　　　　　　　件　　　　　　　　数

総数
市 民　　　　間　　　　分
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工作物 設　備 計

資料：建築相談課

増　築 新　築 増　築

資料：建築相談課

民間着工面積（㎡）
住　　宅

その他
住　宅

その他

市　着工面積（㎡）

受　　　　　　　　付　　　　　　　　件　　　　　　　　数 確 認 済 件 数 検 査 済 件 数
民　　　　間　　　　分

総　数 市 民　間 総　数 市 民　間

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

建築物
の　数

床面積
の合計

工事費
予定額

棟 ㎡ 万円 棟 ㎡ 万円 棟 ㎡ 万円 棟 ㎡ 万円

資料：建築統計年報

そ　　の　　他鉄　　骨　　造 コンクリートブロック造鉄筋コンクリート造
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Ｉ－１５　着工建築物利用関係別新設住宅の戸数、床面積の合計

戸 ㎡ 戸 ㎡ 戸 ㎡

総 数

持 家

貸 家

給 与 住 宅

分 譲 住 宅

利用関係別
25 年 度平 成 24 年 度 26 年 度

年　度 建 築 物 計 居住専用住宅
居 住 専 用
準 住 宅

居住産業併用
建 築 物

農林水産業用
建 築 物

鉱業、採石業、
砂 利 採 取 業 、
建設業用建築物

平成24年度

卸売・小売業
用 建 築 物

金融・保険業
用 建 築 物

不 動 産 業 用
建 築 物

宿 泊 業 、 飲 食
サ ー ビ ス 業 用
建 築 物

教育、学習支
援業用建築物

Ｉ－１４　着工建築物用途別床面積の合計
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単位：㎡

製 造 業 用
建 築 物

電気・ガス・
熱供給・水道
業 用 建 築 物

情報通信業
用 建 築 物

運 輸 業 用
建 築 物

医療、福祉
用 建 築 物

そ の 他 の
サービス業用
建 築 物

公 務 用
建 築 物

他に分類され
な い 建 築 物

資料：建築統計年報

Ｉ－１５　着工建築物利用関係別新設住宅の戸数、床面積の合計

戸 ㎡ 戸 ㎡ 戸 ㎡

総 数

持 家

貸 家

給 与 住 宅

分 譲 住 宅

利用関係別
25 年 度平 成 24 年 度 26 年 度

戸 ㎡ 戸 ㎡

資料：建築統計年報

28 年 度27 年 度

年　度 建 築 物 計 居住専用住宅
居 住 専 用
準 住 宅

居住産業併用
建 築 物

農林水産業用
建 築 物

鉱業、採石業、
砂 利 採 取 業 、
建設業用建築物

平成24年度

卸売・小売業
用 建 築 物

金融・保険業
用 建 築 物

不 動 産 業 用
建 築 物

宿 泊 業 、 飲 食
サ ー ビ ス 業 用
建 築 物

教育、学習支
援業用建築物

Ｉ－１４　着工建築物用途別床面積の合計
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Ｉ－１７　専用住宅の所有の関係、建て方別専用住宅数

公  営 公団･公社 民  営 給与住宅

総 数

一 戸 建 て

長 屋 建 て

共 同 住 宅

そ の 他

注：推計単位未満の四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

建 て 方
平  　成 　 20　  年

持ち家 借    家総　数

Ｉ－１６　住宅数及び衛生設備状況別建物数

居住有り

住宅数 一時現在者のみ 空　屋 建築中

 平成  5 年

　　　10

　　　15

　　　20

　　　25

注：衛生設備の状況は、有居住宅数の内訳である。
　：推計単位未満の四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

総　　数
居住世帯なし年

住              宅              数 住宅以外で
人が居住す
る 建 物 数
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各年10月1日現在

専 用 共 用 あ  り な  し 水   洗 水洗ではない 水   洗 水洗ではない

専 用 共 用

 …  …

… … … … … …  …  …

… … … … … … … …

資料：住宅・土地統計調査

便             　　　  所
専　　　用 共　　　用

台　　　所 浴　　　室

各年10月1日現在

公  営 都市再生機構
(UR)・公社 民  営 給与住宅

資料：住宅・土地統計調査

25　  年

総　数 持ち家 借    家
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Ｉ－１９　家賃別借家数

年
～10,000 ～20,000 ～40,000 ～60,000

総       数

専       用

併       用

同居普通世帯

年
～10,000 ～20,000 ～40,000 ～60,000

総       数

専       用

併       用

同居普通世帯

注：推計単位未満の四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

住宅の種類
区      分

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ）

総   数 50 円未満

平成20年

住宅の種類
区      分

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ）

総   数 0 円

25年

Ｉ－２０　構造・階級別住宅数

総  数 １  階 ２階以上 総  数 １  階

総 　 数

木    造

防火木造

非 木 造

総  数 １  階 ２階以上 総  数 １  階

総 　 数

木    造

防火木造

非 木 造

注：推計単位未満の四捨五入のため、総数との合計は必ずしも一致しない。

平成20年

年  ・  区分 総    数 １          戸          建 長         屋         建

年  ・  区分 総    数 １          戸          建 長         屋         建

25年

Ｉ－１８　建築年別居住住宅数

36年 46年 56年  3年  8年 13年 8年

～45年 ～55年 ～平成2年 ～7年 ～12年 ～17年 ～20年9月

総　 　　数

木　 　  造

防 火 木 造

非   木  造

専 用 住 宅

併 用 住 宅

注：推計単位未満の四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

住宅の構造・
種 類

平            成            20            年

総  数
昭和35年

以前
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各年10月1日現在

36年 46年 56年  3年  8年 13年 8年 23年

～45年 ～55年 ～平成2年 ～7年 ～12年 ～17年 ～20年9月 ～25年9月

資料：住宅・土地統計調査

総  数

25            年

昭和35年
以前

Ｉ－１９　家賃別借家数

年
～10,000 ～20,000 ～40,000 ～60,000

総       数

専       用

併       用

同居普通世帯

年
～10,000 ～20,000 ～40,000 ～60,000

総       数

専       用

併       用

同居普通世帯

注：推計単位未満の四捨五入のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

住宅の種類
区      分

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ）

総   数 50 円未満

平成20年

住宅の種類
区      分

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ）

総   数 0 円

25年

各年10月1日現在

～80,000 ～100,000 ～150,000 ～200,000 円以上  家賃50円未満を含む

～80,000 ～100,000 ～150,000 ～200,000 円以上  家賃0円を含む

資料：住宅・土地統計調査

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ） 1か月当たり

家賃・間代(円)
不   詳

１      か      月      当      た      り      家      賃    ・    間      代      （ 10区分 ） 1か月当たり

家賃・間代(円)
不   詳

各年10月1日現在

２階以上 総  数 １  階 ２  階 ３～５階 ６～１０階 １１階以上

２階以上 総  数 １  階 ２  階 ３～５階 ６～１０階 １１階以上

資料：住宅・土地統計調査

その他

長         屋         建 共  　　    同   　　   住    　　  宅
その他

長         屋         建 共  　　    同   　　   住    　　  宅
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Ｉ－２２　公的分譲住宅建設戸数

年    度 構   造 建設場所 年    度 構   造 建設場所
昭和43年度 木瓦平 水源町 昭和43年度 木平家 野見山町

〃 京ケ峰 〃   〃
〃 〃 秋葉町 〃 〃 荒井町

〃 青木町 〃 畝部東町
〃 〃 秋葉町 〃   〃

〃 青木町 〃 〃 前林町
〃 東山町 〃 宝来町
〃   〃 〃 畝部東町
〃   〃 〃   〃
〃 東広瀬町 〃 東広瀬町

宅地分譲 花園町 〃 木２階 井上町
〃 亀首町 〃   〃
〃   〃 〃   〃
〃 宝来町 不燃･簡耐2階 五ケ丘
〃   〃 木･簡耐2階   〃
〃   〃 平成 2 年度 〃   〃

〃 〃 井ノ口町 共同住宅8階 水源町

平成 4 年度 〃 黒田町 〃 木･簡耐2階 乙部ケ丘
〃 大蔵町 〃 共同分譲   〃
〃 幸穂台 木･準耐2階   〃
〃   〃 〃   〃
〃   〃 〃   〃
〃 小原町 〃 共同分譲   〃
〃 西細田町 木･準耐2階   〃
〃 竹ノ下 準耐2階   〃
〃 遊屋町 〃   〃

〃   〃
木･準耐2階   〃
宅地分譲   〃

〃 東広瀬町 〃   〃
〃   〃
〃   〃
〃   〃
〃   〃

注：市は募集年度、県は建設年度である。 資料：愛知県住宅供給公社 総務企画課、定住促進課

市        分        譲 県   公   社   分   譲
戸  数 戸  数

Ｉ－２１  市営・県営住宅の状況

各年度末現在

総　数 入居戸数 空家戸数 総　数 入居戸数 空家戸数 総　数 入居戸数 空家戸数

総　　数

普    通

特    賃

そ の 他

総　　数

普    通

特別県営

注：（  ）内数字は入居可空家である。 資料：三河住宅管理事務所豊田加茂支所、定住促進課

県

29  年  度平  成  27  年  度
管理区分

28  年  度

市
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Ｊ－１　水道事業の概況

区　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 人 口 人

給水区域内人口 人

給 水 戸 数 戸

給 水 人 口 人

普 及 率

（対総人口） ％

普 及 率
（対給水区域内人口） ％

導・送・配水管

総延長 ｍ

配 水 量 ｍ

　自　 己　 水 〃

　県　　　　水 〃

　一 日　平 均 ｍ /日

　一 日　最 大 〃

起日 平成25年7月11日 平成26年7月16日 平成27年7月15日 平成28年7月7日 平成29年7月6日

　一 日　最 小 〃

起日 平成26年1月1日 平成27年1月1日 平成28年1月2日 平成29年1月2日 平成30年1月2日

　１人一日平均

注：上段：上水道、中段：簡易水道、下段：上水道＋簡易水道

　　ただし、一日最大配水量及び一日最小配水量は上水道のみの数値である。

　　平成29年度簡易水道事業統合に伴い、平成29年度以降の数値は上水道のみの数値である。

単位
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Ｊ－１　水道事業の概況

区　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 人 口 人

給水区域内人口 人

給 水 戸 数 戸

給 水 人 口 人

普 及 率

（対総人口） ％

普 及 率
（対給水区域内人口） ％

導・送・配水管

総延長 ｍ

配 水 量 ｍ

　自　 己　 水 〃

　県　　　　水 〃

　一 日　平 均 ｍ /日

　一 日　最 大 〃

起日 平成25年7月11日 平成26年7月16日 平成27年7月15日 平成28年7月7日 平成29年7月6日

　一 日　最 小 〃

起日 平成26年1月1日 平成27年1月1日 平成28年1月2日 平成29年1月2日 平成30年1月2日

　１人一日平均

注：上段：上水道、中段：簡易水道、下段：上水道＋簡易水道

　　ただし、一日最大配水量及び一日最小配水量は上水道のみの数値である。

　　平成29年度簡易水道事業統合に伴い、平成29年度以降の数値は上水道のみの数値である。

単位 区　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

有 収 水 量 ｍ

　官公署学校用 〃

　家　 庭　 用 〃

　営　 業　 用 〃

　湯　 屋　 用 〃

　工　 業　 用 〃

　プ ー ル　用 〃

　共　 用　 栓 〃

　そ 　の 　他 〃

有 収 率 ％

世帯 か月使用量 ｍ

資料：経営管理課

単位
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Ｋ－１　市内金融機関の状況

機関数 店舗数 機関数 店舗数 機関数 店舗数

   平成 25 年

　　　　26

　　　　27

　　　　28

　　　　29

注：本市の指定金融機関の機関数及び店舗数である。

   年 普通銀行 信用金庫 労働金庫

Ｋ－２  豊田市商工業者事業資金及び小規模企業等振興資金の業種別融資状況

件数 金   額 件数 金　額 件数 金   額 件数 金   額 件数 金　額

平成25年度

年　度
総　　　数 農　　業 鉱　　業 建 設 業 情報通信業

Ｋ－３　たばこ消費量及び市たばこ税額

単位：千本、千円

年　度 数　　量 金　　額

平成25年度

注：3月から翌年2月売渡し分を年度の計として捉えている。   資料：市民税課　　 　　
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Ｋ－１　市内金融機関の状況

機関数 店舗数 機関数 店舗数 機関数 店舗数

   平成 25 年

　　　　26

　　　　27

　　　　28

　　　　29

注：本市の指定金融機関の機関数及び店舗数である。

   年 普通銀行 信用金庫 労働金庫

各年4月1日現在

機関数 店舗数 機関数 店舗数 機関数 店舗数 機関数 店舗数

資料：会計課

信託銀行 合    計信用組合 農  協

単位：万円

件数 金　額 件数 金   額 件数 金   額 件数 金   額 件数 金　額

件数 金   額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金   額

資料：商業観光課

サービス業 医療，福祉 教育，学習支援 そ の 他

飲食店，宿泊業運 輸 業 製 造 業 卸 売 業 小 売 業
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Ｋ－４　名古屋市消費者物価指数

平均指数 対前年比 1  月 2　月 3　月 4　月
  総  　　　　　　合
　　　生鮮食品を除く総合

  食    　　　　　料
  　穀　　　　　　類
  　魚 　　介 　　類
  　　生　鮮　魚　介
  　肉  　　　　　類
  　乳　 　卵 　　類
  　野   菜・海   藻 △ 1.8
  　　生　鮮　野　菜 △ 3.5
  　果　　　　　　物 △ 0.7
  　　生　鮮　果　物 △ 0.8
  　油　脂・調 味 料
  　菓　　 子　 　類
  　調  理    食  品
  　飲  　　　　　料
  　酒  　　　　　類
  　外　　　　　　食

  住　　　　　　　居 △ 0.3
  　家　　　　　　賃 △ 0.6
  　設備 修繕・維 持

  光 　熱 ・ 水 　道
　　電　　 気　　 代
　　ガ　　 ス 　  代 △ 0.2
  　他   の   光  熱
  　上  下  水 道 料

  家 具・家 事 用 品 △ 1.9
  　家庭用  耐 久 財 △ 3.6
　　室  内  装 備 品 △ 7.4
    寝　　 具  　 類 △ 11.3
    家　事 　雑 　貨
 　 家事用　消 耗 品 △ 0.3
    家　事　サービス

  被　服 及び 履　物 △ 1.4
  　衣　　　　　　料 △ 1.9
    ｼｬﾂ･ｾｰﾀｰ・下着類 △ 1.1
  　履　　 物     類
　　他  の  被 服 類 △ 3.1
　　被服関連サービス △ 0.9

  保   健    医 　療
  　医薬品・健康保持用摂取品 △ 0.5
    保健医療用品･器具
  　保健医療サービス

品　　　　　　目 ウエイト
平　　　　　　　　　　　　　　成　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　年
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平成27年＝100、地域差指数(平成29年)全国平均＝100
地域差指数

5　月 6　月 7　月 8　月  9　月 10　月 11　月 12　月 愛知県
平　　　　　　　　　　　　　　成　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　年
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Ｋ－４　名古屋市消費者物価指数（続き）

平均指数 対前年比 1  月 2　月 3　月 4　月
  交 　通 ・ 通 　信 △ 0.2
  　交　　　　　　通 △ 0.2
  　自動車 等 関係費
  　通　　　　　　信 △ 4.1

  教  　　　　　　育
  　授   業   料  等
  　教科書･学習参考教材

  　補  習    教  育

  教 　養　　娯 　楽
  　教養娯楽用耐久財 △ 2.9
  　教 養 娯 楽 用品
  　書籍・他の印刷物
　　教養娯楽サービス

  諸　  　雑　　　費
  　理美容  サービス
  　理 美 容  用  品 △ 2.3
  　身 の 回 り 用品
    た     ば     こ
  　他  の  諸 雑 費

  再            　掲
    エ  ネ  ル ギ ー
    教  育  関 係 費
    教養 娯楽 関係費
    情報 通信 関係費 △ 1.9
注：生鮮食品とは、生鮮魚介・生鮮野菜・生鮮果物である。
　：地域差指数は､小売物価統計調査（構造編）の平成28年分結果による。
　：全国物価調査は平成19年の調査を最後とし、平成25年から小売物価統計調査に統合
　　された。これにより、地域差指数は10大費目別のみ県単位までの集計となった。
　：総合と住居の地域差指数は、持家の帰属家賃を除く。
　：豊田市の指数の公表は16年3月分で終了。
　：平成18年7月より生地・他の被服類を他の被服類と被服関連サービスに細分化し、新
　　たにエネルギーと情報通信関係費を追加。（エネルギーの内訳は電気代、都市ガス
　　代、プロパンガス代、灯油及びガソリンである。）

品　　　　　　目 ウエイト
平　　　　　　　　　　　　　　成　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　年
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地域差指数

5　月 6　月 7　月 8　月  9　月 10　月 11　月 12　月 愛知県

資料：県統計課

平　　　　　　　　　　　　　　成　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　年
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Ｋ－５　食肉卸売市場取扱高

数        量 金        額 数        量 金        額 数        量 金        額
 平成 25 年

年
総　　　　　数 豚 肉　　用　　牛

Ｋ－６　青果物卸売市場取扱高

単位：ｔ・千円

数  量 金    額 数  量 金   額 数  量 金   額 数  量 金   額
平成25年度

内    訳

 29年 4月

      5月

      6月

      7月

      8月

      9月

     10月

     11月

     12月

 30年 1月

      2月

      3月

注：四捨五入のため、総数と内訳は必ずしも一致しない。 資料：卸売市場

年   度 総            数 野          菜 果          実 加    工    品
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Ｋ－５　食肉卸売市場取扱高

数        量 金        額 数        量 金        額 数        量 金        額
 平成 25 年

年
総　　　　　数 豚 肉　　用　　牛

単位：㎏・千円

数        量 金        額 数        量 金        額 数        量 金        額

資料：農政課

そ　　の　　他乳　　用　　牛 仔　　　　　牛

Ｋ－７　生鮮魚介類卸売市場取扱高

単位：ｔ・千円

数  量 金    額 数  量 金   額 数  量 金   額 数  量 金   額
平成25年度

内    訳

 29年 4月

      5月

      6月

      7月

      8月

      9月

     10月

     11月

     12月

 30年 1月

      2月

      3月

注：四捨五入のため、総数と内訳は必ずしも一致しない。 資料：卸売市場

総            数 鮮          魚 冷    凍    魚 塩干品･ねり製品
年   度
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Ｌ－１  こども園（幼稚園）の状況

年 園 数 学級数
計 男 女 計 男 女

平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

園　　　　　　　　　　　　　児　　　　　　　　　　　　　数
 (本務者のみ)
教　　員　　数

総　　　　　　数

Ｌ－２　小学校の状況

学 児
年 校 単 複 特

数 式 式 支 計 男 女 計 男 女 計 男 女
平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

学　級　数 教　員　数

計
(兼務者を含む) 総　　　　数 １　　　年

Ｌ－３　中学校の状況

年 学校数
計 単式 特支 計 男 女 計 男 女

平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

生　　　　　　　　　　　　　　徒　　　　　　　　　　　　　　数
学　級　数

教　員　数
(兼務者を含む) 総　　　　　　数
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各年5月1日現在

計 男 女 計 男 女 計 男 女

資料：学校基本調査

５　　　　　歳
園　　　　　　　　　　　　　児　　　　　　　　　　　　　数

３　　　　　歳 ４　　　　　歳

各年5月1日現在
童 数

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

   資料：学校基本調査

２　　　年 ６　　　年５　　　年４　　　年３　　　年

各年5月1日現在

計 男 女 計 男 女 計 男 女

資料：学校基本調査

２　　　　　年 ３　　　　　年
生　　　　　　　　　　　　　　徒　　　　　　　　　　　　　　数

１　　　　　年
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Ｌ－４　高等学校の状況

年
計 男 女 計 男 女

平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

本　校 分　校 総　数

学　校　数 教　　　　　　　員　　　　　　　数
本　　務　　者 兼　　務　　者

Ｌ－５　中学校卒業者の進学就職状況

計 全日制 定時制 高等専門学校 海外学校

計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女

平成25年度

無業者
専門学校
等入学者

就職者年    度 性別 総  数 高等学校等進学者   (就職進学者を含む)

Ｌ－６　高等学校卒業者の進学就職状況

計
大　学
(学部)

短　大
(本科)

大学・短期
大学の通信
教育部及び
放送大学

計
 専修学校
(専門課程)

進学者

 専修学校
(一般課程)
等入学者

各種学校

計
男
女

性　別 総　数
 農 業,
 林 業

漁 業
鉱業，採
石業，砂
利採取業

建設業 製造業

電気・ガ
ス・熱供
給 ･ 水 道

業

情　報
通信業

 運輸業,
 郵便業

 卸売業,
 小売業

計
男
女

注：就職者総数の内訳は愛知県統計課の資料による。
  ：産業別就職者数（再掲）の総数には就職進学者が含まれる。

平成29年

 産　　　　　業　　　　　別　　　　　就　　　　　職　　　　　　　者　　　　　　数　　　　　（　　　　再　　　　掲　　　　）

年 性　別 総　数

 大　学　等　進　学　者 専　修　学　校　等
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各年5月1日現在

計 男 女 計 男 女
総　　数

資料：学校基本調査

生　　　　　　　　徒　　　　　　　　数
全　　　日　　　制 定　　　時　　　制

計 農林水産業 建設業 製造業 卸･小売業 運輸･通信業 電気･ｶﾞｽ･水道業 ｻｰﾋﾞｽ業 その他

資料：学校教育課

就           職           者 （就職進学者を含む）

Ｌ－６　高等学校卒業者の進学就職状況

計
大　学
(学部)

短　大
(本科)

大学・短期
大学の通信
教育部及び
放送大学

計
 専修学校
(専門課程)

進学者

 専修学校
(一般課程)
等入学者

各種学校

計
男
女

性　別 総　数
 農 業,
 林 業

漁 業
鉱業，採
石業，砂
利採取業

建設業 製造業

電気・ガ
ス・熱供
給 ･ 水 道

業

情　報
通信業

 運輸業,
 郵便業

 卸売業,
 小売業

計
男
女

注：就職者総数の内訳は愛知県統計課の資料による。
  ：産業別就職者数（再掲）の総数には就職進学者が含まれる。

平成29年

 産　　　　　業　　　　　別　　　　　就　　　　　職　　　　　　　者　　　　　　数　　　　　（　　　　再　　　　掲　　　　）

年 性　別 総　数

 大　学　等　進　学　者 専　修　学　校　等

正規の
職員等

正規の
職員等

でない者

 金融業,
 保険業

不 動 産
業, 物品
賃 貸 業

学術研究，
専門・技術
サービス業

宿泊業，
飲料サー
ビ ス 業

生 活 関 連
サ ー ビ ス
業 娯楽業

教育，学
習支援業

 医 療，
 福 祉

複合サー
ビス事業

サービス業
(他に分類
されないも
の)

公務（他
に分類さ
れるもの
を除く）

左記以外
の も の

資料：学校基本調査、県統計課

就　職　者
一時的な
仕事に就
いた者

 左記以外
の者(死亡
･不詳の者
を含む)

 産　　　　　業　　　　　別　　　　　就　　　　　職　　　　　　　者　　　　　　数　　　　　（　　　　再　　　　掲　　　　）

公共職業
能力開発
施設等入

学者



− 316 −

計 男 女 計 男 女
平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

本      務      者 兼      務      者

Ｌ－７　各種学校、専修学校の概況

年 学 校 数
教                 員                 数

Ｌ－８  豊田工業高等専門学校の状況

敷地総面積 校舎等床総面積 校     長 教     授
平成 25 年
　　 26
　　 27
　　 28
　　 29

年
施           設（㎡）

教職員総数
教                            員                            数

Ｌ－９　豊田工業高等専門学校学生数の状況

平成 25 年
 　　26
 　　27
 　　28
 　　29

年
学    生    数 専      門      課      程

総   数 男 女
機　械
工学科

電気･電子ｼ
ｽﾃﾑ工学科

情　報
工学科

環境都市
工 学 科

建　築
学　科

Ｌ－１０　豊田工業高等専門学校卒業者の就職状況

年 総　　数 農林･漁業 鉱　　業 建  設  業 製  造  業 卸･小売業

平成 26 年
　　 27
　　 28
　　 29
　　 30
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各年5月1日現在

計 男 女 計 男 女

資料：学校基本調査

生      徒       数(　本　 務 　者　)
職　　員　　数

各年5月1日現在

准   教   授 講        師 助　　教 助        手 非常勤講師

資料：豊田工業高等専門学校

教                            員                            数
事務系職員

各年5月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女

資料：豊田工業高等専門学校

入         学         状         況 前 年 度 卒 業 者 数
入    学    者    数

総 数 男 女
志    願    者    数

各年3月卒業者
金融･保険･
不  動  産

運輸･通信業
電気･ｶﾞｽ･水
道 ･ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ

公　　務 自営･その他 進　　学

資料：豊田工業高等専門学校
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Ｌ－１１  交流館利用状況

逢  妻 朝日丘 井　郷 石  野 梅坪台 上　郷

交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館

平成25年度

平成25年度

竜  神 若  園 若  林 旭 足　助 小　原 下　山 藤　岡

交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館

平成25年度

平成25年度

注：図書館の利用状況も含む。
　：視聴覚ライブラリーはL-31表にまとめた。

年    度

件
　
数

人
　
数

人
　
数

項目

年    度 総    数

件
　
数

項目

Ｌ－１２　コミュニティセンター利用状況

件 　数 人 　数 件 　数 人 　数 件 　数 人 　数
平成25年度

年　 度
総　　　   数 高橋ｺﾐｭﾆﾃｨ 上郷ｺﾐｭﾆﾃｨ
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Ｌ－１１  交流館利用状況

逢  妻 朝日丘 井　郷 石  野 梅坪台 上　郷

交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館

平成25年度

平成25年度

竜  神 若  園 若  林 旭 足　助 小　原 下　山 藤　岡

交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館

平成25年度

平成25年度

注：図書館の利用状況も含む。
　：視聴覚ライブラリーはL-31表にまとめた。

年    度

件
　
数

人
　
数

人
　
数

項目

年    度 総    数

件
　
数

項目
猿投北 猿投台 末野原 崇化館 高  橋 豊  南 保  見 前  林 益  富 松　平 美  里

交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館 交流館

稲　武 藤岡南 浄　水

交流館 交流館 交流館

資料：市民活躍支援課

件 　数 人 　数 件 　数 人 　数 件 　数 人 　数 件 　数 人 　数

資料：市民活躍支援課、地域支援課、各支所

高岡ｺﾐｭﾆﾃｨ 西部ｺﾐｭﾆﾃｨ猿投ｺﾐｭﾆﾃｨ 松平ｺﾐｭﾆﾃｨ
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Ｌ－１３　市中央図書館蔵書冊数

総  記 哲  学 歴史地理 社会科学 自然医学 工 学 産  業

総　数
中央館
ﾈｯﾄﾜｰｸ館
図 書 室
こ ど も
図 書 室

平　成
29年度

平成25年度

年　度 総  数
一                             般                             書                             籍

Ｌ－１４　市中央図書館利用状況

こども図書室

総  数 一  般 児  童 一  般 児  童 一  般 児  童 児  童
 平成25年度

年　度
利　　　　　用　　　　　冊　　　　　数

総     　   　    数 中    央    館  ﾈｯﾄﾜｰｸ館図書室

Ｌ－１５　郷土資料館資料数
各年度末現在

年   度 文　献 書　跡 民　俗 工　芸 絵　画 彫　刻 考　古
平成25年度

注：（  ）内数は写真、資料分類外で合計に含む。 資料：文化財課

総     数

Ｌ－１６　郷土資料館、近代の産業とくらし発見館、民芸館及び民芸の森利用状況

総　　数 大人･大学･高校生 小・中学生 就学前の子供
平成25年度

注：民芸の森は、平成28年度より利用を開始した。

年　度
郷　　　土　　　資　　　料　　　館

Ｌ－１７　豊田市総合体育館（スカイホール豊田）利用状況

件 数 人 数 件 数 人 数
平成25年度

個                    人 団                    体

総  数 卓  球
年　度

体                               育                               館

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ テニス
ﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞﾙｰﾑ

その他
総      数 ス ポ ー ツ
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Ｌ－１３　市中央図書館蔵書冊数

総  記 哲  学 歴史地理 社会科学 自然医学 工 学 産  業

総　数
中央館
ﾈｯﾄﾜｰｸ館
図 書 室
こ ど も
図 書 室

平　成
29年度

平成25年度

年　度 総  数
一                             般                             書                             籍

各年度末現在

芸  術 語 学 文  学 自動車(和書) 自動車(洋書) 全国史誌 郷土資料 洋 書 ティーンズ 視聴覚資料 障がい者資料

資料：市中央図書館

その他資料一                             般                             書                             籍
児童書

Ｌ－１４　市中央図書館利用状況

こども図書室

総  数 一  般 児  童 一  般 児  童 一  般 児  童 児  童
 平成25年度

年　度
利　　　　　用　　　　　冊　　　　　数

総     　   　    数 中    央    館  ﾈｯﾄﾜｰｸ館図書室 こども図書室

総  数 一  般 児  童 一  般 児  童 一  般 児  童 児  童

資料：市中央図書館

ﾈｯﾄﾜｰｸ館図書室
利　　　　　用　　　　　者　　　　　数

総            　　数 中  央  館

Ｌ－１５　郷土資料館資料数
各年度末現在

年   度 文　献 書　跡 民　俗 工　芸 絵　画 彫　刻 考　古
平成25年度

注：（  ）内数は写真、資料分類外で合計に含む。 資料：文化財課

総     数

民  芸  館 民 芸 の 森
総　　数 大人･大学･高校生 中学生以下 総　　数 総　　数

資料：文化財課

近代の産業とくらし発見館

個人

件 数 人   数 件 数 人   数 人数 件数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

多目的ルーム
（個人利用含

む）

会議室（研修
室含む）

開 館
日 数

団                    体
スポーツ以外 会      議 団　体

体                               育                               館 武道館（剣道場、柔
道場、多目的道場）
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Ｌ－１８　都市公園及び運動広場の利用状況

件  数 人    数 件  数人    数件  数人    数件  数 人    数 件  数人    数

平成25年度

件  数 人    数 件  数人    数件  数人    数件  数 人    数 件  数人    数

平成25年度

件  数 人    数 件  数人    数件  数人    数件  数 人    数 件  数人    数

平成25年度

荒  井  公  園
年　度

総           数 毘  森  公  園 白  浜  公  園 川  端  公  園

年　度
平  山  公  園 新  生  公  園 加 茂 川 公 園 井  上  公  園 豊田市運動公園

　

注：豊田市運動公園は野球場、ソフトボール場、陸上競技場、球技場、多目的広場、弓道場及びアー
　　チェリー場の合計。
　：高岡公園は野球場、サッカー場（児童専用含む）、少年サッカー場の合計。

年　度
逢妻運動広場 古瀬間運動広場 保見運動広場 石野運動広場 高岡運動広場

Ｌ－１９　東山体育センター利用状況

件  数 人   数 件 数 人  数 件 数 人  数
平成25年度

Ｌ－２０　豊田市運動公園体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人  数 件 数 人  数
平成25年度

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                              体                              利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総　　数 バレーボール バスケットボール

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                              体                              利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総　　数 バレーボール バスケットボール

件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

団                              体                              利                              用                              状                              況
そ  の  他バドミントン 卓      球 剣      道 インディアカ

団                              体                              利                              用                              状                              況

談話室（会議）

会　　議 そ  の  他バドミントン 卓      球 剣　　道 インディアカ
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件  数人    数 件  数 人    数 件  数人    数件  数人    数件  数人    数

件  数人    数 件  数 人    数 件  数人    数件  数人    数件  数人    数

件  数人    数 件  数 人    数 件  数人    数件　数人　　数件　数人　　数

資料：スポーツ課

高橋運動広場 東山運動広場

平  井  公  園 柳 川 瀬 公 園 土　橋　公　園 丸  山  公  園 上  郷  公  園

越  戸  公  園 高岡公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 川　田　公　園

末野原運動広場 松平運動広場 五ケ丘運動広場 御  立  公  園 若園運動広場

　　チェリー場の合計。

件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

団                              体                              利                              用                              状                              況
そ  の  他バドミントン 卓      球 剣      道 インディアカ

団                              体                              利                              用                              状                              況

談話室（会議）

会　　議 そ  の  他バドミントン 卓      球 剣　　道 インディアカ
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Ｌ－２１  柳川瀬公園体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人数 件 数 人  数
平成25年度

Ｌ－２２　高岡公園体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人数 件 数 人  数
平成25年度

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                            体                        　　      利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総        数 バレーボール バスケットボール

団                            体                        　　      利                              用                              状                              況
総        数 バレーボール バスケットボール年   度

個  人  利  用  状  況 ( 人 数 )

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

Ｌ－２１  柳川瀬公園体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人数 件 数 人  数
平成25年度

Ｌ－２２　高岡公園体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人数 件 数 人  数
平成25年度

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                            体                        　　      利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総        数 バレーボール バスケットボール

団                            体                        　　      利                              用                              状                              況
総        数 バレーボール バスケットボール年   度

個  人  利  用  状  況 ( 人 数 )

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

Ｌ－２３　西部体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人  数 件 数 人  数
平成25年度

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                              体                              利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総    数 バレーボール バスケットボール

Ｌ－２４　中央公園・豊田スタジアム利用状況

利用者数 件　数 入場者数

平成25年度

年　　　度 広場等
ラウンジ、報道関係室、

インタビュー室

日　　　　　　　常　　　　　　　利　　　　　　　用
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件 数 人  数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

件 数 人  数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

団                            体                        　　      利                              用                              状                              況
会   議   室 そ   の   他バドミントン 卓       球 体       操 インディアカ ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰ

インディアカ ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰ 会   議   室
団                            体                        　　      利                              用                              状                              況

そ   の   他卓       球 体       操バドミントン

件 数 人  数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

件 数 人  数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

団                            体                        　　      利                              用                              状                              況
会   議   室 そ   の   他バドミントン 卓       球 体       操 インディアカ ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰ

インディアカ ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰ 会   議   室
団                            体                        　　      利                              用                              状                              況

そ   の   他卓       球 体       操バドミントン

Ｌ－２３　西部体育館利用状況

件  数 人   数 件 数 人  数 件 数 人  数
平成25年度

年   度
個  人  利  用  状  況 ( 人 数 ) 団                              体                              利                              用                              状                              況

総  数 卓球
バドミ
ントン

インディ
アカ その他

総    数 バレーボール バスケットボール

件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数 件 数 人  数

資料：スポーツ課

卓      球 硬式テニス

団                              体                              利                              用                              状                              況
そ  の  他インディアカ 談話室（会議）バドミントン

Ｌ－２４　中央公園・豊田スタジアム利用状況

利用者数 件　数 入場者数

平成25年度

年　　　度 広場等
ラウンジ、報道関係室、

インタビュー室

日　　　　　　　常　　　　　　　利　　　　　　　用

Ｂ１階（遊戯施設） Ｂ２階（屋内温水プール）

入場者数 入場者数 利用者数 入場者数 件　数 入場者数

資料：スポーツ課

専 用 利 用

スポーツプラザ
レストラン

スタジアム
見学者等

球技場

日　　　　　　　常　　　　　　　利　　　　　　　用
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Ｌ－２５　市民文化会館利用状況

計 音楽会 舞踊会 演  劇 演  芸 講演会 大  会 映画会

計 華  展 絵画展 工芸展 書道展 そ の 他 計 華  展 絵画展 工芸展

展         示         室         Ａ 展         示         室         Ｂ

年   度 総　数
大         ホ         ー         ル

平成25年度

Ｌ－２６　市民ギャラリー利用状況

計 華   展 絵画展 工芸展 書道展 その他 計 華  展
平成25年度

年　　度 総    数 展      示      室      Ａ 展      示      室      Ｂ

Ｌ－２７　コンサートホール・能楽堂利用状況

単位：人

件  数 入館者数 件  数 入館者数 件  数 入館者数

平成25年度

資料：文化振興課

年　　度
コンサートホール 能    楽    堂 多目的ルーム･リハｰサル室･板の間
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Ｌ－２５　市民文化会館利用状況

計 音楽会 舞踊会 演  劇 演  芸 講演会 大  会 映画会

計 華  展 絵画展 工芸展 書道展 そ の 他 計 華  展 絵画展 工芸展

展         示         室         Ａ 展         示         室         Ｂ

年   度 総　数
大         ホ         ー         ル

平成25年度

単位：人

その他 計 音楽会 舞踊会 演 劇 演芸 講演会 大  会 映画会
ﾋﾟｱﾉｴﾚｸﾄｰ
ﾝ発表会 その他

書道展 その他 茶 会 会  議 会  議 練  習

資料：文化振興課

ﾘﾊｰｻﾙ室
展         示         室         Ｂ 和      室 大　会   議   室 会   議   室 練   習   室

大         ホ         ー         ル 小          ホ          ー          ル

Ｌ－２６　市民ギャラリー利用状況

計 華   展 絵画展 工芸展 書道展 その他 計 華  展
平成25年度

年　　度 総    数 展      示      室      Ａ 展      示      室      Ｂ
単位：人

絵画展 工芸展 書道展 その他 計 華  展 絵画展 工芸展 書道展 その他

資料：文化振興課

展      示      室      Ｂ 展      示      室      Ｃ

Ｌ－２８　豊田市美術館利用者数

単位：人・日

観覧者数

計 個  人 団  体

平成25年度

… … … …

… … … …

… … … …

注：美術館リニューアルのため平成26年9月16日から平成27年10月9日まで閉館。 資料：美術館

　：平成27年度から利用者数の計上方法を変更。それに伴い統計表の様式を一部変更している。

年　　度
開 館
日 数

付属施設
利用者数

総　数 有　　　　料
無  料
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Ｌ－２９　豊田産業文化センター利用状況

年    度 総    数 小ホール 多目的ﾎｰﾙ 大広間 視聴覚室 応接室 会議室

平成25年度

Ｌ－３０　豊田地域文化広場利用状況

計 陶芸教室 工  作  室 音  楽  室 アトリエ

平成25年度

計 一般利用 申請利用 計 大    人 小    人
平成25年度

年    度 総     数 け                            や                            き                            ホ                            ー                            ル

年    度 体       育        館 プ        ー        ル

Ｌ－３１　視聴覚ライブラリー利用状況

件　数 人　数 総 数 一   般 ＰＴＡ 公民館

平成25年度

年    度 施 設 利 用 機材・教材
貸出総数

社                          会                          教                          育



− 329 −

単位：人

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ ｻｲｴﾝｽﾎｰﾙ スタジオＡ スタジオＢ 教   室 音楽室 ﾊﾟｿｺﾝﾙｰﾑ その他各施設

資料：商業観光課

単位：人

和    室 集 会 室 ものづくりひろば こども体験館

計 一般利用 申請利用

資料：市民活躍支援課

広   場 茶   室 その他

け                            や                            き                            ホ                            ー                            ル

柔       道       場 テニス
コート

単位：人・件

官公庁 事業所 各種学校 その他

資料：文化振興課

中学校
社                          会                          教                          育

小学校 こども園等
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Ｌ－３２　学校開放利用状況

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

挙 母 東 山

青 木 衣 丘 平 井

朝 日 四 郷 広 川 台

市 木 浄 水 平 和

五 ケ 丘 寿 恵 野 前 山

五ケ丘東 高 嶺 美 山

井 上 滝 脇 元 城

伊 保 竹 村 矢 並

岩 倉 土 橋 山 之 手

畝 部 堤 若 園

梅 坪 寺 部 若 林 西

大 畑 童 子 山 若 林 東

大 林 豊 松 飯 野

加 納 中 金 石 畳

上 鷹 見 西 広 瀬 中 山

九 久 平 西 保 見 御 作

幸 海 根 川 小原中部

小 清 水 野 見 道 慈

古 瀬 間 東 広 瀬 本 城

駒 場 東 保 見 足 助

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

学 校 名

総　  数

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

学 校 名 学 校 名

Ｌ－３３　サン・アビリティーズ豊田利用状況

そ の
身体障がい者 その他 身体障がい者 その他 身体障がい者 その他 身体障がい者

平成25年度

そ の
身体障がい者 その他 身体障がい者 その他 身体障がい者 その他 身体障がい者

平成25年度

年    度
和                 室 研         修         室

雇用保険被保険者 そ    の    他 雇用保険被保険者

年    度
総                  数 体         育         館

雇用保険被保険者 そ    の    他 雇用保険被保険者
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Ｌ－３２　学校開放利用状況

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

挙 母 東 山

青 木 衣 丘 平 井

朝 日 四 郷 広 川 台

市 木 浄 水 平 和

五 ケ 丘 寿 恵 野 前 山

五ケ丘東 高 嶺 美 山

井 上 滝 脇 元 城

伊 保 竹 村 矢 並

岩 倉 土 橋 山 之 手

畝 部 堤 若 園

梅 坪 寺 部 若 林 西

大 畑 童 子 山 若 林 東

大 林 豊 松 飯 野

加 納 中 金 石 畳

上 鷹 見 西 広 瀬 中 山

九 久 平 西 保 見 御 作

幸 海 根 川 小原中部

小 清 水 野 見 道 慈

古 瀬 間 東 広 瀬 本 城

駒 場 東 保 見 足 助

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

学 校 名

総　  数

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

学 校 名 学 校 名
（平成29年度）　単位：件

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

追 分 梅 坪 台 旭

大 蔵 上 郷 稲 武

佐 切 猿 投 藤 岡 南

新 盛 猿 投 台 浄 水

則 定 末 野 原 足 助

萩 野 崇 化 館

冷 田 高 岡

御 蔵 高 橋

明 和 豊 南 資料：スポーツ課

大 沼 保 見

花 山 前 林

小 渡 益 富

敷 島 松 平

稲 武 美 里

巴 ヶ 丘 竜 神

浄 水 北 若 園

逢 妻 藤 岡

朝 日 丘 小 原

井 郷 足 助

石 野 下 山

学 校 名

中
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

小
　
　
　
　
学
　
　
　
　
校

中
学
校

学 校 名 学 校 名

高
等
学
校

中
学
校

他

その他 身体障がい者 その他 身体障がい者 その他

他

その他 身体障がい者 その他 身体障がい者 その他

資料：豊田市障がい者総合福祉会館

音         楽         室
雇用保険被保険者 そ    の    他

多  目  的  ホ  ー  ル
雇用保険被保険者 そ    の    他
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Ｌ－３４　平戸橋いこいの広場利用状況

単位：人

年    度 テニスコート 会　 議 　室 多  目  的  室 集　 会 　室

平成25年度

資料：文化財課

Ｌ－３５　猿投棒の手ふれあい広場利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

平成25年度

年　度
多目的ホール 会　議　室 和　　室 グランド

Ｌ－３６　青少年センター利用状況

年   度 総    数 主催事業 青少年団体 青少年個人 社会教育団体 学  校 官公庁 一般団体

平成25年度

資料：次世代育成課
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件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

… …

… …

… …

… …

… …

資料：文化財課

ゲートボール 棒の手会館 そ　の　他テ　ニ　ス

Ｌ－３６　青少年センター利用状況

年   度 総    数 主催事業 青少年団体 青少年個人 社会教育団体 学  校 官公庁 一般団体

平成25年度

資料：次世代育成課

Ｌ－３７　ＮＨＫ放送受信契約数

各年度末現在

平成25年度

注：衛星契約は、放送受信契約のうち衛星契約の件数及び特別契約の件数の合計。

資料：日本放送協会

年    度 放　送　受　信　契　約　数（件）

総　　数 衛星契約（再掲）
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Ｍ－１　こども園（保育園）の状況

組    数 児 童 数 組    数 児 童 数

内  訳

29年度 公  立

私  立

注：3～5歳児複合区クラス及び4・5歳児複合クラスは、5歳児の組数に計上。

総          数 ５    歳    児年      度 園    数 職 員 数

入                  園                  児                  童                  数

平 成 25 年 度

Ｍ－２　幼保連携型認定こども園の状況

組    数 児 童 数 組    数 児 童 数

内  訳

29年度 公  立

私  立

入                  園                  児                  童                  数

総          数 ５    歳    児

平 成 27 年 度

年      度 園    数 職 員 数

組    数 児 童 数 組    数 児 童 数 組    数 児 童 数

資料：保育課

入                  園                  児                  童                  数

定     員４    歳    児 ３    歳    児 ０～２　歳　児

Ｍ－３　生活保護法による保護状況

世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費

平成25年度

注：世帯・人員は月平均であり、保護費は年度の累計である。
  ：世帯数・人員と総数とは必ずしも一致しない。
  ：出産扶助については平均でなく、年間の総数である。

年　度
総        数 生 活 扶 助 住 宅 扶 助 教 育 扶 助
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組    数 児 童 数 組    数 児 童 数 組    数 児 童 数

資料：保育課

定     員４    歳    児 ３    歳    児 ０～２　歳　児

入                  園                  児                  童                  数

組    数 児 童 数 組    数 児 童 数 組    数 児 童 数

資料：保育課

入                  園                  児                  童                  数

定     員４    歳    児 ３    歳    児 ０～２　歳　児

単位：千円

保護施設

世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 世帯 人員 保護費 事務費

資料：生活福祉課

医 療 扶 助 出 産 扶 助 生 業 扶 助 葬 祭 扶 助介 護 扶 助
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Ｍ－４　身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳　所持者数

　平成 25 年

 　 　 26

 　 　 27

 　 　 28

 　 　 29

区　  分
身　体　障　が　い　者　手　帳

総 数 視覚障がい者
聴覚・平衡・

言語機能障がい
内部障がい 肢体不自由

Ｍ－５　更生資金等の貸付状況

単位：万円

件    数 金    額 件    数 金    額 件    数 金    額

平成 25 年

注：平成28年における生活福祉資金の貸付1件については、貸付決定後に他からの支援を受

　　けることができたため貸付辞退。 資料：社会福祉協議会

年
総         数 生 活 福 祉 資 金 愛のひまわり資金

注：千円未満四捨五入
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各年4月1日現在

18歳以上 18歳未満 18歳以上 18歳未満 18歳以上 18歳未満 18歳以上 18歳未満

資料：障がい福祉課

１級 ２級

療　　育　　手　　帳 精神障がい者保健福祉手帳
総　数

３級
Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定

総数

Ｍ－５　更生資金等の貸付状況

単位：万円

件    数 金    額 件    数 金    額 件    数 金    額

平成 25 年

注：平成28年における生活福祉資金の貸付1件については、貸付決定後に他からの支援を受

　　けることができたため貸付辞退。 資料：社会福祉協議会

年
総         数 生 活 福 祉 資 金 愛のひまわり資金

注：千円未満四捨五入
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Ｍ－６  福祉施設の状況

敷   地 建   物

(老人福祉施設)
 養護老人ホーム   養護老人ホーム若草苑 社会福祉法人

短期入所

 軽費老人ホーム   ケアハウス豊田 〃 (とよた苑に併設)

  (ケアハウス)
  ケアハウスみなみ 〃 (みなみ福寿園に併設)

 老人福祉センター   豊    寿    園 豊  田  市

　ぬくもりの里 〃

　稲武福祉センター 〃

 老人デイサービス   豊寿園デイサービスセンター 社会福祉法人

 センター
  東山デイサービスセンター 〃

　稲武デイサービスセンター 〃

　ぬくもりの里デイサービスセンター 〃

　デイサービスふくしの里 〃

　ふじのさとデイサービスセンター 〃

　まどいの丘デイサービスセンター 〃

　百年草デイサービスセンター 〃

 地域包括支援センター 　ひまわり邸地域包括支援センター 社会福祉法人

  豊田地域ケア支援センター 公益財団法人

  豊田厚生地域包括支援センター 厚  生  連

  社協包括支援センター 社会福祉法人

  ほっとかん地域包括支援センター 株式会社

  トヨタ地域包括支援センター 健康保険組合

　地域包括支援センターくらがいけ 社会福祉法人

  地域包括支援センターとよた苑 〃

  地域包括支援センターかずえの郷 医療法人

  ひまわりの街地域包括支援センター 社会福祉法人

  みなみ福寿園地域包括支援センター 〃

　わかばやし園地域包括支援センター 〃

　つつみ園地域包括支援センター 〃

  みのり園地域包括支援センター 〃

　こささの里地域包括支援センター 〃

  豊田福寿園地域包括支援センター 〃

　石野の里地域包括支援センター 〃

  地域包括支援センター猿投の楽園 〃

（豊田市百年草に併設）

（特別養護老人ホームひまわり邸内)

（豊田地域医療センター内)

（豊田市福祉センター内)

（有料老人ホーム豊田ほっとかん内)

（豊田厚生病院内)

定 員

(老人福祉センター豊寿園に併設)

(下山保健福祉ｾﾝﾀｰまどいの丘に併設)

(稲武福祉センターに併設)

（老人福祉センターぬくもりの里に併設）

（小原福祉センターふくしの里に併設）

（藤岡福祉センターふじのさとに併設）

施 設 種 別 施  設  名  称 設置主体
施 設 面 積 (㎡)等

(市営東山住宅Ｈ棟１階に併設)

（特別養護老人ﾎｰﾑみなみ福寿園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田つつみ園内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田わかばやし園内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ石野の里内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田福寿園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑ猿投の楽園内)

 (特別養護老人ﾎｰﾑ豊田みのり園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑこささの里内）

（老人保健施設ジョイステイ内)

（特別養護老人ﾎｰﾑくらがいけ内）

（特別養護老人ﾎｰﾑとよた苑内)

（老人保健施設かずえの郷内)

（特別養護老人ﾎｰﾑひまわりの街内)
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Ｍ－６  福祉施設の状況

敷   地 建   物

(老人福祉施設)
 養護老人ホーム   養護老人ホーム若草苑 社会福祉法人

短期入所

 軽費老人ホーム   ケアハウス豊田 〃 (とよた苑に併設)

  (ケアハウス)
  ケアハウスみなみ 〃 (みなみ福寿園に併設)

 老人福祉センター   豊    寿    園 豊  田  市

　ぬくもりの里 〃

　稲武福祉センター 〃

 老人デイサービス   豊寿園デイサービスセンター 社会福祉法人

 センター
  東山デイサービスセンター 〃

　稲武デイサービスセンター 〃

　ぬくもりの里デイサービスセンター 〃

　デイサービスふくしの里 〃

　ふじのさとデイサービスセンター 〃

　まどいの丘デイサービスセンター 〃

　百年草デイサービスセンター 〃

 地域包括支援センター 　ひまわり邸地域包括支援センター 社会福祉法人

  豊田地域ケア支援センター 公益財団法人

  豊田厚生地域包括支援センター 厚  生  連

  社協包括支援センター 社会福祉法人

  ほっとかん地域包括支援センター 株式会社

  トヨタ地域包括支援センター 健康保険組合

　地域包括支援センターくらがいけ 社会福祉法人

  地域包括支援センターとよた苑 〃

  地域包括支援センターかずえの郷 医療法人

  ひまわりの街地域包括支援センター 社会福祉法人

  みなみ福寿園地域包括支援センター 〃

　わかばやし園地域包括支援センター 〃

　つつみ園地域包括支援センター 〃

  みのり園地域包括支援センター 〃

　こささの里地域包括支援センター 〃

  豊田福寿園地域包括支援センター 〃

　石野の里地域包括支援センター 〃

  地域包括支援センター猿投の楽園 〃

（豊田市百年草に併設）

（特別養護老人ホームひまわり邸内)

（豊田地域医療センター内)

（豊田市福祉センター内)

（有料老人ホーム豊田ほっとかん内)

（豊田厚生病院内)

定 員

(老人福祉センター豊寿園に併設)

(下山保健福祉ｾﾝﾀｰまどいの丘に併設)

(稲武福祉センターに併設)

（老人福祉センターぬくもりの里に併設）

（小原福祉センターふくしの里に併設）

（藤岡福祉センターふじのさとに併設）

施 設 種 別 施  設  名  称 設置主体
施 設 面 積 (㎡)等

(市営東山住宅Ｈ棟１階に併設)

（特別養護老人ﾎｰﾑみなみ福寿園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田つつみ園内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田わかばやし園内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ石野の里内）

（特別養護老人ﾎｰﾑ豊田福寿園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑ猿投の楽園内)

 (特別養護老人ﾎｰﾑ豊田みのり園内)

（特別養護老人ﾎｰﾑこささの里内）

（老人保健施設ジョイステイ内)

（特別養護老人ﾎｰﾑくらがいけ内）

（特別養護老人ﾎｰﾑとよた苑内)

（老人保健施設かずえの郷内)

（特別養護老人ﾎｰﾑひまわりの街内)

敷   地 建   物

  地域包括支援センター保見の里 社会福祉法人

  笑いの家地域包括支援センター 〃

　ふじのさと包括支援センター 〃

　豊田地域包括支援センターふじおか茜邸 〃

　ふくしの里包括支援センター 〃

　足助地域包括支援センター 厚  生  連

　まどいの丘包括支援センター 社会福祉法人

　ぬくもりの里包括支援センター 〃

　いなぶ包括支援センター 〃

　豊田市基幹包括支援センター 〃

(その他高齢者施設)
 介護予防拠点施設 　足助まめだ館 豊  田  市

　老人憩の家　あさひ荘 〃

 高齢者生活支援ハウス   高齢者生活支援ハウス 〃 最大20

 福祉就業センター   ふれあいの家 〃

　山室花はうす 〃

 高齢者温泉休養施設   寿    楽    荘 〃 宿泊 48
休憩100

 特定民間施設   豊田ほっとかん 株式会社 (西部ｺﾐｾﾝに併設)

  (有料老人ホーム他)

(障がい者(児)福祉施設)

 生活介護  　豊田市障がい者総合支援センター　第二ひまわり 豊  田  市

（公設に限る）
　豊田市障がい者総合支援センター　暖 〃

 就労移行支援  　豊田市障がい者総合支援センター　けやきワークス 〃
（公設に限る） （青少年相談ｾﾝﾀｰに併設）

　さくらワークス 〃

 就労継続Ｂ型 　 豊田市障がい者総合支援センター　けやきワークス 〃
（公設に限る） （青少年相談ｾﾝﾀｰに併設）

　さくらワークス 〃

 共同生活援助 　知的障がい者グル―プホーム喜多ハウス 〃
（公設に限る）
身体障がい者福祉センター（Ｂ型） 　豊田市障がい福祉会館 〃

勤労身体障がい者文化体育施設 　サン・アビリティーズ豊田 〃

 児童発達支援センター 　こども発達センター 〃

      ひまわり 〃 （こども発達センター内） 

      たんぽぽ 〃     　　   〃

      なのはな 〃      　　  〃

資料：総務監査課、高齢福祉課、介護保険課、障がい福祉課、市民活躍支援課、旭支所、足助支所

（稲武福祉センター内）

（稲武福祉センターに併設）

（老人福祉センターぬくもりの里内）

施 設 種 別 施  設  名  称 設置主体
施 設 面 積 (㎡)等

（特別養護老人ホーム笑いの家内)

（藤岡福祉センターふじのさと内）

（小原福祉センターふくしの里内）

（足助病院内）

（特別養護老人ﾎｰﾑふじおか茜邸内）

（豊田地域医療センター内)

（下山保健福祉ｾﾝﾀｰまどいの丘内）

（特別養護老人ホーム保見の里内）

定 員
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Ｍ－７　国民健康保険の状況

調  定 収  納

累計額 累計額 件 　数 費 用 額 件 　数 費 用 額 件 　数

平成25年度

注：高額療養費は療養諸費の再掲である。なお、数値は厚生労働省報告年報による。(千円未満切捨て)

療 養 の 給 付 費
年    度

被保険者数
(年度平均）

保    険    税
保                    険                    給                    付

総          数
療        養        諸        費

計

Ｍ－８　後期高齢者医療制度の状況

調 定 額 収 納 額 件　 数 費 用 額 件　 数 給 付 額

平成25年度

注：高額療養費・高額介護合算療養費の件数は療養給付費の再掲である。なお、数値は愛知県後期高齢者医

　　療広域連合作成の事業概況（統計表）による。

現年賦課分

　：額については千円未満切捨て

年    度
被保険者数
(年度末）

保    険    料
保                    険                    給                    付                    実                    績

総          数 療 養 給 付 費

Ｍ－９　福祉医療等助成状況

件 数 助成及び給付額 件 数 助成額 件 数 助成額 件 数 助成額

平成25年度

注：数値は厚生労働省報告年報及び愛知県福祉医療費支給報告年報による。

　：額については千円未満切上げ

年　度
総　　　　　数 子ども医療 子ども医療（市単独分） 障がい者医療
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Ｍ－７　国民健康保険の状況

調  定 収  納

累計額 累計額 件 　数 費 用 額 件 　数 費 用 額 件 　数

平成25年度

注：高額療養費は療養諸費の再掲である。なお、数値は厚生労働省報告年報による。(千円未満切捨て)

療 養 の 給 付 費
年    度

被保険者数
(年度平均）

保    険    税
保                    険                    給                    付

総          数
療        養        諸        費

計

単位：千円

件　 数 給 付 額 件数(再掲) 給 付 額 件数(再掲) 給 付 額 件　 数 給 付 額

資料：福祉医療課

保                    険                    給                    付                    実                    績

療　養　費　等 高 額 療 養 費 高額介護合算療養費 葬    祭    費

単位：千円

費 用 額 件 　数 費 用 額 件 　数 給 付 額 件 　数 給 付 額 件 　数 給 付 額

資料：国保年金課

療 養 の 給 付 費 療    養    費 ( 再  掲 )

保                    険                    給                    付

療        養        諸        費
出産育児一時金 葬    祭    費

高 額 療 養 費

Ｍ－９　福祉医療等助成状況

件 数 助成及び給付額 件 数 助成額 件 数 助成額 件 数 助成額

平成25年度

注：数値は厚生労働省報告年報及び愛知県福祉医療費支給報告年報による。

　：額については千円未満切上げ

年　度
総　　　　　数 子ども医療 子ども医療（市単独分） 障がい者医療

単位：千円

件 数 助成額 件 数 助成額 件 数 助成額 件 数 助成額 件 数 助成額

資料：福祉医療課

精神障がい者医療 精神障がい者医療(市単独分) 福祉給付金 福祉給付金（市単独分）母子家庭医療
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Ｍ－１０　国民年金の加入状況

第１号 任意加入 第３号

被保険者数 被保険者数 被保険者数

平成25年度

年    度 総      数

Ｍ－１１　基礎年金の給付状況（長期・短期給付）

件　数 年金額 件　数 年金額 件数 年金額

平成25年度

件　数 年金額 件　数 年金額 件数 年金額

平成25年度

年   度
短　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　　付

総　　　　　数 障がい基礎年金 障がい年金

年   度
長　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　付

総　　　　　数 老齢基礎年金 老齢年金

Ｍ－１２  国民年金の支給状況（老齢福祉年金）

支給年金額

全部支給 一部支給停止 全部停止 (万円)

平成25年度

資料：国保年金課

年   度
受    給    権    者    数
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単位：人

資 格 取 得 転      入 喪 失 取 消 資 格 喪 失 転      出 取 得 取 消

△ 1,870

△ 1,727

△ 2,711

△ 3,128

△ 2,169

資料：国保年金課

増 減 差
増                      加 減                      少

単位：万円

件数 年金額 件数 年金額

件数 年金額 件数 年金額 件数 年金額

… …

… …

… …

… …

… …

資料：国保年金課

短　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　　付
遺族基礎年金 寡婦年金 死亡一時金

長　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　付
５年年金通算老齢年金
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Ｎ－１　一般職業紹介状況（求人・求職関係）

計 男 女 計 男 女 計 男

平成25年度

注：豊田公共職業安定所管内

  ：新規学卒を除く。

年　度
新 規 求 職 申 込 件 数 月 間 有 効 求 職 者 数 紹    介    件    数

Ｎ－２　産業別一般求人・充足状況

求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足

平成25年度

注：豊田公共職業安定所管内

卸 ･ 小 売 業
年　度

総        数 農林･水産業･鉱業 建    設    業 製    造    業

Ｎ－３　雇用保険適用給付状況

平成25年度

注：豊田公共職業安定所管内

年　度

適　　　　用　　　　関　　　　係 給　　　　　　　　付　　　　　　　　関　　　　　　　　係

年 度 末
事業所数

年 度 末
被保険者数

資格取得数 資格喪失数
離 職 票
交付枚数

受給資格
決定件数

受 給 者
延 人 数
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Ｎ－１　一般職業紹介状況（求人・求職関係）

計 男 女 計 男 女 計 男

平成25年度

注：豊田公共職業安定所管内

  ：新規学卒を除く。

年　度
新 規 求 職 申 込 件 数 月 間 有 効 求 職 者 数 紹    介    件    数

女 計 男 女

資料：豊田公共職業安定所

充　足　数
紹    介    件    数 就   職   件   数

新規求人数

単位：人

求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足 求  人 充  足

資料：豊田公共職業安定所

金 融･保 険･不 動 産 業 運輸・通信業 電 気･ガ ス･水 道 業 サ ー ビ ス 業 公           務

単位：人・千円

支給延人員 支給金額 支給延人員 支給金額

資料：豊田公共職業安定所

給　　　　　　　　付　　　　　　　　関　　　　　　　　係

常用就職支度手当 教育訓練
受講者数

基 本 手 当
支 給 総 額

再 就 職 手 当
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Ｎ－４　従業者規模別一般求人・充足状況

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

総   　  数

 　  　 29人以下 … …

　　    30～99人 … …

　　   100～299人 … …

　　   300～499人 … …

  　　 500～999人 … …

 　 　 1,000人以上 … …

注：豊田公共職業安定所管内

従　業　者　規　模
26　年　度平　成　25　年　度

Ｎ－５　県別学卒受入数

計 常   用 季   節

総       数

（ 県 内 ）

北　海　道

青　森　県

岩　手　県

宮　城　県

秋　田　県

山　形　県

福　島　県

茨　城　県

栃　木　県

群　馬　県

埼　玉　県

千　葉　県

東　京　都

神 奈 川 県

新　潟　県

富　山　県

石　川　県

福　井　県

山　梨　県

長　野　県

岐　阜　県

静　岡　県

注：豊田公共職業安定所管内（総数は愛知県内除く）

　：一般分は平成25年度から不明

都道府県 総    数 中   卒 高   卒
一             般
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Ｎ－４　従業者規模別一般求人・充足状況

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

総   　  数

 　  　 29人以下 … …

　　    30～99人 … …

　　   100～299人 … …

　　   300～499人 … …

  　　 500～999人 … …

 　 　 1,000人以上 … …

注：豊田公共職業安定所管内

従　業　者　規　模
26　年　度平　成　25　年　度

単位：人

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

新規求人数 充 足 数
うち県外か
らの充足数

… … …

… … …

… … …

… … …

… … …

… … …

資料：豊田公共職業安定所

29　年　度27　年　度 28　年　度

Ｎ－５　県別学卒受入数

計 常   用 季   節

総       数

（ 県 内 ）

北　海　道

青　森　県

岩　手　県

宮　城　県

秋　田　県

山　形　県

福　島　県

茨　城　県

栃　木　県

群　馬　県

埼　玉　県

千　葉　県

東　京　都

神 奈 川 県

新　潟　県

富　山　県

石　川　県

福　井　県

山　梨　県

長　野　県

岐　阜　県

静　岡　県

注：豊田公共職業安定所管内（総数は愛知県内除く）

　：一般分は平成25年度から不明

都道府県 総    数 中   卒 高   卒
一             般

(平成29年度）単位：人

計 常   用 季   節

三　重　県

滋　賀　県

京　都　府

大　阪　府

兵　庫　県

奈　良　県

和 歌 山 県

鳥　取　県

島　根　県

岡　山　県

広　島　県

山　口　県

徳　島　県

香　川　県

愛　媛　県

高　知　県

福　岡　県

佐　賀　県

長　崎　県

熊　本　県

大　分　県

宮　崎　県

鹿 児 島 県

沖　縄　県

資料：豊田公共職業安定所

総    数 中   卒 高   卒
一             般

都道府県
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Ｎ－６　産業分類別求人・充足状況
（平成29年度）単位：人

総      数 一　　般 パートタイム 総      数 一　　般 パートタイム

食 料 品 ・ タ バ コ

繊 維 工 業

木 材 、 木 製 品

家 具 、 装 備 品

パ ル プ 、 出 版 関 係

化 学 ・ プ ラ ス チ ッ ク

ゴ ム 製 品

窯 業 、 土 石 製 品

鉄 鋼 業

非 鉄 金 属

金 属 製 品

は ん 用 機 械 器 具

生 産 用 機 械 器 具

業 務 用 機 械 器 具

情 報 通 信 機 械 器 具

電 気 機 械 器 具

輸 送 用 機 械 器 具

そ の 他 の 製 品

注：豊田公共職業安定所管内 資料：豊田公共職業安定所
　：新規学卒を除く。

公 務

医 療 ・ 福 祉

卸 売 、 小 売 業

金 融 、 保 険 、 不 産 業

運 輸 通 信 業

電 気 、 ガ ス 、 水 道 業

サ ー ビ ス 業

産     業     分     類

新     規     求     人     数 充           足           数

総 数

農 林 水 産 業

鉱 業

建 設 業

製 造 業
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Ｏ－１　結核・エイズ予防実施状況

ＢＣＧ接種者数 市民検診
乳 幼 児 胸部Ｘ線撮影 開設回数 受診延人数

平成25年度

注：平成22年度からは、肺がん検診の実施者数、23年度からは、肺がん健診及び胸部エックス線
　　検査の実施者数を市民検診として位置づけている。
　：結核のうち「結核登録患者数」「新登録患者数」は各年の暦年の集計による。

資料：感染症予防課

年　度
結　　　　　　　　　　　　　核

ＨＩＶ抗体検査件数
結核登録
患 者 数

新 登 録
患 者 数

Ｏ－２　予防接種者数

年　度
急性灰白髄炎
（生ポリオ）

急性灰白髄炎
（不活化ポリオ） ４種混合 ３種混合 ２種混合 麻 疹 風 疹 日本脳炎

平成25年度

注：平成17年5月から日本脳炎予防接種積極的勧奨の差し控えが行われていたが、平成22年4月から3歳に対
    して積極的勧奨を再開した。また、平成22年12月から、9歳から13歳未満の者において日本脳炎第1期
　  (3回)が完了していない場合は、救済措置として未接種回数分を接種可能とした（1期特例）。 平成23
    年5月から1期特例の対象を生後7歳6か月以降20歳未満に変更するとともに、第2期が完了していない者
    で、13歳以上20歳未満の者に対しても救済措置として接種可能とした（2期特例）（いずれも平成7年6
    月生まれ以降の者に限る）。なお、平成25年4月からは、1期特例、2期特例ともに対象が、平成7年4月
    2日生まれ以降の20歳未満の者に変更となった。

　　
　　

Ｏ－３　死因別死亡者数

年 総  数 結  核
悪　性
新生物

糖尿病
高血圧
性疾患

心疾患
(高血圧性を
　　除く）

脳血管
疾　患

大動脈瘤
及び解離

平成25年

Ｏ－４　母子保健指導状況

母子健康手帳 妊 婦 乳幼児 乳 児 妊 婦

交付数 指導延人数 指導延人数 受診延人数 受診延人数 受診数
健康管理上注
意を要する児 受診数

平成25年度

年　度

教      室

３ か 月 児 １ 歳 ６ か 月 児

健　　　　　　　　　　康　　　　　　　　　　診　　　　　　　　　査
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麻しん風
しん混合

子宮頸がん
小 児 用
肺炎球菌

ヒ ブ 水 痘 Ｂ型肝炎
高齢者用
肺炎球菌

インフル
エンザ

  ：平成24年8月末をもって生ポリオワクチン接種の廃止、同年9月から不活化ポリオワクチ
    ン接種が導入された。
　：平成24年11月からジフテリア・破傷風・百日せき・ポリオの4種混合ワクチンが導入さ
　　れた。
　：平成25年4月から子宮頸がん・小児用肺炎球菌・ヒブのワクチンが導入された。
　：平成26年10月から水痘・高齢者用肺炎球菌のワクチンが導入された。
　：平成28年10月からＢ型肝炎のワクチンが導入された。 資料：感染症予防課

Ｏ－２　予防接種者数

年　度
急性灰白髄炎
（生ポリオ）

急性灰白髄炎
（不活化ポリオ） ４種混合 ３種混合 ２種混合 麻 疹 風 疹 日本脳炎

平成25年度

注：平成17年5月から日本脳炎予防接種積極的勧奨の差し控えが行われていたが、平成22年4月から3歳に対
    して積極的勧奨を再開した。また、平成22年12月から、9歳から13歳未満の者において日本脳炎第1期
　  (3回)が完了していない場合は、救済措置として未接種回数分を接種可能とした（1期特例）。 平成23
    年5月から1期特例の対象を生後7歳6か月以降20歳未満に変更するとともに、第2期が完了していない者
    で、13歳以上20歳未満の者に対しても救済措置として接種可能とした（2期特例）（いずれも平成7年6
    月生まれ以降の者に限る）。なお、平成25年4月からは、1期特例、2期特例ともに対象が、平成7年4月
    2日生まれ以降の20歳未満の者に変更となった。

　　
　　

Ｏ－５　感染症発生状況

年　度 １類 ２類 ３類 ４類 ５類
新型インフルエ
ンザ等感染症

平成25年度

注：平成20年5月に感染症法の類型に新型インフルエンザ等感染症が追加され、平成21年4月
　　の通知により豚インフルエンザ（H1N1）を新型インフルエンザ等感染症と位置づけた。
　　その後、平成21年8月の通知により当面の間届出は不要となったが、クラスター及び入
　　院サーベイランス等で検査を実施していた。表にある新型インフルエンザ等感染症は、
　　届出と検査により判明した患者数である。
　：結核を除く２類感染症を計上。 資料：感染症予防課

単位：人

肺  炎
慢性閉塞
性肺疾患

喘  息 肝疾患 腎不全 老  衰
不慮の
事　故

自  殺 その他

資料：人口動態調査

単位：人

乳幼児歯科 妊産婦歯科 妊産婦 乳幼児

健康管理上注
意を要する児

う歯保有人員 フッ素塗布者 受診数
健康管理上注
意を要する児

う歯保有人員 受診延人数 受診延人数 指導延人数 指導延人数

資料：子ども家庭課、（保）総務課

相     談

１ 歳 ６ か 月 児 ３     歳     児

健　　　　　　　　　　康　　　　　　　　　　診　　　　　　　　　査
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Ｏ－６　医療従事者数

年 総   数 医  師 歯科医師 薬 剤 師 保 健 師 助 産 師 看 護 師
平成20年

注：就業地別の集計である。
　：｢医師｣｢歯科医師｣｢薬剤師｣の数値は厚生労働省｢医師・歯科医師・薬剤師調査｣による。
  ：｢保健師」｢助産師｣｢看護師｣｢准看護師｣｢歯科衛生士｣｢歯科技工士｣の数値は愛知県 ｢保健師等
 　 業務従事者届｣による。

Ｏ－７　病院・医療施設状況

施 設 数 病 床 数 計 精　神 結　核 感 染 症
平成25年

年
総          数

病                                     院

病 院 数
　　病                床    　　　            数

Ｏ－８　公共下水道の状況

現 在 処 理 行政区域内
区 域 面 積 人      口

（供用開始面積） （ａ）
平成25年度

注：特定環境保全公共下水道を含む。

年　 度
行 政 区 域
面　　　積

全 体 計 画
面　　　積

全 体 計 画
人　　　口

Ｏ－９　食肉センター利用状況

総     数 牛 ･ 馬 仔   牛 豚 その他 総     数
平成25年度

年 　度
処        理        頭        数 豚        出        荷        地        別
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各年年末現在  単位：人
准看護師 歯科衛生士 歯科技工士

資料：愛知県衛生年報
（保）総務課

  ：｢保健師」｢助産師｣｢看護師｣｢准看護師｣｢歯科衛生士｣｢歯科技工士｣の数値は愛知県 ｢保健師等

各年10月1日現在

療　養 一　般

資料：愛知県病院名簿、（保）総務課

病                                     院 有 床 診 療 所
無床診療所 助 産 所　　病                床    　　　            数

診療所数 病床数
歯科診療所

各年度末現在  単位：ｈａ・人・％・ｍ
処    理 接 続 済
区域人口 人   口
（ｂ） （ｂ／ａ） （ｃ） （ｄ） （ｄ／ｃ）

資料：経営管理課

接 続 率 下水道汚水
管きょ延長

普 及 率 賦 課 人 口

Ｏ－９　食肉センター利用状況

総     数 牛 ･ 馬 仔   牛 豚 その他 総     数
平成25年度

年 　度
処        理        頭        数 豚        出        荷        地        別

単位：頭

豊     田 東･西加茂 西尾･幡豆 岡崎･額田 刈谷･安城 東 三 河 尾    張 そ の 他

資料：農政課

豚        出        荷        地        別
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Ｏ－１０　公害受理件数

単位：件

年  度 総   数 大気汚染 悪   臭 水質汚濁 騒   音 振   動 その他

平成25年度

注：苦情の種類は、重複しているものもある。 資料：環境保全課

Ｏ－１１　ごみ処理状況
単位：ｔ

市処理分
民間処理
施設含む

渡刈クリー
ンセンター

藤　岡
プラント

民　間
処理施設

市処理分
民間処理
施設含む

平成25年度

注：処理量には、焼却灰等を含む。 資料：ごみ減量推進課

　：資源化事業で回収された資源量を除く。

　：平成26年度から民間許可施設分を考慮。

年  度

排　　出　　量 処            理           量

総   量 家庭系
事　業　系

総   量
焼          却

埋   立
再 利 用 他

Ｏ－１２  し尿処理状況

単位：kl

逢妻衛生ﾌﾟﾗﾝﾄ 砂川衛生ﾌﾟﾗﾝﾄ

平成25年度

注：浄化槽汚泥を含む。 資料：清掃業務課

年  度

汲      取      量 処     理     量

総     量 直    営 業    者 総     量
施  設  処  理
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Ｏ－１０　公害受理件数

単位：件

年  度 総   数 大気汚染 悪   臭 水質汚濁 騒   音 振   動 その他

平成25年度

注：苦情の種類は、重複しているものもある。 資料：環境保全課

Ｐ－１　所得水準等比較表

区     分

人口(10月1日現在) 人 人 人 人 人

就業者数 昼間 人 人 人 人 人

市 内 総 生 産 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

市民所得 分配 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

市民家計所得 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

人口１人当たり

  市 民 所 得 千円 千円 千円 千円 千円

  県 民 所 得 千円 千円 千円 千円 千円

   国 民 所 得 千円 千円 千円 千円 千円

家 計 所 得 千円 千円 千円 千円 千円

就業者1人当たり

純  生  産 千円 千円 千円 千円 千円

資料：県統計課、愛知県統計年鑑、日本統計年鑑

27年度

    市民所得推計は、市における経済活動を総体的に生産、分配および家計所得（個人企業を含む）の
面からとらえ、１年間の市民経済の実態を包括的に明らかにしようとするものである。

26年度25年度24年度平成23年度

Ｐ－２　市民家計所得（個人企業を含む）

単位：百万円

区   分 平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

家 計 所 得

  雇用者報酬

  営業余剰・混合所得

  財産所得

  社会給付

  その他の経常移転

   年金受給権の変動調整

資料：県統計課

    市民家計所得とは、市内に居住している家計（個人企業を含む。）が市の内外を問わずに、
民間企業や官公機関などすべての源泉から一定期間内（１年間）に実際に受け取った所得の総
額である。
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Ｐ－３　産業別市内総生産

単位：百万円

　　業          種 平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

総 　         額

農 業

林 業

水 産 業

鉱 業

製 造 業

電 気 ･ ガ ス ・ 水 道 ・ 廃 棄 物 処 理 業

建 設 業

卸 売 ･ 小 売 業

運 輸 ･ 郵 便 業

宿泊･飲食サービス業

情 報 通 信 業

金 融 ・ 保 険 業

不 動 産 業

専門・科学技術、業務支援サービス業

公 務

教 育

保健衛生・社会事業

そ の 他 の サ ー ビ ス

資料：県統計課

　市内総生産とは、一定期間（1年間)に市内各産業部門の生産活動によって、新たに付加された価値
の貨幣価値を産業別に示したものであり、これは市内の生産活動に対する各産業の寄与を表すもので
あって、各部門の生産の要素費用に固定資本減耗・純間接税を加えたものに等しい。これはまた生産
総額から中間物経費を控除したものに当たる。
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Ｐ－４　市民所得の分配（分配所得）

単位：百万円

所 得 区 分 平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

 総           額

 １ 雇用者報酬

  (1)賃金･俸給

  (2)雇主の社会負担

 　　a　雇主の現実社会負担

　　 ｂ　雇主の帰属社会負担

 ２ 財 産 所 得

  (1)一 般 政 府 △ 23,161 △ 22,433 △ 21,619 △ 22,066 △ 21,956

  (2)家      計

　　① 利  子

　　② 配  当

　　③ その他の投資所得

    ④ 賃貸料

対家計民間非営利団体

３ 企 業 所 得

  (1)民間法人企業

  (2)公的企業

  (3)個人企業

     a 農林水産業 △ 240

     b その他の産業

     c 持 ち 家

資料：県統計課

    分配所得とは、一定期間に市内の居住者（法人・個人）が生産活動に参加し、その生産要素
の提供に応じて分配された賃金、地代、利潤、利子などを推計したものであり、属人主義でとら
れている。従って市内に居住している人が市外から受け取った所得は含まれているが、市内の生
産額から市外へ分配した所得は含まれていない。
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Ｑ－１　登記の状況

件  数 個  数 件  数 個   数 件  数 個  数 件  数 個  数 件  数 個  数

平成25年

注：名古屋法務局豊田支局管内の件数である。

　：平成21年以降、その他の登記に事前通知の件数及び個数を含まない。

年
総      数

土    地    に    関    す    る    登    記

計 表      示 所 有 権 移 転 そ　の　他

Ｑ－２　民事調停事件

計 旧受 新受 計 旧受 新受 計 旧受 新受

平成25年

注：豊田簡易裁判所の数値である。総数にはその他の件数を含む。

　：本表の数値は、異同訂正が生じることがある。

年

総         数 一          般 交          通

受     理
既済 未済

受     理
既済 未済

受     理
既済

Ｑ－３　民事通常訴訟事件

単位：件

計 旧  受 新  受

平成25年

注：豊田簡易裁判所の数値である。 資料：名古屋地方裁判所

　：本表の数値は、異同訂正が生じることがある。

Ｑ－４　少額訴訟事件

単位：件

計 旧  受 新  受

平成25年

注：豊田簡易裁判所の数値である。 資料：名古屋地方裁判所

　：本表の数値は、異同訂正が生じることがある。

年
受                   理

既  済 未  済

年
受                   理

既  済 未  済
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Ｑ－１　登記の状況

件  数 個  数 件  数 個   数 件  数 個  数 件  数 個  数 件  数 個  数

平成25年

注：名古屋法務局豊田支局管内の件数である。

　：平成21年以降、その他の登記に事前通知の件数及び個数を含まない。

年
総      数

土    地    に    関    す    る    登    記

計 表      示 所 有 権 移 転 そ　の　他

件  数 個  数 件  数 個  数 件  数 個  数 件  数 個  数 件  数 個  数

資料：名古屋法務局豊田支局

建   物   に   関   す   る   登   記
その他の登記

計 表      示 所 有 権 移 転 そ  の  他

計 旧受 新受 計 旧受 新受 計 旧受 新受

資料：名古屋地方裁判所

既済

交          通 宅   地   建   物

受     理
既済 未済 未済

特定調停手続

未済

商          事

受     理
既済 未済

受     理

Ｑ－５  刑事事件（通常第一審事件）

単位：人

計 旧  受 新  受 計 有  罪 うち執行猶予 無  罪 その他

平成25年

注：豊田簡易裁判所の数値である。 資料：名古屋地方裁判所

　：本表の数値は、異同訂正が生じることがある。

年
受          理 既                    済

未  済

Ｑ－６　刑事事件（略式命令）

単位：人

計 旧   受 新   受 計 有   罪 その他

平成25年

注：豊田簡易裁判所の数値である。 資料：名古屋地方裁判所

　：本表の数値は、異同訂正が生じることがある。

年
受            理 既            済

未   済
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Ｑ－７  犯罪発生件数（刑法犯）

単位：件

総    数 凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他

平成25年

平成25年

注：豊田警察署及び足助警察署管内の合計数値である。 資料：豊田警察署、足助警察署

 　 

年

認
　
知

検
　
挙

Ｑ－８　未成年者の犯罪状況

単位：人

総    数 小 学 生 中 学 生 高 校 生 大学その他学生 有職少年 無職少年

凶 悪 犯

性    犯

粗 暴 犯

窃 盗 犯

そ の 他

注：豊田警察署及び足助警察署管内の数値である。 資料：豊田警察署、足助警察署

　　

Ｑ－９　少年の不良行為補導状況

単位：人

総    数 小 学 生 中 学 生 高 校 生 大学 その他学生 有職少年 無職少年

家     出

飲酒 喫煙

不健全娯楽

深夜はいかい

そ の 他

注：豊田警察署及び足助警察署管内の数値である。 資料：豊田警察署、足助警察署

年
内
訳

年

年

年
内
訳

平成25年

平成25年
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Ｑ－７  犯罪発生件数（刑法犯）

単位：件

総    数 凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他

平成25年

平成25年

注：豊田警察署及び足助警察署管内の合計数値である。 資料：豊田警察署、足助警察署

 　 

年

認
　
知

検
　
挙

Ｑ－１０　交通事故発生件数（人身事故）

単位：件、人

総   数 死亡事故 重傷事故 軽傷事故 総   数 死  者 重傷者 軽傷者

平成25年

資料：交通安全防犯課

年
発     生     件     数 死    傷    者    数

Ｑ－１１　交通事故類型別発生状況（人身事故）

単位：件

横
断
歩
道
を

横
断
中

横
断
歩
道
外

を
横
断
中

そ
の
他

正
面
衝
突

追

突

出
会
い
頭

右
左
折
時

そ
の
他

単

独

踏

切

平成25年

資料：交通安全防犯課

年 総  数

人    対    車 車     両     相     互 その他

Ｑ－１２　交通事故時間別発生状況（死傷者数）

単位：人

平成25年 26年 27年 28年 29年

  0時 ～  4時

  4   ～  6

内   6   ～  9

  9   ～ 12

 12   ～ 16

訳  16   ～ 18

 18   ～ 22

 22   ～ 24

資料：交通安全防犯課

時   間   帯

総      数
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Ｑ－１３  校区別交通事故発生状況（人身事故）

小 学 校

区    分
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数

総    数

童 子 山

挙    母

根    川

小 清 水

前    山

山 之 手

美    山

寺    部

平    井

野    見

古 瀬 間

矢    並

高    嶺

寿 恵 野

畝    部

堤

若    園

竹    村

駒    場

大    林

大    畑

伊    保

加    納

青    木

西 広 瀬

29　　年平　　成　　28　　年
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単位：人

小 学 校

区    分
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数

東 広 瀬

中    金

上 鷹 見

幸    海

岩    倉

九 久 平

滝    脇

豊    松

東    山

元    城

梅    坪

朝    日

若 林 東

東 保 見

四    郷

浄    水

浄 水 北

平    和

市    木

若 林 西

衣    丘

土    橋

広 川 台

井    上

五 ケ 丘

西 保 見

五ケ丘東

資料：交通安全防犯課

29　　年平　　成　　28　　年
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Ｑ－１３  校区別交通事故発生状況（人身事故）（続き）

単位：人

小 学 校

区    分
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数
校区内総
発生件数

死者数 重傷者数 軽傷者数

飯　　野

石　　畳

御　　作

中　　山

道　　慈

本　　城

小原中部

足　　助

冷　　田

追　　分

佐　　切

則　　定

萩　　野

明　　和

新　　盛

大　　蔵

御　　蔵

大　　沼

巴 ケ 丘

花　　山

小　　渡

敷　　島

稲　　武

資料：交通安全防犯課

29　　年平　　成　　28　　年
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Ｑ－１４　消防人員及び消防車両の状況

各年4月1日現在

総
　
数

救
急
車

水
槽
付

消
防
車

普
通
消
防
車

化
学
消
防
車

は
し
ご
車
屈
折

は
し
ご
含

救
助
工
作
車

消
防
ポ
ン
プ

積
載
車

そ
の
他
車
両

 平成25年

 　　26

 　　27

 　　28

 　　29

注：消防職員のうち、市役所出向者を除く。 資料：豊田市消防本部

　

年

消
防
職
員
・

団
員
の
人
数

救　急　・　消　防　車　両　台　数

小
型
動
力

ポ
ン
プ

Ｑ－１５　消防水利の状況（防火水槽・消火栓）

各年4月1日現在  単位：箇所

年 総   数 挙   母 高   橋 上   郷 高   岡 猿   投 松   平

 平成25年

 　　26

 　　27

 　　28

 　　29

年 藤　岡 小　原 足　助 下　山 旭 稲　武 その他

 平成25年

 　　26

 　　27

 　　28

 　　29

資料：豊田市消防本部
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Ｑ－１６　火災発生状況及び救急車出動件数・搬送人員

平成25年 26年 27年 28年 29年

資料：豊田市消防本部

焼損面積等

損 害 額

（千円）

火災件数

（件）

救 急 車
出動件数

（件）

そ の 他

交通事故

急    病

労働災害

そ の 他

総    数

交通事故

急    病

労働災害

搬送人員

（人）

そ の 他

区           分

総    数

建    物

林    野

車    輌

そ の 他

航 空 機

建    物
(㎡)

林    野

車    輌
(台)

そ の 他

航 空 機
(台)

総    数

建    物

林    野

車    輌

航 空 機

総    数
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Ｑ－１７　地区別市民相談取扱件数

単位：件

平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

計

総   数 行    政

民    事

計

挙   母 行    政

民    事

計

高   橋 行    政

民    事

計

上   郷 行    政

民    事

計

高   岡 行    政

民    事

計

猿   投 行    政

民    事

計

松   平 行    政

民    事

計

藤 　岡 行    政

民    事

計

小 　原 行    政

民    事

計

足　 助 行    政

民    事

計

下　 山 行    政

民    事

計

旭 行    政

民    事

計

稲 　武 行    政

民    事

計

そ の 他 行    政

民    事

資料：市民相談課

区            分
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Ｑ－１８　市民相談（特別）取扱件数

単位：件

年   度 総  数 法 律
家庭悩
みごと

税 務 登 記
年 金
労 働

人 権
行 政

行 政
手 続

外国人
関連手続 不動産

平成25年度

注：法律相談は、弁護士・司法書士による相談の合算を表示した。 資料：市民相談課

  ：平成26年度より「不動産相談」を開始した。

Ｑ－１９　市民相談（民事）取扱件数

単位：件

平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 数

戸 籍

婚 姻 ・ 離 婚

相 続

登 記

金 銭 貸 借

損 害 賠 償

借 地 ・ 借 家

消費販売契約

事業・商取引

相 隣

迷 惑 行 為

労 働

税 務

悩 み ご と

外国手続関係

そ の 他

注：Ｑ－１８の件数を含む。 資料：市民相談課

不動産売買･請負･使用

種  　　    別
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Ｑ－１８　市民相談（特別）取扱件数

単位：件

年   度 総  数 法 律
家庭悩
みごと

税 務 登 記
年 金
労 働

人 権
行 政

行 政
手 続

外国人
関連手続 不動産

平成25年度

注：法律相談は、弁護士・司法書士による相談の合算を表示した。 資料：市民相談課

  ：平成26年度より「不動産相談」を開始した。

Ｑ－２０　市民相談（行政）取扱件数
単位：件

部   署   名 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 数

経 営 戦 略 室

経 営 戦 略 部

企 画 政 策 部

総 務 部

市 民 部

市 民 福 祉 部

税 務 財 産 部

社 会 部

地 域 振 興 部

生 涯 活 躍 部

環 境 部

福 祉 部

健 康 部

保 健 部

産 業 部

都 市 整 備 部

建 設 部

子 ど も 部

消 防 本 部

上 下 水 道 局

教 育 委 員 会

会 計 課

議 会 事 務 局

選 管 事 務 局

土地開発公社

国 の 機 関

県 の 機 関

そ の 他
注：Ｑ－１８の件数を含む。 資料：市民相談課
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Ｑ－２１　翻訳・通訳取扱件数

総  　数

部　署　別 翻 訳 庁内通訳 出張通訳 翻 訳 庁内通訳 出張通訳 翻 訳 庁内通訳 出張通訳

計

経 営 戦 略 室

経 営 戦 略 部

企 画 政 策 部

総 務 部

市 民 部

市 民 福 祉 部

税 務 財 産 部

社 会 部

地 域 振 興 部

生 涯 活 躍 部

環 境 部

福 祉 部

健 康 部

保 健 部

産 業 部

都 市 整 備 部

建 設 部

子 ど も 部

消 防 本 部

上 下 水 道 局

教 育 委 員 会

会 計 課

議 会 事 務 局

監査委員事務局
選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

農業委員会事務局

土 地 開 発 公 社

国 の 機 関

県 の 機 関

そ の 他 の 機 関
資料：市民相談課

29年度平成27年度 28年度
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Ｑ－２１　翻訳・通訳取扱件数

総  　数

部　署　別 翻 訳 庁内通訳 出張通訳 翻 訳 庁内通訳 出張通訳 翻 訳 庁内通訳 出張通訳

計

経 営 戦 略 室

経 営 戦 略 部

企 画 政 策 部

総 務 部

市 民 部

市 民 福 祉 部

税 務 財 産 部

社 会 部

地 域 振 興 部

生 涯 活 躍 部

環 境 部

福 祉 部

健 康 部

保 健 部

産 業 部

都 市 整 備 部

建 設 部

子 ど も 部

消 防 本 部

上 下 水 道 局

教 育 委 員 会

会 計 課

議 会 事 務 局

監査委員事務局
選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

農業委員会事務局

土 地 開 発 公 社

国 の 機 関

県 の 機 関

そ の 他 の 機 関
資料：市民相談課

29年度平成27年度 28年度

Ｒ－１　会計区分別歳入・歳出決算額　　

単位：千円

平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

一    般    会     計 　  　  　

特 　 別  　会     計　　　　

国 民 健 康 保 険

食 肉 セ ン タ ー

都市計画事業土地区画整理

分 譲 住 宅 建 設 事 業

卸 売 市 場

水 道 水 源 保 全 事 業
母子父子寡婦福祉資金貸付事業

介 護 保 険 事 業

財 産 区

簡 易 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

産 業 用 地 造 成

企  　業  　会  　計　

水 道 事 業

下 水 道 事 業

一    般    会     計 　  　  　

特 　 別  　会     計　　　　

国 民 健 康 保 険

食 肉 セ ン タ ー

都市計画事業土地区画整理

分 譲 住 宅 建 設 事 業

卸 売 市 場

水 道 水 源 保 全 事 業
母子父子寡婦福祉資金貸付事業

介 護 保 険 事 業

財 産 区

簡 易 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

産 業 用 地 造 成

企  　業  　会  　計　

水 道 事 業

下 水 道 事 業

資料：財政課

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

会　　計　 区　　分

総      　　　　　額

総      　　　　　額
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Ｒ－２　一般会計財源別歳入決算額　　　

単位：千円

　　区　　　　　分　　 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

 総  　　　　　　額　

 自　主　財　源　計　

市 税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

 依　存　財　源　計　

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

市 債
資料：財政課

Ｒ－３　一般会計性質別歳出決算額
単位：千円

　　区　　　　　分　　 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

 総  　　　　　　額　

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

資料：財政課
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Ｒ－２　一般会計財源別歳入決算額　　　

単位：千円

　　区　　　　　分　　 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

 総  　　　　　　額　

 自　主　財　源　計　

市 税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

 依　存　財　源　計　

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

市 債
資料：財政課

Ｒ－３　一般会計性質別歳出決算額
単位：千円

　　区　　　　　分　　 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

 総  　　　　　　額　

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

資料：財政課

Ｒ－４　一般会計目的別歳出決算額

単位：千円

項        目 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

資料：財政課

Ｒ－５　税目別納税義務者数

単位：人

平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総 数

法人市 民税

個人市 民税

軽自動 車税

鉱 産 税

固定資 産税  家　屋

〃  土　地

〃  償却資産

都市計 画税  家　屋

〃  土　地

注：固定資産・都市計画税については免税点未満のものも含む。 資料：市民税課

  ：軽自動車税については課税台数による。 資産税課

区　　　分



− 374 −

Ｒ－６　市税の状況

調 定 額 収 入 額 収納率 調 定 額 収 入 額 収納率

総  　　　　　計

市　　民　　税

　現 　年 　度

　　個人所得割

　　個人均等割

　　法人税割

　　法人均等割

　滞 納  繰 越

固 定 資 産 税

　現 　年 　度

　　純固定資産税

　　交付金納付税

　滞 納  繰 越

軽 自 動 車 税

　現 　年 　度

　滞 納  繰 越

市 た ば こ 税

　現 　年 　度

　滞 納  繰 越

鉱　　産　　税

入 　 湯  　税

事　業　所　税

　現 　年 　度

　滞 納  繰 越

都 市 計 画 税

　現 　年 　度

　滞 納  繰 越

注：四捨五入の関係で総数と内訳は必ずしも一致しない。

　　区　　　分　　
平　　成　　26　　年　　度 27　　年　　度
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単位：千円･％

調 定 額 収 入 額 収納率 調 定 額 収 入 額 収納率

資料：債権管理課

29　　年　　度28　　年　　度
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Ｒ－７　用途別市有地面積

単位：㎡　各年度末現在
区　　　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総　　　　　計

公 用 地 計
　庁舎用地
　消防用地
　その他公用地

公 共 用 地 計
　学校用地
　住宅用地
　公園用地
　その他公共用地

普 通 財 産 計
　宅　地
　原　野
　雑種地
　溜　池
　墓　地
　山　林
注：四捨五入の関係で総数と内訳は必ずしも一致しない。 資料：財産管理課
　：地方自治法施行規則の財産に関する調書の様式に統一した。
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Ｒ－７　用途別市有地面積

単位：㎡　各年度末現在
区　　　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

総　　　　　計

公 用 地 計
　庁舎用地
　消防用地
　その他公用地

公 共 用 地 計
　学校用地
　住宅用地
　公園用地
　その他公共用地

普 通 財 産 計
　宅　地
　原　野
　雑種地
　溜　池
　墓　地
　山　林
注：四捨五入の関係で総数と内訳は必ずしも一致しない。 資料：財産管理課
　：地方自治法施行規則の財産に関する調書の様式に統一した。

Ｒ－８　用途別市有建物面積
単位：㎡　各年度末現在

区　　　　分 平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
総　　　　　計

公 用 施 設 計
　庁舎施設
　消防施設
　その他公用施設

公 共 用 施 設 計
　学校
　住宅
　公園
　その他公共用施設

普 通 財 産 計
注：四捨五入の関係で，総数と内訳は必ずしも一致しない。 資料：財産管理課
　：地方自治法施行規則の財産に関する調書の様式に統一した。
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Ｓ－１　選挙人名簿登録者数及び在外選挙人名簿登録者数の推移

各年9月2日現在

総　 数 男 女 総　 数 男 女

 平成25年

 　　26

 　　27

 　　28

 　　29

資料：選挙管理委員会事務局

年
選挙人名簿登録者数 在外選挙人名簿登録者数

Ｓ－２　選挙別投票者数

総　数 男 女 総　数 男 女

衆議院議員 平成 21. 8.30(小)(第11区)

        〃   (比)  〃 　〃 　〃 　〃

        〃   (小)(第14区)

        〃   (比)  〃 　〃 　〃 　〃

     24.12.16(小)(第11区)

        〃   (比)  〃 　〃 　〃 　〃

        〃   (小)(第14区)

     26.12.14(小)(第11区)

        〃   (比)  〃 　〃 　〃 　〃

        〃   (小)(第14区)

        〃   (比)  〃 　〃 　〃 　〃

     29.10.22(小)(第11区)

        〃   (比)  〃

        〃   (小)(第14区)

        〃   (比)  〃

参議院議員 平成   19. 7.29(選)

          〃   (比) 　〃 　〃 　〃

       22. 7.11(選)

          〃   (比) 　〃 　〃 　〃

       25. 7.21(選)

          〃   (比) 　〃 　〃 　〃

       28. 7.10(選)

          〃   (比) 　〃 　〃 　〃

県  知  事 平成   15. 2. 2

県議会議員 平成   15. 4.13

市  　  長 平成   16. 2. 8

市議会議員 平成   15. 4.27

       17. 4.24(増員)

       19. 4.22(豊田)

          〃   (藤岡)

          〃   (下山)

       24. 2. 5（補）

注：平成17年4月24日の市議会議員増員選挙は小原及び稲武選挙区は無投票。

　：平成19年4月8日の県議会議員選挙は無投票。(豊田市選挙区）

　：平成19年4月22日の市議会議員増員選挙は小原、足助、旭及び稲武選挙区は無投票。

　：平成24年2月5日の市長選挙及び市議会議員補欠選挙は無投票。

　：平成27年4月12日の県議会議員選挙は無投票。(豊田市選挙区）

選 挙 別 執 行 年 月 日
選 挙 当 日 有 権 者 数 投    票    者    数
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投   票 有　効 無　効

総　数 男 女 総 数 男 女 総   数 投票数 投票数

　〃 　〃 　〃

資料：選挙管理委員会事務局

持ち帰りと推定
されるもの及び

不受理

投  票  率 (％)棄    権    者    数



− 380 −

Ｓ－３　投票所別選挙人名簿登録者数

番 番
投　票　所　名 投　票　所　名

号 号
総 数

豊 田 市 役 所 高 美 町 自 治 会 館
近 代 の 産 業 と く ら し 発 見 館 吉 原 町 区 民 会 館
崇 化 館 交 流 館 花 園 町 区 民 会 館
梅 坪 台 交 流 館 堤 小 学 校
け や き ワ ー ク ス 前 林 中 学 校

小 坂 区 民 会 館 西 岡 町 区 民 会 館
三 軒 屋 区 民 会 館 堤 町 区 民 会 館
朝 日 丘 交 流 館 駒 場 小 学 校
土 橋 児 童 館 大 畑 こ ど も 園
根 川 小 学 校 保 見 交 流 館

豊 南 交 流 館 貝 津 町 公 民 館
平 和 小 学 校 東 保 見 小 学 校
山 之 手 小 学 校 豊 田 特 別 支 援 学 校
丸 山 区 民 会 館 猿 投 町 公 民 館
豊 田 市 西 部 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 猿 投 北 交 流 館

宮 口 上 区 民 会 館 亀 首 町 児 童 館
深 田 山 公 会 堂 猿 投 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

美 山 小 学 校 井 上 公 民 館
高 橋 中 学 校 猿 投 台 交 流 館
平 井 小 学 校 越 戸 こ ど も 園

市 木 小 学 校 御 船 区 民 会 館
岩 滝 町 区 民 会 館 透 成 こ ど も 園
矢 並 町 ふ れ あ い 集 会 所 松 嶺 公 民 館
野 見 小 学 校 東 広 瀬 小 学 校
広 川 台 小 学 校 中 金 小 学 校

下 野 見 児 童 館 上 鷹 見 こ ど も 園
益 富 交 流 館 県 営 手 呂 住 宅 集 会 所

五 ヶ 丘 第 七 自 治 区 集 会 所 穂 積 町 区 民 会 館
東 山 小 学 校 松 平 志 賀 町 区 民 会 館

豊 栄 一 区 区 民 会 館 岩 倉 小 学 校

寿 恵 野 小 学 校 松 平 支 所
永 覚 新 町 区 民 会 館 桂 野 町 区 民 会 館
畝 部 小 学 校 滝 脇 町 自 治 区 集 会 所

上 郷 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 林 添 町 区 民 会 館
高 嶺 こ ど も 園 王 滝 自 治 区 公 民 館

大 林 小 学 校 豊 松 町 公 会 堂
御 幸 本 町 区 会 館 坂 上 町 公 民 館
竜 神 交 流 館 藤 岡 交 流 館
竹 村 こ ど も 園 田 茂 平 生 活 改 善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

若 林 交 流 館 迫 公 民 館

登 　録 　者 　数 登 　録 　者 　数

計 男 女 計 男 女
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Ｓ－３　投票所別選挙人名簿登録者数

番 番
投　票　所　名 投　票　所　名

号 号
総 数

豊 田 市 役 所 高 美 町 自 治 会 館
近 代 の 産 業 と く ら し 発 見 館 吉 原 町 区 民 会 館
崇 化 館 交 流 館 花 園 町 区 民 会 館
梅 坪 台 交 流 館 堤 小 学 校
け や き ワ ー ク ス 前 林 中 学 校

小 坂 区 民 会 館 西 岡 町 区 民 会 館
三 軒 屋 区 民 会 館 堤 町 区 民 会 館
朝 日 丘 交 流 館 駒 場 小 学 校
土 橋 児 童 館 大 畑 こ ど も 園
根 川 小 学 校 保 見 交 流 館

豊 南 交 流 館 貝 津 町 公 民 館
平 和 小 学 校 東 保 見 小 学 校
山 之 手 小 学 校 豊 田 特 別 支 援 学 校
丸 山 区 民 会 館 猿 投 町 公 民 館
豊 田 市 西 部 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 猿 投 北 交 流 館

宮 口 上 区 民 会 館 亀 首 町 児 童 館
深 田 山 公 会 堂 猿 投 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

美 山 小 学 校 井 上 公 民 館
高 橋 中 学 校 猿 投 台 交 流 館
平 井 小 学 校 越 戸 こ ど も 園

市 木 小 学 校 御 船 区 民 会 館
岩 滝 町 区 民 会 館 透 成 こ ど も 園
矢 並 町 ふ れ あ い 集 会 所 松 嶺 公 民 館
野 見 小 学 校 東 広 瀬 小 学 校
広 川 台 小 学 校 中 金 小 学 校

下 野 見 児 童 館 上 鷹 見 こ ど も 園
益 富 交 流 館 県 営 手 呂 住 宅 集 会 所

五 ヶ 丘 第 七 自 治 区 集 会 所 穂 積 町 区 民 会 館
東 山 小 学 校 松 平 志 賀 町 区 民 会 館

豊 栄 一 区 区 民 会 館 岩 倉 小 学 校

寿 恵 野 小 学 校 松 平 支 所
永 覚 新 町 区 民 会 館 桂 野 町 区 民 会 館
畝 部 小 学 校 滝 脇 町 自 治 区 集 会 所

上 郷 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 林 添 町 区 民 会 館
高 嶺 こ ど も 園 王 滝 自 治 区 公 民 館

大 林 小 学 校 豊 松 町 公 会 堂
御 幸 本 町 区 会 館 坂 上 町 公 民 館
竜 神 交 流 館 藤 岡 交 流 館
竹 村 こ ど も 園 田 茂 平 生 活 改 善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

若 林 交 流 館 迫 公 民 館

登 　録 　者 　数 登 　録 　者 　数

計 男 女 計 男 女

平成29年9月2日現在
番 番

投　票　所　名 投　票　所　名
号 号

深 見 公 民 館 浅 野 会 館
藤 岡 南 交 流 館 稲 武 支 所
御 作 公 民 館 大野瀬地区多目的研修集会施設

上 川 口 公 民 館 稲 武 大 桑 老 人 憩 の 家
木 瀬 公 民 館 稲 武 押 山 地 区 振 興 施 設

三 箇 公 民 館 稲 武 中 学 校
白 川 生 活 改 善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 黒 田 集 会 所
北 一 色 区 民 会 館 稲 武 小 田 木 老 人 憩 の 家
藤 岡 ﾆ ｭ ｰ ﾊ ｲ ﾂ 集 会 所
小 原 大 平 児 童 館

小原福祉ｾﾝﾀｰ「ふくしの里」

小原北部生活改善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
農 業 者 健 康 管 理 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
小 原 交 流 館
東 区 生 活 改 善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

小 原 支 所
矢 作 集 会 所
足 助 ﾄ ﾚ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｰ
追 分 小 学 校
則 定 集 会 所

佐 切 小 学 校
冷 田 小 学 校
萩 野 小 学 校
明 和 小 学 校
大 多 賀 集 会 所

新 盛 小 学 校
大 蔵 小 学 校
御 蔵 小 学 校
花 山 小 学 校
下 山 交 流 館

黒 坂 集 会 所
和 合 集 会 所
東 部 こ ど も 園
田 平 沢 自 治 区 集 会 所
阿 蔵 集 会 所

田 津 原 町 集 会 場
旭 交 流 館
生 活 改 善 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 笹 戸 会 館

農村環境改善ｾﾝﾀｰ敷島会館

農村環境改善ｾﾝﾀｰ築羽会館

資料：選挙管理委員会事務局

女

登 　録 　者 　数 登 　録 　者 　数

計 男 女 計 男
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Ｓ－４　市議会の開催状況及び付議日数

単位：日

     区        分 平成25年 26年 27年 28年 29年

     計

  定 例 会

  臨 時 会

     計

  定 例 会

  臨 時 会

     計

  定 例 会

  臨 時 会

市      計

長   予    算

提   条    例

出   そ の 他

     計

議   条    例

員   会議規則

提   意 見 書

出   決    議

  そ の 他

    請           願

    陳           情

注：市長提出の付議案件のうち、その他は承認･報告･同意等を含む。資料：議会事務局

招集回数

会期日数

会議日数

付

議

案

件
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Ｓ－５　常任委員会等開催日数

区      　　  分 平成25年 26年 27年 28年 29年

 常  任  委  員  会

   企　 画　 総　 務

　 生   活   社   会

　 地　 域   生   活

　 教 育 次 世 代

　 教   育   社   会

　 環 　境 　福 　祉

   産　 業　 建　 設

　 予　 算 　決 　算

 特  別  委  員  会

　 議会活性化推進(H23)

　 　〃(議会報告会小委員会）

　 　〃(シンポジウム・意識調査小委員会）

　 災害対策検討特別

　 議会活性化推進（H24）

　 都市活力向上

　 議会活性化推進（H25）

　 再生可能エネルギー推進条例制定

　 議会活性化推進（H26）

　 合併１０周年検証

　 豊田スタジアムを生かしたまちづくり

　 　〃(小委員会）

　 地方創生対策

　 議会力向上

　 新博物館機能検討

 そ      の      他

   議会運営委員会

　 議会だより編集委員会

   全員協議会

注：予算特別委員会及び予算決算特別委員会の開催回数は各分科会を1回と数える。 資料：議会事務局
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Ｓ－６　市民課利用状況

戸  籍
の  届

証明書
交  付

住  民
異動届

証明書
交  付

印　鑑
登　録

印鑑証
明交付

住民票
閲  覧

その他
通知カー
ド再発行

個人番号
カード

平成25年度

本  庁

コンビニ
交付

高橋支所

上郷支所

高岡支所

猿投支所

松平支所

藤岡支所

小原支所

足助支所

下山支所

旭支所

稲武支所

保  見
出張所
石  野
出張所
駅西口

ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

資料：市民課注：平成24年7月9日住民基本台帳法改正により、8月以降は外国人登録事務がなくなった。

税　務
証　明

総
　
　
数

平

成

年

度

月

別

本

庁

・

支

所

別

年度・月

戸  籍  関  係
住 民 基 本 台 帳 ･
外国人 登録 関係

印 鑑 登 録 関 係 証  明  関  係
自動車
臨時運
行許可

マイナンバー関係
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Ｓ－６　市民課利用状況

戸  籍
の  届

証明書
交  付

住  民
異動届

証明書
交  付

印　鑑
登　録

印鑑証
明交付

住民票
閲  覧

その他
通知カー
ド再発行

個人番号
カード

平成25年度

本  庁

コンビニ
交付

高橋支所

上郷支所

高岡支所

猿投支所

松平支所

藤岡支所

小原支所

足助支所

下山支所

旭支所

稲武支所

保  見
出張所
石  野
出張所
駅西口

ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

資料：市民課注：平成24年7月9日住民基本台帳法改正により、8月以降は外国人登録事務がなくなった。

税　務
証　明

総
　
　
数

平

成

年

度

月

別

本

庁

・

支

所

別

年度・月

戸  籍  関  係
住 民 基 本 台 帳 ･
外国人 登録 関係

印 鑑 登 録 関 係 証  明  関  係
自動車
臨時運
行許可

マイナンバー関係

参 考 資 料

１ 豊田市年表

２ 市職員数

３ 歴代市長・副市長一覧表

４ 歴代正・副議長一覧表

５ 行政機構図

６ 市内公共施設一覧表

（１） 市の施設

（２） 県の施設

（３） 国の施設

（４） その他



− 386 −

１  豊田市年表

   年    次               事                                 項

昭和26年(1951)   ３月 市制を施行し｢挙母市｣となる。初代市長渡辺釟吉氏（面積38.65k㎡）

  ６月 毘森公園市営野球場が完成

  ７月 市社会福祉協議会発足

  11月 市章を制定

    27年(1952)   ９月 挙母会館が完成

   〃  八ッ迫墓地内に市営火葬場を設置

  11月 市教育委員会が発足

    28年(1953)   ２月 挙母商工会議所が発足

  11月 市立図書館が喜多町に独立開館

   〃  市内の巡回バスが開通

    29年(1954)   ３月 市内各区に行政電話を架設

  ７月 挙母警察署が発足

   〃  工場誘致条例を施行

  ９月 市上水道の起工式を行う

    30年(1955)   ５月 ２代目市長に中村寿一氏

  ６月 挙母勤労会館が開館

  10月 市民会館が完成

    31年(1956)   ２月 ３代目市長に長坂貞一氏

  ４月 市消防署が発足

   〃  明治用水頭首工(水源橋)が完成

  ７月 市と高橋村を結ぶ｢高橋｣が完成

  ９月 西加茂郡高橋村と合併（面積67.64k㎡）

  10月 市上水道通水式

    32年(1957)   ４月 昭和天皇･皇后両陛下がトヨタ自動車を見学される

  10月 市体育協会が全国表彰を受ける

    33年(1958)   ３月 宮口町の鎌田流棒の手が県無形文化財に指定

  ４月 市立養老院が完成

  ７月 農林会館が完成

    34年(1959)   １月 市名を｢豊田市｣に変更

  ５月 市火葬場を宝来町に移転

   〃  青年婦人会館が開館

  ９月 伊勢湾台風により大きな被害

    35年(1960)   ４月 市奨学金支給条例を公布

  ５月 中学校の学校給食を開始

  ７月 名誉市民条例を公布

  ９月 米国デトロイト市と姉妹都市提携を結ぶ

   〃  市文化財条例を公布

    36年(1961)   ３月 渡辺釟吉氏、中村寿一氏が初の名誉市民となる

    37年(1962)   １月 市営し尿処理場が志賀町に完成

  ２月 木下信氏が名誉市民になる

  ４月 久澄橋が鉄骨永久橋になる

  ９月 県厚生連・加茂病院が移転開設

  10月 工業用水の供給開始

    38年(1963)   １月 10万都市を構想した新庁舎（現東庁舎）が完成

  ３月 市営し尿処理場にゴミ焼却場を併設

  ４月 鵜の首橋が完成
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１  豊田市年表

   年    次               事                                 項
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  ６月 毘森公園市営野球場が完成

  ７月 市社会福祉協議会発足

  11月 市章を制定

    27年(1952)   ９月 挙母会館が完成

   〃  八ッ迫墓地内に市営火葬場を設置

  11月 市教育委員会が発足

    28年(1953)   ２月 挙母商工会議所が発足

  11月 市立図書館が喜多町に独立開館

   〃  市内の巡回バスが開通

    29年(1954)   ３月 市内各区に行政電話を架設

  ７月 挙母警察署が発足

   〃  工場誘致条例を施行

  ９月 市上水道の起工式を行う

    30年(1955)   ５月 ２代目市長に中村寿一氏

  ６月 挙母勤労会館が開館

  10月 市民会館が完成

    31年(1956)   ２月 ３代目市長に長坂貞一氏

  ４月 市消防署が発足

   〃  明治用水頭首工(水源橋)が完成

  ７月 市と高橋村を結ぶ｢高橋｣が完成

  ９月 西加茂郡高橋村と合併（面積67.64k㎡）

  10月 市上水道通水式

    32年(1957)   ４月 昭和天皇･皇后両陛下がトヨタ自動車を見学される

  10月 市体育協会が全国表彰を受ける

    33年(1958)   ３月 宮口町の鎌田流棒の手が県無形文化財に指定

  ４月 市立養老院が完成

  ７月 農林会館が完成

    34年(1959)   １月 市名を｢豊田市｣に変更

  ５月 市火葬場を宝来町に移転

   〃  青年婦人会館が開館

  ９月 伊勢湾台風により大きな被害

    35年(1960)   ４月 市奨学金支給条例を公布

  ５月 中学校の学校給食を開始

  ７月 名誉市民条例を公布

  ９月 米国デトロイト市と姉妹都市提携を結ぶ

   〃  市文化財条例を公布

    36年(1961)   ３月 渡辺釟吉氏、中村寿一氏が初の名誉市民となる

    37年(1962)   １月 市営し尿処理場が志賀町に完成

  ２月 木下信氏が名誉市民になる

  ４月 久澄橋が鉄骨永久橋になる

  ９月 県厚生連・加茂病院が移転開設

  10月 工業用水の供給開始

    38年(1963)   １月 10万都市を構想した新庁舎（現東庁舎）が完成

  ３月 市営し尿処理場にゴミ焼却場を併設

  ４月 鵜の首橋が完成

昭和38年(1963)   ４月 豊田工業高等専門学校が開校

  ５月 豊田市有線放送電話が開通

    39年(1964)   ２月 ４代目市長に佐藤保氏

  ３月 碧海郡上郷町と合併（面積89.29k㎡）

  ５月 豊田善意銀行が誕生

    40年(1965)   ３月 市の花を｢ひまわり｣に決定

  ４月 市民センターが完成

  ９月 碧海郡高岡町と合併（面積128.26k㎡）

    41年(1966)   ５月 職業訓練所が陣中町に完成

  ９月 消防署南部出張所を設置

    42年(1967)   １月 郷土資料館と民族資料館が完成

  ４月 西加茂郡猿投町と合併（面積245.85k㎡）

  ８月 中切配水場が完成

    43年(1968)   ３月 市交通災害共済制度が発足

  ４月 ひまわり学園が開園

  ５月 休日診療所を開所

  ７月 青年センターが完成

  ８月 第１回豊田まつり開催

  12月 長坂貞一氏が名誉市民になる

    44年(1969)   ７月 鞍ケ池ロッジがオープン

  ８月 矢作川畔で県下総合防災訓練を行う

  10月 野見山山頂に展望台完成

    45年(1970)   １月 豊田火葬場が完成

  ３月 市立図書館が完成

  ４月 東加茂郡松平町と合併（面積289.69k㎡）

  ５月 県豊田保健所完成

  ７月 市消防本部庁舎が完成

   〃  六所山青少年キャンプ場が完成

  ８月 市体育館が完成

  ９月 豊田音頭ができる

  10月 国鉄岡多線(現愛知環状鉄道)の岡崎－北野桝塚間（8.7㎞）が開通

    46年(1971)   ３月 市の木を｢けやき｣を決定

   〃  市役所西庁舎が完成

  10月 古瀬間墓地公園が一部完成

  12月 市役所に電子計算機導入

    47年(1972)   ２月 保見団地起工

  ３月 消防署四郷出張所が開所

  ４月 猿投グリーンロードが開通

   〃  市内の東海自然歩道が開通

  ６月 渡刈清掃工場が操業開始

   〃  南部給食センターが完成

  ７月 集中豪雨で大被害を受ける

  ８月 豊田加茂広域市町村圏協議会が発足

    48年(1973)   ３月 名鉄挙母線廃止

  ７月 トヨタ自動車と公害防止協定を結ぶ

   〃  老人福祉電話を設置

  ９月 自動車関連会社12社と市で公害防止協定を結ぶ

    49年(1974)   １月 市役所窓口業務に模写電送システムを採用



− 388 −

昭和49年(1974)   ３月 消防署大林出張所が開所

  ４月 老人福祉センター豊寿園が完成

  10月 葵大橋が開通

    50年(1975)   ３月 休日診療所が西山町へ移転

  ５月 少年自然の家が完成

  ６月 市勤労青少年伊良湖キャンプ場が渥美郡渥美町にオープン

  11月 文化芸術センター（現市民文化会館小ホール）が開館

   〃  鞍ケ池植物園が開園

    51年(1976)   ２月 ５代目市長に西山孝氏

  ４月 市福祉センターが開館

   〃  市勤労青少年レクリエーションセンターが岐阜県串原村に開館

   〃  国鉄岡多線(現愛知環状鉄道)の岡崎～新豊田間が開通

  ７月 西広瀬小学校で水質調査始まる

  ８月 東部給食センターが完成

  11月 豊田加茂清掃センター砂川プラントが西加茂郡三好町に完成

    52年(1977)   ２月 市交通安全市民会議が発足

  ３月 佐藤保氏、本多静雄氏、（故）浦野幸男氏が名誉市民になる

   〃  消防署松平出張所が開所

  ６月 とよたテレホンサービスを開局

    53年(1978)   ３月 ｢豊田市民の誓い｣を制定

  ４月 勤労者体育センターが開館

   〃  七州城隅櫓を２百年ぶりに再建

  ５月 小･中学校で米飯給食が開始

  10月 王滝渓谷に「王滝湖かけ橋」が完成

    54年(1979)   ４月 中央公民館本館、市体育館柔道場がオープン

   〃  デトロイト市からアムールトラ｢オマー｣が鞍ケ池公園へ

   〃  竜宮橋が完成

  ５月 昭和天皇･皇后両陛下をお迎えして、西加茂郡藤岡町の県有林で第30回

       全国植樹祭

  ７月 名古屋東山動物園からオマーの花嫁｢ネネ｣が鞍ケ池公園へ

   〃  名鉄豊田新線（現豊田線）が開通

  11月 鞍ケ池公園の完工式を行う

  12月 公共施設巡回バスが本格運行

    55年(1980)   ４月 消防署高橋分署が開所

   〃  養護老人ホームが若草町へ移転

   〃  豊田地域医療センターを開設

  ９月 ４０歳以上の人に健康手帳を配布

  10月 高齢者能力活用協会が発足

    56年(1981)   ４月 県下で初の通所授産施設が開館

   〃  地域文化広場が開館

  ７月 勤労者野外活動施設が開館

   〃  市民文化会館が開館

    57年(1982)   ３月 公設地方卸売市場が完成

  ４月 猿投コミュニティセンター業務を開始

   〃  第２ひまわり学園が開所

   〃  青少年センターが開所

  12月 14社と公害防止協定(改定)を締結

    58年(1983)   ４月 グリーンテクノピアの造成工事開始
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昭和58年(1983)   ４月 民芸館が開館

   〃  新豊田駅前に地下駐車場オープン

  ６月 (財)豊田市都心整備公社を設立

  ８月 全国高校総体･ハンドボール競技を開催。皇太子殿下、同妃殿下

       （今上天皇・皇后両陛下）がご観戦

  ９月 保育園で米飯給食開始

  11月 サン･アビリティーズ豊田が開館

  12月 初代市民チャンピオン15人が誕生

    59年(1984)   １月 住民情報漢字オンライン制度を開始

  ４月 鞍ケ池公園に｢虹の架け橋｣が完成

  ７月 水道サービス協会が業務を開始

  ８月 市の人口が３０万人を突破

   〃  市役所南庁舎（現環境センター）が完成

    60年(1985)   ３月 倉地桂太郎氏、酒井鈴夫氏が名誉市民になる

  ４月 第２民芸館が開館

  ７月 産業文化センターが開館

  ９月 中学校で外国人講師の英語授業を開始

  10月 高橋コミュニティセンターが開館

  11月 炮烙山に｢21世紀の城｣が完成

  12月 名鉄三河線梅坪～上挙母間が高架で運行開始

昭和61年(1986)   ４月 松平コミュニティセンターが開館

  ８月 農村環境改善センターが開館

  ９月 第３セクター「愛知環状鉄道株式会社」設立

  10月 アムールトラの赤ちゃん「トト」「ミミ」誕生

  12月 猿投棒の手ふれあい広場完成

    62年(1987)   １月 新成人を祝う会を分散式で開催

  ４月 渡刈新清掃工場、消防署南分署、森林会館が開館

  ５月 障害者福祉会館が完成

  ７月 教職員会館が開館

   〃  高齢者温泉休養施設 ｢寿楽荘｣ が西加茂郡小原村に開館

  10月 運動公園陸上競技場が完成

  11月 豊田終末処理場が完成

    63年(1988)   １月 愛知環状鉄道が開業

  ２月 ６代目市長に加藤正一氏

  ３月 特別養護老人ホーム「豊田福寿園」が開館

  ４月 若宮・西町緑陰歩道が完成

  ９月 ペデストリアンデッキが完成

  〃  新生町三枝立体交差完成

  10月 上郷コミュニティーセンター完成

   〃  駅西口市街地再開発ビル完成、駐車場案内システム稼働

   〃  文字放送を開始

平成元年(1989)   １月 (財)国際交流協会を設立、デイ･サービス事業の開始

  ２月 豊田加茂産業廃棄物処理公社を設立

  ５月 都市景観アドバイザ－制度を開始

  ６月 新古瀬間聖苑が稼働

  ７月 豊田まつりを豊田おいでんまつりにリニューアル

  10月 運動公園野球場が完成

    ２年(1990)   ３月 西山孝氏が名誉市民になる
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平成２年(1990)   ３月 豊田西バイパス全線が開通

  ４月 第３民芸館が完成

  ６月 自然観察の森オープン

  10月 市民山の家「リゾート安曇野」が長野県穂高町にオープン

  12月 ＣＡＴＶひまわりネットワークが開局

    ３年(1991)   １月 印鑑オンラインシステムが稼働

  ２月 鞍ケ池公園にツインド－ム型植物園が完成

  ４月 定住人口地区すべてが水道供給地域となる（水道給水率100%達成）

  ５月 平成記念橋が開通

    ４年(1992)   ３月 消防署力石出張所が完成

  ４月 高岡コミュニティーセンターが開館

  ７月 英国オックスフォード大学ボドリアン図書館と国際交流宣言に調印

  12月 豊田内環状線が全線開通

    ５年(1993)   ２月 有料女性専用トイレが完成

  ４月 市内の５農協合併、豊田商工会議所と市内の４商工会を合併

  ９月 建設省国土地理院の「全国都道府県市区町村別面積調」(平成5年9月

       30日)の公表により市の面積を290.12ｋ㎡に修正

   〃  市美術館がヴァチカン美術館と友好交流提携

  11月 新しい久澄橋が開通

    ６年(1994)   ２月 市が電気自動車を導入

  ４月 市立豊田養護学校が開校

  ６月 視聴覚障害者デイ・サービスを開始

   〃  デトロイト美術館と友好交流宣言に調印

  ７月 豊田税務署が開所

  10月 新消防庁舎業務を開始

   〃  わかしゃち国体豊田市競技（ラグビー・ハンドボール）を開催

    ７年(1995)   ４月 自転車等放置防止条例を施行

   〃  市駅東地区再開発ビル・ギャザが完成

  ８月 老人福祉センター豊寿園立替竣工

  10月 六所山ろくでアジア大陸マウンテンバイク選手権大会（ダウンヒル競

       技）を開催

  11月 市美術館が開館

    ８年(1996)   １月 鞍ケ池浄化センターの運転を開始

  ４月 違法駐車等防止条例と空き缶等ごみ散乱防止条例を施行

   〃  こども発達センターが開館

  ７月 生涯学習出前講座がスタート

  ８月 英国ボドリアン図書館と図書資料借用契約に調印

  ９月 幸穂台分譲宅地第１次分譲を開始

   〃  各種証明書の市長印を電子印に変更

    ９年(1997)   ４月 資源ごみの分別収集開始

   〃  重症心身障害者通所施設暖（だん）が開所

   〃  西部コミュニティセンター、豊田ほっとかん完成

  ７月 インターネットの豊田市ホームページ開設

    10年(1998)   １月 地域医療センターに療養型病床群と訪問看護ステーションを開設

  ３月 高橋節郎氏が名誉市民になる

  ４月 中核市に移行。市保健所を開設

   〃  公共施設から飲料水の自動販売機撤去

   〃  低公害車購入補助制度を開始
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平成10年(1998)   ４月 都心駐車場共通駐車サービス券システム開始

  ７月 松平地区でミニバス（ともえ号）の運行を開始

  10月 戸籍事務のコンピューター処理を開始

  11月 コンサートホール、能楽堂、中央図書館が開館

   〃  英国ボドリアン図書館重宝展開催

   〃  英国ダービーシャー県など３地域と姉妹都市提携を結ぶ

    11年(1999)   ３月 地域振興券配布

   〃  豊田大橋が開通

  ４月 電気式生ごみ処理機購入補助制度を開始

  ５月 市役所南庁舎で業務開始

   〃  買物袋持参運動開始

  ７月 情報公開条例施行

  10月 再生ティッシュペーパー「モーいちど」を発売

   〃  ＩＴＳ社会実験開始

    12年(2000)   ２月 ７代目市長に鈴木公平氏

  ３月 豊田英二氏、豊田壽子氏が名誉市民になる

  ４月 知的障害児通園施設ひまわり移転オープン

  ６月 買物袋持参共通シール制度スタート

   〃  枝下町で高濃度ダイオキシン検出を公表

  ９月 とよた子育て総合支援センターオープン

   〃  東海豪雨で被害を受ける

  10月 高岡西部地区でふれあいバス運行

  11月 市役所本庁舎ＩＳＯ14001認証取得

   〃  水道水源保全基金事業スタート

  12月 豊田そごう閉店

    13年(2001)   ２月 西広瀬小学校の水質汚濁調査が連続９千日達成

  ３月 （故）豊田喜一郎氏、加藤正一氏が名誉市民になる

   〃  市役所南庁舎と東庁舎を結ぶ連絡橋完成

　４月 粗大ごみ有料収集開始

　５月 ＩＴ講習会開始

　７月 豊田スタジアムオープン

　９月 不法投棄パトロール隊・まちの美化活動団体発足

　10月 中核市サミット開催。とよた市民活動センター、松坂屋オープン

　11月 豊田スタジアムスポーツプラザオープン

    14年(2002) 　２月 竜神公民館改築オープン

　３月 伊保原・渡刈保育園新園舎完成

   〃  中心市街地情報提供システム「ぱるらナビゲーション」稼動

　４月 Ａ館Ｔ－ＦＡＣＥに豊田市駅西口サービスセンターなどオープン

　 〃　衛生試験所オープン

　 〃　総合野外センター少年自然の家新築オープン

　 〃　中消防署逢妻出張所開設

　 〃　公民館が交流館に名称変更

　 〃　豊田加茂地域８市町村長による豊田加茂広域行政研究会発足

　 〃　地震防災対策強化地域に指定

　５月 高年大学第一期開校

　６月 中心市街地バス運行開始

　７月 路線バス医療センター線運行･福祉バス運行･自動車学校スクールバス事業･

　　　 リフト付き車両の送迎サービス開始
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平成14年(2002) 　７月 豊田市駅東口市街地再開発ビルに「メグリアセントレ」オープン　　 

　８月 住民基本台帳ネットワークシステムスタート

　10月 東海環状自動車道猿投トンネル貫通式

　11月 豊田加茂８市町村合併研究会発足

　 〃　ワールド・エコノ・ムーブinとよた開催

　 〃　チャレンジショップＴＭＳＥＥＤオープン

　12月 パブリックコメント制度開始

    15年(2003) 　３月 伊勢湾岸自動車道豊田東インターチェンジ開通

　 〃  運動公園体育館・弓道場・アーチェリー場完成

　 〃  北消防署移転完成

　 〃  矢作川豊田防災ステーション完成

　４月 中心市街地３時間駐車無料サービス開始

　８月 コンサートホールにパイプオルガン完成

　 〃  とよた市民野外劇「衣の里夢大地」開催

　11月 豊田加茂合併協議会設置

　　   西広瀬小学校の水質汚濁調査が連続一万日達成

　12月 伊勢湾岸自動車道豊田南インターチェンジ開通

    16年(2004) 　３月 衣浦豊田道路開通式

　 〃  越戸保育園新園舎完成

　 〃  名鉄三河線レールバス廃線

　４月 パルクとよた・けやきワークスが栄町に移転

　 〃  農ライフ創生センター開所

　 〃  さなげ足助バス運行開始

　 〃  青少年センター移転

　８月 みちナビとよたオープン

　11月 豊田加茂７市町村による合併協定調印式

　12月 伊勢湾岸自動車道（豊田南インターチェンジ～豊田ジャンクション）開通

    17年(2005) 　３月 鞍ケ池公園リニューアルオープン

　 〃  東海環状自動車道開通

　 〃  産業文化センターとよた科学体験館リニューアルオープン

　 〃  愛・地球博開幕

　 〃  中消防署松平出張所移転完成

　４月 西加茂郡藤岡町・小原村、東加茂郡足助町・下山村・旭町・稲武町と合併

  ９月 愛・地球博閉幕 

　10月 近代の産業とくらし発見館オープン

    18年(2006) 　３月 市民の誓いシンボルマーク決定

　　　 帰農者滞在施設開設

　６月 水道給水50周年記念式典

　８月 第２回豊田市民野外劇「衣の里夢大地～クルマのまちの誕生～」開催

　10月 子ども市議会開催。豊田ナンバー交付

    19年(2007) 　４月 スカイホール豊田、渡刈クリーンセンターオープン

　６月 環境学習施設ECO-T（エコット）オープン

    20年(2008) 　３月 新プラネタリウムオープン

　４月 保育園と市立幼稚園の名称をこども園に統一

　 〃  志賀子どもつどいの広場オープン

　 〃  宮口子育て支援センターオープン

    21年(2009) 　１月 環境モデル都市として認定

　３月 新富国橋が供用開始
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平成14年(2002) 　７月 豊田市駅東口市街地再開発ビルに「メグリアセントレ」オープン　　 

　８月 住民基本台帳ネットワークシステムスタート

　10月 東海環状自動車道猿投トンネル貫通式

　11月 豊田加茂８市町村合併研究会発足

　 〃　ワールド・エコノ・ムーブinとよた開催

　 〃　チャレンジショップＴＭＳＥＥＤオープン

　12月 パブリックコメント制度開始

    15年(2003) 　３月 伊勢湾岸自動車道豊田東インターチェンジ開通

　 〃  運動公園体育館・弓道場・アーチェリー場完成

　 〃  北消防署移転完成

　 〃  矢作川豊田防災ステーション完成

　４月 中心市街地３時間駐車無料サービス開始

　８月 コンサートホールにパイプオルガン完成

　 〃  とよた市民野外劇「衣の里夢大地」開催

　11月 豊田加茂合併協議会設置

　　   西広瀬小学校の水質汚濁調査が連続一万日達成

　12月 伊勢湾岸自動車道豊田南インターチェンジ開通

    16年(2004) 　３月 衣浦豊田道路開通式

　 〃  越戸保育園新園舎完成

　 〃  名鉄三河線レールバス廃線

　４月 パルクとよた・けやきワークスが栄町に移転

　 〃  農ライフ創生センター開所

　 〃  さなげ足助バス運行開始

　 〃  青少年センター移転

　８月 みちナビとよたオープン

　11月 豊田加茂７市町村による合併協定調印式

　12月 伊勢湾岸自動車道（豊田南インターチェンジ～豊田ジャンクション）開通

    17年(2005) 　３月 鞍ケ池公園リニューアルオープン

　 〃  東海環状自動車道開通

　 〃  産業文化センターとよた科学体験館リニューアルオープン

　 〃  愛・地球博開幕

　 〃  中消防署松平出張所移転完成

　４月 西加茂郡藤岡町・小原村、東加茂郡足助町・下山村・旭町・稲武町と合併

  ９月 愛・地球博閉幕 

　10月 近代の産業とくらし発見館オープン

    18年(2006) 　３月 市民の誓いシンボルマーク決定

　　　 帰農者滞在施設開設

　６月 水道給水50周年記念式典

　８月 第２回豊田市民野外劇「衣の里夢大地～クルマのまちの誕生～」開催

　10月 子ども市議会開催。豊田ナンバー交付

    19年(2007) 　４月 スカイホール豊田、渡刈クリーンセンターオープン

　６月 環境学習施設ECO-T（エコット）オープン

    20年(2008) 　３月 新プラネタリウムオープン

　４月 保育園と市立幼稚園の名称をこども園に統一

　 〃  志賀子どもつどいの広場オープン

　 〃  宮口子育て支援センターオープン

    21年(2009) 　１月 環境モデル都市として認定

　３月 新富国橋が供用開始

平成22年(2010)   ３月 藤沢小学校閉校

　４月 豊田市交通安全学習センターオープン

　11月 スカイホール豊田に武道館サブホールオープン

    23年(2011) 　６月 足助の歴史的町並みが重要伝統的建造物群保存地区に選定

　12月 次世代エネルギー・モビリティ創造特区に指定

    24年(2012) 　２月 ８代目市長に太田稔彦氏　

　５月 とよたエコフルタウンオープン

　７月 東海丘陖湧水湿地群がラムサール条約湿地へ登録

　11月 市役所東庁舎で業務開始

    25年(2013) 　７月 西三河９市１町で災害時相互応援協定締結

　８月 おいでん・さんそんセンターオープン

　11月 ハーモ・ライドが中心市街地で開始

    26年(2014) 　４月 とよたエコフルタウングランドオープン

    27年(2015)   １月 国連と共催による環境会議開催

  ３月 新☆豊田市１０年祭開催

　　　 ラグビーワールドカップ２０１９開催都市に選定

　11月 全国地芝居サミット in とよた開催

    28年(2016) 　４月 民芸の森オープン

    29年(2017) 　９月 「ものづくり創造拠点 SENTAN」オープン

  11月 再開発ビル「KiTARA」オープン
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２  市職員数

各年4月1日現在

うち再任用 うち再任用 うち再任用 うち再任用 うち再任用

平 成 年

平 成 年

平 成 年

平 成 年

平 成 年

内訳（部局）

経 営 戦 略 部

企 画 政 策 部

総 務 部

市 民 部

地 域 振 興 部

生 涯 活 躍 部

子 ど も 部

環 境 部

福 祉 部

保 健 部

産 業 部

都 市 整 備 部

建 設 部

消 防 本 部

上 下 水 道 局

教 育 行 政 部

学 校 教 育 部

行政委員会等

注：行政委員会等は、議会事務局、監査委員事務局、選挙管理委員会、農業委員会、会計管理者、土地開発公社の合計。

　  資料：人事課

技能労務職行　政　職 教育 保育職消　防　職
年

医　療　職
総 数
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３　歴代市長・副市長一覧表（市制施行以降）

  歴代市長 平成30年3月31日現在

氏　　　　　　名

渡　辺　釟　吉 昭和 ２６年  ３月 昭和 ３０年  ４月

中　村　寿　一 ３０年  ４月 ３１年  １月

長　坂　貞　一 ３１年  ２月 ３９年  ２月

佐　藤　　　保 ３９年  ２月 ５１年  ２月

西　山　　　孝 ５１年  ２月 ６３年  ２月

加　藤　正　一 ６３年  ２月 平成 １２年  ２月

鈴　木　公　平 平成 １２年  ２月  ２４年  ２月

太　田　稔　彦  ２４年  ２月 現在

注：渡辺氏 昭和22年4月挙母町長就任 資料：秘書課

  歴代副市長（助役） 平成30年3月31日現在

氏　　　　　　名

長　坂　貞　一 昭和 ２６年  ３月 昭和 ３１年  ２月

田　村　重　三 ３０年  ６月 ３９年１１月

篠　田　好　美 ３９年１１月 ４６年１０月

加　藤　　　隆 ４６年  ４月 ５０年　３月

西　山　　　孝 ５０年  ４月 ５１年　１月

柴　田　　　清 ５１年  ４月 ５６年　３月

竹　尾　　　淳 ５１年  ４月 ５５年　３月

加　藤　正　一 ５５年  ４月 ６２年１２月

松　村　静　夫 ６３年  ４月 平成 　４年  ３月

鈴　木　公　平 平成 　４年  ４月 １１年１２月

大　山　耕　二  　４年  ４月 ７年　３月

水　本　良　則  　７年  ４月 １０年　３月

見　波　　　潔  　１０年  ４月 １３年　３月

中　根　芳　郎  　１２年  ４月 １６年　３月

小　池　幸　男  　１３年  ４月 １６年　３月

菊　地　春　海  　１６年  ４月 １９年　６月

中　村　紀世実  　１６年  ４月 ２４年　３月

加　藤　恒太郎  　１９年  ７月  　２２年  ３月

永　田　　　健  　２２年  ４月 ２５年　３月

幸　村　的　美  　２４年  ４月 ２８年　３月

有　田　幸　司  　２５年  ４月 ２８年　６月

杉　山　基　明 ２８年　４月 現在

礒　谷　裕　司 ２８年　６月 現在

注：長坂氏 昭和20年12月挙母町助役就任 資料：秘書課

　：平成19年4月 「助役」から「副市長」へ名称変更

就　任　年　月 退　任　年　月

就　任　年　月 退　任　年　月
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４  歴代正･副議長一覧表（市制施行以降）

  議    長 平成30年3月31日現在

氏     名 就任年月 退任年月 氏     名 就任年月 退任年月

光　岡　　　貞 昭和26年 3月 昭和26年 4月 福　岡　銑　二 62年 5月 63年 5月

杉　浦　定　治 26年 5月 30年 4月 西　村　完　一 63年 5月 平成元年 5月

稲　本　義　一 30年 5月 31年 5月 鈴　木　利　夫 平成元年 5月 2年 5月

光　岡　　　貞 31年 5月 32年 5月 清　水　保　昌 2年 5月 3年 4月

宇　野　長　男 32年 5月 33年 5月 田　中　　　務 3年 5月 4年 5月

成　瀬　清　男 33年 5月 34年 4月 太　田　三　郎 4年 5月 5年 5月

杉　浦　勝　男 34年 5月 35年 5月 永　野　健　三 5年 5月 6年 5月

佐　野　義　一 35年 5月 36年 5月 篠　田　忠　信 6年 5月 7年 4月

宇　野　長　男 36年 5月 37年 5月 都　築　明　秀 7年 5月 8年 5月

永　田　喜与志 37年 5月 38年 4月 八　木　三　郎 8年 5月 9年 5月

石　川　佐　一 38年 5月 39年 5月 石　川　隆　之 9年 5月 10年 5月

杉　浦　勝　男 39年 5月 40年 5月 神　谷　幸　男 10年 5月 11年 4月

稲　本　義　一 40年 5月 41年 5月 11年 5月 12年 5月

永　田　喜与志 41年 5月 42年 4月 鈴　木　伸　介 12年 5月 13年 5月

石　川　佐　一 42年 5月 45年 5月 光　岡　保　之 13年 5月 14年 5月

秋　本　正太郎 45年 5月 46年 4月 天　野　弘　治 14年 5月 15年 4月

秋　本　正太郎 46年 5月 48年 5月 太　田　之　朗 15年 5月 16年 5月

羽根田　八　束 48年 5月 49年 5月 高　木　キヨ子 16年 5月 17年 5月

粂　　　　　勇 49年 5月 50年 4月 湯　浅　利　衛 17年 5月 18年 5月

50年 5月 51年 5月 水　野　慶　一 18年 5月 19年 4月

板　倉　　　猛 51年 5月 52年 5月 岩　月　幸　雄 19年 5月 20年 5月

大　岡　久　雄 52年 5月 53年 5月 中　根　　　大 20年 5月 21年 5月

寺　田　鎗　市 53年 5月 54年 4月 八　木　哲　也 21年 5月 22年 5月

岩　月　　　寿 54年 5月 55年 5月 松　井　正　衛 22年 5月 23年 4月

可　知　　　功 55年 5月 56年 5月 河　合　芳　弘 23年 5月 24年 5月

倉　知　　　宝 56年 5月 57年 5月 梅　村　憲　夫 24年 5月 25年 5月

河　合　隆　司 57年 5月 58年 4月 杉　浦　弘　髙 25年 5月 26年 5月

岩　松　文　一 58年 5月 59年 5月 都　築　繁　雄 26年 5月 27年 4月

川　井　鏡　治 59年 5月 60年 5月 神　谷　和　利 27年 5月 28年 5月

吉　田　五　郎 60年 5月 61年 5月 近　藤　光　良 28年 5月 29年 5月

森　　　順　次 61年 5月 62年 4月 三　江　弘　海 29年 5月 現在

吉

綋
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４  歴代正･副議長一覧表（市制施行以降）

  議    長 平成30年3月31日現在

氏     名 就任年月 退任年月 氏     名 就任年月 退任年月

光　岡　　　貞 昭和26年 3月 昭和26年 4月 福　岡　銑　二 62年 5月 63年 5月

杉　浦　定　治 26年 5月 30年 4月 西　村　完　一 63年 5月 平成元年 5月

稲　本　義　一 30年 5月 31年 5月 鈴　木　利　夫 平成元年 5月 2年 5月

光　岡　　　貞 31年 5月 32年 5月 清　水　保　昌 2年 5月 3年 4月

宇　野　長　男 32年 5月 33年 5月 田　中　　　務 3年 5月 4年 5月

成　瀬　清　男 33年 5月 34年 4月 太　田　三　郎 4年 5月 5年 5月

杉　浦　勝　男 34年 5月 35年 5月 永　野　健　三 5年 5月 6年 5月

佐　野　義　一 35年 5月 36年 5月 篠　田　忠　信 6年 5月 7年 4月

宇　野　長　男 36年 5月 37年 5月 都　築　明　秀 7年 5月 8年 5月

永　田　喜与志 37年 5月 38年 4月 八　木　三　郎 8年 5月 9年 5月

石　川　佐　一 38年 5月 39年 5月 石　川　隆　之 9年 5月 10年 5月

杉　浦　勝　男 39年 5月 40年 5月 神　谷　幸　男 10年 5月 11年 4月

稲　本　義　一 40年 5月 41年 5月 11年 5月 12年 5月

永　田　喜与志 41年 5月 42年 4月 鈴　木　伸　介 12年 5月 13年 5月

石　川　佐　一 42年 5月 45年 5月 光　岡　保　之 13年 5月 14年 5月

秋　本　正太郎 45年 5月 46年 4月 天　野　弘　治 14年 5月 15年 4月

秋　本　正太郎 46年 5月 48年 5月 太　田　之　朗 15年 5月 16年 5月

羽根田　八　束 48年 5月 49年 5月 高　木　キヨ子 16年 5月 17年 5月

粂　　　　　勇 49年 5月 50年 4月 湯　浅　利　衛 17年 5月 18年 5月

50年 5月 51年 5月 水　野　慶　一 18年 5月 19年 4月

板　倉　　　猛 51年 5月 52年 5月 岩　月　幸　雄 19年 5月 20年 5月

大　岡　久　雄 52年 5月 53年 5月 中　根　　　大 20年 5月 21年 5月

寺　田　鎗　市 53年 5月 54年 4月 八　木　哲　也 21年 5月 22年 5月

岩　月　　　寿 54年 5月 55年 5月 松　井　正　衛 22年 5月 23年 4月

可　知　　　功 55年 5月 56年 5月 河　合　芳　弘 23年 5月 24年 5月

倉　知　　　宝 56年 5月 57年 5月 梅　村　憲　夫 24年 5月 25年 5月

河　合　隆　司 57年 5月 58年 4月 杉　浦　弘　髙 25年 5月 26年 5月

岩　松　文　一 58年 5月 59年 5月 都　築　繁　雄 26年 5月 27年 4月

川　井　鏡　治 59年 5月 60年 5月 神　谷　和　利 27年 5月 28年 5月

吉　田　五　郎 60年 5月 61年 5月 近　藤　光　良 28年 5月 29年 5月

森　　　順　次 61年 5月 62年 4月 三　江　弘　海 29年 5月 現在

  副 議 長 平成30年3月31日現在

氏     名 就任年月 退任年月 氏     名 就任年月 退任年月

山　埼　六　郎 昭和26年 3月 昭和26年 4月 田　中　　　務 62年 5月 63年 5月

佐　野　貞　雄 26年 5月 30年 4月 太　田　三　郎 63年 5月 平成元年 5月

成　瀬　清　男 30年 5月 33年 5月 篠　田　忠　信 平成元年 5月 2年 5月

川　上　孝　雄 33年 5月 33年 9月 堀　　　　　實 2年 5月 3年 4月

鈴　木　憲　一 33年10月 34年 4月 都　築　明　秀 3年 5月 4年 5月

植　松　八　郎 34年 5月 35年 5月 八　木　三　郎 4年 5月 5年 5月

佐　野　貞　雄 35年 5月 36年 5月 川　澄　　　實 5年 5月 6年 5月

植　松　八　郎 36年 5月 37年 5月 柴　田　一二男 6年 5月 7年 4月

弥　田　武　夫 37年 5月 38年 4月 柏　本　鉃　夫 7年 5月 8年 5月

秋　本　正太郎 38年 5月 39年 5月 藪　押　鋿　治 8年 5月 9年 5月

阿　部　　　茂 39年 5月 40年 5月 天　野　弘　治 9年 5月 10年 5月

大　川　敏　一 40年 5月 41年 5月 杉　浦　　　榮 10年 5月 11年 4月

秋　本　正太郎 41年 5月 42年 4月 有　我　康　和 11年 5月 12年 5月

秋　本　正太郎 42年 5月 45年 5月 高　木　キヨ子 12年 5月 13年 5月

古　橋　高　治 45年 5月 46年 4月 湯　浅　利　衛 13年 5月 14年 5月

古　橋　高　治 46年 5月 47年 5月 寺　田　孝　男 14年 5月 15年 4月

大　岡　久　雄 47年 5月 48年 5月 坂　部　武　臣 15年 5月 16年 5月

寺　田　鎗　市 48年 5月 49年 5月 水　野　慶　一 16年 5月 17年 5月

古　橋　高　治 49年 5月 50年 4月 中　根　　　大 17年 5月 18年 5月

岡　田　　　勝 50年 5月 51年 5月 河　合　芳　弘 18年 5月 19年 4月

倉　知　　　宝 51年 5月 52年 5月 松　井　正　衛 19年 5月 20年 5月

加　藤　秀　夫 52年 5月 53年 5月 梅　村　　　進 20年 5月 21年 5月

河　合　隆　司 53年 5月 54年 4月 山　内　健　二 21年 5月 22年 5月

福　岡　銑　二 54年 5月 55年 5月 清　水　俊　雅 22年 5月 23年 4月

森　　　順　次 55年 5月 56年 5月 加　茂　みきお 23年 5月 24年 5月

中　野　松　治 56年 5月 57年 5月 杉　浦　　　昇 24年 5月 25年 5月

吉　田　五　郎 57年 5月 58年 4月 庄　司　　　章 25年 5月 26年 5月

西　村　完　一 58年 5月 59年 5月 加　藤　昭　孝 26年 5月 27年 4月

鈴　木　五　平 59年 5月 59年10月 日惠野　雅　俊 27年 5月 28年 5月

太　田　三　郎 59年11月 60年 5月 牛　田　朝　見 28年 5月 29年 5月

清　水　保　昌 60年 5月 61年 5月 山野辺　秋　夫 29年 5月 現在

鈴　木　利　夫 61年 5月 62年 4月

資料：議会事務局
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５　行政機構図（平成29年4月1日現在）

経 営 戦 略 課
秘 書 課 秘書担当、総務・渉外担当
東 京 事 務 所
市 政 発 信 課 報道担当、広報担当
国際まちづくり推進課
ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ2019推進課

企画政策部 企 画 課 計画調査担当、公共施設マネジメント担当、おいでん・さんそん担当
財 政 課
土地利用調整課
都 市 計 画 課 計画担当、土地利用担当、都市施設担当
未来都市推進課

総 務 部 庶 務 課
法 務 課
人 事 課 人事労務担当、人材育成担当、給与担当、厚生担当、健康相談室担当
行政改革推進課
財 産 管 理 課 庁舎管理担当、公有財産担当
契 約 課 工事担当、委託担当、物品担当
情報システム課 改修担当、運用担当、基盤管理担当、情報化推進担当
技 術 管 理 課 検査・技術管理担当
用 地 審 査 課 用地補償審査担当

市 民 部 市 民 相 談 課 市民相談担当
市 民 課 証明担当、印鑑・改修担当、記録担当、戸籍担当
　　駅西口サービスセンター
国 保 年 金 課 管理担当、賦課担当、資格・新制度担当、給付担当、年金担当
市 民 税 課 管理担当、法人・税制担当、個人第１担当、個人第２担当
資 産 税 課 管理担当、償却・軽自担当、土地担当、家屋担当
債 権 管 理 課 管理担当、早期滞納担当、滞納繰越担当、特別整理担当

債権回収担当

地域振興部

地 域 支 援 課 住民自治担当、地域共働担当、山村振興担当
旭 支 所 地域振興担当、市民生活担当
足 助 支 所 地域振興担当、市民生活担当
稲 武 支 所 地域振興担当、市民生活担当
小 原 支 所 地域振興担当、市民生活担当

上 郷 支 所 地域振興担当、市民生活担当
猿 投 支 所 地域振興担当、市民生活担当
　　石野出張所
　　保見出張所
下 山 支 所 地域振興担当、市民生活担当
高 岡 支 所 地域振興担当、市民生活担当
高 橋 支 所 地域振興担当、市民生活担当
藤 岡 支 所 地域振興担当、市民生活担当
松 平 支 所 地域振興担当、市民生活担当

施設担当、啓発・教育担当、防犯担当
防 災 対 策 課 計画運用担当、地域防災推進担当、システム基盤整備担当

生涯活躍部 市民活躍支援課 市民活躍担当、施設担当
　　とよた市民活動センター
　　とよた男女共同参画センター
　　ものづくりｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
　　ﾔﾝｸﾞ･ｵｰﾙﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
文 化 振 興 課
ス ポ ー ツ 課 スポーツ推進担当、スポーツ施設担当

子 ど も 部 次世代育成課 学生・若者担当、地域・家庭担当、放課後担当

子ども家庭課 家庭福祉担当、母子保健担当、家庭児童相談担当
保 育 課 保育担当、計画・施設担当、支援担当、指導担当
　　とよた子育て総合支援センター
　　志賀子どもつどいの広場　
　　柳川瀬子どもの広場

庶務担当、文書担当、選挙担当、統計担当

交通安全防犯課

市

長

副
市
長

　　和紙のふるさと

　　とよた子どもの権利相談室

　　市立こども園

経営戦略部

自治推進室

市民安全室

環 境 部 環 境 政 策 課
環 境 保 全 課
廃棄物対策課

総務計画担当、ごみ減量担当
清 掃 業 務 課 清掃業務担当
清 掃 施 設 課 施設管理担当、ごみ受入担当
　　逢妻衛生プラント
　　グリーン・クリーン施設管理担当、埋立管理担当
　　　　　　　ふじの丘
　　砂川衛生プラント
　　藤岡プラント
　　緑のリサイクルセンター

福 祉 部 地域包括ケア企画課 企画調整担当、地域医療担当
　　乙ケ林診療所
総 務 監 査 課 総務担当、指導担当
　　古瀬間聖苑
福祉総合相談課 地域福祉担当、民生担当
生 活 福 祉 課 総務担当、保護第１担当、保護第２担当、保護第３担当、保護第４担当
障がい福祉課 総務・計画担当、自立担当、給付担当、保健担当
高 齢 福 祉 課 計画・認知症担当、包括支援センター担当、給付・施設担当
介 護 保 険 課 給付担当、保険料担当、認定調査担当、認定審査担当、計画施設担当
福 祉 医 療 課 福祉医療担当、後期高齢者医療担当
臨時福祉給付金推進室

保 健 部 総 務 課 総務担当、健診担当、健康づくり担当
保 健 衛 生 課
　　衛生試験所
　　食肉衛生検査所
　　動物愛護センター
感染症予防課 感染症担当、予防接種担当、環境衛生担当
地 域 保 健 課 中部地区担当、北部地区担当、南部地区担当、東部地区担当

産 業 部

ものづくり産業振興課 企業誘致担当、ものづくり創造拠点担当、産業振興・労政担当、
就労支援室担当

商 業 観 光 課 商業振興担当、エリアマネジメント担当、中心市街地活性化担当
観光交流担当

　　消費生活センター

農 政 課 企画担当、農業・農村振興担当、農地担当
　　農ﾗｲﾌ創生ｾﾝﾀｰ 下山研修所担当、高岡研修所担当
農 地 整 備 課 計画施設担当、整備担当、地籍調査担当、地域担当
森 林 課 森づくり・地域材担当、保全・計画担当、林道担当
卸 売 市 場

都市整備部 都 市 整 備 課 空間デザイン調整担当、都心施設再整備担当、市街地再開発担当
交 通 政 策 課 交通まちづくり担当、計画・整備担当、公共交通担当
市街地整備課 区画整理調整担当、まちづくり担当
　　土橋区画整理事務所　　工事・計画担当、補償・換地担当
　　寺部区画整理事務所 工事・計画担当、補償・換地担当
　　花園区画整理事務所 工事・計画担当、補償・換地担当
区画整理支援課 指導担当、事業担当、計画・推進担当、調整担当
公 園 課 管理担当、建設担当
　　鞍ケ池公園
緑 の 推 進 課 緑化推進担当
　　西山公園
開 発 審 査 課 指導・庶務担当、審査第１担当、審査第２担当
建 築 相 談 課 建築審査担当、道路審査担当、景観まちづくり担当
公 共 建 築 課 公共建築運用・設備担当、公共建築保全担当、公共建築第１担当、

公共建築第２担当
定 住 促 進 課 定住担当、安全安心担当

政策担当、学習啓発担当

ごみ減量推進課

食品衛生指導担当、食品衛生監視担当

指導調整担当、環境調査・共働担当
監視・指導担当、審査・PCB担当

商工振興室

農業振興室
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５　行政機構図（平成29年4月1日現在）

経 営 戦 略 課
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市 政 発 信 課 報道担当、広報担当
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都 市 計 画 課 計画担当、土地利用担当、都市施設担当
未来都市推進課
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人 事 課 人事労務担当、人材育成担当、給与担当、厚生担当、健康相談室担当
行政改革推進課
財 産 管 理 課 庁舎管理担当、公有財産担当
契 約 課 工事担当、委託担当、物品担当
情報システム課 改修担当、運用担当、基盤管理担当、情報化推進担当
技 術 管 理 課 検査・技術管理担当
用 地 審 査 課 用地補償審査担当

市 民 部 市 民 相 談 課 市民相談担当
市 民 課 証明担当、印鑑・改修担当、記録担当、戸籍担当
　　駅西口サービスセンター
国 保 年 金 課 管理担当、賦課担当、資格・新制度担当、給付担当、年金担当
市 民 税 課 管理担当、法人・税制担当、個人第１担当、個人第２担当
資 産 税 課 管理担当、償却・軽自担当、土地担当、家屋担当
債 権 管 理 課 管理担当、早期滞納担当、滞納繰越担当、特別整理担当

債権回収担当

地域振興部

地 域 支 援 課 住民自治担当、地域共働担当、山村振興担当
旭 支 所 地域振興担当、市民生活担当
足 助 支 所 地域振興担当、市民生活担当
稲 武 支 所 地域振興担当、市民生活担当
小 原 支 所 地域振興担当、市民生活担当

上 郷 支 所 地域振興担当、市民生活担当
猿 投 支 所 地域振興担当、市民生活担当
　　石野出張所
　　保見出張所
下 山 支 所 地域振興担当、市民生活担当
高 岡 支 所 地域振興担当、市民生活担当
高 橋 支 所 地域振興担当、市民生活担当
藤 岡 支 所 地域振興担当、市民生活担当
松 平 支 所 地域振興担当、市民生活担当

施設担当、啓発・教育担当、防犯担当
防 災 対 策 課 計画運用担当、地域防災推進担当、システム基盤整備担当

生涯活躍部 市民活躍支援課 市民活躍担当、施設担当
　　とよた市民活動センター
　　とよた男女共同参画センター
　　ものづくりｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
　　ﾔﾝｸﾞ･ｵｰﾙﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
文 化 振 興 課
ス ポ ー ツ 課 スポーツ推進担当、スポーツ施設担当

子 ど も 部 次世代育成課 学生・若者担当、地域・家庭担当、放課後担当

子ども家庭課 家庭福祉担当、母子保健担当、家庭児童相談担当
保 育 課 保育担当、計画・施設担当、支援担当、指導担当
　　とよた子育て総合支援センター
　　志賀子どもつどいの広場　
　　柳川瀬子どもの広場

庶務担当、文書担当、選挙担当、統計担当

交通安全防犯課

市

長

副
市
長

　　和紙のふるさと

　　とよた子どもの権利相談室

　　市立こども園

経営戦略部

自治推進室

市民安全室

環 境 部 環 境 政 策 課
環 境 保 全 課
廃棄物対策課

総務計画担当、ごみ減量担当
清 掃 業 務 課 清掃業務担当
清 掃 施 設 課 施設管理担当、ごみ受入担当
　　逢妻衛生プラント
　　グリーン・クリーン施設管理担当、埋立管理担当
　　　　　　　ふじの丘
　　砂川衛生プラント
　　藤岡プラント
　　緑のリサイクルセンター

福 祉 部 地域包括ケア企画課 企画調整担当、地域医療担当
　　乙ケ林診療所
総 務 監 査 課 総務担当、指導担当
　　古瀬間聖苑
福祉総合相談課 地域福祉担当、民生担当
生 活 福 祉 課 総務担当、保護第１担当、保護第２担当、保護第３担当、保護第４担当
障がい福祉課 総務・計画担当、自立担当、給付担当、保健担当
高 齢 福 祉 課 計画・認知症担当、包括支援センター担当、給付・施設担当
介 護 保 険 課 給付担当、保険料担当、認定調査担当、認定審査担当、計画施設担当
福 祉 医 療 課 福祉医療担当、後期高齢者医療担当
臨時福祉給付金推進室

保 健 部 総 務 課 総務担当、健診担当、健康づくり担当
保 健 衛 生 課
　　衛生試験所
　　食肉衛生検査所
　　動物愛護センター
感染症予防課 感染症担当、予防接種担当、環境衛生担当
地 域 保 健 課 中部地区担当、北部地区担当、南部地区担当、東部地区担当

産 業 部

ものづくり産業振興課 企業誘致担当、ものづくり創造拠点担当、産業振興・労政担当、
就労支援室担当

商 業 観 光 課 商業振興担当、エリアマネジメント担当、中心市街地活性化担当
観光交流担当

　　消費生活センター

農 政 課 企画担当、農業・農村振興担当、農地担当
　　農ﾗｲﾌ創生ｾﾝﾀｰ 下山研修所担当、高岡研修所担当
農 地 整 備 課 計画施設担当、整備担当、地籍調査担当、地域担当
森 林 課 森づくり・地域材担当、保全・計画担当、林道担当
卸 売 市 場

都市整備部 都 市 整 備 課 空間デザイン調整担当、都心施設再整備担当、市街地再開発担当
交 通 政 策 課 交通まちづくり担当、計画・整備担当、公共交通担当
市街地整備課 区画整理調整担当、まちづくり担当
　　土橋区画整理事務所　　工事・計画担当、補償・換地担当
　　寺部区画整理事務所 工事・計画担当、補償・換地担当
　　花園区画整理事務所 工事・計画担当、補償・換地担当
区画整理支援課 指導担当、事業担当、計画・推進担当、調整担当
公 園 課 管理担当、建設担当
　　鞍ケ池公園
緑 の 推 進 課 緑化推進担当
　　西山公園
開 発 審 査 課 指導・庶務担当、審査第１担当、審査第２担当
建 築 相 談 課 建築審査担当、道路審査担当、景観まちづくり担当
公 共 建 築 課 公共建築運用・設備担当、公共建築保全担当、公共建築第１担当、

公共建築第２担当
定 住 促 進 課 定住担当、安全安心担当

政策担当、学習啓発担当

ごみ減量推進課

食品衛生指導担当、食品衛生監視担当

指導調整担当、環境調査・共働担当
監視・指導担当、審査・PCB担当

商工振興室

農業振興室
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建 設 部 建 設 企 画 課 企画調査担当、事業推進担当
幹線道路推進課 事業第一担当、用地第一担当、事業用地第二担当、事業第三担当、

用地第三担当
土 木 管 理 課 道路水路管理担当、占用・承認担当、庶務・占用料担当、

財産管理担当
道 路 維 持 課 道路施設担当、道路修繕担当、道路防災担当
道路予防保全課 計画担当、保全担当
街 路 課 建設担当、用地担当
土 木 課 計画・庶務担当、建設第１担当、建設第２．建設第２用地担当、

建設第３・建設第３用地担当、施設担当
地 域 建 設 課 管理担当、整備第１担当、整備第２担当
河 川 課 計画環境担当、安永川担当、建設担当、管理担当
　　豊田市矢作川研究所 調査研究・事業推進担当

会計管理者 会 計 課 審査担当、会計担当

総 務 課 企画研修担当、施設経理担当、消防団担当、
矢作川豊田防災ステーション担当

警 防 救 急 課 警防救助担当、救急担当、消防整備担当
予 防 課 危険物担当、予防担当、査察担当、建築物担当
指 令 課 システム担当、指令課１担当、指令課２担当
足 助 消 防 署

管 理 課 予防管理担当
　　　　旭出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　稲武出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　下山出張所 警防１担当、警防２担当

消 防 １ 課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消 防 ２ 課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当

北 消 防 署
管 理 課 予防管理担当

　　　　保見出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　力石出張所 警防１担当、警防２担当

消防１課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当

　　藤岡小原分署 警防１担当、警防２担当
中 消 防 署

管 理 課 予防管理担当
　　　　松平出張所 警防１担当、警防２担当

消防１課 指揮調査担当、警防担当、救助担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、警防担当、救助担当、救急担当
東 分 署 警防１担当、警防２担当
逢妻分署 警防救急１担当、警防救急２担当、管理担当

南 消 防 署
管 理 課 予防管理担当

　　　　高岡出張所 警防１担当、警防２担当
消防１課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
西 分 署 警防１担当、警防２担当、管理担当

　　末野原分署 警防１担当、警防２担当

上下水道局 総 務 課 庶務担当、技術担当
経 営 管 理 課 水道経営担当、下水道経営担当、出納担当
企 画 課 上水道担当、下水道担当、アセットマネジメント推進担当
料 金 課 料金担当、債権担当、給排水担当
水 道 整 備 課 整備第１担当、整備第２担当
水 道 維 持 課 管理担当、維持担当、改良第１担当、改良第２担当、

修繕１班担当、修繕２班担当、修繕３班担当
上水運用センター 管理運用担当、施設担当、水質管理担当、地域担当、

監視班担当、点検班担当
下水道施設課 施設担当、管路担当、浄化槽担当
下水道建設課 負担金・普及担当、建設第１担当、建設第２担当、

建設第３担当

事
業
管
理
者

消
防
本
部
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建 設 部 建 設 企 画 課 企画調査担当、事業推進担当
幹線道路推進課 事業第一担当、用地第一担当、事業用地第二担当、事業第三担当、

用地第三担当
土 木 管 理 課 道路水路管理担当、占用・承認担当、庶務・占用料担当、

財産管理担当
道 路 維 持 課 道路施設担当、道路修繕担当、道路防災担当
道路予防保全課 計画担当、保全担当
街 路 課 建設担当、用地担当
土 木 課 計画・庶務担当、建設第１担当、建設第２．建設第２用地担当、

建設第３・建設第３用地担当、施設担当
地 域 建 設 課 管理担当、整備第１担当、整備第２担当
河 川 課 計画環境担当、安永川担当、建設担当、管理担当
　　豊田市矢作川研究所 調査研究・事業推進担当

会計管理者 会 計 課 審査担当、会計担当

総 務 課 企画研修担当、施設経理担当、消防団担当、
矢作川豊田防災ステーション担当

警 防 救 急 課 警防救助担当、救急担当、消防整備担当
予 防 課 危険物担当、予防担当、査察担当、建築物担当
指 令 課 システム担当、指令課１担当、指令課２担当
足 助 消 防 署

管 理 課 予防管理担当
　　　　旭出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　稲武出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　下山出張所 警防１担当、警防２担当

消 防 １ 課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消 防 ２ 課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当

北 消 防 署
管 理 課 予防管理担当

　　　　保見出張所 警防１担当、警防２担当
　　　　力石出張所 警防１担当、警防２担当

消防１課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当

　　藤岡小原分署 警防１担当、警防２担当
中 消 防 署

管 理 課 予防管理担当
　　　　松平出張所 警防１担当、警防２担当

消防１課 指揮調査担当、警防担当、救助担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、警防担当、救助担当、救急担当
東 分 署 警防１担当、警防２担当
逢妻分署 警防救急１担当、警防救急２担当、管理担当

南 消 防 署
管 理 課 予防管理担当

　　　　高岡出張所 警防１担当、警防２担当
消防１課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
消防２課 指揮調査担当、救助警防担当、救急担当
西 分 署 警防１担当、警防２担当、管理担当

　　末野原分署 警防１担当、警防２担当

上下水道局 総 務 課 庶務担当、技術担当
経 営 管 理 課 水道経営担当、下水道経営担当、出納担当
企 画 課 上水道担当、下水道担当、アセットマネジメント推進担当
料 金 課 料金担当、債権担当、給排水担当
水 道 整 備 課 整備第１担当、整備第２担当
水 道 維 持 課 管理担当、維持担当、改良第１担当、改良第２担当、

修繕１班担当、修繕２班担当、修繕３班担当
上水運用センター 管理運用担当、施設担当、水質管理担当、地域担当、

監視班担当、点検班担当
下水道施設課 施設担当、管路担当、浄化槽担当
下水道建設課 負担金・普及担当、建設第１担当、建設第２担当、

建設第３担当

事
業
管
理
者

消
防
本
部

教育行政部 教 育 政 策 課 総務担当、計画担当
文 化 財 課 文化財保護・学芸担当、文化財管理・庶務担当、

足助町並み保存整備担当
　　近代の産業とくらし発見館
　　市史編さん室
　　民芸館
図書館管理課
美 術 館 総務担当、事業担当、学芸担当

学校教育部 学 校 教 育 課 学事担当、教職員担当、学校教育担当
　　教育センター
　　青少年相談センター
　　市立小学校
　　市立中学校
　　市立特別支援学校
学校づくり推進課 学校支援担当、学校施設担当
保 健 給 食 課 給食担当、保健担当、施設担当
　　足助給食センター
　　稲武給食センター
　　中部給食センター
　　東部給食センター
　　南部給食センター
　　藤岡給食センター
　　平和給食センター
　　北部給食センター

事 務 局 庶務担当、議事担当、政務調査担当

事 務 局

事 務 局

事 務 局

公 平 委 員 会

固定資産評価審査委員

議 会

監 査 委 員

選 挙 管 理 委 員 会

農 業 委 員 会

教
育
委
員
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 ６  市内公共施設一覧表

(1)  市の施設

名        称 電 話 番 号

【市 役 所】

  豊  田  市  役  所  〒471-8501  西町３－６０  ３１－１２１２

【支　　所】

  高  橋  　支　所  〒471-0014  東山町２－１－１  ８０－００７７

  上  郷      〃  〒470-1218  上郷町５－１－１  ２１－０００１

  高  岡      〃  〒473-0933  高岡町長根５１  ５３－７７７９

  猿  投      〃  〒470-0373  四郷町東畑７０－１  ４５－１２１１

  松  平      〃  〒444-2216  九久平町寺前１６  ５８－０００１

  藤　岡      〃  〒470-0493  藤岡飯野町田中２４５  ７６－２１０１

  小　原      〃  〒470-0592  小原町上平４４１－１  ６５－２００１

  足　助      〃  〒444-2424  足助町宮ノ後２６－２  ６２－０６００

  下　山      〃  〒444-3242  大沼町越田和３７－１  ９０－２１１１

  　旭　      〃  〒444-2892  小渡町船戸１５－１  ６８－２２１１

  稲　武      〃  〒441-2513  稲武町竹ノ下１－１  ８２－２５１１ 

【ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ･出張所】

  西  部  ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ  〒471-0046  本新町７－５０－３  ３６－３００１

  石  野  出  張  所  〒470-0318  力石町深田５７－２  ４１－２００１

  保  見      〃  〒470-0344  保見町四反田１２１－１  ４８－８００６

　豊田市駅西口ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  〒471-0026  若宮町１－５７－１(A館T-FACE 7F）  ３６－６７１１

【消 防 施 設】

  防災学習センター  〒471-0879  長興寺５－１７－１  ３５－９７１６

  豊田市 消 防 本 部 　　〃  ３５－９７１７

  北    消  防  署  〒470-0373  四郷町森前１００  ４３－００９３

    藤岡小原 分 署  〒470-0411  木瀬町桧本１５２５－１  ７６－５５６０

    保 見 出 張 所  〒470-0352  篠原町黒坪１１－２  ４３－１６３０

    力  石    〃  〒470-0318  力石町井ノ上８１－２  ４２－１７５１

  中    消  防  署  〒471-0879  長興寺５－１７－１  ３５－９７２０

    東    分    署  〒471-0003  岩滝町高入３６－１  ８７－０３６０

逢  妻  分  署  〒471-0053  丸根町６－１８－２  ３６－２４５０

    松 平 出 張 所  〒444-2216  九久平町百々８－７  ８６－１１９０

  南    消  防  署  〒470-1216  和会町長田３－１  ２５－９００８

    西    分    署  〒471-0844  聖心町４－４４－５  ２５－２５７０

    末 野 原 分 署  〒470-1207  鴛鴨町新林１２７  ２５－３０７０

    高 岡 出 張 所  〒473-0921  高丘新町上平地１３５－１  ５１－６１１１

　足　助　消 防 署  〒444-2407  桑田和町中貝戸６  ６２－０１１９

　  下 山 出 張 所  〒444-3242  大沼町大官屋敷９２－１  ９０－４１１９

　  旭　 　　〃  〒444-2832  浅谷町下万場３０３－２  ６８－１１１９

　  稲 武　　〃  〒441-2513  稲武町宮ノヒラ８－７  ８２－３０９９

所            在            地
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名        称 電 話 番 号

【交　流　館】

逢  妻  交　流　館  〒471-0049  田町３－２０  ３４－３２２０

  朝日丘      〃  〒471-0852  御幸町１－８０  ３４－１５６１

  井  郷      〃  〒470-0373  四郷町東畑７０－１  ４５－４８０７

  石  野      〃  〒470-0318  力石町深田５７－２  ４２－１７１１

  梅坪台      〃  〒471-0064  梅坪町１－１５  ３１－０４０２

  上  郷      〃  〒470-1218  上郷町５－１－１  ２１－１８８１

  猿投北      〃  〒470-0364  加納町西股６７  ４５－５４８０

  猿投台      〃  〒470-0335  青木町２－５６－２６  ４５－２８３８

  末野原      〃  〒470-1201  豊栄町１１－３６－１  ２６－６２００

  崇化館      〃  〒471-0078  昭和町２－４６  ３３－０７５０

  高  橋  　　〃  〒471-0019  高橋町３－１００－１  ８８－４８８７

  豊  南      〃  〒471-0822  水源町１－１１  ２７－２８６６

  保  見      〃  〒470-0344  保見町四反田１２１－１  ４８－３４０３

  前  林      〃  〒473-0934  前林町行田２９  ５２－５４７４

  益  富  　　〃  〒471-0802  志賀町稔台３０  ８０－３５２０

  松　平  　　〃  〒444-2216  九久平町寺前１６  ５８－００７３

  美  里      〃  〒471-0805  美里４－９－６  ８０－１６９７

  竜  神      〃  〒473-0907  竜神町新生１１５－２  ２９－１８１９

  若  園      〃  〒473-0924  花園町脇ノ田８  ５３－００２８

  若  林      〃  〒473-0914  若林東町沖田１２４  ５２－３８５８

  藤　岡      〃  〒470-0451  藤岡飯野町仲ノ下１０４０－１  ７６－１６１２

  小　原      〃  〒470-0562  永太郎町落６８１－１  ６５－３７１１

  足　助　    〃  〒444-2424  足助町蔵ノ前１６  ６２－１２５１

  下　山      〃  〒444-3242  大沼町越田和３７－１  ９１－１６５０

  　旭        〃  〒444-2892  小渡町船戸１５－１  ６８－２２１５

　稲　武　　　〃  〒441-2513  稲武町竹ノ下１－１  ８３－１００７

  藤岡南      〃  〒470-0431  西中山町後田９６－１  ７５－１７０７

　浄　水　　　〃  〒470-0342  大清水町大清水１２－１  ４２－５９２０

【給食センタ－】

  中  部 給食センター  〒471-0067  栄生町５－１  ３２－７３７４

  東  部      〃  〒471-0014  東山町６－１０８９  ８９－１１７３

  南  部      〃  〒473-0913  竹元町細畔４７  ５２－２３４０

  平  和      〃  〒471-0821  平和町６－６  ２７－９６５７

  北  部      〃  〒470-0372  井上町７－１１  ４５－０３７５

  藤　岡      〃  〒470-0411  木瀬町稽古屋１１６３－７  ７６－２７３７

  足　助 　 　〃  〒444-2424  足助町落部５１  ６２－２５２５

  稲　武      〃  〒441-2513  稲武町シモ田２０－１  ８２－３５３７

所            在            地
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【ごみ処理施設】

　逢妻衛生プラント  〒473-0934  前林町前越１  ５２－３３１８

  ｸﾞﾘｰﾝ・ｸﾘｰﾝふじの丘  〒470-0451  藤岡飯野町大川ケ原１１６１-８９  ７５－２１０１

　砂川衛生プラント  〒470-0203  みよし市三好丘旭４－１９－１５

　渡刈クリーンセンター  〒470-1202  渡刈町大明神３９－３  ２８－２０００

  藤岡プラント  〒470-0422  下川口町奥山５１６－４  ７６－２０２７

　緑のリサイクルセンター  〒470-0308  枝下町下笹沢１９７  ４３－２０８０

【福祉施設】

  け や き ワークス  〒471-0066  栄町１－７－１  ３３－２５５１

  こども発達センター  〒471-0062  西山町２－１９  ３２－８９８１

  さ く ら ワークス  〒470-1217  大成町２－１  ２１－８７２３

  ｻﾝ･ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞ豊田  〒471-0062  西山町５－２－６  ３３－５６３１

  障がい者福祉会館 　　〃  ３４－２９４０

  寿　楽　荘  〒470-0523  平畑町東田７２２  ６５－３６１１

  第二ひまわり  〒471-0065  平芝町５－１３  ３１－３３７０

　暖 　　〃  ３７－１７８１

知的障害者生活ﾎｰﾑ喜多ﾊｳｽ  〒471-0027  喜多町５－２－４  ３５－０００２

福祉就業ｾﾝﾀ-ふれあいの家  〒471-0027  喜多町６－６１－１  ３１－１００７

　　　〃　　　山室花はうす  〒471-0818  室町６－１５１－１  ５８－３０５５

  福 祉 セ ン タ ー  〒471-0877  錦町１－１－１  ３４－１１３１

老人福祉ｾﾝﾀｰ ぬくもりの里  〒444-2824  池島町屋ケ平２２  ６８－３８９０

  　　〃　　 豊寿園  〒470-1202  渡刈町５－２００  ２７－２２００

  小原福祉ｾﾝﾀｰ ふくしの里  〒470-0564  豊田市沢田町梅ノ木５７４  ６５－３３５０

  下山保健福祉ｾﾝﾀｰ まどいの丘  〒444-3252  神殿町中切７－２  ９０－４４８８

　藤岡福祉センター ふじのさと  〒470-0451  藤岡飯野町坂口１２０７－２  ７６－３６０６

  稲  武 福祉センター  〒441-2521  桑原町中村５  ８２－２０６８

【保健センター】

　中央保健センター  〒471-8501  西町３－６０  ３１－１２１２

  藤岡保健センター  〒470-0451  藤岡飯野町坂口１２０７－２  ７６－２２７１

【体 育 施 設】

  東山体育センター  〒471-0809  宝来町４－７５８－１０  ８０－０１９５

  豊田市運動公園  〒470-0376  高町東山４－９７  ４５－４８５５

  柳川瀬公園体育館  〒470-1211  畝部東町稲荷２５  ２１－２２３２

  高岡公園体育館  〒473-0927  中田町川向８  ５４－０６０１

　豊田スタジアム  〒471-0016  千石町７－２  ８７－５２００

  スカイホール豊田  〒471-0861　八幡町１－２０  ３１－０４５１

　旭総合体育館  〒444-2833  下切町平田３０１４  ６８－２０２０

　稲武体育館  〒441-2521  桑原町下清泰地２５２  ８２－３０２６

所            在            地
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　西部体育館  〒471-0047  西新町６－１４３  ３２－５５４１

　井上公園水泳場  〒470-0372  井上町１１－８－６  ４４－１２９１

【子育て支援施設】

　とよた子育て総合支援ｾﾝﾀｰ  〒471-0026  若宮町１－５７－１(A館T-FACE 9F）  ３７－７０７１

“あいあい”

　志賀子どもつどいの広場  〒471-0802  志賀町香九礼１－２８６  ８０－１５２２

“ゆうゆう”

　柳川瀬子どもつどいの広場  〒470-1211  畝部東町船場８－１  ２５－０００８

“にこにこ”

　足助子育て支援センター  〒444-2351  岩神町簗瀬２５－１(足助もみじこども園内)  ６２－１１４５

　飯野　　　〃  〒470-0451  藤岡飯野町出口1122（飯野こども園内）  ７５－１２３６

　稲武　　　〃  〒441-2522  武節町神田１０１（稲武こども園内）  ８２－２０２５

　伊保　　　〃  〒470-0344  保見町権堂坊２８（伊保こども園内）  ４３－１２９１

　大草　　　〃  〒470-0531  小原町北洞２６８－２（大草こども園内）  ６５－２０４５

　大沼　　　〃  〒444-3242  大沼町船橋２１（大沼こども園内）  ９０－３０２１

　越戸　　  〃　  〒470-0332  越戸町松葉５２－２（越戸こども園内）  ４５－３１０６

　杉本　　　〃  〒444-2816  杉本町三斗成３６（杉本こども園内）  ６８－２７０１

  堤　　　  〃  〒473-0938  本田町本田１（堤こども園内）  ５２－０２０７

　渡刈　 　 〃  〒470-1202  渡刈町３－９８（渡刈こども園内）  ７４－１０５６

　宮口　　　〃  〒471-0042  宮口町２－５０（宮口こども園内）  ３２－７１１８

　山之手　　〃  〒471-0833  山之手１－７８－１(山之手こども園内）  ２６－０７７５

　若園　　　〃  〒473-0923  中根町永池１９２－１８（若園こども園内） ５２－３１０２

【図書館・美術館・

博物館・資料館】

  中央図書館  〒471-0025  西町１－２００  ３２－０７１７

　こども図書室  〒471-0019  高橋町３－１００－１  ８８－１３２２

  美　術　館  〒471-0034  小坂本町８－５－１  ３４－６６１０

  郷土資料館  〒471-0079  陣中町１－２１  ３２－６５６１

  民　芸　館  〒470-0331  平戸橋町波岩８６－１００  ４５－４０３９

  旭郷土資料館  〒444-2832  浅谷町下万場３０３－２  ６８－２２１３

  足助資料館  〒444-2424  足助町梶平２５－１  ６２－０３８７

  稲武郷土資料館  〒441-2524  黒田町南水別７１３  ８２－３４３９

　藤岡民俗資料館  〒470-0451  藤岡飯野町井ノ脇４０１  ７６－３１２１

　近代の産業とくらし発見館  〒471-0027  喜多町４－４５  ３３－０３０１

【各 種 相 談 所】

  豊田消費生活センター  〒471-0026  若宮町１－５７－１(A館T-FACE 7F）  ３３－０９９９

  青少年相談センター  〒471-0066  栄町１－７－１  ３２－６５９５

【そ の 他】

  六鹿会館  〒473-0933  高岡町長根５１  ５３－７７７１

所            在            地
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  視聴覚ライブラリー  〒471-0023  挙母町３－５９  ３３－０７４７

  青少年センター  〒471-0034  小坂本町１－２５(産業文化ｾﾝﾀｰ 1F)  ３２－６２９６

  教育センター  〒470-0344  保見町西古城９２（教職員会館内）  ４８－２０５１

  総合野外センター  〒444-2201  坂上町朝日山１３－１  ５８－１３８８

  青少年キャンプ場  　　　〃　　　　　(総合野外ｾﾝﾀｰ内） 　　　〃

  少年自然の家  　　　〃　　　　　　　　　〃 　　　〃

　とよたエコフルタウン  〒471-0024  元城町３－１１  ７７－５６６９

  自然観察の森  〒471-0014  東山町４－１２０６－１  ８８－１３１０

  森林会館  〒470-0307  東広瀬町高根下２４－１  ４１－２０１０

  毘森公園  〒471-0035  小坂町１－４１  ３２－１０３５

  鞍ケ池公園  〒471-0002  矢並町法沢７１４－５  ８０－５３１０

　交通安全学習センター  〒471-0001  池田町小山田４９４－２４  ８８－５０５５

  西山公園  〒471-0062  西山町５－１  ３１－２１０８

  豊田市職員会館  〒471-0025  西町２－１９  ３４－１９３３

  古瀬間聖苑  〒471-0801  古瀬間町小田８２０  ８０－１１６０

  教職員会館  〒470-0344  保見町西古城９２  ４８－２３５１

  豊田地域医療ｾﾝﾀｰ  〒471-0062  西山町３－３０－１  ３４－３０００

　乙ケ林診療所  〒470-0552  乙ケ林町寒田５５２  ６５－３００８

  ｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙ･能楽堂  〒471-0025  西町１－２００(参合館内)  ３５－８２００

  市民文化会館  〒471-0035  小坂町１２－１００  ３３－７１１１

  豊田地域文化広場  〒473-0903  西田町けやき１  ５３－０６７１

  平戸橋いこいの広場  〒470-0331  平戸橋町波岩１０  ４５－７９７７

  香恋の館  〒444-3206  羽布町鬼ノ平５  ９０－４１２０

　三州足助屋敷  〒444-2424  足助町飯盛３６  ６２－１１８８

  公設地方卸売市場  〒471-0048  高崎町兼近７０  ３３－３４２１

  豊田産業文化センター  〒471-0034  小坂本町１－２５  ３３－１５３１

猿投棒の手ふれあい広場  〒470-0361  猿投町別所２３－１  ４５－７２８８

  農村環境改善センター  〒473-0933  高岡町長根１７  ５２－９９３１

  リゾート安曇野  〒399-8301  長野県安曇野市穂高有明7682-4

  食肉センター  〒471-0873  秋葉町６－５０  ３２－０７１９

　とよた市民活動センター  〒471-0026  若宮町１－５７－１(A館T-FACE 9F）  ３６－１７３０

　豊田ﾔﾝｸﾞｵｰﾙﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 　　　〃  ３６－６３６３

　とよた男女共同参画ｾﾝﾀｰ  〒471-0034  小坂本町１－２５(産業文化ｾﾝﾀｰ内)  ３１－７７８０

　豊田都市交通研究所  〒471-0024  元城町３－１７(元城庁舎西棟 4F)  ３１－８５５１

　農ライフ創生センター  〒470-0373  四郷町松本１０５－１  ４３－０３４０

　旭高原元気村  〒444-2843  旭八幡町根山６８－１  ６８－２７５５

　手づくり工房山遊里  〒444-3206  羽布町柿田１５－１  ９１－１１８６
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　どんぐりの里いなぶ  〒441-2522  武節町針原２２－１  ８２－３１３５

　百　年　草  〒444-2424  足助町東貝戸１０  ６２－０１００

　藤岡ふれあいの館  〒470-0451  藤岡飯野町大川ケ原７７２－５  ７５－２１０５

　和紙のふるさと  〒470-0562  永太郎町洞２１６－１  ６５－２１５１

【こども園】

  朝  日 　 こ ど も 園  〒471-0032  日南町５－１５－２  ３２－２２１２

　足助まゆみ　　〃  〒444-2424  足助町陣屋跡７  ６２－０３８２

  足助もみじ　　〃  〒444-2351  岩神町簗瀬２５－１  ６２－０６８５

  飯　野  　　　〃  〒470-0451  藤岡飯野町出口１１２２  ７６－２６６７

  石　畳   　   〃  〒470-0403  白川町大根１２７１－１  ７６－１９９８

  稲　武  　    〃  〒441-2522  武節町神田１０１  ８２－２０２５

  伊  保     　 〃  〒470-0344  保見町権堂坊２８  ４８－８１８８

    今       　 〃  〒471-0823  今町７－５０－２  ２８－２２８５

  畝  部  　　　〃  〒470-1219  畝部西町伊勢神１－１  ２１－０４０５

  梅  坪     　 〃  〒471-0064  梅坪町１－１４－１  ３２－２０５７

  永  新    　  〃  〒470-1206  永覚新町５－１９３  ２９－０７３２

  大　草     　 〃  〒470-0531  小原町北洞２６８－２  ６５－２０４５

  大　蔵  　    〃  〒444-2511  大蔵町本城１３－１  ６４－２２２０

  大　沼     　 〃  〒444-3242  大沼町船橋２１  ９０－３０２１

  大  畑　　　　〃  〒470-0352  篠原町片坂４０－６  ４８－８２８８

  大  林  　　　〃  〒473-0902  大林町１４－１１－１３  ２８－００１２

  小　渡    　  〃  〒444-2833  下切町下切１０  ６８－２７６６

  上  郷      　〃  〒470-1218  上郷町郷下１５  ２１－１８３０

  上鷹見  　　　〃  〒470-0322  上高町古白３４４－２  ４１－２２１９

  木　瀬   　   〃  〒470-0411  木瀬町浜居場２４８－１  ７６－１７６５

  越  戸    　  〃  〒470-0332  越戸町松葉５２－２  ４５－１０７３

  駒  場  　    〃  〒473-0925  駒場町新生６９  ５７－２４１３

  挙  母 　　　 〃  〒471-0023  挙母町５－５８  ３２－０１９９

  寿恵野  　　　〃  〒470-1207  鴛鴨町畔畑２２７  ２８－２４０３

  杉　本     　 〃  〒444-2816  杉本町三斗成３６  ６８－２７０１

  住  吉     　 〃  〒473-0905  住吉町１－６－３  ５２－３８０７

  高  嶺     　 〃  〒470-1216  和会町鳥手１６７  ２１－０４０４

  高  橋   　   〃  〒471-0012  水間町４－１５５－１  ８８－８０８８

  高  美    　  〃  〒473-0917  若林西町長根６４  ５２－３７０６

  竹  村　　　　〃  〒473-0904  中町経塚４  ５２－８５０８

    堤       　 〃  〒473-0938  本田町本田１  ５２－３０５３

  堤ケ丘      　〃  〒473-0932  堤町道仙６５  ５２－０１６６

  寺  部    　  〃  〒471-0015  上野町１－１７３  ８０－２１９４

  道　慈   　   〃  〒470-0552  乙ケ林町下立１２２－１  ６５－２７３３

所            在            地
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名        称 電 話 番 号

  童子山  こ ど も 園  〒471-0035  小坂町１６－５１  ３２－３５６６

  透  成      〃  〒470-0309  西広瀬町清水３０  ４１－２５５０

  東　部      〃  〒444-3206  羽布町川合２３－２  ９０－３１７３

  渡  刈      〃  〒470-1202  渡刈町３－９８  ２８－８３００

　トヨタ      〃  〒471-0822  水源町１－１－１  ２８－２１９８

  豊  松      〃  〒444-2203  豊松町狐塚１２０－４  ５８－１５５１

  中  金      〃  〒470-0313  城見町須田口６  ４１－２２３８

  中根山      〃  〒473-0922  高岡本町双葉６０  ５２－３０２９

  中　山      〃  〒470-0431  西中山町蔵屋敷１３６－１  ７６－４４３６

  根  川      〃  〒471-0878  下林町７－４１  ３２－１０８２

  野  見      〃  〒471-0805  美里５－１９  ８０－０６５０

  則　定      〃  〒444-2342  則定町前田５  ６３－２０５１

  冷　田      〃  〒444-2313  冷田町上冷田３８  ６３－２３１０

  ひかり      〃  〒471-0002  矢並町大坪９０１－２  ８０－２２８０

  東広瀬      〃  〒470-0307  東広瀬町蔵屋敷１９－１  ４１－２１１２

  東  山      〃  〒471-0808  渋谷町３－９７８－３６  ８０－６０７４

  平  井      〃  〒471-0008  百々町４－２０  ８０－２１９３

  平  山      〃  〒471-0827  平山町１－１０－１  ２８－６１８７

  広  沢      〃  〒470-0362  舞木町焼山１１０２－２３  ４４－０２８８

  藤  藪　  　〃  〒470-1201  豊栄町３－１２０  ２８－４７１７

  北　栄  　　〃  〒470-0565  下仁木町仲硲４２８－１  ６５－３０２５

  本  地      〃  〒471-0848  本地町２－５１－１  ２７－２６６２

　益　富　　　〃  〒471-0802  志賀町箕平７７－１  ８０－０３６５

  松  平      〃  〒444-2216  九久平町簗場５２  ５８－００７０

  御　作      〃  〒470-0424  御作町日沢１０６０－２０  ７６－４６７２

  御  船　　　〃  〒470-0371  御船町山屋敷５１－１  ４５－１２１５

  宮  口      〃  〒471-0042  宮口町２－５０  ３２－６７２７

　美　和  　　〃  〒471-0008  百々町９－４３  ８８－２２３０

  山之手      〃  〒471-0833  山之手１－７８－１  ２８－１１０１

  竜  神  　　〃  〒473-0907  竜神町神田６０  ２８－８２００

  若  園  　　〃  〒473-0923  中根町永池１９２－１８  ５２－３８２０

  若  林      〃  〒473-0914  若林東町東山４７－１  ５２－８３５０

  若  宮      〃  〒471-0026  若宮町６－２－５  ３２－３２００

【小 学 校】

  青  木  小  学  校  〒470-0335  青木町４－５  ４５－００２５

  朝  日      〃  〒471-0031  朝日町６－１  ３１－４８８０

  足　助    　〃  〒444-2424  足助町今岡３３－２  ６２－００５９

  飯　野　    〃  〒470-0451  藤岡飯野町弥治前１０９５  ７６－２５０４

  石　畳　　　〃  〒470-0471  石畳町辻１２４－５  ７６－２５１１

所            在            地
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名        称 電 話 番 号

  市  木　小　学　校  〒471-0006  市木町８－１－２  ８０－０３８５

  五ケ丘      〃  〒471-0814  五ケ丘４－２  ８０－５５３３

  五ケ丘東    〃  〒471-0814  五ケ丘８－１  ８０－９２１１

  稲　武    　〃  〒441-2513  稲武町シモ田２０－１  ８２－３５３５

  井  上　    〃  〒470-0372  井上町２－３４  ４５－２４１１

  伊　保  　　〃  〒470-0344  保見町権堂坊１  ４８－８２００

  岩  倉　　　〃  〒444-2225  岩倉町五ツ畑２３  ５８－０１１９

  畝  部      〃  〒470-1219  畝部西町新田屋敷２４  ２１－００２９

  梅  坪      〃  〒471-0064  梅坪町１－５－１  ３１－４８８２

  追　分      〃  〒444-2355  近岡町馬橋４  ６２－０３９２

  大　蔵    　〃  〒444-2511  大蔵町本城９－２  ６４－２００２

  大　沼    　〃  〒444-3242  大沼町青木１  ９０－２０２８

  大  畑      〃  〒470-0355  大畑町神戸７９－２  ４８－８００３

  大  林　　　〃  〒473-0902  大林町１４－１１－５  ２８－２５０１

  小　渡    　〃  〒444-2833  下切町平田３０１２  ６８－２３２６

  小原中部    〃  〒470-0563  遊屋町向垣内１９１  ６５－３００２

  加  納      〃  〒470-0364  加納町東股５５  ４５－００２４

  上鷹見      〃  〒470-0322  上高町宮下６０  ４１－２０１７

  九久平      〃  〒444-2216  九久平町寺前３－２  ５８－００２７

  幸  海      〃  〒444-2221  幸海町下御堂下切１４－１  ５８－０１２７

  小清水      〃  〒471-0049  田町２－８１  ３２－０１９４

  古瀬間  　　〃  〒471-0802  志賀町西之海道２４０  ８０－０５９３

  駒  場　　　〃  〒473-0925  駒場町新生５８  ５７－２５０７

  衣  丘  　　〃  〒471-0037  三軒町６－２０－１  ３４－２０３０

  挙  母  　　〃  〒471-0065  平芝町１－１－１  ３１－０１９３

  佐　切  　　〃  〒444-2335  上脇町タラクゴ１  ６３－２３３０

  敷　島    　〃  〒444-2816  杉本町稲場下２７  ６８－２７０２

  四  郷      〃  〒470-0373  四郷町山畑７６－８  ４５－２２８３

  浄  水      〃  〒470-0343  浄水町南平１１３－２  ４５－０５５６

　浄水北      〃  〒470-0343  浄水町原山８－１  ６３－５０９１

  新　盛    　〃  〒444-2505  新盛町深沼２４  ６７－２０２０

  寿恵野      〃  〒470-1207  鴛鴨町東屋敷５０  ２８－５０２７

  高  嶺      〃  〒470-1215  広美町高根２－１  ２１－００２６

  滝  脇      〃  〒444-2212  滝脇町切石洞１８－１  ５８－０２５２

  竹  村　　　〃  〒473-0905  住吉町大興４  ５２－３４２０

  土  橋　　　〃  〒471-0842  土橋町６－１１７  ２９－５２８５

    堤        〃  〒473-0939  堤本町流２８  ５２－３７１８

  寺  部      〃  〒471-0015  上野町１－１７３  ８０－０１２６

  道　慈　    〃  〒470-0545  千洗町道慈３８２－３  ６５－２０２３

所            在            地
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  童子山　小　学　校  〒471-0852  御幸町１－６０  ３２－０１９６

  巴ケ丘      〃  〒444-3207  大桑町別当５６  ９１－１７１７

  豊  松      〃  〒444-2201  坂上町郷敷１－１  ５８－０１２９

  中  金　　　〃  〒470-0312  中金町塚ノ本１２４  ４１－２２１０

  中  山  　　〃  〒470-0431  西中山町蔵屋敷６１  ７６－２５０９

  西広瀬  　　〃  〒470-0309  西広瀬町清水３４  ４１－２５５５

  西保見      〃  〒470-0353  保見ケ丘２－１８５  ４８－２８２２

  根  川      〃  〒471-0878  下林町７－３０  ３２－０１９５

  野  見      〃  〒471-0812  野見町１２－１  ８０－０３７２

  則　定    　〃  〒444-2342  則定町本郷５－１  ６３－２００１

  萩　野    　〃  〒444-2407  桑田和町宮ノ前５  ６２－０２１４

  花　山    　〃  〒444-3222  下山田代町万徳前１６－４  ９０－２１０２

  冷　田　　　〃  〒444-2312  四ツ松町笹ケ田４０－１  ６３－２３００

  東広瀬      〃  〒470-0307  東広瀬町大根坂８  ４１－２０１２

  東保見      〃  〒470-0353  保見ケ丘４－５  ４８－１０７５

  東  山      〃  〒471-0808  渋谷町３－８  ８０－７５８１

  平  井  　　〃  〒471-0008  百々町５－６０  ８０－３０１１

  広川台      〃  〒471-0808  渋谷町１－１２－１  ８０－２８０１

  平  和      〃  〒471-0821  平和町６－７０  ２９－３８３３

  本　城　    〃  〒470-0574  市場町市場前３７２－２  ６５－２０２２

  前  山      〃  〒471-0828  前山町１－２４  ２８－０１９２

  御　蔵    　〃  〒444-2522  御蔵町辻４３  ６４－２００１

  御　作　　　〃  〒470-0424  御作町田中１０８６－４  ７６－２５１２

  美  山 　　 〃  〒471-0849  美山町４－１  ２８－３４５８

  明　和    　〃  〒444-2607  平沢町赤田和２１－８  ６７－２２５０

  元  城      〃  〒471-0861  八幡町３－３０  ３１－２２８０

  矢  並      〃  〒471-0002  矢並町大坪９０１－７  ８８－３１００

  山之手      〃  〒471-0833  山之手６－６  ２８－０７２２

  若  園  　　〃  〒473-0923  中根町永池２００  ５２－３７１７

  若林西      〃  〒473-0917  若林西町西ノ堂７  ５２－２８２１

  若林東      〃  〒473-0914  若林東町広間６４  ５２－７２１１

【中 学 校】

逢  妻  中  学  校  〒471-0044  新町１－４６－５  ３３－７８８１

  　旭　      〃  〒444-2816  杉本町羽根１－１  ６８－２１３１

  朝日丘      〃  〒471-0858  朝日ケ丘５－３４  ３２－０１９８

  足　助      〃  〒444-2424  足助町梶平５８  ６２－０２２７

  井  郷      〃  〒470-0372  井上町１－１０－１  ４５－８２２２

  石  野      〃  〒470-0318  力石町井ノ上６００－１  ４１－２０１６

  稲　武　    〃  〒441-2521  桑原町鐘鋳場２７０  ８２－２０８４

所            在            地
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名        称 電 話 番 号

  梅坪台  中  学  校  〒471-0062  西山町１－２１－１  ３１－２１３１

  小　原      〃  〒470-0562  永太郎町馬場５９  ６５－３０１１

  上  郷      〃  〒470-1218  上郷町４－５－１  ２１－００３５

  猿  投      〃  〒470-0364  加納町東股１５  ４５－０２６４

  猿投台  　　〃  〒470-0335  青木町３－８０  ４５－００３９

  下　山  　　〃  〒444-3242  大沼町青木１  ９０－２１４０

　浄　水  　　〃  〒470-0342  大清水町大清水１２－１  ４２－８４００

  末野原      〃  〒470-1201  豊栄町１１－１－１  ２７－９８００

  崇化館      〃  〒471-0066  栄町２－６  ３１－０１９７

  高  岡      〃  〒473-0917  若林西町広崎８２  ５２－１８３０

  高  橋      〃  〒471-0019  高橋町４－７０  ８０－０４１２

  藤　岡      〃  〒470-0411  木瀬町稽古屋１１６３－３  ７６－２５２１

  藤岡南      〃  〒470-0431  西中山町蔵屋敷８６－１  ７６－２４１０

  豊  南　　　〃  〒471-0822  水源町１－１７  ２８－０９４７

  保  見      〃  〒470-0344  保見町北山１８  ４８－８０２６

  前  林      〃  〒473-0934  前林町行田６０  ５２－１３５３

  益  富      〃  〒471-0802  志賀町浜居場６２５  ８０－４１６１

  松  平  　　〃  〒444-2216  九久平町河原畑３７  ５８－００２６

  美  里　　　〃  〒471-0805  美里４－５－１  ８９－１７３１

  竜  神      〃  〒473-0907  竜神町竜神１６  ２８－６６００

  若  園      〃  〒473-0924  花園町脇ノ田１３－３  ５２－２２３３

【特別支援学校】

  豊田特別支援学校  〒470-0342  大清水町原山６６  ４４－１１５１

所            在            地
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(2)  県の施設

名        称 電 話 番 号

西三河県民事務所豊田庁舎  〒471-8503  元城町４－４５（豊田加茂総合庁舎）  ３２－３３８１

  豊田加茂旅券コーナー  〒471-0026  若宮町１－５７－１（A館T-FACE 7F）  ３４－２１１０

  豊田加茂県税事務所  〒471-8537  元城町４－４５（豊田加茂総合庁舎）  ３２－３３８１

  豊田加茂福祉相談ｾﾝﾀｰ  〒471-0024  元城町３－１７  ３３－２２１１

  動物保護管理ｾﾝﾀｰ  〒444-2222  穂積町新屋７３－３  ５８－２３２３

  豊田加茂農林水産事務所  〒471-8566  元城町４－４５（豊田加茂総合庁舎）  ３２－７３６４

　中央家畜保健衛生所 豊田加茂支所  〒471-0067  栄生町３－２５  ３２－０４５９

　県有林事務所足助業務課  〒444-2424  足助町岡田３－１  ６２－０１７２

  豊田加茂建設事務所  〒471-0867  常盤町３－２８  ３５－１３１１

  　　〃　　　足助支所  〒444-2424  足助町岡田３－１  ６２－００４７

  豊田浄水場  〒470-0343  浄水町原山６２  ４５－１５００

　旭高原少年自然の家  〒444-2893  小滝野町坂３８－２５  ６８－３２００

　県緑化ｾﾝﾀｰ・昭和の森  〒470-0431  西中山町猿田２１－１  ７６－２１０６

  豊  田  警  察  署  〒471-0877  錦町１－５９－１  ３５－０１１０

 　 〃　豊田市駅前交番  〒471-0025  西町６－７５－５        〃

    〃  豊 田 交 番  〒471-0833  山之手４－１５１        〃

    〃  上 郷   〃  〒470-1218  上郷町４－２－１        〃

    〃  高 岡   〃  〒473-0917  若林西町広崎８２        〃

    〃  高 橋   〃  〒471-0013  高上１－２－１６  　　　〃

    〃  猿投台  〃   〒470-0372  井上町１１－１０－３７        〃

　　〃  美 山   〃   〒471-0849  美山町３－３４－６        〃

    〃  土 橋   〃  〒471-0842  土橋町４－８７        〃

    〃  保 見   〃  〒470-0344  保見町権堂坊１１９        〃

    〃  御 立   〃  〒471-0805  美里６－８－８        〃

  　〃  梅 坪　 〃  〒471-0064  梅坪町８－４－２３        〃

    〃  若 林   〃  〒473-0914  若林東町棚田１２３－７        〃

    〃  益 富   〃  〒471-0802  志賀町浜居場６６８－１        〃

    〃  藤 岡   〃  〒470-0451  藤岡飯野町田中２５０        〃

    〃  朝日丘  〃   〒471-0035  小坂町１２－２７－２        〃

    〃  末野原  〃   〒471-1201  豊栄町１２－１        〃

    〃  宮 口 駐在所  〒471-0042  宮口町３－１０８－１        〃

    〃  大 畑   〃  〒470-0355  大畑町神戸６９－３        〃

    〃  加 納   〃  〒470-0364  加納町末石３７        〃

    〃  広 瀬   〃  〒470-0307  東広瀬町城下４４－１        〃

    〃  林 添 　〃  〒444-2218  林添町庵ノ入２－１        〃

    〃  岩 倉 　〃  〒444-2225  岩倉町馬場６２－５        〃

    〃  王 滝 　〃  〒444-2206  王滝町宮前８        〃

    〃  市 場   〃  〒470-0574  市場町藪下９５－２        〃

    〃  大 坂   〃  〒470-0532  大坂町杭原１７－２        〃

所            在            地
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  足　助  警  察  署  〒444-2351  岩神町仲田６－４  ６２－０１１０

    〃  明 川 駐在所  〒444-2601  明川町向田１－１        〃

    〃  東大島  〃  〒444-2344  東大島町トウノ前２６－２        〃

    〃  御 蔵   〃  〒444-2522  御蔵町辻１５－３        〃

    〃  浅 谷   〃  〒444-2832  浅谷町大屋５５０－１        〃

    〃  槇 本   〃  〒444-2808  槙本町落合１２        〃

    〃  杉 本   〃  〒444-2816  杉本町奥西山１－１        〃

    〃  御所貝津〃  〒441-2523  御所貝津町ス形２１－２        〃

    〃  夏 焼   〃  〒441-2515  夏焼町シホヤマ２４－２０        〃

    〃  阿 蔵   〃  〒444-3202  阿蔵町仏供田７２        〃

    〃  黒 坂   〃  〒444-3212  黒坂町下平１８－２        〃

    〃  大 沼   〃  〒444-3242  大沼町越田和３７－３        〃

  猿投ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ事務所  〒470-0356  八草町大田１１９０－７  ４８－１５４６

【高等学校等】

  豊 田 西  高等学校  〒471-0035  小坂町１４－６５  ３１－０３１３

  豊 田 東     〃  〒471-0811  御立町１１－１  ８０－１１７７

  猿投農林     〃  〒470-0372  井上町１２－１７９  ４５－０６２１

  松    平     〃  〒444-2204  鵜ケ瀬町桐山１  ５８－１１４４

  豊田工業  　 〃  〒473-0913  竹元町南細畔３  ５２－４３１１

  衣    台     〃  〒471-0057  太平町平山５  ３３－１０８０

  豊 田 北     〃  〒471-0016  千石町２－１００－１  ８０－５１１１

  豊 田 南     〃  〒473-0915  若林東町中外根１－１  ５３－１０１１

  豊    田     〃  〒470-0374  伊保町三本松１  ４５－８６２２

  豊    野　   〃  〒470-1202  渡刈町３－３－１  ２８－８８００

  加 茂 丘     〃  〒470-0451  藤岡飯野町太田代１１３７－３０  ７６－２２４１

  足　　助     〃  〒444-2351  岩神町川原５  ６２－１６６１

  豊田高等特別支援学校  〒473-0906  竹町栄２１－１  ５４－００１１

(3)  国の施設

名        称 電 話 番 号

【防 衛 省】

  自衛隊 豊田地域事務所  〒471-0027  喜多町１－１００－１(三区会館 2F)  ３２－７３８４

【法 務 省】

  名古屋法務局 豊田支局  〒471-8585  常盤町１－１０５－３(豊田合同庁舎)  ３２－０００６

  豊田区検察庁  〒471-0867 　　〃  ３２－０６０２

  愛知少年院  〒470-0343  浄水町原山１  ４５－０５１１

【財 務 省】

  豊  田  税  務  署  〒471-8521  常盤町１－１０５－３(豊田合同庁舎)  ３５－７７７７

所            在            地

所            在            地
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【厚生労働省】

  豊田年金事務所  〒471-8602  神明町３－３３－２  ３３－１１２３

  豊田労働基準監督署  〒471-0867  常盤町３－２５－２  ３５－２３２３

  豊田公共職業安定所  〒471-8609  常盤町３－２５－７  ３１－１４００

【農林水産省】

　　愛知森林管理事務所

　　　　豊田森林事務所

【国土交通省】

　名古屋国道工事事務所

　　　　豊田維持出張所

　名四国道工事事務所

　　　　　　豊田出張所

  矢作ダム管理所  〒444-2841  閑羅瀬町東畑６７  ６８－２３２１

  　　　〃　　豊田分室  〒471-0851  樹木町１－２  ３５－４１４７

西三河自動車検査登録事務所  〒473-0917  若林西町西葉山４６

【裁 判 所】

  豊 田 簡 易 裁 判 所  〒471-0869  十塚町１－２５－１  ３２－０３２９

(4)  その他

名        称 電 話 番 号

【郵 便 局】

  豊      田  郵便局  〒471-8799  十塚町２－１６－１  ３２－００８４

  上      郷    〃  〒470-1299  上郷町４－７－１  ２１－１５００

  豊田 高 岡    〃  〒473-8799  若林西町六反ケ坪１３－１  ５２－３５００

  豊  田  北    〃  〒470-0399  四郷町森前１８５  ４４－１６９２

  松      平　　〃  〒444-2299  九久平町寺前１６  ５８－０９４２

  石   　 野　　〃  〒470-0318  力石町中切２４５－１１  ４１－２８４２

  保      見    〃  〒470-0344  保見町清水尻６８－１  ４８－１９４２

  豊田喜多町    〃  〒471-0027  喜多町４－４８  ３３－４５００

   〃 水源      〃  〒471-0822  水源町１－１－３８  ２８－３２４９

　 〃 司        〃  〒471-0831  司町２－１２－４  ３２－０３２５

   〃 土橋   　 〃  〒471-0842  土橋町３－１１０－５  ２８－３２５２

   〃 山之手    〃  〒471-0833  山之手４－１４５  ２８－０３１６

   〃 新町    　〃  〒471-0044  新町２－２１－２０  ３２－４８０２

   〃 若宮    　〃  〒471-0033  月見町１－１０－２  ３２－６９１０

   〃 梅坪      〃  〒471-0071  東梅坪町１－３－１０  ３２－６９１１

   〃 美山      〃  〒471-0849  美山町５－４６－４  ２８－４５６６

 〒471-0078  昭和町３－７５  ３２－０３６６

 〒471-0065  平芝町３－１２－６  ３２－６１１０

 〒471-0027  喜多町６－３－４  ３２－７５８１

所            在            地

所            在            地
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  豊田朝日    郵便局  〒471-0031  朝日町６－５５－１０  ３３－１５５１

   〃 高橋      〃  〒471-0019  高橋町２－６７－１  ８０－００４３

   〃 市木      〃  〒471-0006  市木町４－２  ８９－００８６

   〃 神池      〃  〒471-0813  野見山町１－１０３－１４  ８８－０７００

   〃 五ケ丘    〃  〒471-0814  五ケ丘３－２０－３  ８８－５５５１

   〃 大林      〃  〒473-0902  大林町１５－５－２２  ２８－３２５３

   〃 堤        〃  〒473-0932  堤町宮畔３２－３  ５２－３６４９

   〃 駒場      〃  〒473-0925  駒場町雲目２５－２  ５７－２６４２

   〃 花園      〃  〒473-0924  花園町井田１０６－６  ５２－１３００

   〃 中町      〃  〒473-0904  中町中前２７－４  ５２－３７４４

   〃 平戸橋    〃  〒470-0331  平戸橋町波岩７－１３  ４５－０９１６

 　〃 永 覚     〃  〒470-1206  永覚新町１－１４－５  ２８－７１９４

   〃 東 山     〃  〒471-0014  東山町２－１５７９－２  ８８－３８７６

   〃 保見ケ丘  〃  〒470-0353  保見ケ丘５－１　公団１４２棟１階  ４８－５１１０

  藤　　岡　　　〃  〒470-0499  藤岡飯野町神田２４２－３  ７６－２５００

  小　　原　　　〃  〒470-0599  上仁木町白山１０８６－１  ６５－３０４２

  大　　草　　　〃  〒470-0531  小原町平田３４８－４  ６５－２２００

  足　　助  　　〃  〒444-2499  足助町本町２３  ６２－０４６２

  明　　川　　　〃  〒444-2601  明川町向田１－１  ６７－２３２２

  阿　　摺　　　〃  〒444-2599  大蔵町本城３－１  ６４－２３４２

  盛　　岡　　　〃  〒444-2399  則定町上栃ノ実１９  ６３－２０５０

  下　　山　　　〃  〒444-3299  大沼町八沢４７－２  ９０－２５００

  羽　　布　　　〃  〒444-3206  羽布町川合１－５  ９０－３５００

  　 旭　 　　　〃  〒444-2899  小渡町寺ノ下４－１  ６８－２２００

  杉　　本　　　〃  〒444-2816  杉本町仏田２４－４  ６８－２３００

  稲　　武　　　〃  〒441-2599  稲武町タヒラ４  ８２－２１５０

【こども園】

  青　松　こ ど も 園  〒471-0858  朝日ケ丘６－４１  ３４－００６５

  淨  光      〃  〒471-0043  宮町３－６４  ３２－３６３５

  中  央　　　〃  〒470-0373  四郷町山畑７８－２  ４５－００６６

  東  海　　　〃  〒471-0804  神池町２－１２３６  ８８－０５９９

  こじま　　　〃  〒471-0876  金谷町７－３０  ３２－２２８１

  星ケ丘   　 〃  〒473-0927  中田町西山１４８  ５７－１７１７

  東保見　　　〃  〒470-0353  保見ケ丘４－６－１  ４８－２２２１

　たかはら    〃  〒471-0069  高原町５－７３－２  ３４－５１４１

  みずほ　 　 〃  〒471-0863  瑞穂町２－５  ３２－７３８０

  わかば　　　〃  〒473-0914  若林東町上外根８６－２  ５２－１８３８

　第二わかば　〃  〒473-0914  若林東町上り戸１３－３  ４１－７８３０

　いぼばら　　〃  〒470-0342  大清水町南岬１－２８０  ３１－３３４０

  丸　山　　　〃  〒471-0832  丸山町３－３０  ２８－０７４４

所            在            地
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　浄水ひかりこ ど も 園  〒470-0343  浄水町南平１０１  ６３－５６８０

　豊田大和キッズ　〃  〒471-0823  今町１－６－２  ２７－５６７８

　杜のひかり　　　〃  〒470-0342  大清水町大清水１００－１  ４５－９９６６

【幼 稚 園】

  青  木　 幼　稚　園  〒470-0335  青木町２－５６－２  ４４－０１８８

  飯野ひかり   〃  〒470-0451  藤岡飯野町池下１０７０－３  ７６－５５５０

  浄水松元　   〃  〒470-0343  浄水町南平１００  ４５－６８８４

  豊田聖霊　　 〃  〒471-0844  聖心町４－１０－６  ２８－２１７８

　豊田花園　　 〃  〒473-0924  花園町塩倉１３－３  ５２－５０７２

　豊田東丘　　 〃  〒471-0809  宝来町４－７５８－２７４  ８９－７５７０

  豊田星ケ丘   〃  〒473-0927  中田町西山１４７  ５７－２８４６

  豊田大和　   〃  〒471-0823  今町１－１９－１  ２９－１２３７

  林　丘　     〃  〒473-0902  大林町１０－１５－２  ２８－１０７４

  ひらしば     〃  〒471-0079  陣中町１－１３－１  ３２－３５６５

  ベル豊田　　 〃  〒471-0814  五ケ丘７－２７－２  ８８－２０００

  松平大和　 　〃  〒444-2225  岩倉町柿田１－１  ５８－２３２７

  まふみ　　   〃  〒471-0071  東梅坪町３－５－１  ３１－７１８１

  美  里　 　　〃  〒471-0805  美里４－３－２  ８９－１０１１

　名古屋柳城短期大学

  附属豊田幼稚園

【幼保連携型認定こども園】

  挙母ルーテル 幼 稚 園  〒471-0029  桜町１－７９  ３２－１７６４

  中山松元     〃  〒470-0431  西中山町後田９３－６  ７６－３０３３

  保見ケ丘　   〃  〒470-0353  保見ケ丘５－１  ４８－１５００

  井  上 　　　〃  〒470-0372  井上町９－６０－１  ４５－５０１０

  五ケ丘大和   〃  〒471-0814  五ケ丘２－１９－１  ８８－１２３７

　美　山　　　 〃  〒471-0841  深田町４－７－４  ２８－６１８１

【中 学 校】

  南山国際中学校  〒470-0375  亀首町八ツ口洞１３－４５  ４６－５３００

【高等学校】

  杜  　若  高 等 学 校  〒470-0331  平戸橋町波岩８７－１  ４５－５０００

  豊田大谷    　〃  〒470-0344  保見町南山１  ４８－３５１１

  南山国際   　 〃  〒470-0375  亀首町八ツ口洞１３－４５  ４６－５３００

【短期大学・大学等】

  愛 知 学 泉　　大 　学  〒471-8532  大池町汐取１  ３５－１３１３

  愛 知 工 業  　　〃  〒470-0392  八草町八千草１２４７  ４８－８１２１
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